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			　本棚の奥に隠してある。

			　この封書を知るのは、たった一人、彼自身だけである。

			　中の書を静かに取り出し、眺め見る。

			　書かれた内容はもう見なくても覚えている。だが今日は久しぶりにこの目で見たいと思った。

			「……」

			　何度見ただろう。何度も何度も。

			　眺めては胸に抱き、衝動を抑えて。

			　いつも堂々巡りに、最後の結論に至る。

			「……必ず私が」

			　書を封筒に戻す。

			　ぐっとこめかみに力を込める。

			　自分を呼ぶ声がある。時間だ、行かなければならない。

			「……必ず」

			　そうして今日も見えない仮面をかぶって。

			　もう一人の自分となって、歩き出す。

			

			　あの人からの最後の手紙に、返事はもう書いてある。

			　それは彼の遺言である。

			　そして、最初で最後の。

			　……恋文である。

			

	








			
			　──あの時、本当は叫ばなければいけなかった。

			　こんなの間違ってる、父さんと母さんはそんな事しないと。

			　だけど僕は叫ぶどころか一言も……身動きすらできなくて。凍ったようにその場に立ち尽くす事しかできなかった。

			『その子は関係ない!!』

			『すぐに戻るから、いい子にしててね』

			　……でも。

			　何時間待っても何日待っても、二人は戻ってこなかった。

			　そして二度と会えなかった。

			　その後たくさん人がやってきて、何もかも洗いざらい持って行かれてしまったけれど。

			　……破り捨てられていた一枚の紙を、僕はそっと拾ってポケットに隠した。

			　大好きだった父さんの文字。

			　そこに殴り書かれていた言葉を何度聞かされただろう？

			　それはもう、二度と直接聞く事ができない物語。

			『その日私は、竜に会った』

			

			　　　　　　　

			


			　太陽が落ちた。

			　夕闇が世界を染めている。

			　その闇の中で、太陽が残した最後の光を頼りに、人々は今日に別れを告げる準備を始めている。

			　その赤い光は世界を一時いっとき鮮やかに染め上げ、空を美しく彩る。

			　闇と光が混ざり合い奏でる協奏曲のように。

			「きれいですね」

			　空を見ながら、少年は素直にそう言った。

			　連れの老人は「そうだな」と呟き、空と、それを見上げる少年の横顔を眺めた。

			「お待たせしました、出発します」

			　その間に、御者がランプに火を点け終える。馬車がジワリと動き出した。

			「直じきに町だ」

			　少年は窓の向こうの空を眺めた。

			　硝子ガラスははめられていない。吹きさらしのそこからは風と樹木の匂いが飛び込んでくる。

			　雨の匂いがすると思って空を見渡したが、雲は多くない。

			　やがて少年は視線を内へと戻した。

			　乗り合い馬車であった。

			　街道を行く馬車に乗客は少なくなかった。立ち乗り客がいるほどではないが、グルリと縁取るように設けられた座席には、余裕があるといった様子でもない。

			　乗り合う客の姿も色々だ。行商人、身軽な格好の者、大荷物を抱えた者もいれば、剣を携え鎧を身にまとう者も。男もいれば女も、老人も子供もいる。

			　だが一様にどこか影があるように見えるのは、夕の光のせいであろうか？

			　皆どこに行くのだろうかと、少年は思った。

			　馬車が向かう先は同じだけれども。

			　皆、どこを──何を目指しているのだろうか？

			　少年は窓の向こうに視線を戻した。

			　向かいに座る俯いた戦士の向こうに、幾重にも連なる灰色の雲が見えた。

			「ドォオオオオオ!!」

			　走り出して間もなく。馬車が突如大きく揺れた。

			　強烈な揺さぶりに、全員が座席から投げ出される。

			「止まれェェェェ!!」

			　馬の嘶いななきと共に聞こえたのはその声。

			「大丈夫か、マルコ」

			　はい先生、と答えようとして、少年は血の味がする事に気づく。座席から放り出された時に口の中を切ったようだった。

			「盗賊だ……」

			　誰かが呟いた。慌てて少年は外を覗き見た。

			　黒い身なりの集団が見えた。茶色い馬にまたがっている。

			　どの窓を見ても同じ光景。馬車は囲まれている。

			「積荷を下ろせ!!」

			　御者台から悲鳴が聞こえた。絶叫だ。少年はその場に凍り付いた。

			　馬車が盗賊に襲われる事は、珍しくない。

			　多くは荷馬車。行商の積荷が狙われた話はよく聞かれる。大商人ならば護衛もつけられようが、そんな者を雇う余裕のない商人は、襲われればひとたまりもない。

			　だが今襲われているのは乗り合いの馬車だ。確かに馬車の後ろには荷台がついていたが、商人の物とはわけが違う。

			　かと言って乗合馬車が襲われないというわけではない。乗客の金品、まして奴隷商人がこういった馬車を狙う事もあるのだ。

			「キャァァアア!!」

			　誰かの叫び声に少年は驚き振り返る。馬車の戸が無理矢理開けられた所であった。

			「騒ぐな!!」

			　窓からも、人が飛び乗ってこようとしている。

			「マルコ、こちらへ」

			　投げ出された少年と老人の間には、一メートルほどの間隔がある。老人が必死の形相で手を伸ばしたが、少年は動くどころか声すら出せなかった。

			「女子供は傷つけるな！　男は殺せ」

			　だが動けないのは他の者も同じ。踏み入ってきた賊に、ほとんどの人間は固まったままその姿を見るしかなかった。

			　そう、〝ほとんどの人間〟が。

			「貴様は……剣士か？　騎士じゃないな？　動くな、動けばこいつら皆殺しにするぞ!!」

			　皆、座席から放り出されたままの状態の中、二人だけが立ち上がる一歩手前の状態に体制を立て直している。

			　盗賊はそのうちの一人に早口でまくしたてた。言われた男はただ、ニヤリと笑った。

			　何やら至極、面白そうに。

			　その態度に賊は癇に障ったように眉を吊り上げたが。

			「おい!!　隣にいるお前、顔出せ!!」

			「……」

			　首元のマフラーを暑苦しいまでに引き上げ、半分以上顔を覆ったその者。

			　見た目は戦士。

			　マントの下の白い鎧が、夕の光で朱色に輝いている。

			「聞こえないのかッ!!　顔を見せろと言っている!!」

			　反応見せぬその白き鎧の者に、激怒した賊がマフラーを無理に引き剥がそうとしたその刹那。

			「無礼者」

			　その手を振り払い、白い鎧は立ち上がった。

			「カーキッド、これ以上は我慢なりません」

			「……へぇへぇ。どうぞご勝手に」

			「な、何だ何だお前らは！」

			　誰に言われずとも、誰の手を借りなくとも。

			　時がくればマフラーなど用はない。

			　かなぐり捨てる、その面が白日にさらされる。その姿に周りは息を呑む。

			「女……!?」

			「そなたらの行動、許されるものではない」

			　金の髪は黄金に燃え立ち、青の瞳もまた、赤の光を帯びて烈火のごとく光を解き放つ。

			　そして彼女が抜いたその剣の柄には、白い薔薇がキラリと吠えるかのごとく──、

			「武器を捨て、投降せよ。さすれば見逃す」

			「女剣士だ!!　上物だぞ!!」

			「捕まえろ!!　高く売れるぞ!!」

			　投降の様子なし。

			　回答を求める気にならなかった彼女は、剣を構えた。

			「カーキッド、やる気がないなら、乗客の護衛を」

			「あん？」

			　彼はそれに少しだけ笑い、ゆったりとした様子で立ち上がった。

			「誰がそんな事言った？」

			　そして、その黒塗りの剣をザラリと抜いた。

			　その様子をチラと振り向き、彼女──オヴェリアは少し笑みを浮かべた。

			「斬るぞ」

			「殺生は無用」

			「まだ言うか」

			「──男は斬れッ!!」

			　言うなり、まず馬車に乗り込んでいた賊がオヴェリアに向かって斬りかかっていった。

			　獲物はタガー。長剣より短いが俄然がぜん刃が太い。斬られれば肉が裂けるのは必定。

			　だが、それがオヴェリアに届くよりずっと早く、カーキッドが放つ剣が盗賊の腹をくの字に割る。その者は人とは思えぬような呻き声を上げて、馬車の外まで吹っ飛ばされた。

			「あーあ、やだやだ。男女差別」

			　軽くため息を吐きながら、カーキッドは馬車の外へ出た。オヴェリアは窓から侵入しようとしていた盗賊の顔面へ剣の腹を叩き入れる。

			「窓のない方へ!!　ここは我々が!!」

			　乗客に指示を出し、窓から外へと飛び出した。

			　そこを囲む盗賊の数、五人。

			「こりゃ確かに上玉だ!!」

			　どよめく一同に、オヴェリアは眉根に力を込めた。

			「やめとけ。そいつはそんじょそこらの男よりずっと性質たちが悪いぞ」

			　そんな彼らに説いて聞かせるカーキッドの足元には、すでに二、三人転がっている。

			「見た目だけは、お人形さんだけどな」

			　ボソっと言いながら飛び掛ってきた盗賊の刃を軽いステップで避け、その背中を思い切り蹴飛ばす。

			　オヴェリアは、打ちあぐねている盗賊に向かって猛然ダッシュした。

			　迎える賊に一瞬の躊躇ためらいが浮かぶ。そんな状態で彼女の剣が受け止められるわけがない。押し込まれた切っ先を、盗賊は止める事できずに地面に叩きつけられる。

			「カーキッド、今何か言いましたか？」

			「何にも言ってねぇ」

			「怪我をしても介抱はしませんからね」

			「そりゃこっちの台詞セリフだ」

			　話しながらも彼女の剣が鈍る事はない。右から左から斬りつけてくる者達を風のような身のこなしでかわし、薙ぎ、堕おとしていく。

			　倒れて行く盗賊は、自分が何をされたのかわからぬままにただ崩れ落ちるのみ。

			「クソ、護衛をつけてやがった!!　二人とも斬れ!!」

			　残った盗賊のうちの一人がそう叫んだが、カーキッドは心外そうに目を剥いた。

			「馬鹿野郎、こっちは完全なタダ働きだッ!!」

			　こうなりゃ全員ブチのめして、御者から礼金ふんだくってやる──カーキッドがそう決心した時。

			「カーキッド!!　火が!!」

			　馬車に吊るされていたランプが砕け、火が草木に燃え移っていた。

			　その一端が馬車にまで及んでいる。オヴェリアは急いで中に飛び乗った。

			「外へッ!!」

			　彼女の背中を追いかけようとしていた一人の背中を回し蹴りし、柄つかで顔面を叩き割りながら、面倒くせぇなとカーキッドは舌を打った。

			「どっちを選ぶ？」

			　半分ふざけたように振舞うカーキッドが次に盗賊へ向けた瞳は、獣のような鋭さを帯びていた。

			「炎に巻かれて死ぬか、斬られて死ぬか」

			　選ばせてやるよと言いながら、再び黒の剣を構える。

			　残った盗賊数名は、最終的に転がるようにして逃げ去って行った。

			　カーキッドは追わなかった。代わりに、つまらなさそうな舌打ちをして視界から追い払った。

			　オヴェリアに追い立てられて、乗客達が馬車から這い出てくる。それを横目にしながら、カーキッドは伏して呻いている盗賊の髪を掴んだ。

			「おい、誰の差し金だ」

			「……」

			「……いや、いい」

			　身なりといい腕前といい、これまで彼らを狙ってきた刺客とは違う。

			　カーキッドはもう一度その者を蹴飛ばして、オヴェリアへと向かった。

			「ズラかるぞ」

			　乗客達は蜘蛛の子を散らすように逃げて行く。

			　火は大地から樹々へ、森へと広がろうとしている。間もなくこの一帯は火に飲まれるだろう。

			「オヴェリア」

			　だが彼女は凛然と炎を見つめ言った。

			「このままにはしておけません」

			「あん？」

			「このままでは、この森は死んでしまう」

			　しかし炎は一層高くなろうとしている。煙が辺りに立ち込め、オヴェリア自身も咳き込み始めた。

			「馬鹿言ってないで逃げるぞ」

			「火を消さねば、この者達も危ない」

			　伏した盗賊達だ。

			　カーキッドがのした者は特に。今までの経験から、この男がまともに動けるような状態にしているわけがない。骨が砕け、一歩も動けないような者ばかりがここには転がっている。

			「放っておけ」

			　そう言ったカーキッドに対して、オヴェリアはマントを脱ぎ始めた。

			「何始める気だボケ!!」

			「火を」

			「そのマントがどんな物か、お前わかって言ってんのか!?」

			　カーキッドは血相を変えた。彼女のマントは、先日フォルストの神父にもらった物。ラシルという皮を縫い上げて作られていて、一般の市場で簡単に見つけられる物ではない。まして運良く見かけても、気安く買えるような物ではないのだ。

			「ダメだオヴェリア。そのマントはダメだ」

			「ではどうやって火を消すと？　一刻の猶予もありません!!」

			　その眼光にカーキッドでさえも一瞬たじろぐ。

			　逃げるべきだとカーキッドは思う。この炎は手に負えない。

			　オヴェリアを担いでこの場を離れるか？　──カーキッドはそう考え、オヴェリアの腕を取った。そのまま抱えてしまおうとしたが。

			「──ッ」

			「ちょ、カーキッド!?」

			　男の双眸が、刹那、怪訝に見開かれる。

			　だがオヴェリアがカーキッドのその顔を見る事はなかった。なぜなら。

			「炎は私が消しましょう」

			　その声に振り返ったから。

			「あなたは──」

			　老人と、傍らに少年が一人。少年は老人の背に隠れるようにして寄り添っている。

			「少し下がってください」

			　言うなり老人はピっと炎に向けて杖をかざした。

			「──」

			　口元が微かに動いていたが、オヴェリアは彼が何を言っているのかわからなかった。

			　だが次の光景は理解できた。

			　にわかに風が吹いた。そしてキラキラと、宙に粉が舞ったかのように光が散らばったと思った次の瞬間、光は吸い込まれるように杖に向かって集まり出した。

			　そしてすべての光が消える直前、大地から爆発するように水柱が立ち上がると、地表から吹き上がった水は天高く疾走し、火を一瞬にして消し飛ばした。　

			　火を飲み込んだ水は上った時とは一転、優しく地面に降り注ぐ。

			　煙の匂いのする苦い雨のようだった。

			「あなたは……」

			　目の前の光景に呆然としながら、オヴェリアは老人に問うた。

			　老人は目じりにしわを寄せ苦笑を浮かべる。

			「濡れてしまわれた。申し訳ない」

			　中でもとりわけ水の被害に遭ったカーキッドは、ズブ濡れの状態で言葉もなく立ち尽くしている。

			「町はすぐです。とにかくそちらへ参りましょう」

			　カーキッドが巨大なクシャミをした。伝染したようにオヴェリアも、クシュンとかわいく息を吐つく。

			　あれほど夕の光を放っていた空が、今は完全に闇に落ちている。

			　火は消えた。

			　オヴェリアは空を見て安堵を覚えながら、もう一度クシャミをこぼした。

			

			　　　　　　　

			

			「助かりました、改めて礼を申します」

			「いいえ、それはこちらの方でございます。あなた方がおらねばどうなっていた事か。本当にありがとうございました」

			　老人はそう言って笑ったが、もし自分達がいなかったとしても、この老人ならばどうにかしたのではないだろうかとオヴェリアは思う。

			　横目でカーキッドを見たが、彼はそ知らぬ顔で料理をつついていた。

			　町の宿にある食堂である。

			　あの後、老人と少年、他の乗客とも合流して町まで至った。盗賊の事を駐屯の兵士に伝えた後、オヴェリア達は宿を探し、とりあえず濡れた衣服を脱いだ。今は宿で借りた部屋着を身にまとっている。

			　その後老人に誘われ、共に食事をしているのだが

			　カーキッドがクシャミを連発している。風邪を引いたのかもしれない、オヴェリアは心配そうに彼を見つめた。

			「大丈夫？」

			「……で？　あんた何もんだい？」

			　オヴェリアの視線を無視し、カーキッドは肉を頬張りながら聞いた。

			「どこぞの高名な魔術師様か？」

			「そんな大それた者ではございません」

			　老人は薄くなった頭部を掻きながら、苦笑を浮かべた。

			「ここから南西にある町で、子供達に魔術を教えている者です」

			「へぇ、魔術の先生かい」

			　そんな大業なものでもないですがね、と老人は笑った。

			「申し遅れました。私はレトゥ。この子はマルコと申します」

			　レトゥと名乗った老人は、年は六〇くらいだろうか。顎の線の細い顔に、細い目、眉間に刻まれたしわは消えない様子だが、決して険しい顔ではない。薄いスモークブルーのローブをまとっていた。

			　少年も揃いのローブを着ている。まだ少女のようなあどけなさを残す顔に、耳を覆うような髪は、茶とも金とも言えぬむしろ銀に近いほどの薄い色を帯びていた。

			　少年は顔を上げたが、オヴェリア達と目が合いそうになるとすぐにまた下を向いた。

			「あなたも魔術を習っているの？」

			　恐らくそうとは思ったが、オヴェリアはどうして聞きたくて尋ねた。少年は俯いたまま頷いた。

			「しかしこのご時世、魔術を子供に説いてやる輩がいるとはね」

			　魔術──大地の理ことわりを理解し、その力を特殊な媒体に乗せて形成、具現化させる呪術である。

			　その方式は様々。以前二人が会った神父デュラン・フランシスのように、言葉や言語を紙に書く方法もあれば、大地に刻む方法もある。

			　音、文字、形、数式、天候あるいはある種の道具。

			　多々ある具現方法において専もっぱら難易度が高いとされるのが音による方法。特に、ある一定の言葉を口から放つだけで術を成り立たせる事ができるのは、相当の達人と言える。そして言葉が短ければ短いほど、その術者の力量が窺える。

			　ただしこれにも、個々の相性は存在する。

			　いかに秀でた術者とて、音と相性が悪ければ術の発動はできない。同じ術でも、音では無理でも文字にすれば使えるという事は多々ある。

			　そして昨今、術者育成に一番力を入れている機関は、聖サンクトゥマリア大教会である。

			　北方ガリオスの地に総主教庁を置く宗教組織。聖母サンクトゥマリアを崇め、ハーランドの国教でもある宗教組織である。

			「私自身はガリオスで学んだ身でありますが、学びたくてもそこは敷居が高いのが実情。子供達の可能性が広がればと思い指導を始めた次第です。実際には魔術の指導よりも大陸の歴史や経済、土地の成り立ち、この世の理などを説いておりますかな。どれほど学びの心があろうとも、魔術を操る才がある者は極々稀です」

			　ハーランド国にも王家直属の魔術団はある。だがその数は極々少数。騎士団に到底及ばない。

			　魔術を操る事、言語を理解し世界を理解し、そして自分が最も相性のいい媒体を見つけ技を極める──

			　華々しい世界ではあるがその道はあまりにも険しい。生涯を尽くしても極め尽くせる物ではない。

			「レトゥ様は言語のみで術を操ってみえた。相当の使い手とお見受けしました」

			「カイン様も魔術を？」

			　オヴェリアは老人と少年に、カイン・ウォルツと名乗っていた。

			「幼少の頃、両親の勧めで少しだけ。でも才がありませんでした」

			「そうですか……ですがあなた方は私の術に動じなかった。普通ならばもっと驚かれた事でしょう。どこかで魔術を見た事が？」

			　その問いにオヴェリアとカーキッドは顔を合わせ、「ちょっと、な」と言った。

			「それで、カイン様とカーキッド様はこれからどちらへ？」

			「所用でエンドリアへ向かってる」

			　エンドリアはここから北にある港町。そこからさらに北へ向かったその先に、二人が目指す場所がある。

			　ゴルディア──黒い竜が現れたと言われる場所だ。

			「エンドリアですか……近郊で先日竜巻があったと聞きました。道が少々荒れてるかもしれません」

			「じぃさん達は？　南西の町から来たって言ったよな？」

			　その問いは、話のついでにカーキッドが何気なく振った物であったが。

			　それには答えず、レトゥはただ一つニコリと笑った。

			「この町の滞在は？」

			「明日食料調達して、遅くても明後日の朝には発とうと思ってる」

			「左様でございますか。……荷物を整えたら早々にこの町を去りなされ」

			「……？」

			「雨が迫っております。直に嵐が来るかもしれません」

			　レトゥはまた少し笑った。

			　それにオヴェリアは曖昧に返したが、彼女が気になったのは老人の横に座る少年。

			　彼はずっと、睨むように皿の料理を見ていた。

			　手をつけるわけでもなく、そして顔を上げる事もせず。

			　まるで今にも皿が襲ってくるのを、必死に食い止めているかのように。

			

			　　　　　　　

			

			「今日はゆっくり眠れ。明朝出立する」

			　食事を終えて部屋に戻るなりカーキッドは言った。

			「え？　先ほど、明日は食料の調達をすると言っていませんでしたか？」

			「気が変わった」

			　レトゥとマルコも同じ宿であったが、オヴェリア達は二階、彼らの部屋は一階の奥だ。

			　そして例によってまたしても、二人は同じ部屋である。

			「そんな……まだきちんと二人にお礼を言っていないのに」

			「明日の朝すりゃいいだろ」

			「……」

			「……あんだよ、その目は」

			　じっと見つめるその青い瞳に、異国で〝鬼神〟と呼ばれた男が一瞬たじろぐ。

			「……何かある、そう思ったのでしょう？」

			「あん？」

			「あの二人の事です」

			　一瞬眉にしわを寄せたカーキッドだったが、すぐに顔を背けた。

			「知らねぇよ。いいからさっさと寝ろ」

			　カーキッドは言うなりシャツを脱ぎ捨てた。オヴェリアが悲鳴を上げて顔を手で覆う。

			「勝手に裸にならないでください!!」

			「うっせぇ。俺がどこで脱ぎ着しようが、お前には関係ねぇ」

			「充分あります!!」

			　オヴェリアは赤面しながら布団に潜り込んだ。

			「もうっ、嫌っ」

			「そーかいそーかい。さっさと寝ろ」

			　ニヒヒと笑って、カーキッドは布団に潜り込んだオヴェリアを見た。そして小さなランプの下で剣を磨き始めた。

			　隙間風だろうか、ランプの炎が仄かに揺れる。

			　カーキッドは息を吐ついた。それには炎はピクリともしなかった。

			「……ねぇ、カーキッド」

			「あん？　寝てねぇのかよ」

			「そんなにすぐには眠れません」

			　ゴソゴソと音がする。頭まで布団をかぶったまま、オヴェリアはカーキッドの方を向いた。

			「そんなに寝て欲しかったら、子守歌を歌って？」

			「……誰が？」

			「ダメ？」

			「てめぇで歌え」

			「それじゃあもっと眠れません」

			　剣が曇ってる。刃が少し欠けている。研ぎに出さなければならない。

			　小さな光の中で切っ先を見極め、カーキッドは嘆息をこぼす。

			「カーキッド」

			「あん？」

			「……」

			「……」

			　フォルストを出たのは三日前。

			　王都より第一報が届いたのは、二人がデュランと別れてから二日後の事だった。書簡は城と、教会にいたオヴェリアの元へともたらされた。

			　それを見届けオヴェリア達は旅に出た。王都より兵が派遣されたのはその後の事である。

			　オヴェリア達の傷はまだ完全に癒えてはいない。

			　デュランが二人のために置いていった薬は、魔術によるものか、普通より早く傷が癒えていくようだった。それでもまだ二人の体には所々に布が巻きつけてある。カーキッドの右腕にも肘から手首にかけて、ずっと布が巻かれ続けていた。

			　そして癒えぬのは体の傷だけではなく。

			　アイザック・レン・カーネル──フォルストで戦った男。

			　オヴェリアの叔父にしてフォルストの領主。その行方が知れない事と彼が言った言葉が、オヴェリアをずっと悩ませている事をカーキッドは気づいていた。

			『お前の父は、母を殺したのだ！』

			『私は父を信じます！』

			　カーキッドはもう一度息を吐いた。諦めに似たような吐息だった。

			「エンドリアは湾沿いの町だ。うまい食べ物がある」

			「……」

			「お前が見た事ないような魚もいるぞ」

			「……魚？」

			「ああ、それに交易港だ、食い物だけじゃない、色んな人や物で溢れてる。面白いぞ」

			「……カーキッド」

			「明日発つ。食料を調達してそのまま行く。エンドリアに着けるのを楽しみにしとけ」

			「……」

			　それから……とカーキッドは言葉を探す。

			「エンドリアから船に乗って北へ行けば、ゴルディアまではすぐだ」

			　そこまで言って一呼吸置き、決したようにカーキッドは言った。

			「お前には言ってなかったが。俺は実は、……一度、ゴルディアに行った事があるんだ」

			　この沈黙と夜陰に紛れて。

			　言ってしまおう──そう思ったけれども。

			「……」

			「……、オヴェリア？」

			「……」

			「…………寝てやがる」

			　やれやれと、カーキッドは息を漏らした。

			「てめぇなら、歌いながらでも眠れるさ」

			　頭はかぶっているが、背中は丸々出ている。カーキッドはオヴェリアが眠る寝台に寄り、布団をかけ直してやった。あどけない寝顔が中から顔を出す。

			「俺はお前の母ちゃんじゃねぇぞ」

			「ん……」

			「ったくよぉ」

			　おやすみ、と呟き再び自身の寝台に戻り剣を手にしかけ、カーキッドは包帯を巻いた腕を見た。

			「……」

			　やがて剣を取りもう一度刃を見る。

			　ランプはもう少しの間、姫の寝顔と男を照らし続けた。

			

			　　　　　　　

			

			　肌寒さで目が覚めた。

			　朝かしら、とオヴェリアは重い目をこすって窓を見る。まだ外は暗かった。

			　カーキッドは？　旅に出てからついてしまった習慣。起きて最初にカーキッドの姿を探す事。

			　隣の寝台を覗く。そこに彼はいなかった。同時に剣もない事に気づく。

			　オヴェリアは少し心配になり布団から這い出た。寒かった。

			　置いていかれたのかとも思ったが、剣以外の荷物は残っている。

			　オヴェリアは戸口を見た。心臓がなぜか早鐘に打った。

			　──待っていれば戻ってくる。

			　ここにいればいいと思う。……だが。

			　何となく嫌な予感を覚え、オヴェリアは上着を羽織った。まだ少し湿っぽかったが構わなかった。

			　そのまま部屋を出ようとしたが一瞬考え、立てかけてあった白薔薇の剣を振り返る。

			「まさか、何事もないとは思うけれども」

			　念のためにと掴んで部屋を出る。　

			　廊下は暗かった。城にいた頃は夜でも明かりが絶える事はなかったが、ここは城ではない。

			　目は直に慣れてくる。

			　洗面所は一階だ、輪郭と記憶を頼りに階下へ下りていく。

			　じゅうたんの弾力に靴が少し弾む。もちろんハーランドの城や、王城のオヴェリアの部屋に敷いてあったそれとは厚みも質も違う。

			　それでも足に優しいと感じる。一枚敷いてあるだけでも足が喜ぶ。心がほっとする。

			　私は変わったかもしれない──階段を下りながらオヴェリアは思った。

			　旅に出て一ヶ月になろうとしている。

			　生活は一変した。野宿もしたし、宿とは呼べないような場所でも寝起きした。

			　城の中がいかに普通の人々の生活とかけ離れているのか、町の者達がどういう所で、どのように暮らしているのか。

			　食べる物も住む所も、境遇の何もかもが違う。

			　それでも人々は笑っている。たとえそれが王族や貴族などとはかけ離れた生活であっても。

			　人々は自分の生活の中に幸せを見つけて生きている。

			　……宿の階段はあっという間に下へとたどり着く。いい匂いがする。焼き立てのパンの匂いだ。

			　生活の匂い、そして日常の音。

			　今日がまた始まろうとしている。

			　窓の外にある空が先ほどよりさらに白んできている。

			　パンの匂いに誘われるように、オヴェリアのお腹が鳴った。

			　ここにフェリーナがいたら「まぁ大変！　少々お待ちくださいませ姫様！」と大騒ぎして、厨房に朝食の用意をせっつきに走るだろう。もしかしたら自分でパンケーキを焼いてくるかもしれない。

			　トレイを持って部屋に駆け込んでくる姿が目に浮かんで、オヴェリアはクスクスと笑った。

			「フェリーナは元気かしら……」

			　フォルストにいた時、父への書ふみと共にフェリーナにも手紙を書いた。返事は数日後ハーランドからの使者によってもたらされた。

			　慌てていたのだろう。文字は乱れていたが、女の子らしい文字は確かにフェリーナのものだった。ひたすらにオヴェリアの安否を気遣う文章だった。

			　城は変わりないから、とにかく無事に早く帰ってきて欲しいと。何なら今すぐにでも帰ってきてと。竜退治なんてどうでもいいからと。

			　──そうはいかないの、フェリーナ。

			　竜を退治する、その目的で旅に出た。

			　オヴェリアはもう一度思う。そうはいかないのだと。

			　──この国はそれだけではない。

			　フォルストの顛末、レイザランの事──父王ヴァロック・ウィル・ハーランドにも書簡で伝えた。父も気づき始めている、この国で何かが起ころうとしている事を。

			　ゴルディアには竜がいる。そしてオヴェリアの懐には竜の命を宿す石がある。

			　そしてそれを狙う者がいて、この国を滅ぼそうとする意志が生まれ始めている。

			　──何かが。

			「父上、母上……」

			　ぐっと目を閉じオヴェリアは思う。

			『わしの代わりに世界を見よ』

			　父からの手紙にはそう書かれていた。

			　オヴェリアは、叔父の言葉を父に告げなかった。

			　告げてどうなる、今ここでその是非を問うてどうする……？

			「父上……」

			　呑み込む想い。

			　腕の中にある薔薇を見る。

			　柄に添えられた白い薔薇の章。それが今唯一、目に映る真実であり事実。

			　この薔薇の元に、二人の意志がある。

			「母上」

			　それだけが今は胸にあればいいと……そう願う。

			　その時ガタリと音がした。扉が開く音だ。

			　カーキッドかとオヴェリアは音の方を見やったが、開いたのは客室だった。

			「先生……」

			　聞こえた言葉に、オヴェリアは咄嗟に階段の陰に隠れた。

			「マルコ、よいな」

			　マルコ──あの二人だ。

			「行くぞ」

			　二人が玄関に向かって歩いて行く。オヴェリアは息を止めて潜んだ。

			　オヴェリアの脳裏には、昨晩の凍り付いたように座る少年の姿があった。

			「何してんだお前」

			　二人が出て行った頃、裏口からカーキッドが現れた。

			「あ、カーキッド」

			「何だ？　こんな所で何してる」

			「あなたこそ」

			「俺は外で剣の鍛錬を……あん？」

			　皆まで言わせず、オヴェリアは腕を掴んだ。

			「行きましょう」

			「は？　どこへ？」

			「わかりません」

			「あん??」

			　何かある。

			　オヴェリアは戸惑うカーキッドを引っ張り、走り出す。

			　マルコがしていたああいう目を、オヴェリアはよく知っている。あれは何かに怯える目だ。

			　宿を出た。

			　町はまだ眠りの中にいる。

			　空はまだ暗いが闇夜ではない。

			　町に着いたのは夜だったので、まともに外観を見るのはこれが初めて。今も周囲を完全に見渡せるような状態ではないが、小さな町ではない様子。家の数も多い。

			「おい、オヴェリア」

			　レトゥとマルコは足早に歩いて行く。その後を、オヴェリアは一定の間隔を保ちながら追いかけていく。

			「あの二人が何だってんだ」

			「おかしいと思いませんか？」

			「何が」

			「こんな早朝に」

			　カーキッドは首を横に振った。

			「俺らだって早朝出発する事もあるだろうが」

			「……そうだけど」

			「帰るぞ。俺は腹が減ったんだ」

			　私だってお腹がすきましたと言いかけ、オヴェリアは唇を噛んだ。

			「もう少しだけ。気になるんです」

			　カーキッドはクシャミをした。それが通りに響いたが、レトゥとマルコは気づかなかった。

			「静かにしてください」

			「……るっせぇなぁ。クシャミくらいさせろ」

			「どこでもここでも脱ぐからそうなるんです」

			　鼻をすすりながら、カーキッドは嘆息を吐く。

			「町から出るようです」

			「なぁ、もういいだろ？」

			「峠道に入って行く」

			　町の出入り口にある柱に隠れ、オヴェリアは二人の背中を見つめる。

			「行きましょう」

			「マジかよ」

			　カーキッドはあからさまに嫌そうな顔をした。

			「いい加減にしろ。俺達には関係ないだろうが」

			　それにこんな軽装で──オヴェリアは鎖帷子くさりかたびらも着けていない。今もし刺客に襲われたら最悪だ。カーキッドはそれを危惧して渋るのだが。

			「あの子は昨晩……ずっと、怯えたような顔をしていた」

			「あん？」

			「……カーキッドは戻っていて。私はもう少しだけ見届けます」

			　言い置いて走り出したオヴェリアに、カーキッドは大きくため息を吐いた。

			「んなわけにいくか」

			　ついてきたカーキッドにオヴェリアは驚いたが、内心少し安堵した。

			「……ありがとう」

			「馬鹿野郎。俺はただ、小便するのにいい場所を探してるだけだ！」

			　峠道は上り坂になり、やがて山道へ入っていく。

			「誰かいるぞ」

			　山道に入る手前で、レトゥとマルコを待つ者がいた。戦士や魔術師の類ではない。身なりだけ見れば町の者だろう。

			　三人が何を言っているかはわからないが、待っていた男が頭を下げている。どうやら彼が案内人のようだ。男に促されるまま、レトゥとマルコは山へと入っていく。

			「腹減った」

			「静かに」

			　しかしオヴェリアはようやくこの段階で自分達の状態に気づく。山に入るには身なりはおろか、準備がなさすぎる。

			　この先へ着いて行っていいものか……やはり引き返すべきなのか？　カーキッドは「さぁさっさと帰るぞ」と言わんばかりの顔をしている。

			　悩んだ末、オヴェリアは山道に踏み入った。

			「おい、お姫様。いい加減にしとけ。俺達にゃ関係ないぞ」

			「……そうですけど」

			　それはわかっている。わかっているが。

			「理屈ではないんです」

			「……」

			　ポロっと出たその言葉に、カーキッドは少し目を見開いた。

			「とにかくもう少し。本当に無理となったら引き返しますから」

			　なぜあの二人の事がこれほど気になるのか、オヴェリアにもよくわからない。

			　カーキッドは頭を掻いた。

			「面倒くせぇ」

			　……だが道は思ったよりも長くはなかった。山道に入ったレトゥ達は、すぐさま脇へ進路を移した。

			　そしてたどり着いた場所にあったのは。

			「──これはッ!!」

			　先に行ったレトゥの叫び声に、オヴェリア達は岩陰からその光景を目の当たりにする。思わずオヴェリアは口を塞ぎ、カーキッドも目を見張った。

			　そこにあったのは繭まゆ。

			　だが並みの大きさではない。まるで人がくるまれていそうなほどの大きさの繭が、白んできた空の薄い明かりの下にも、一〇や一五は見える。

			「あれは」

			　カーキッドが目を細めた。

			「ありゃ羽蟲の卵だ」

			　言われた言葉に、オヴェリアは愕然とする。

			　蟲──正式名称はギョウライチュウ。

			　孵化し飛び回る姿を、オヴェリアも見ている。

			　人ほどの大きさを持つ異形の存在。人を食らう蟲。それによって村は壊滅し、成すすべなく命を落としていく人の姿を見た。

			「あんな……」

			　あの時の事を思い出し、オヴェリアの全身に汗が噴き出す。

			「まずいな、ありゃもうすぐ孵化するぞ」

			「えッ……」

			「そうか、だから魔術師か」

			「どういう事？」

			「あれは普通の人間にはどうにもできん。例えば火をつけて燃やすにしても、並みの火力じゃ繭が燃えるだけだ。お前も見ただろう？　あの時村は火の海になってたのに、あいつらは平然と飛んでた。繭が燃えて孵化が早くなる。そうして出てきた連中は、生まれた途端に暴れ狂うぞ」

			「……ッ!!」

			「火に頼ってあいつらに滅ぼされた村や町は一つや二つじゃねぇ」

			「兵士は──」

			「駐屯兵か？　奴らに頼っても無駄さ。腰抜けばかりだ」

			　どの道あれをどうこうする事はできんだろうがな、とカーキッドは不敵に笑った。

			「さぁて、どうするのかね？　先生は」

			　先ほどまでの様子から一転、カーキッドは興味津々に目を輝かせて様子を窺っている。

			　オヴェリアはどうしたものかと迷いながらも、彼女もまた彼らを見守る。

			

			　　　　　　　

			
			「先生……」

			　抑えようとしても心が震える。心が震えれば唇もまた必然に。

			　マルコは師を見上げる。持ってきた松明の光が淡くその横顔を照らした。

			　空には月もなければ、太陽も未だあらず。

			「マルコ、ここはお前に任せる」

			「えっ……」

			「やってみなさい」

			　自分を見るレトゥの顔は穏やかで、目の前の状況に似つかわしくないほどに静かで温かいものだった。

			　マルコは考えた。絶句したと言い換えるべきか。

			　だがやがて。

			「……はい」

			　予感がなかったわけではなかった。今回の旅に同行すると言った時から。

			「順番通り、練習のままに」

			　落ち着き、やってみよ。

			　少し不安そうな案内人の男の顔は見ず、マルコは肩から掛けていた鞄から黄色のケースを取り出した。

			　中から一本白墨を取り出す。ウキザラシという貝を原料にした白い塊を、棒状にして紙でくるんだ物だ。

			　手にし、もう一度レトゥを見てから、改めて繭に向き直る。

			　繭は三本の巨木にギッシリと産み付けられている。

			　繭と言っても表面はぬめりを帯びている。粘着質を思わせるような密着の度合いだ。

			　ゴクリと唾を呑み込み、マルコは地面に白墨を滑らせた。繭のある一帯を、グルリと円を描くように囲んでいく。

			「レトゥ様……」

			「大丈夫。あれは我が一番弟子」

			　案内人とレトゥの会話は、マルコの耳を素通りする。

			　肌寒いはずなのに皮膚を汗が伝う。

			　円を描き外周に文字を並べていく。

			「我ここに、魂を刻む」

			　ピっとレ点を打つ。

			　円に沿って三歩歩く。そこにまた文字を描いていく。

			「我ここに、魂を刻む」

			　レ点を書いて、また三歩。

			　腕を伸ばす、筆を走らせる、鼓動が激しくなっていく。

			「我ここに、魂を刻む」

			　ガサゴソと音がする。見上げれば目の前に繭がある。中で蟲が、確かに蠢うごめいている。

			　今にも音を立てて中から噴き出しそうな感覚に、マルコは息を呑み師を振り返った。レトゥは何も言わず小さく頷いた。

			「……」

			　息が荒くて。体が震えて。

			　白墨で描く文字の列は、本当に意味をなしているのか？

			「我ここに、魂を刻む」

			　言葉は本当に、言霊となってここに打ち付けられているのか？

			　──失敗したら……。

			　蟲の事は知っている。もしここで自分の術が失敗して、ここにいるすべての蟲が繭から飛び出したら。

			　──先生は、……町の人々は……。

			　助けを求められたのは師。だがここでもし自分が失敗してしまったら？　師の名を汚すような事になってしまったら？

			「……我ここに、魂を」

			　助けてください、そんな気持ちでもう一度振り返ったけれども。レトゥは表情を変えず、ただじっとこちらを見ているだけだった。

			「……」

			　──我ここに、魂を刻む。

			　汗が流れる。白墨が折れた。

			　半分になったそれで、残りの文字を滑らせる。

			　そして最後は、始まりの場所へと繋ぎ。

			「我ここに」

			　魂を刻み。

			　描くのは、何の想いか。

			　深く呼吸する。でも息が胸まで入ってこない。

			　手をかざす。、左の手を重ねて、逃げようとする右手を押し返すように。

			　──練習の通りに。大丈夫。

			　陣形は出来た。後は最後の言葉を唱えるだけ。

			「開門」

			　　万物の神ヘラ

			　　太陽の神ラヴォス、闇無の神オーディーヌ

			　　我ここに魂を刻む、我ここにこの名を捧ぐ

			　　我、悠久の時、先人オルカ・トルカ・マサライアの血を受け継ぎし者なり

			　　大地との契約、御剣の証

			　　糾あざなうは十字架の梢こずえ

			　　切り刻むは天宝の縁

			　　我ここに魂を刻む、我ここにこの名を捧ぐ

			　　須らく一輪の結束にて

			　　抗うは自責の抗

			　　今我に答えよ、願わくば

			　　結晶の石、今ここに解かれたし

			

			「立て、業火の舞い」

			　唱えたその瞬間。

			　一瞬の沈黙──だが。

			　空気がチリリと光った。蛍が現れ舞っているかのような淡い光が一つ二つ、三つ四つと次第に増えて行く。

			　マルコが描いた円の内に星の海のように集積する。それがパッと一斉に消えたと思ったその刹那。

			　轟音と共に、宙に、火柱が立ち上った。

			「ッ!!」

			　炎は密集する蟲の卵を一瞬にして覆い尽くした。

			　マルコは自分の成した術にたじろぎ後退った。腕がぶれた。

			「凄い」

			　それを遠巻きにオヴェリアとカーキッドも見ていた。オヴェリアは思わず歓声を上げる。

			「あの歳で、あんな魔術が使えるなんて」

			　魔術の力は個々の潜在能力。修練も必要だが、術との相性や、持って生まれた素質がかなり関係してくる。

			　実際に魔術の勉強をした事があったオヴェリアは、それがいかなる事かを知っている。自分にはできなかったからこそ、腕をかざす少年の姿が眩しく見えた。

			

	








			
			　だが。

			　嬉々と少年を見つめるオヴェリアの横で、カーキッドはむしろ眉間にしわを寄せた。

			「……まずいな」

			「え？」

			「あれは、」

			　──火力が足りない。

			　腕をかざしながらマルコは思った。ダメだ、この術は失敗だ。

			　術は繭を捉えている。だが、繭だけが燃えている。

			　原型が崩れない。溶け落ちていくのは外側だけだ。

			　この火力では蟲を焼き切る事ができない。

			　炎の中から鳴き声がした。足が飛び出した。頭が抜け出した次の瞬間、光る目が現れた。

			「ひ……」

			「マルコ！　立て直せ!!」

			　師の声がする。しかしどうやって立て直せと？

			「怯むな!!」

			　蟲が繭から這い出してくる。人ほどもあるその体が、蠢うごめきもがき、産声を上げて。

			　そのうちの一匹が、完全に炎から飛び出した。

			　羽根に火が移っているのに、それでも飛んでいる。いや、だからこそか？　苦しみもがき、生まれた瞬間から怒りを携えて。

			　その声は悪魔の声か。

			　マルコは悲鳴を上げた。彼が腕を下ろした瞬間に炎は勢いを完全に失ったが、繭に点いているそれは消えない。

			「いかん」

			　師の声がした。だがもうマルコはそれどころではなかった。一刻も早くこの場から逃げたかった。

			　だが、次の瞬間彼が見たのは蟲ではなく。

			　一陣の、黒い風。

			「逃げんじゃねぇよ」

			　大きな背。巨大な黒い影。

			　この男をマルコは知っている。

			　カーキッド・Ｊ・ソウル。

			　生まれたばかりの羽蟲を縦に一刀両断する。その斬り様は、あまりに見事。炎と、包まれた繭すらも真っ二つにする。

			　返す刀でもう一匹。黒い太刀が紅蓮に染まる。

			「あ、あ……」

			「マルコ!!」

			　オヴェリアが彼の傍へと駆け寄った。

			「大丈夫!?」

			「オヴェリア手伝え!!　逃がすなッ!!」

			　オヴェリアは一度レトゥを見、サッと剣を抜いた。

			　まだら模様の羽根が、オヴェリアの脳裏にある痛い記憶を呼び覚ます。燃えた村、蟲に食われた人々の姿。だがそんな物に構ってられない。残像ごと蟲を薙ぎ払う。

			　ドサっと落ちた塊に、マルコは後退った。内臓が飛び出していた。剣士達が剣を振るうほど、そこに屍の山が出来ていく。大地が朱あけに染まっていく。

			　その様が、マルコの内にある傷にも障っていく。

			　頭上に羽根の音が聞こえた。ハッとマルコが顔を上げる。

			　目の前に、蟲が一匹。大きすぎる目には無数の斑点が。

			　一枚じゃない皮膚と、蠢く口元がガバリと開き。マルコの目の前に開かれた巨大な口の中には、ここにはないはずの見知った頭が見えた──そんな気がした刹那。

			「うぁぁあああっぁぁぁぁっぁぁぁぁあ!!」

			　突き出した腕。我を失ったその身から放たれる、内に眠る本当の才能。

			　水。

			　先ほどの炎など比ではない。昨日のレトゥの術すら及ばないほどのとてつもない量の水が、彼の手の平の先にある空間から蟲に向かって一気に噴き出した。

			「なッ!?」

			　その前方にはオヴェリアとカーキッドもいる。異変を察知したカーキッドが咄嗟にオヴェリアを掴み、脇へ跳んで逃げる。

			「マルコッ!!」

			　レトゥがマルコの頬を叩く。

			「落ち着けマルコ!!」

			「せ、せんせ……」

			「まずい、山が崩れる。逃げるぞ!!」

			　レトゥの言葉を皮切りに、全員どうにか立ち上がって走り出す。

			　だがマルコはそのまま気を失ってしまった。それを見たカーキッドが荒く舌を打ち、その首根っこを引っ掴んで抱えて走った。

			　もつれる足でカーキッドの後を追いかけながらオヴェリアが振り返り見た光景は、蟲どころかそこにあった木々すらも、圧倒的な水力によってなぎ倒された様だった。

			　オヴェリアは息を呑み、カーキッドの肩に担がれた少年を見た。

			　この子は水なのだ──オヴェリアは思った。

			　魔術には相性がある。発動方法もさる事ながら、その属性にも。

			　この世界に存在する様々な自然界の要素……その中で良い相性を持ち、力を発揮できる属性。

			　それが、この少年は恐らく水なのだと。

			　言葉、文字、陣──あらゆる媒体を使う事もなく発動できるほどに。

			　……すぐに山は土砂崩れを起こした。

			　だが幸いにも土石が流れたのは町の反対側だった。オヴェリア達はもちろん、町にも被害は及ばなかった。

			　だが少年はその日、目を覚まさなかった。

			　すべての力を使い果たし、死んだように眠り続けていた。

            			

	








			
			　ゴルディアには、かつて行った事がある。

			　その時から思っていた。

			　……いつ何時、どうなっても。それはそれで本望なのだと。

			　まじない師の言葉なんぞ、クソ食らえだと。

			

			　　　　　　　

			

            「マルコの様子は？」

			「眠っております。大丈夫。いずれ目を覚ましましょう」

			　もう一度「大丈夫」と言い、レトゥは腰を下ろした。

			「それにしても、昨日に続き助かりました。しかしなぜあそこに？」

			　山から戻ったオヴェリア達はマルコを寝かせた後、宿の奥にある食堂に集った。

			　聞かれオヴェリアは気まずそうにカーキッドを見、決意したようにレトゥを見た。

			「申し訳ありません。偶然お二人が宿を出て行く姿を目にして。少し……気になってしまって」

			「俺はやめとけつったんだけどよ」

			　他人事の顔をして言うカーキッドを、オヴェリアは恨めしそうに仰ぎ見る。

			「どの辺りが気にかかられましたか？」

			　だが老人は気を悪くした様子もなく、むしろ面白そうにオヴェリアに尋ねた。

			「昨晩からのマルコの様子が……」

			　あの怯えたような顔が、とは言わない。

			　だがレトゥは察した様子で頷いた。

			「我らは……もうお察しかもしれませんが、あれを処理するためにこの町に参りました」

			　食堂には他に人はいない。

			「町長に内々で頼まれまして、くれぐれも町の者に気づかれぬようにお願いしたいと。知れれば大混乱になりますゆえに」

			　オヴェリアが蟲の存在を知ったのは旅に出てから。

			　蟲により人が被害に遭っているという現状──この国で何が起きているのか。あのような物がこの世に存在していた事すら想像できなかった。

			「蟲は並大抵の火では、かえって孵化を早め凶暴化させてしまう。ゆえに魔術を頼って私の元に助けを求める声が寄せられる。これまでにも何度か駆除に参りました」

			「マルコは初めてだったのでは？」

			　核心を突くオヴェリアの問いに、レトゥは返事ともいえる神妙な顔をした。

			「そう……マルコに供をさせたのは今回が初めて。あの子が蟲を前に術を成すのは、先ほどが初めてです」

			「そうでしたか……」

			「あなた方は初めてではないのですね？　あの異形を前に迷いなく向かって行かれた。どこかで蟲を斬った事があるとお見受けしましたが」

			　オヴェリアの顔に影が落ちる。だが次の瞬間、彼女の目には強い光が宿っていた。

			　その目を見てレトゥは双眸を細めた。

			「あなたは何者ですか……？　カイン・ウォルツ……いや、オヴェリア殿？」

			「なぜその名を」

			「失礼ながら、先ほどカーキッド殿があなたをそう呼んでみえた」

			　あ、とカーキッドは声を漏らした。すぐにオヴェリアがカーキッドを睨む。

			「申し訳ありません。理由わけあって偽りの名を申しました。確かに、私の本当の名はオヴェリア」

			「オヴェリア様……」

			「それ以上は申せません。ですが、確かに私は蟲を斬った事があります。あんなものに襲われればひとたまりもない。あなた様が成している事は素晴らしい事だと思います。蟲に滅ぼされた村は悲惨な物でした」

			　カーキッドが長く息を吐き、目の前に置かれた珈琲に口付けた。湯気が香り立ち、オヴェリアの鼻腔もくすぐられた。

			「近年、蟲が南下しているのはご存知か？」

			　老人の問いに答えたのはカーキッドだった。

			「ああ？　蟲は元々もっと北に生息していた。アステル近郊から、バジリスタにかけてが主な生息地だったはずだが」

			「そう。蟲の生息地域は近年徐々に南下を進めている。ハーランドの王都近郊にまで及んでいる様子」

			　オヴェリアは唇を噛み締める。確かに彼女が初めて蟲を目にしたのは、城下からまだ近い場所だった。

			「その数もどんどん増している……食い荒らされる人里は多い。何処いずこからかやって来、誰も知らぬ間に卵を産み付けて行く。蟲が一度に落とす卵の数もまちまち。生体に関することは未だはっきりとわかってはおりません」

			「ギョウライチュウの変異だという話を聞いたが？」

			「固体としては似通っています。だが一体どのような経緯であれだけ巨大化、凶暴化したのか。研究も進まぬままに、数と被害ばかりが増しているのが実情。……王はどう思っているのか……この事態をいかに成すつもりか」

			　その言葉にオヴェリアの心臓がズキリとした。

			　彼女の表情を何と思ったか、レトゥはため息を吐き、「少々言葉が過ぎました」と言った。

			「ともかく、今回の一件はどうぞ内密に。事が知れれば住人は混乱する。土砂崩れも後で確認に参らねばなりますまい」

			「マルコは……良いのでしょうか？」

			　体の事以上に、オヴェリアが言いたいのは心の事である。

			「今回の供は、あの子自身が望んだものです」

			「え？」

			「蟲の退治には危険が伴う。未熟な魔術師を連れて行くわけにはいかない。……ですが今回はあの子自身がそれを望んだ。乗り越えなければならないと思ったのでしょう」

			「……それは？」

			「マルコは蟲に会うのは今日が初めてではないのです」

			　レトゥが次の言葉を口にしようとした時、食堂の戸口が開いた。そこにいたのは先ほどレトゥ達を案内していた町の男だった。

			「先生、少しよろしいでしょうか。町長が」

			「わかりました。……申し訳ない、少し留守にします。マルコをお願いできませんか？」

			「わかりました。お気をつけて」

			　レトゥはカーキのマントを翻し、宿を出て行った。

			　それを見送りオヴェリアはカーキッドを見た。彼は知らん顔で、クシャミを三つ連続でこぼした。

			

			　　　　　　　

			

			　それからオヴェリア達は早めの昼食兼朝食を済ませ、マルコの部屋へと向かった。

			　マルコはまだ眠っている。

			　オヴェリアはその寝顔をじっと見つめた。カーキッドはそれを見ながら、戸口に背をもたれさせた。

			「重ねるな」

			「何を？」

			「そいつに自分を」

			　蟲退治に、マルコは自分で志願した。

			　レトゥは言った。少年には乗り越えなければならないものがあるのだと。

			「重ねてなど……」

			　いませんとは。結局言えなかった。

			　確かにオヴェリアも竜を退治するためにこの旅に出た。そこには色々な意志が宿っている。

			「ただ……この子くらいの時だったなって。母上が亡くなったのは」

			「……」

			「あの時の私に……あんな異形と戦う勇気なんか持てたかしらって」

			　オヴェリアの言葉にカーキッドは少しだけ鼻で笑う。

			「でもお前も、その時分には剣を振り回してたんだろう？」

			「……剣を持つほどでは」

			「同じじゃねぇか？」

			「……」

			「必要となれば、お前は戦ってたさ」

			　戦う事に老いも若きも関係ない。意志があるか。立ち向かうべき物があるか。

			　そしてあるならば、誰であろうといつであろうと、振るうための力を持っている。

			　固める拳を秘めている。

			　今オヴェリアの前にあるマルコの寝顔に怯えはない。彼女はそっと布団をかぶせ直してやった。

			「あなたは？」

			「あん？」

			「カーキッドはこれまで……何のために戦ってきたの？」

			　何を目指して。

			「は？　あんだよそりゃ」

			　剣を振り身体を鍛え、技を磨く。上へ上へと目指すその理由。

			「あなたも何か目指している事があるの？」

			「……さぁな」

			　そっと視線を逸らし、彼にしては珍しくあからさまに話題を変えた。

			「それより蟲だな。前の村といい、あのじぃさんの言う通りやっぱり数が増えてる」

			「そうだ、さっきはありがとう。遅くなってしまったけれど」

			「あん？」

			「マルコの術から、庇ってくれたでしょう？」

			　いいや、今日だけじゃない。オヴェリアは思った。カーキッドはこれまでこの旅の中で何度となく、身を挺して自分を守ってくれた。

			　俺はお守りじゃねぇと言いながらも……オヴェリアにはわかっている。彼が気に掛けてくれている事を。

			「ありがとう」

			「うっせぇ」

			　ニコリと笑って言う彼女に、カーキッドはボリボリと鼻の頭を掻いた。

			「たまたまだ。別にてめぇを守ったわけじゃねぇ」

			「そう。でも本当に……」

			「そう思うんなら、俺に守られなくてもいいようになりやがれ」

			　半人前は旅にいらねぇよ。そう言ってそっぽを向いたカーキッドに、オヴェリアは呆れた様子でクスクスと笑った。

			「腕はまだ痛むの？」

			「──」

			「腕の包帯。時々痛そうな顔してる。さっきも地面に打ち付けてなかった？」

			「……大丈夫だ」

			　カーキッドの表情がサッと変わった。それはオヴェリアが、見てはいけなかったかと思うほどの変化だった。

			「カーキッド？」

			「……あのエセ神父の薬、大した事ねぇ。けど少しは楽になった。剣を握るにゃ支障はない」

			　言いつつも、だが明らかにカーキッドはオヴェリアの視線から右腕を隠した。

			　無性な違和感を覚え、オヴェリアはカーキッドの傍に寄る。

			「見せて、カーキッド」

			「何でだよ」

			「いいから見せて」

			「……てめぇ、いつから医学の心得なんて持った？」

			　皮肉げにカーキッドは笑ったが、オヴェリアの顔は真剣だった。

			「見せなさいカーキッド」

			「ダメだっつってんだろうが」

			「どうして」

			「理由なんか」

			　ねぇよ。

			　言おうとしたその瞳を、オヴェリアが覗き込む。

			　青い瞳。

			　宝石のよう……いや違う。これは海だ。

			「……」

			　言葉に詰まる。

			「カーキッド」

			

			『カーキッド』

			

			「──ッ」

			　なぜ今、その声を思い出す？　──だがカーキッドの脳裏に、確かに〝その声〟がした。

			　そして彼に生まれた隙をオヴェリアが逃すわけがない。彼女はサッとカーキッドの腕を掴んだ。

			「触るなッッ!!」

			　だがオヴェリアの手が腕の包帯の一端を弾くには充分であった。スルスルと、解き放たれた布が地面に滑り落ちていく。

			　そして白日にさらされた腕は。

			「──」

			　息を呑む、それ以上に。

			「カーキッド、これはッ」

			「…………」

			　だから、と彼はボソリと呟いた。

			「ダメだっつっただろうが……」

			　カーキッドの腕は何度も目にしている。逞しい事以外に、目立つような痣あざはなかった。

			　だが今ある彼の腕は──火傷とは違う、黒と赤が織り交ざった毒々しいほどの斑模様まだらもようが、右腕の肘から手首にかけてびっしりと広がっていたのだ。

			「何、これ……」

			「……」

			「いつから!?　ねぇカーキッド、いつからこんなッ」

			「……チ」

			　カーキッドは観念したようにその場に座り込んだ。

			「フォルストでの一戦。……痛みはあった。だが実際に痣が出てきたのはそれから数日後だ」

			「デュラン様には？」

			「奴は知らねぇよ。あいつが行った後だったから」

			　この痣に、カーキッドは心当たりがある。

			　ギル・ティモ。フォルストでの戦いの際、あの魔導師は去り際にオヴェリアに向かって何か放った。咄嗟にカーキッドは彼女を庇い、その時腕に痺れのような痛みは感じた。……あれが原因だとしたら。

			　──これはただの傷じゃない。

			「まぁ大した事ねぇよ。最近やっと痛みも引いてきたし」

			　言葉を失っているオヴェリアに、カーキッドは嘘をついた。

			「俺が大した事ねぇって言ってんだ。それでいいだろ」

			「……でもッ」

			「それにしてもじぃさんはまだかよ。チ、今からじゃ出発できねぇな……明朝に延期か」

			「カーキッド、本当に……」

			「くどいぞ。だから見せたくなかったんだ」

			「……」

			「……一服してくる。てめぇはここでガキのお守りをしてろ」

			　包帯を拾いながらそう捨て置き、カーキッドは部屋を出た。オヴェリアは追いかける事ができなかった。

			　オヴェリアが来ない事を確認し、包帯を腕に巻いていく。幸い宿の外まで誰にも会う事はなかった。

			　空は明るい。雲の量は多いが、今すぐに雨が降るような天気ではない。

			　煙草を取り出し火を点ける。無意識に太陽の場所を確認した。

			　──この傷……もしあの時あいつから受けた物だとしたら。

			　人を獣と変え、屍を操り、命を弄ぶ魔導師。そのような者が放った術。

			　──恐らくこれは、死の呪い。

			　現実、黒い痣は日に日に広がっている。腕の痛みも同じく。

			「へへへ」

			　──女を庇って呪いを受けて死ぬ、だ？

			　自分のあまりの間抜けさに、虚しさよりも恐怖よりも何よりも先に、カーキッドは笑ってしまう。

			　……かつてカーキッドにこう言った者がいる。

			　お前は生涯剣によって生き、剣によって生かされる。そして最後は、己が戦う本当の意味を知り、愛する女を守って死ぬのだと。

			　俺の戦う理由とか意味とか、何だよ？　とカーキッドは笑う。

			　──そんなもの、俺が、俺のためにしているだけの事。

			　強くなりたい、剣客ならば誰もが思い描くその思念。

			　そのために戦う、これ以上の意味があるかと。

			　まして。

			　──俺は誰も愛さない。

			　改めて胸に刻む。

			　愛さない。……だから、やはりあのまじない師はヘボだと彼は思う。

			　自分のために生きて、自分より強い者に会って死ぬ。

			　戦いの世界に他はない。それ以外はないのだ──。

			

			　　　　　　　

			

			　オヴェリアに腕の秘密を知られてしまったその夜。

			「カーキッド、マルコが目を覚ましたそうですよ」

			「へぇ、そうかい」

			「ねぇ……カーキッド、その腕、医者に……せめて、レトゥ様に診てもらっては……」

			「は？　何で魔術の先生に腕を診せなきゃなんねぇんだ？　あのじぃさんは魔術師兼医者か？」

			「いえ……でもッ」

			「明日の朝発たつ。いいな。もう寝ろ。俺の事はほっとけ」

			「カーキッド……」

			　布団にもぐりこみながら、カーキッドはオヴェリアに背を向けた。

			　──それ以外はないんだ。だからお前も俺に構うな。

			　そして彼は自分自身にも言う。お前の一生はお前だけのもんだと。痛みも苦しみも何もかも、俺は俺だけのもんだと。

			　誰かにくれてやる命なんかないのだと。そう胸に刻んでいるから。

			　だから無論カーキッドは、痛みで眠れないなどと決して口に出さない。

			　雨が降り出したのをカーキッドは沈黙の中で聞いていた。

			　打ち付ける音は時間と共に強くなっていく。

			　レトゥの言葉を思い出す。嵐が来る前に出発しろと。

			　魔術師は天気予報もできるのかと内心思ったけれども。

			　隣の寝台にいるオヴェリアが、何度目かの寝返りを打った。

			　眠れないのか、と思った。

			　いつもは必要以上にさっさと眠れるじゃねぇかよと内心毒づきながら、カーキッドもまた寝返りを打つ。

			　結局二人、寝付けないまま朝を迎える事となる。

			

			　　　　　　　

			

			「川が氾濫してる!!　石垣が崩れたぞッ!!」

			　夜から降り出した雨は、朝になりいよいよ勢いを増した。

			　そんな中を合羽かっぱ姿の者が何人も走っていくのが宿の窓から見えた。

			　外の様子をじっと見るオヴェリアと、彼女の背中を見つめるカーキッド。

			「さっさと用意しろ」

			　カーキッドはもう旅支度を整えており、あとは剣を持つだけの状態だった。

			　対してオヴェリアはまだ部屋着のままである。

			「オヴェリア、早くしろつってるだろうが」

			　声に苛立ちが混ざっている。オヴェリアはそれに気づいていたが返答をせず、代わりに目を伏せた。

			「雨がひどいです」

			「関係ねぇ」

			「川が氾濫して、北に行く橋が通れないと。宿のご主人が言っておられました」

			「……だったら違う道を探す」

			　行くぞと言い放ち、いよいよ剣を持ったカーキッドに、オヴェリアはゆっくりと振り返った。

			「行きません」

			「あん？」

			「……北へは行きません」

			　何言ってんだ……、とカーキッドは舌を打った。

			「雨に濡れるのが嫌だってのか？　これだからお姫様は嫌なんだ」

			「そんな事言ってません」

			「じゃあ、ついに旅が面倒になったのか？」

			　そりゃそうだろうなとカーキッドは思う。旅なんて実際面倒な事ばかりだ。

			　体は悲鳴を上げているし、食べ物だって困る。いつもきちんと食事が取れるわけでもないし、寝る所だってそうだ。

			　すべて先が見えない。その時にならなければわからない。確実な事が一つもない。

			「そんな事言ってないでしょう？」

			「だったら何だってんだ」

			　カーキッドの目つきが険しくなる。

			「竜退治が怖くなったってのか」

			「……ゴルディアへは向かいます」

			　そしてオヴェリアの目も同様に厳しくなっていく。

			「でも、このまま北上はできません。あなたの腕をそのままにして、この先には進めません」

			「──」

			　雨は雷と風を伴って、大地に激しく吹き荒すさぶ。

			

			　　　　　　　

			

			　……オヴェリアは昨晩、結局一睡もできなかった。

			　カーキッドの腕の傷を見てから、ずっと心臓が早鐘に打っている。嫌な汗ばかりが吹き出してくる。

			　いくらオヴェリアが世慣れしてないと言っても、カーキッドの腕の痣が尋常ではない事はわかる。

			　──あれはただの傷じゃない。

			　火傷でもない、切り傷でもない……あんな禍々しい模様。

			　思い当たるのはただ一つ。

			　──呪い。

			　フォルストで彼女達が戦ったのは、常人ではないのだ。赤ん坊に呪いをかけ、人を獣とし、死者を操るような輩。

			　獣となった者がどういう末路を辿ったか。宰相ドーマが最期どのような姿になったのか。

			　まして……アイザック・レン・カーネルの姿。

			　デュランが全身にどれだけの傷を受け、どのような傷を負っていたか。

			　ギル・ティモという、彼女達が出会った魔導師は、あれだけの事を成したにもかかわらず平然と笑っていたのだ。

			　その戦いの中で受けた物だとしたならば、カーキッドの傷は──。それにオヴェリアは、彼が時折苦痛で顔をしかめる事に気づいていた。それが少しずつ増してきている事にも。

			　痛みが和らいでいるなんてとても思えない。

			　──守られてきた。

			　彼女は唇を噛みしめ思った。私はどれだけこの人に守られてきたのだろうかと。

			　竜を倒す、ゴルディアに向かう、国を守る。……簡単に言ってきた数々の言葉。でも実際に旅に出て知ったのは、救いがたいほどの自分の浅はかさ。

			　──私はゴルディアまでの道すら知らない。

			　旅は容易な事ではない。誰も巻き込みたくないと思ったから、一人で行こうと決意したけれども。

			『己一人で成し得ると？　傲慢なお嬢ちゃんだ』

			　出立前にカーキッドに言われた言葉。確かに自分は傲慢だった。

			　もしあの時本当に一人で旅に出ていたら、今ここに立っている事ができただろうか？　命そのもの、果たしてあっただろうか？

			　──守られてきたんだ……。

			　お守りはしねぇと口癖のように言うこの男に、何度危険から助けられ、この身を救われて。

			　薔薇の御前試合で優勝した……その腕を誇ったつもりはなかったけれども。本当はどこかで驕おごっていたのかもしれない。

			　この世界は広い。そして自分は何一つ知らない。知らなかった。

			　その中で。

			　──カーキッドがいたから、

			　ここまでこれた。

			　戦う事、生きる事、前に進む事。

			　だから……。

			「あなたの体を治すのが最優先です」

			「……」

			　その言葉にカーキッドは唖然とした。

			「……傷は徐々に癒えているって、昨日も言っただろうが」

			「嘘です。それならなぜそんな顔をするのですか？　むしろ徐々に広がっている、違いますか？」

			「……」

			「そしてそれはギル・ティモの呪い。私を庇って受けたものでしょう？」

			「……お前には関係ない」

			「私を守って受けた傷ならば、関係なくありません」

			「自惚うぬぼれんな、誰がお前なんぞ──」

			「レトゥ様に診てもらいましょう。何かわかるかもしれない」

			　腕を取ろうとするオヴェリアを、カーキッドは邪険に払いのけた。

			「触んな」

			　パシっと打たれた場所が痛かった。その痛みは同時に、彼女の胸にも刺さったけれども。

			　オヴェリアはもう一度彼の腕を掴んだ。

			「触るなと──」

			「自惚れてるのはあなたの方です!!」

			「……ッ！」

			「こんな腕を、こんな状態のあなたを、この私が放っておけると思っているのですか!?」

			「…ッ…………」

			「これはギル・ティモの呪い。ならば命に関わるものとなる。あなたはそう思っている」

			「……だから、さっさとゴルディアに行くっつってんだ」

			　この命が絶たれる前に。

			　オヴェリアはカーキッドを睨んだ。

			　──この人は。

			「止まってる暇はねぇ。急いで北上するぞ、時間がねぇんだ」

			「勝手に決めないでください!!」

			　──強い人。でも本当は。

			「あなたの体が最優先です」

			「竜退治が最優先だ」

			「そんなもの、二の次です」

			　カーキッドはギョッとした。

			「お前……何言ってんのかわかってんのか？」

			「あなたが倒れては何の意味もない」

			「……」

			「あなたが一緒にいてくれなくては……あなたが一緒じゃなくては。あなたは竜を倒したいんでしょう？　強い者と戦いたいんでしょう？」

			「……」

			「だったら勝手に諦めないで！　勝手に結末を決めないで!!　あなたはそんな呪いに負けてはいけない。違うでしょう？　あなたが目指してる強さは」

			「……俺が目指してる強さ？」

			　戦う意味。

			「あなたは自分のために戦う人、自分のために技を磨く人、いつも今より高い場所を目指してる人」

			　それはひとえに、

			「それはあなた自身が、自分に失望したくないから」

			「──」

			「あなたは失望しないの？　本当に満足なの!?　呪いで倒れる自分の姿など」

			「……」

			「カーキッド」

			

	








			
			「……うるせぇ」

			　カーキッドは目をそらした。その顔はいつになく迷いに満ちていた。

			「てめぇが俺の身を案じるのは、竜退治の共がいるからか？」

			　そんな言葉、普段の彼なら言わない。言わせているのだ、内にある死への恐怖が。

			「竜退治と……道案内人が必要だから、俺の事を」

			「そうです」

			「……」

			「でもそれだけじゃない」

			「……」

			「あなただから。カーキッド。あなたは私の大事な共。仲間だから」

			「……」

			「これ以上、大事な人がいなくなるのは真っ平です」

			「……大事な人、かよ」

			「そうです。決まってるでしょう？　大事に決まってる」

			「……」

			「カーキッド、許しませんよ。勝手に、勝手に」

			　涙が。

			　カーキッドが海だと思った瞳から、幾つもの涙がぽろぽろと溢れて。

			「死ぬなんて許しません」

			　彼女の泣き顔を前にして、カーキッドはらしくなく項垂れた。

			「すまねぇ……………」

			

			　　　　　　　

			

			「これはッ……」

			　数刻後、オヴェリアとカーキッドはレトゥとマルコの部屋にいた。

			　無論カーキッドの腕の痣を見せるためである。

			「カーキッド殿、これをどこで!?」

			　答えあぐねていると、先にレトゥが言う。

			「呪い……」

			「レトゥ様もそう思われますか？」

			「いや……間違いないでしょう。しかもこれは……そうか、だからか。……あなた方に会った時から何か妙な気配を感じておりました。これが原因か」

			「治りますか？」

			　オヴェリアが食い入るようにレトゥを見る。

			　魔術師は深々と眉間にしわを刻み、しばらくの間無言で腕を見つめた。

			「わかりません、……だが、町に戻れば何かわかるやも……」

			「町？」

			「南西の町ジブソフィラ。私が子供達に魔術と学問を教えている場所です。そこにある書物を紐解けばあるいは。いくつか特殊な薬もあります。試してみる価値はありましょう」

			「カーキッド」

			　オヴェリアが見ると、カーキッドは酷く苦々しい顔をしていた。

			「レトゥ様、お願いできますか？」

			「やってみましょう」

			「いいですね、カーキッド」

			　絞り出す声は、不承不承。

			「……頼む、先生……」

			　この男がこんなふうに頭を下げる姿を、オヴェリアは初めて見た。

			　そして彼女も一緒に頭を下げる。切なる願いをそこに込めて。

			「お願いします。レトゥ様」

			「お二人ともどうか頭を上げてください。……わかりました。出来る限りの事を致しましょう」

			

			　　　　　　　

			

			　一日中降り続いた雨は夕方になってようやく上がった。

			　空を浄化したように夕焼けはいつにも増して美しく見えた。

			　その日のうちにオヴェリアは、書ふみを一通したためた。

			「デュラン様……」

			　デュラン・フランシス。

			　ギル・ティモの魔術を前にしてもひるまず立ち向かったあの神父。ギル・ティモの目的を調べるために北方のガリオスにある総主教庁へ戻ると言っていた。

			　彼がそこにいるかはわからない。だがオヴェリアはカーキッドの腕の事をしたためて、行商人に託した。

			　願いと共に天を仰ぐ。神に手を合わせる。

			　きっと大丈夫……自分自身にそう言い聞かせながら。

			

	








			
			　歌い上げる、真実の調べ。

			　君はまだ知らない。

			　真実がいつか、誰かの心を永遠に捉え。

			　支配し、

			　穿つ事になろうとは。

			

			　　　　　　　

			

			　雪が積もっているのかと思った。

			「カスミソウだわ」

			　言われてカーキッドは、ああと目を細めた。

			　林道を抜けるとそこは一面の野原。白い小さな花がじゅうたんのように、辺り一面に広がっていた。

			「雪みたい」

			　オヴェリアから久しぶりに笑顔がこぼれる。カーキッドも釣られたように唇を傾けた。

			「これを越えた向こうになります」

			　先を行くレトゥが二人を振り返る。傍らに立つマルコは、黙ったままオヴェリアとカーキッドを眺めた。

			「行きましょう、カーキッド」

			　オヴェリアの笑顔に、カーキッドは少し顔を背けた。

			「……おぅ」

			　花畑の中を歩いて行く。それはカーキッドにとって不思議な心持ちだった。

			「花畑、か」

			　色々な土地を旅した。海も見た、山も登ったし砂漠もあった。人が生きるには過酷な環境を旅し、戦い続けてきた。

			　常に戦場を求めて、生と死の狭間をただひたすら走り抜けるばかりで。

			「カスミソウの畑なんて、初めて見ました」

			　そうかい、とカーキッドは内心呟く。俺は花畑すら見た事なかった、意識すらした事なかった。

			　──いや、ただ一つだけ。

			　脳裏に浮かぶ花畑。

			　それは薔薇。武大臣グレンに呼び出されて城に出向いた帰り道に、迷い込んだ白薔薇の庭。

			　むせ返るほどの薔薇の匂いと、そこに立つ白いドレスを身にまとった女性。

			　──俺にとっての花畑。

			　前を行く少女の背中。マントが彼女の動きに合わせて小刻みに揺れている。

			　花を美しいと思う事。その美しさに目を奪われた事などなかった自分は。

			　──心を無に。何事にも囚われるな。

			　不幸なのか、それとも幸福なのか？

			　そう思ってカーキッドは自嘲気味に笑った。　

			　知らねぇやと嘯うそぶく。

			

			　　　　　　　

			

			　町は花畑を越えた向こうにあった。

			「あ、先生、こんにちは」

			「ああ、こんにちは。調子はどうだい？」

			「ボチボチだな。やっと雨が降ったからよ」

			　レトゥとマルコが暮らす町、ジブソフィラ。

			　最初に見えたのは広大な畑。町はその中央にある。軒を連ねている建物は屋根事連なり、密集するように商店が並んでいた。民家は一つ一つ分かれているが、木造の横に広い形であった。

			　畑の中に凝縮したような町、ハーランドでは見る事できない光景にオヴェリアは目を輝かせた。

			　そして道行く者達は、レトゥはもちろん、オヴェリアとカーキッドにも気軽に声を掛けてくれる。

			「先生、客人かい？」

			「ああ。助けてもらったんだよ」

			「先生が？　そいつはすげぇな」

			「こんにちは」

			「こんにちは」

			　皆、笑顔。

			　オヴェリアも笑う。

			　すれ違う人々は、日に焼けて服も泥に汚れている。でもそれはむしろ誇らしげで、堂々としている。素敵だとオヴェリアは思った。

			　そしてレトゥが彼らと話す姿を見ていると、どんなに彼が皆に慕われている事かすぐにわかった。

			「ここジブソフィラは、ご覧の通り農業で栄えている町です。農地は南の山の麓まで続いています。山からの風が土地をいい具合に肥やしてくれ、一年を通して実り豊かな町です」

			「本当に、心地よい風ですね」

			　オヴェリアの言葉にレトゥは嬉しそうに笑った。

			「あれは何の畑ですか？」

			「あれはトマトですな。キュウリにナスにトウモロコシに……ほら、もう実がついてる」

			　食い入るようにオヴェリアは身を乗り出した。

			　小さな木の枝の先端から実が鈴なりについている。緑色のトマト。赤く実る前のまだまだ小さなそれは、まるで赤ん坊のようだとオヴェリアは思った。

			　畑を見渡せば、そんな小さな実でいっぱいだ。水滴が反射してキラキラと輝いていた。風に揺れる苗たちは、まるで嬉しそうに笑っているように見えた。

			　オヴェリアはその光景が何だか特別愛おしくて、思わず手を伸ばした。すぐさまカーキッドから「おい、転ぶなよ」と注意が飛んでくる。

			「ねぇ見てマルコ、こんなに実が」

			　オヴェリアは少年を振り返った。この感動を分かち合う友が欲しかった。

			　だがマルコは、町の者と談笑するレトゥの傍らに俯いたままで、オヴェリアの視線に気づくとすぐに、隠れるように立ち位置を変えた。

			「オヴェリア」

			「……」

			「おい、オヴェリア」

			「……ああ、え、何？」

			「そこ、見てみろ。そこの葉っぱ」

			「え？」

			「見えないか？　よく顔近づけて見ろ」

			「……？？」

			「芋虫がいるぞ」

			「──ッッ!!」

			　悲鳴と共に飛び上がったオヴェリアが次にした事は、カーキッドの腕を掴む事。

			　だがその勢いと力は思いのほか強く。

			　油断していたカーキッドが引っ張られ、畑にひっくり返ったという展開は……むしろ合掌。

			

			　　　　　　　

			

			「賢者の森？」

			　オヴェリアが尋ねると、レトゥは少し照れくさそうに笑った。

			「子供達が最初に言い出したんですが……私の事を賢者ではないかと。ははは、私はただのしがない老人。ですが、子供達が賢者を目指すくらいに励んでくれればと思ってその名を使っているのですよ」

			　町を抜け森に入って間もなく、白い壁と赤い屋根の建物が見えてきた。

			「そこが教室です。通称〝賢者の森〟。ほら、賑やかな声が聞こえる」

			　本当だ。元気な子供達の声が聞こえてくる。オヴェリアは嬉しそうに目を細めた。

			「少し騒がしいかもしれませんがお許しを。カーキッド殿の腕の呪い、早速調べてみましょう」

			「よろしくお願いします」

			　レトゥを見つけた子供達が一斉に彼の元に駆け寄ってくる。　

			　二〇人はいるだろうか、オヴェリア達も囲まれて、あっという間にその場は大騒ぎになった。

			　だが一人だけ騒ぎに加わらず、建物の中に入っていた子供がいた。マルコだ。

			　それに気づきオヴェリアは一度名を呼んだが……去りゆく背中は何の返答もしなかった。

			　その背中が目に焼き付いた。少年が消えた後も、オヴェリアはずっと彼が行った方を眺め続けていた。

			

			　　　　　　　

			

			「こちらの部屋をお使いください。狭くて申し訳ございませんが」

			「いえ、色々とありがとうございます。本当に助かります」

			「ではまた後程のちほど」

			　レトゥが去るとすぐ、カーキッドは荷物を下ろし寝台にひっくり返った。

			「……ふぃー、参った参った」

			　二人が案内されたのは、赤い建物の裏手にある建物。来客用の別棟で、しばらくそこを貸してもらう事になった。

			　今回は二部屋だ。

			「難儀な所に来ちまったもんだ」

			「でもあなた、凄く人気だったじゃない」

			　オヴェリアがクスクスと笑う。カーキッドは露骨に嫌な顔をした。

			　確かに、群がる子供の大半はカーキッドに寄って行った。剣士の逞しい姿に目を輝かせる者、腕に掴まろうとする者、勝手に体当たりを始める者、屈強な猛者が持つ傷跡をしげしげと眺めつねってみようとする者──剣を勝手に引き抜こうとする者もいて、「コラ、触んじゃねぇ！」「やめろ馬鹿野郎!!」と彼は終始怒鳴り続けていた。

			「ガキは、疲れる」

			「ふふふ」

			「……何がおかしい」

			「別に何も？　ふふふっ」

			「……腹が減った」

			　この町にきてまだ数刻。だがカーキッドはすっかり疲れ切った様子でそう言った。

			「ここの子供は二三人。町から通っている子、レトゥ様の噂を聞きつけた他の町の親が託して預けた子もいる。確かに、魔術と勉学を教えてくれる人なんて中々いません。噂が広まればもっともっとこの教室は大きくなりそうですね」

			　オヴェリアの言葉にカーキッドは、興味なさそうに煙草を取り出してくわえた。

			「マルコは、どっちなんでしょう？」

			「あのガキか」

			「ええ……見ていましたか？」

			　カーキッドは答えなかった。ただ少しだけ苦く笑い目を伏せた。

			「荷物を下ろしてきます」

			　ここはカーキッドの部屋。オヴェリアは隣だ。

			　部屋を出かけて、オヴェリアは少し躊躇ためらった。何となく、後ろ髪惹かれる想いにかられたのだ。その理由が彼女にはよくわからなかった。

			「また後で」

			「おう」

			　別々の部屋。

			　数歩挟んで隣にある扉を開けると、そこは自分だけの空間。一人だけの部屋。

			「……」

			　部屋は広くはない。寝台が一つとテーブルが一つ。一人でやっと過ごせる程度の大きさ。城にいた頃を思えば、部屋とも呼べないような場所だ。

			　だが不思議とオヴェリアはこの場所を、狭いとは感じなかった。

			　ただ。

			「一人……」

			　旅の間、多くの時間を同じ場所で過ごした。最初は異性と二人きりで同じ部屋なんて、とても抵抗があった。緊張と恥かしさでどうしたらいいのかわからない事も多かった。

			　だけど。

			　──別々……。

			　今日は別の部屋。レトゥが用意してくれた。いつもなら「宿代がねぇ」と言うカーキッドも、今日は断らなかった。

			「……」

			　この感覚は何だろうかと、オヴェリアは思った。

			　──寂しい……？

			　そんなまさか、だって。男性と同じ部屋で過ごすなんて考えられない。考えられなかったはずなのだ、旅に出る前の自分だったら。

			　一人にだって慣れていたと思っていた。城にいた頃はもっともっと広い部屋で、侍女を払って一人で過ごしてもいた。

			「……」

			　想いを消すように首を振り、荷物を置く。マントを下ろそうとして肩に手をやった時、壁の向こうからゴトゴトという音が聞こえてきた。壁一枚向こうのカーキッドの部屋からだ。

			「狭ぇ」

			　壁ごしに聞こえてきた声に、オヴェリアは思わず笑った。

			「貸していただいたのに、文句を言ってはいけません」

			「あぁ？　でもこりゃ、ガキ用じゃねぇか？　こんな寝台、足伸ばせねぇよ」

			「野宿に比べたら雲泥でしょう？」

			　──隣にカーキッドがいる。

			「荷物どこに置きゃいいってんだ！」

			　薄い壁の向こうから、騒々しい音と声が聞こえてくる。

			　そしてそれだけで安心する自分がいる。

			「カーキッド、こちらに声が丸聞こえです」

			「知らねぇよ、壁が薄すぎるんだ」

			　マントを下ろす、マフラーを外す。

			　──一人じゃない。

			　剣を見る。そしてもう一度オヴェリアは呟く。

			　一人じゃない、寂しくなる理由なんかないのだと。

			

			　　　　　　　

			

			　荷物を下ろし、その後二人は敷地内の案内を受けた。

			　中央の赤い建物を中心に、オヴェリア達が借りた別棟、そしてレトゥの書斎、子供達の部屋、授業を教える広間に遊び場、皆で集まって食事ができる場所、そして畑──中も外も思ったよりずっと広かった。

			　食事の時間は子供達と一緒に食べた。小さな子供も多くいる。それぞれが笑い合って食べている空間は町の食堂とも違う。オヴェリアが今まで体験した事のない賑やかさだった。

			「コレ、静かに！　すいませんね、お客さんが珍しいんですよ」

			　困ったように言った女性は、レトゥと子供達の世話をするために町から通っているのだと言った。大人はこの女性だけではなく、何人か手伝いに来ているようだった。

			「おい！　俺の飯だぞそりゃ!!」

			　カーキッドはいつの間にかすっかり子供達の人気者で、オヴェリアはカーキッドと子供達のやり取りを見るのがとても楽しかった。

			「この野菜美味しいです。魚も。これは何て魚なのですか？」

			「イワナだよ。美味しいでしょう？　昼間釣ってきた物だよ。野菜も採ってきたばかりの物を使うの。他の土地とはちょっと違う、どれも甘いでしょう？」

			　魚は塩を振って焼いた物、野菜も大きめに切って炒めた物だ。凝った味付けではない。だが魚は風味が強く、野菜は甘かった。こんな甘い野菜を食べたのは初めてだと、オヴェリアは目を丸くする。

			「果物みたい」

			「ははは！　そりゃいいね」

			「カーキッド殿、お酒は？　いけますかな？　とっておきのがあるんですが」

			「いいな、酒は俺の燃料だ」

			「ほほっ、ここで酒を酌のみ交わす相手が出来るなんて、初めてでございます」

			「えー、僕も僕も」

			「ガキはすっこんでろ！」

			　レトゥと二人で飲み始めたカーキッドを見て、オヴェリアは彼の体調を少し心配した。本当はずっと気がかりで仕方がなかったが、結局、口にする事はしなかった。

			　大丈夫──カーキッドは笑っている。楽しそうにそこにいる。

			　今はその現実があればいい。

			　──呪いはきっと解ける。

			　何の確証もない。けれどオヴェリアはそれを信じて、彼女自身も笑う事にする。

			

			　　　　　　　

			

			　翌朝。

			「頭痛ぇ……」

			「飲みすぎです」

			　朝からカーキッドは頭を抱えていた。昨日の晩の酒である。

			　レトゥに勧められるままに飲んだのはいいが、思いのほか強く、彼にしては珍しい失態であった。

			　昨晩は途中から記憶もない。どうやって部屋に戻ったのかもわからないまま朝が来て、気が付くと布団の中にいたという状態だった。

			「昨日の晩、何もなかったか？」

			「え？」

			「夜襲だ」

			「いいえ。平和な夜でしたよ」

			　カーキッドの表情が曇る。昨晩もしも刺客が来ていたら、完全に後おくれを取っていた。

			「油断した……」

			　刺客の襲撃は、フォルスト以来パタリと止まった。

			　だがカーキッドは刺客の言葉を聞いている。彼らの狙いがオヴェリアだという事を。

			　ましてあちらには、オヴェリアに傷を負わせるほどの者もいるのだ。

			「すまん」

			　カーキッドは呟いた。いつ何時どうなるともわからない、もっと張りつめていなければいけないのだ。

			「何が？」

			「いや、だから。昨日酔い潰れて」

			「…………別に、それは」

			「すまん、俺とした事が油断した」

			「いいえ。……私は大丈夫、気にしてませんから」

			　ポッと顔を染めたオヴェリアに、カーキッドは「あん？」と訝しげな顔をした。

			「確かにちょっと、恥かしかったですけど……見てませんでしたから」

			「……何の話だ？」

			「？　だから、昨晩でしょう？」

			「昨晩だ」

			「だから……カーキッドが酔って、踊り出した事ではなくて??」

			「……………」

			　カーキッド・Ｊ・ソウル、その日彼は思った。しばらく酒は控えようと。

			　……その後二人は食堂へと向かった。

			　食堂にはもう子供達が揃っていて朝食の最中だった。レトゥと朝の挨拶を交わす。

			　そしてオヴェリアは昨晩と同じ場所に座ろうとしたのだが、昨晩カーキッドが座っていた場所に先客がいた。

			　紺の衣服。茶に近い金の髪と、何より目を引いたのは彼の傍らにあった荷物。

			　弓矢。

			　一瞬オヴェリアはもちろんカーキッドも動きを止めた。

			　気配に気づいた紺服の男が、背後に立った二人を振り返った。

			　そして。

			「あ」

			「あ」

			「おや」

			　男は口の端に赤いソースをつけながら、にこやかに微笑んだ。

			「これはこれは、オヴェリア様とカーキッドではありませんか！　いやはや、何たる偶然」

			　正装のキャソックを身にまとったその男。

			「デュラン様!!」

			　オヴェリアが歓喜の声を上げたのは、言うまでもない。

			

			　　　　　　　

			

			「いやはや、嬉や。オヴェリア様にこれ程喜んでいただけるとは」

			　光栄の極みでございます、そう言ってデュランは彼女の手の甲に口付けようとした。だが唇が触れる寸前、強烈な力で首ごと引き剥がされる。

			「離れろ、エロ神父」

			　振り返ると、立っているのは仁王のごとき形相の男。

			「何でてめぇがここに居やがる」

			「痛いなぁ……エロとは心外な。紳士なら誰もがする、淑女に対する挨拶ではないか」

			「どこの誰が紳士だって？」

			「少なくともお前よりは。妬くくらいならお前もすればいいと言ったであろうが」

			「叩き斬る」

			　いよいよ剣に手をかけたカーキッドに対し、デュランは面白そうに笑うだけ。オヴェリアが慌てて止めに入った。

			「やめて、カーキッド」

			「すっこんでろ！」

			「やだなぁ、男のやきもちは。誠に見っとも無い」

			「いい度胸だ、表出ろ」

			「はは、良いでしょう。相手になろうじゃないか」

			「デュラン様!!　煽らないでください!!」

			　子供達が何事かと三人を見つめている。

			「何でもないの、大丈夫だからね」

			　二人の男の間に入りながら、オヴェリアは必死に子供達にそう言って聞かせた。

			　子供の前でする喧嘩は見っとも無い……彼女は強くそう思った。

			　朝食を終えた後、オヴェリアの提案で三人はレトゥの書斎に場所を移す事にした。

			　その途中、広間でレトゥに勉強を教わる子供達の姿を見た。目を輝かせて彼の言葉を聞く子供達の姿はとても微笑ましく、そして何だか誇らしい気持ちになった。

			　子供達の中にマルコの姿もあった。一番後ろで師の言葉を聞いている。オヴェリア達が通り過ぎると一瞬視線をよこしたが、すぐに顔を背けた。

			　レトゥの書斎は広間の横を抜けて、階段を上った先にある。背丈ほどの本棚が部屋中をぎっしりと埋め尽くし、窓の隙間がかろうじて空いているという様だ。

			　書斎の奥に置いてあるソファに腰かけ、三人は改めて顔を見合わせた。

			「それにしても良かった……手紙は届いたのですね」

			　安堵の表情を浮かべるオヴェリアに対して、デュランは不思議そうに首を傾げた。

			「手紙でございますか？」

			「私の手紙を見てここにいらしたのではないのですか？」

			　手紙にはこの町の事をしたためておいた。

			「恋文ですかな？」

			「いえ……あの……デュラン様に宛てて送ったのですが……」

			「もしやガリオスにある総主教庁にですか？」

			　頷いてからオヴェリアは気づく。商人に手紙を託したのは一昨日の事。いくら何でもデュランがここにいるのは早すぎる。

			　総主教庁──聖サンクトゥマリア大教会の中心となる場所。すべての教会組織の原点はここにある。ハーランド国の北西、万年雪で知られるガリオス山の麓にある。

			「そうですか……いや、私も当初はその予定でおりましたが、不意に用を思い出しまして。ここに参った次第です」

			　カーキッドはソファには座らず、手近の本棚にもたれた。

			「とか何とか言って、またつけてきたんじゃねぇのか？」

			「馬鹿な事を。出立したのは私が先だったではないか。つけてきたとしたらお前の方だろう？」

			　言ってからオヴェリアの事を思い出し、「オヴェリア様が追いかけてくださったならば、至上の喜びでございます」と笑みを見せた。

			「ですがオヴェリア様、手紙とは？　どうかされましたか？」

			　もしや私が恋しくて？　と茶化そうとしたデュランであったが、オヴェリアの顔を見て言葉を呑み込む。

			「デュラン様がここにいらしてくださって……良かった……」

			「……何かありましたか」

			　もう一度問う。今度はデュランも真剣な顔で。

			「そもそも姫様達はなぜここに？　北を目指してみえたのでは？」

			「ええ……ですが理由わけあって。道中レトゥ様に出会い、カーキッドの事をご相談して……それでここに」

			「カーキッドの事？」

			　オヴェリアがカーキッドを見る。だがカーキッドは明後日を見たまま動かなかった。

			「カーキッド」

			「……チ」

			　舌を打ち、渋々といった様子で右腕の包帯を解く。白布を床に放り出し、最後には、勝手に見ろと言わんばかりに腕を突きつけた。

			　その腕を見るなり、デュランの顔色が変わった。

			「これはッ……!!　いつからだ、これは。お前」

			「……」

			「あの時、か」

			　デュランが詰め寄るも、カーキッドは目を合わせようとしなかった。男の様子にデュランの表情がさらに険しくなる。普段物腰の柔らかい彼にしては珍しく、胸倉を掴むほどだった。

			「聞いているのか!!」

			「……へへ、すげぇだろ」

			「笑い事か馬鹿者!!　なぜ言わなかった!?」

			　その顔に浮かんでいるのは苦渋だ。カーキッドは一瞥だけしてすぐに目をそらした。

			「デュラン様、その痣の正体は？」

			　オヴェリアの声にデュランが正気を取り戻す。衝動を抑えつけ、彼は姫を振り返った。

			「……呪いでございます」

			「やはり……。ギル・ティモですね？」

			「間違いないでしょう」

			　言い、改めてデュランはその腕を覗き込んだ。

			「斑点はいつからだ？　徐々に広がっているな？」

			「ああ」

			「痛みは？　夜中に寝付けぬほど痛むという事はないか？」

			「……」

			　眠れぬ程の痛み──その言葉に、オヴェリアは祈るような気持ちでカーキッドを見る。

			「知らねぇ」

			　その視線から、カーキッドはそ知らぬ様子で顔を背ける。

			「嘘を吐け。相当の痛みがあるはずだ」

			「……」

			「このまま放っておいたら、痛みに気が狂って腕を斬り落とす事になるぞ」

			「──」

			「よしんばそれに耐える事ができたとしても、痛みは腕だけにとどまらない。やがては全身を蝕み、最後には地獄のような痛みの中で死を迎える事になる」

			　オヴェリアは口を押えて悲鳴の衝動を必死に堪えた。

			　デュランはカーキッドを厳しく睨んだ。

			「馬鹿者」

			「……」

			　だが当の本人はやはり他人事のような顔で、少しだけバツ悪そうに髪を掻き上げたのだった。

			

			　それからすぐに、カーキッドにはデュランから厳しい絶対安静の命令が出た。

			「この呪いは身を刻む。お前が腕を振るえば振るうほどだ。痣は剣を振るった直後に広がる、違うか？」

			　カーキッドは返事をしなかったが、その沈黙こそが答えだった。

			「今後一切の、剣の使用を禁止する」

			「はぁ？　何だと!?」

			　これまで感情を押し殺していた男が、ついに声を荒げた。

			「俺は剣士だぞ？　剣を振るうなって事は、死ねって言われてるのと同じだ」

			「よく考えろ！　お前は本当に今、限りなく死に近い所にいるんだぞ？」

			「そんなもん、」

			　生きてる限り誰でも一緒だ、死に遠い奴なんざいるかよ──そう言いかけたが。

			　傍にいるオヴェリアの泣きそうな顔を見て。

			「……腕が鈍る」

			　結局、そう言った。不承不承。

			「我慢しろ。とにかく早急に呪いを解く方法を考える。いいか、それまでは絶対に剣を使うな」

			　カーキッドは黙るしかなかった。

			　それからデュランはレトゥと相談し、書斎にこもった。

			「姫様ご安心を。レトゥ様は総主教庁で魔術の指南をされていた程のお方。必ず方法を見つけます」

			　デュラン・フランシスの腕前はオヴェリアも目の当たりにしている。

			「カーキッド、デュラン様の言いつけ通りしばらく大人しくしていて」

			「……」

			「お願いだから、ね？」

			「……チ、わかったから。そんな顔すんじゃねぇ。大人しくしてりゃいいんだろ？　……もういい、寝る」

			　パタパタと手を振り、カーキッドは自分の部屋へと消えて行った。

			　扉が閉まるのを見届け、オヴェリアは少し息を吐いた。だが気が緩むと途端、涙がこぼれそうになった。

			　カーキッドが死の呪いを受けている──初めて腕の痣を見た時からずっと、どうにか堪えてきたが、もう耐えられなかった。

			　──先日見た時より広がっていた。

			　オヴェリアも部屋に戻る。そして少しだけ泣いた。

			　カーキッドの前で泣くわけにはいかないから。今だけ。

			　声を殺して、泣いた。

			

			　　　　　　　

			

			「ラウナ・サンクトゥス、ラウナ・サンクトゥス──」

			　カーキッドの腕に護符をかざし、デュランが呪文を唱える。

			　だが、

			「……やはりダメだな」

			　デュランとの再会から二日後の事である。

			　夜、デュランに呼び出され書斎に着くなり、カーキッドは彼に様々な術を施された。

			　だが、どれもうまくはいかなかった。

			　しかしデュランはわかっていた事だと言うように、その腕を凝視する。

			「奴は私が聖魔術を使う事を知っている。当然と言えば当然、やはり聖魔術では解く事ができない呪いがかけられている」

			「デュラン様、それでは……」

			「オヴェリア様、落胆召されるな。予想はしておりました」

			「てめぇの腕がヘボだからじゃねぇのか？」

			　カーキッドの悪態を鼻で笑って聞き流し、デュランはレトゥを振り向いた。

			「デュラン殿からお聞きしました。呪いの掛け主は禁忌の魔術の使い手だと」

			　禁断の術──闇の魔術。

			「この書斎には、それを打ち破るような魔術書はございません。……申し訳ない」

			「そうですか……」

			「ですが、一つ心当たりがないわけではない」

			　レトゥは白髪の混ざった薄い髪を掻き、眉に力を込めた。

			「私がこの森に住まう事にしたのには理由があります。この森の奥にはピュミラが生えておりましてな」

			「ピュミラ？」

			　レトゥの後をデュランが続ける。

			「貴重な薬草です。ハーランドにおいて採れる地域は極々稀。市場に出る事などまずありません。ゆえに我ら術師の間では幻の草の異名を持つ程です」

			「数年前偶然この森で見つけました。貴重な物ゆえに、守り、どうにか増やせぬものかと研究している次第」

			　オヴェリアは息を呑んだ。

			「では、その葉がカーキッドの呪い消しになると？」

			「正確には茎、特に根の部分です。煎じて溶かした物が万能薬となる」

			　ただし、とデュランは付け加える。

			「それだけでは叶わぬでしょう。問題はそれともう一つ。蛍ガスミ」

			　闇の魔術の事は少しお話ししましたね、とデュランは前置く。

			「今から数百年前、魔術文明が栄えた時代がありました。現代に残る魔術のほとんどがその時に完成したと言われます。様々な魔術が世に生み出され、その中に禁断の魔術もありました」

			「……」

			「魔術文明が栄えたきっかけは、大陸内で起こった戦争です」

			　文明の発達に、血が流れるのは必定。

			「図らずも、それが魔術の精度を磨く事となった。皮肉ですな。いつの時代も人が新しい物を得る時には必ず命が関わっている。知識を磨き、技を磨く──己のために、他を凌駕するために」

			　革新の前夜に安穏はあり得ない。そして安穏の中に絶対たる進化は成しえない。

			「戦火は大陸全土に飛び火しました。その結果、当時の魔術師達はこぞって、決して開けてはいけないパンドラの箱を開いてしまったのです」

			　それが──。

			「悪魔との契約」

			「……」

			「それによって人は絶大な力を得ました。……今の世に禁忌の技とされる多くは、その時生み出された物です。それは一瞬にして大陸を業火で包み、人を……この世を貶おとしめていった」

			「人道に反する技……」

			　デュランがかつてそう言っていたのを思い出し、オヴェリアは呟いた。

			「そうです。それは神をも冒涜する技なのかもしれない。覚えておいででしょう、命を弄もてあそぶギル・ティモの技を。あれはまだ序の口。そんな物を当時の魔術師達は競うようにして生み出していったのです。世界は……ある意味、死さずとも存在を成す、地獄と化しました」

			「地獄──」

			「そして、その戦争を終結させたと言われるのが、一人の女性」

			　オヴェリアはハッと顔を上げた。

			「サンクトゥマリア。この国の守りの女神」

			「……」

			「彼女の力は、悪魔の力によって歪められた世界を浄化した。詳しい事はわかりません。残っている当時の記録には、大きな戦争がありそれを一人の女性が鎮めたという事のみ。そして戦乱が終わった後に、闇の術の恐ろしさと業の深さを知った魔術師達は、こぞって術を封印しました。闇の魔術に関する書物の多くはその時に処分され、現存する唯一は、監視下で保管される事となりました」

			　それを盗まれたのだ──一人の魔導師によって。

			「サンクトゥマリアは戦乱の後、自らの力を一本の剣に託し、この世界を去ったと言われます。その剣を託された者が王となり、焦土と化した大地に国を作ったのがハーランドの始まり。そして彼女を絶対神として崇める、教会という組織も生まれた──二度と戦火がこの地を苛む事のないように。世界に真の平和が訪れるように」

			「サンクトゥアリアは、闇の魔術を打ち破ったってわけか？」

			　唐突にカーキッドが口を開いた。それにデュランは頭かぶりを振った。

			「真実はわからぬ。だが……」

			　白薔薇の剣──それを持ち、オヴェリアは獣となったラーク公を討った。彼の最期の顔はとても穏やかなものであった。

			　ましてフォルストの領主アイザック・レン・カーネルと対決した時。彼の周りにあった見えない力を断ち割る事ができたもの、オヴェリアが振るった剣がきっかけ。

			「……そういう事なのであろう」

			「じゃあもし、聖母の剣で斬ったら？」

			　レトゥにはオヴェリアの正体を伝えていない。まして彼女が持つ剣の事も。

			「ハーランドに伝わるその剣に斬られたら？　俺の呪いは解けると思うか？」

			「──!!」

			　カーキッドが浮かべるニヤニヤ笑いの中に冗談ではない物を感じ、オヴェリアがたまらず叫ぶ。

			「そんな事、出来ません!!」

			「……例えばの話だ」

			「たとえ話でも」

			　睨む。

			「出来ません」

			「……」

			「待てカーキッド。本題はここからだ」

			「……あん？」

			「闇の魔術、悪魔との契約によって成し得る技。その悪魔が恐れる花がある事を知ってるか？」

			「古くからの言い伝えです」

			　レトゥが本棚から一冊、本を取り出す。

			「この書物にも書かれている。悪魔が恐れる花。その花は悪魔の力を殺ぐとされ、彼らでさえも恐れて近づかないのだと」

			「それが、蛍ガスミ」

			　幻か、神秘か、悪戯か。

			「カスミソウの花だ。その中に、稀に月夜に淡く青い光を放つ花があるそうな。……滅多に見られる物ではない、一〇年に一度、いや二〇年に一度──世紀に一度かもしれぬ。だがその花をもし見つける事ができれば」

			「カスミソウならば……」

			　この町に来る途中にあった。一面の花畑が。

			「そう、」とデュランは頷いた。

			「ピュミラと蛍ガスミ。この二つがあれば、よもや」

			　呪いは解けるかもしれない。

			　オヴェリアは慌てたようにカーキッドを見た。

			　カーキッドは少し呆けた顔をして、たった一言、

			「そうかい」

			「そうだ。やってみる価値はある」

			　向けられた笑顔にバツ悪そうにしながら、

			「そうかい」

			　もう一度そう言い、顔を背けた。

			　そんな彼を見て、オヴェリア達三人は顔を見合わせ頷く。

			　オヴェリアの心に炎が灯る。……それは間違いなく、希望の炎だ。

			

			　　　　　　　

			

			「だから、どうして」

			　何度目かわからぬその言葉と、憮然ぶぜんとするカーキッドの顔。

			「だから言っているでしょう？　ピュミラを摘みに行くのだと」

			「俺も行く」

			「お前は留守番だ」

			「だからッ、どうして」

			　デュランは呆れた様子で盛大にため息を吐いた。

			「何度言えばわかる。呪いが回る。お前は動くな。ここで大人しくしていろ」

			「森を歩くくらいッ」

			「ダメだ。お前に掛けられた呪いは、私が想像していていたものより強い。下手に動くと回りが早まる可能性がある。お前はここにいろ」

			「カーキッド殿、子供達を頼みます」

			　オヴェリア、デュラン、そしてレトゥ。支度を終えた三人に何度もそう説得されるが、

			「るっせぇ！」

			　簡単に納得する男ではない。

			　カーキッド・Ｊ・ソウル。剣士として、自らの腕に誇りを持っているこの男が。

			「剣を抱えてガキのお守もりしてろってのか!!」

			「そうだ!!」

			「……!!」

			「お前のために言っているのだ、わからんのか」

			　ちょっとこっちにこい、とデュランがカーキッドを促す。

			「お二人はここでお待ちください」

			　そして建物の裏手に回った。

			　井戸が一つだけあるひっそりとした所だった。辺りに人の気配がない事を確認し、デュランは深々とため息を吐ついた。

			「お前が懸念しているのは、あの連中の事だろう？」

			　カーキッドの眼光が鋭くなる。

			「刺客……最後に会ったのはいつだ？」

			「フォルストだ」

			　うむ、とデュランは頷く。

			「正直言えば、あの折の事を私はあまり覚えていない。意識が朦朧としていた。刺客に襲われていたオヴェリア様を救う事ができたのは、ただ運が良かっただけだ」

			「……」

			「カーキッド、改めて問う。奴らは何者だ？　これまでに何度襲われた？」

			　カーキッドは不機嫌そうに答えた。

			「三度。何者かは俺にわかるわけがない」

			　ただ、と彼は続ける。

			「狙いはわかってる。オヴェリアだ」

			「何と」

			「フォルストで襲われた時奴らの一人を吐かせた。オヴェリアをゴルディアには行かせないだとさ」

			「それは一体……」

			「知るかよ」

			「……いや、カーキッド、それは問題だぞ」

			　風がうら寂しく二人の間をすり抜けて行く。

			「オヴェリア様がゴルディアに向かう理由は一つ」

			「竜退治か」

			「黒竜討伐の件は、教会上層部では知られている事。無論、白薔薇の騎士の正体も然り」

			　当然だろうな、とカーキッドは思う。王から剣を授かったあの場にどれだけの人間がいたのか。彼らは剣士の正体を見ているのだ、王に高らかに呼ばれたその名と、与えられた責務を。

			　オヴェリア・リザ・ハーランド。一人の少女が受けた定めを。

			　たとえ姫の名を知らずとも、その姓が導いている。その娘の出生。

			「姫様の事を私が知ったのは旅の中でだった。噂は瞬く間に広がる。今この国で、どれほどの者がそれを知っているのかはわからぬが」

			「その中に、竜討伐を良しと思っていない奴がいると？」

			「オヴェリア様が王女と知って尚なお、だ」

			　上目遣いに見たデュランの目と、カーキッドの目が重なる。

			「これは、尋常な事ではない。国をも揺るがす事態になるやもしれぬ」

			「……」

			「オヴェリア様が竜の討伐に向かっているという事、その剣が聖なる剣であるという事、そして何より黒竜という存在を知り得て尚、滅ぼす事を良しとせぬ者」

			　何が導き出される、カーキッド？　と無言の中に尋ねる。

			「黒竜と言えば子供の絵本にも出てくる。国を丸ごと滅ぼしたとされる種族だぞ」

			「……この国を、滅ぼそうとしてる輩がいる？」

			　カーキッドの脳裏に一人の男の姿が浮かぶ。

			「アイザック・レン・カーネル……」

			　オヴェリアの叔父でありフォルストの領主。男は言っていた、この国を滅ぼしたいのだと。

			「あいつが刺客の送り主か？」

			「いや、恐らく違う。あの者が本当にオヴェリア様を狙うなら、もっと違う方法を使ったはず」

			「じゃあ？」

			「……気になるのは奴の事。ギル・ティモ」

			　ともかく、とデュランは改めてカーキッドに向き直った。

			「カーキッド、無理はするな。」

			「……」

			「この先何が起こるとも知れぬ。だが確かなのは一つ、お前の力は必ず必要となる。こんな所で倒れている場合ではない。……今は呪いを解く事、それまでは安静にする事が肝要かんようだ」

			　デュランの言葉が、カーキッドの中で別の言葉を呼び起こす。

			『これ以上、大事な人がいなくなるのは真っ平です』

			「……チッ」

			　カーキッドは、今ここにいない少女を思って苦々しげに舌を打った。。

			「案ずるな。もし道中何かあっても、私がお守りする」

			「できんのかよ、てめぇに」

			「誰に向かって言っている」

			　デュランはフンと鼻を鳴らした。

			「行って戻って二日だ。大人しくしていろ」

			「……二日？」

			「ああ？　レトゥ様が案内してくれるが、今から発っても目的の場所に着くのは夜だ。今夜はテントだ」

			「……」

			「何だその顔は」

			　何でもねぇ、とカーキッドはデュランに背を向けた。

			「何かあったら、ただじゃおかねぇぞ」

			「ははは、レトゥ様も一緒だから。何もせぬよ」

			　即座、カーキッドはデュランの胸倉を掴んだ。

			　だがデュランは変わらず涼しげに微笑んでいた。

			「もしもの事あらば、全力でお守りする」

			　お前の代わりに。

			「……絶対だぞ」

			「二言はないさ」

			　胸倉を掴んでいた手を、デュランはポンと打った。

			　それが、約束の印。

			　……そして間もなく、オヴェリア達は森に入って行った。

			「カーキッド、すぐ戻るから。じっとしててね」

			「わーったわーった、さっさと行け」

			　三人を見送り、カーキッドは煙草に火をつけた。

			　見上げると空はひたすら青く。そこに一筋、風が吹くのと同じ方向へ向かって雲が長く伸びていた。

			

	








			
			　森は、先へ行こうとする者をよしとしない。

			　踏み分け入った途端に取り囲む草木は柵となり、檻となって行く手を阻む。

			「オヴェリア様、大丈夫でございますか？」

			　レトゥに問われ、少女は辛うじて答える。

			「大丈夫です」

			　こういう道は初めてではない。人の手が及ばない森を歩く事は想像以上に困難だ。突き出た枝に身を裂かれ、尖った草が容赦なく彼女を襲う。

			　敵意ではない。それは摂理。

			「もう少しです」

			　出立したのは朝。もう日が暮れかかっていた。

			　先頭を行くのはレトゥ。その後をオヴェリアと、一歩遅れてデュランが続いた。

			「オヴェリア様はお強いですな」

			　オヴェリアが振り返ると、さすがのデュランも少し参ったような顔をしていた。

			「大丈夫ですか？」

			「こうした道は不慣れで」

			　お恥ずかしい限りでございます、とデュランは苦笑した。

			　だがオヴェリアは思った。恐らくデュランは、あの時の傷がまだ完全に癒えていないのだろうと。

			　あの時彼は、限りなく死に近い場所に立った。普通に考えても、傷が塞がるためにはもう少し時間が必要だろう。

			　フォスルトの事を思い返すと、オヴェリアは堪らなくなる。

			「少し休みましょう」

			「いえ、大丈夫でございます」

			「この先に川があります。そこで今日はテントを張りましょう」

			　レトゥの言う通り、遠くない場所に川があった。

			「ここまで来ればあと少しです」

			　その頃には完全に日が落ちていた。これ以上真っ暗な森を進む事は不可能だった。

			　夜営の準備を始める。レトゥは慣れたもので、オヴェリア達が手伝う間もなく、テントと焚火を一人で作り上げた。

			　彼はオヴェリアの父であるヴァロック王よりも年上に見えたが、体もよく動く。オヴェリアが感心した様子で見ていると、レトゥは照れた様子で「慣れていますので」とはにかんだ。

			「食事の支度をいたしますので、少々お待ちを」

			「手伝います」

			「いえ、オヴェリア様は休んでいなされ。デュラン殿も」

			「面目ない」

			「いえいえ」

			　言い置き、火だけ起こしてレトゥは森の中へと消えて行った。

			「凄い方だわ」

			「ですな」

			「私の父は、もうあのようには動けない」

			　思わず呟いてしまい、オヴェリアは困った様子でデュランを見た。

			「ハーランド王は石病を患ってみえるのでしたな。まだ民には伏せられていますが」

			「ええ……内密にお願いいたします」

			「無論、承知しております」

			　デュランの笑顔に、オヴェリアはホッとする。

			「デュラン様とレトゥ様はお知り合いなのですよね」

			　彼は変わらない笑顔で「はい」と答えた。

			「レトゥ様が以前魔術の講師をしていた頃に、少々お世話になりました」

			　あの方は我が師の友でしたゆえに、とデュランは言葉を付け加えた。

			「デュラン様のお師匠様は……どのような方だったのですか？」

			　オヴェリアにとって、それは何気ない一言であったけれども。

			　一瞬、デュランの顔に影が差したのを、焚き火の明かりの中でオヴェリアは見てしまった。

			「わが師は……とても厳しい方でした」

			　闇の中から紐解くように、手繰り紡いで行く映像。

			「私は未熟ゆえに、いつも怒られてばかりでしたよ」

			「デュラン様が？」

			「ええ。……私は半端者で」

			　愚かで、甘かった。

			　だから──デュランは思う。

			「師は、私を許さないでしょう」

			　それは……？　とオヴェリアが尋ねると、デュランは微笑みそっと目を閉じた。

			「オヴェリア様、お怪我をされておられる」

			「あ……」

			　さっき枝に引っ掛けて切った傷だった。腕に刻まれたそれを見て、デュランはそっと手をかざした。

			「治癒の魔術は、それほど得手ではないのですが」

			　ラウナ・サンクトゥス、ラウナ・サンクトゥス、ミリタリア・タセ・エリトモラディーヌ──唱え終わるとその途端、ほわりと光が灯った。光は彼女の腕を包み、傷口をゆっくりと塞いでいく。

			　それを見ながらオヴェリアは、「きれいな音ね」と言った。

			「え？」

			「デュラン様の呪文」

			「……」

			　ラウナ・サンクトゥス。

			「とてもきれいな音」

			「……この術を編み出したのは、我が師でございます」

			　かつて、西の賢者と呼ばれた男が生み出した言葉を胸に抱き、デュランは微笑む。

			「オヴェリア様」

			「え？」

			「ありがとうございます」

			「……？」

			　無垢なその瞳は、少しだけ…………〝彼女〟に似ていると。デュランは思った。

			

			　その夜は平和に時が過ぎた。

			　テントの中ではオヴェリアが眠った。元々オヴェリアのためにレトゥが持ってきた物であったが、彼女は最初頑かたくなにそれを拒んだ。

			「私一人だけがそのような待遇を受けるわけには参りません」

			　かと言って見張りは必要。そして、女性と二人でテントに入るわけにもいかなかった。

			　最終的にオヴェリアが折れる形で、レトゥとデュランは外で過ごした。

			　二人が話しているのを少しの間聞いていたが、それほど経たないうちにオヴェリアは眠りに落ちた。

			　そして夜が明けて間もなく三人は出発した。

			　小一時間ほど歩いた所に、目的の物があった。

			　一際大きい巨木の根元に生えた草。

			「これがピュミラ……」

			　ハート型の葉が四つ、きれいに並んだ草であった。葉の中に白い斑点があるのが特徴的だ。

			　それをレトゥは手で丁寧に掘り下げて行く。薬の材料として重要なのは根の部分なのだ。

			　傷つけないように丁寧に、ゆっくりと。やがて土から掘り起こすと、レトゥはそれを大切に布でくるんだ。

			「この巨木はこの地の守り神です」

			　レトゥは木を見上げ手を合わせた。

			「どうぞ、よき力を」

			　オヴェリアとデュランもそれに習った。

			「持ち帰って根付けできないのですか？」

			「この葉はここでしか育たない。この木の根元で生まれ、朽ちていく」

			　誠に不思議な草だと、レトゥは包みを大事そうにしまう。

			「種がないのです。一つ朽ちて一つ生まれる。……何とかして増やせないものかとは思うのですが」

			　中々難しいです、そう言いレトゥは苦笑した。

			「さあ戻りましょう。帰りは下りが多い、夕刻には戻れるでしょう」

			　ええ、とオヴェリアは微笑んだけれども。

			　デュランが険しい顔で彼方を見ていた。

			「デュラン様？　どうかされましたか？」

			「いや……何でもございません。急ぎましょう、カーキッドが待っている」

			　……予感がしたのである。何か妙な予感が。

			　そしてその予感が現実のものとなるのは、間もなくの事だった。

			　昨晩の夜営地まではすぐに戻れた。川で再び小休憩する。

			　オヴェリアは木陰に座り一瞬気を抜いたが。

			「デュラン様？」

			　デュランが焚き火の跡をじっと見ていた。

			「どうかされましたか？」

			「いや」

			　言葉は濁された。

			「少し、動いている」

			「え？」

			「レトゥ様、念のために川には近寄らないように」

			　そう言ってデュランが振り向いた瞬間。レトゥの体に、刃が突き刺さった。

			「──ッ!?」

			　悲鳴を上げる間もなく、デュランはオヴェリアを突き飛ばした。彼女がいた場所に短剣が幾つも刺さる。

			「刺客です!!」

			「レトゥ様がッ!!」

			「今は走って!!」

			　樹々の間を走る。後方に黒い人影が垣間見える。その姿にはデュランも覚えがある。

			　カーキッドの懸念が当った。思わずデュランは舌打ち交じりに笑いをこぼした。

			「デュラン様ッ」

			　上から舞い降りる黒。短剣が一直線にオヴェリア目がけて振り下ろされた。

			　咄嗟に二人は転がって逃げるが、

			「まずい」

			　左右にオヴェリアとデュランが分断される。

			　急ぎオヴェリアの元へ寄ろうとするデュラン目掛けて、別の刺客が刀を突き出す。

			　接近戦は、デュランに不利。

			「クッ」

			　──オヴェリア様の元へ。

			　視界の端でオヴェリアが剣を抜いた。刺客達が一斉に押し寄せる。助けに行きたくてもデュランを狙う刃も多数。

			　デュランの得物は弓と術。その力を奮うには距離が要る。だがそのためにはオヴェリアから離れなければならない。

			　──約束したのだ、あの男と。

			　刺客達の狂剣に追い立てられて逃げれば逃げるほど、オヴェリアとの距離が開いていく。矢継ぎ早の攻撃は避けるのがやっとで、呪文の詠唱も、まして矢を番える事もできない。

			「ディア・サンクトゥス!!」

			　短縮させてどうにか放った風の術は狙いが定まらない。黒い装束は簡単に避ける。

			　しかし注意は引いた。その隙に一気に術を唱える。

			「ラウナ・サンクトゥス、ラウナ・サンクトゥス、ミリタリア・タセ──」

			　森の中に金属音が木霊する。

			　刺客がデュランの顔面目掛けて短刀を振り下ろす。頬を掠かすめて何とかかわす。

			「エリトモラディーヌ！」

			　目の前にいた三人目がけて術を解き放つ。だが彼らは炎に包まれてもなお動きを止めない。身を焦がしそのままデュラン目がけて襲い掛かる。

			「ディア・サンクトゥス!!」

			　けん制しながら矢を番え、放つ。

			　──守るぞ、カーキッド。

			　必ず。ここは切り抜ける。

			　神父は弓を番え、再び詠唱に入る。

			

			　目の端に燃え立つ炎を見ながら、オヴェリアは剣を振るった。

			　黒い刺客達。何度も見てきた独特の太刀さばき。それは剣を振るうというよりは突くと言った方が的確。

			　短刀ゆえに、繰り出される一刀一刀の間隔が短い。いかにオヴェリアの剣が速いと言っても、刀身が長い分、短刀との間にどうしても埋められない差が生じる。

			　──もっと速く。

			　風のごとき彼女の剣を持ってしても、二手、三手、四手と続いていく短剣の動きに追いつくのは必死。しかも相手は一人ではないのだ。

			　言わばそれは、死に狂う、もがくための乱舞。

			　そして追い立てられているのはデュランも同じ。デュランが使う術も弓も接近戦には不向きだ。

			　──ここにいてはいけない。

			　デュランは必死にオヴェリアの傍から離れまいとしている。だがそれが逆に彼自身の身を危うくしている。

			「デュラン様」

			　彼女は一度刺客達から距離を置き、デュランを振り返った。すぐにデュランが気づく。目が合うとオヴェリアは一つ大きく頷き、そして走り出した。

			「オヴェリア様!?」

			　──一緒にいてはいけない。

			「お待ちください、オヴェリア!!」

			　制止の声は聞かない。追いかけてくるのは黒い影だけでいい。

			　──デュラン様の足枷になってはいけない。

			　戦い方が違う。彼はカーキッドではない。

			　──カーキッド……。

			　振り向くと、少し距離を開けて刺客達の姿があった。

			　オヴェリアは剣を構える。足は旅で鍛えられた。体も然り。

			　強くなった根幹が、彼女の剣を一層、早くする。

			　向かい合うのは自分一人。ここにカーキッドはいない。

			　たった一人で戦う事にオヴェリアは少し震えたけれども。

			　──怯えてはいられない。

			　立ち向かわなければならない。

			　カーキッドの元へ帰らなければ、薬草を届けなければ、彼の呪いを解かなければ。

			　──信じて待ってくれている。

			　裏切るわけには、いかない。

			　喉から覇気を搾り出す。それは渾身の叫び。

			　白薔薇の剣、刀身がさざめく。

			　薔薇の刻印は光りて、持ち主を見つめる。

			　加護はあるか？　聖母の力を宿した剣。

			　絶対的な剣速。

			　黒い刺客達は、剣を突き出す間もなく吹き飛ばされた。

			　だが数が多数。先手の剣を殺いだとて、次に控える刃がある。

			　踊りかかってくる四つの黒。それはさながら鴉のよう。

			　そしてそこに一瞬、彼女はあの魔導師の姿を見た。

			　ただの妄想だ。だが剣に力がこもる。

			　短刀が突き出される──オヴェリアの剣が横から薙ぐ、腕が一本吹き飛び、その間に連続の短刀が彼女の腹を淡く削ぐ。顔目掛けて出された剣を寸前でかわし、正面から突き出された切っ先は剣の腹で受け流す。

			　背中から一刀入る。避けられたのは偶然。腰から斜めに剣を振り上げる。返す刀で一太刀入れた敵を、全身で後ろに押し倒す。背後にいた刺客の視界がそれで奪われる。たたら踏んだ所を、別の刺客が間違えて一刀入れる。その背中をオヴェリアは斬る。できた空間に一群から飛び出す。振り返りざま、追いかけてきた二人の喉元を掻っ攫う。

			「……ハァ、ハァ、」

			　息が乱れてきた。でも手は止められない。

			　腰を深く落とし、もう一度正眼から構え。

			　襲い掛かる刺客の胸に剣を突きたてる。体を蹴飛ばす。ごめんなさいと念じながら。

			　白薔薇が、赤く染まる。

			　もう一度剣に力を込める。真っ向睨む。眉間が痛い。それ以上に体のどこかわからない所が痛む。

			　痛むのは心か？　魂か？　でも、振るう剣は止めない。

			　一人でも戦わねばならない。

			　倒れるわけにはいかない。今日、こんな所で死ぬわけにはいかないからと。

			

			「──ッ」

			　デュランは走った。

			　向かうのは、オヴェリアが走っていたのとは直角を成す方向。

			　彼が本気で走れば、その速度はすぐに他を圧倒する。

			　──姫様は私のために。

			　オヴェリアが走り去った理由がデュランにはすぐにわかった。だからこそ、彼は自分で自分が悔しかった。

			「サ・イ」

			　抜ける木立の一つに、拳を叩きつける。

			　走る、走る、振り返りもせず。

			　だが追いかけてくる黒い気配は確かにある。

			　弧を描き、カーブしながら、二本目の幹に向き直り。

			「ロ・ザ」

			　叩き付けたその拳、皮膚を破るが構ってられない。

			　──もう一本。

			　歯を食いしばり草を掻き分け枝を打ち払い、地面に滑り込むように座す。

			　最終、ここが。

			「ディザイア・サンクトゥス」

			　言葉を放ち、二枚の護符を同時に地面に突きつければ。

			　刹那地表が揺らぐ。デュランが走った道に亀裂が走る。

			　その現象に刺客達の足が止まった。その瞬間を待っていた。

			　弓を構え、続けざまに三発打つ。

			　──甘い。

			　三つの矢は二人を捉えたが。

			　──一人逃がした。

			　体勢が悪かった事は言い訳にできない。集中は自分で成すもの。

			　射抜かれ尚も動く者に向け、デュランは術を解き放った。

			　背中から矢を取り出し走る。真正面から襲い掛かってきた刺客目掛けて至近距離から打つ。

			「ディア・サンクトゥス!!」

			　矢から炎が噴き出し、そのまま胸を突き抜けた。

			「姫様」

			　外周から、木立の向こうに人影を見た。オヴェリアだ。

			　走りながら、しかも木々が邪魔する中、デュランは弓を構えた。

			　そして一点。それは一瞬。木々のない空間、一直線にオヴェリアと弓が結ばれた瞬間。

			　デュランは矢を放った。

			「ディア・サンクトゥス!!」

			　矢に乗せた速度と炎が、空気を引き裂き飛翔する。

			

			　気配。

			　耳の端に風のうねりを感じながら、オヴェリアはそこに剣を構え立ち続けた。

			　そして間際の瞬間、横っ飛びにその場から走った。

			　刺客達は慌てて彼女を追いかけようとするが、既に遅い。

			　木立の向こうから現れた矢が一人に突き立ったかと思うと、それを寄り代とするかのように炎が膨れ、弾けた──爆発するように。

			　爆風にオヴェリアは咄嗟顔を庇ったが、そこに刺客が剣を突き立ててくる。

			　だが刃はオヴェリアを刺す前に弾き飛ばされる。一本の矢によって。

			「デュラン様」

			　刺客を上から斜めに斬り、倒れたのを見たと同時に彼女も走った。

			　木立の向こう、黒い影が見えた。

			「我はオヴェリア・リザ・ハーランド!!　首が欲しくば掛かって来い!!」

			　追いかけられているのはデュラン。

			　──こんな人数に追われながら。

			　助けてくれた……走りながら矢を放つなどやはり常人ではない。オヴェリアの挑発に、刺客が切っ先の向きを変える。

			　左右には太い幹。剣の振り幅は皆無。

			　だが正面から襲ってきた刃を木を盾にして避けると、腰を落とした所から白薔薇の剣を左手に渡す。右手で腰元のルビーの剣を引き抜き突き立てる。

			　切り口は浅い。だが動きを止めるには充分。そこを白薔薇の剣で貫く。

			　返り血に構ってはいられない。次がまだいる。

			　だが。

			「敵に背を向けるなど、落第です」

			　残る三人は、背中からの矢によって喉を貫かれた。

			「デュラン様」

			「……これで全員」

			のようです──言い終わるのが早いか、デュランは力尽きたようにペタリと地面に座り込んだ。

			

			　　　　　　　

			

			「レトゥ様ッ、レトゥ様ッ!!」

			「う……」

			「急所は外れている。幸いでした」

			　その後、急ぎ二人はレトゥの元へ向かった。

			　短刀により腹を突かれていたが、一命は取り留めた。デュランが応急処置をし意識を取り戻すのを見て、二人は安堵のため息を吐いた。

			「デュラン様、先ほどはありがとうございました」

			「いやいや、それは私の方です。危なかったです」

			　頭を下げたオヴェリアに、デュランは苦い顔をして見せた。

			「綺麗な顔が台無しだ」

			　デュランは濡らした布を彼女に差し出した。オヴェリアは礼を言い顔を拭った。

			「それにしても……中々厄介な連中でした。無事でよかった」

			　デュランがそう言ったが、オヴェリアの顔には影が落ちていた。

			「また多くの者を殺あやめてしまった」

			「……」

			「それに……あの人がいませんでした」

			「あの人？」

			　訝しげに問い返すデュランに、オヴェリアは少し躊躇ためらいがちに言う。

			「フォスルトで会った刺客……」

			　オヴェリアが初めて斬られた相手。その動きは速く、追い立てられるように切っ先を交え、最後には寸前の所まで追い詰められた。

			　その気配は皆無。殺気どころか剣気すら漂わせなかったあの者が。

			　いなかった……いればすぐにわかる。

			「オヴェリア様を追い詰めた者ですか」

			「ええ」

			「……うむ……」

			　腕を組み、しばしデュランは考え込んだが。

			「早急に引き返しましょう」

			「え？」

			「嫌な予感がする」

			　正確には、予感が消えないのだ。

			「まさかカーキッドが狙われると」

			「わかりません。だが今もしあちらが狙われたら……カーキッドは子供達といる」

			「──ッ!!」

			「レトゥ様は私が担ぎます。急ぎましょう!!」

			　吹き出た汗が喉を伝い、立ち上がった拍子に地面に落ち砕けた。

			　……そしてその頃カーキッドは。

			「ヘヘヘ」

			　笑っていた。

			　剣を抜き放ち、目の前に迫る異形の大群に向かって。

			

			　　　　　　　

			

			　時は一日、遡さかのぼる。

			　森に入っていくオヴェリア達を見届け、カーキッドは部屋でゴロ寝を決め込む事にした。

			　子供達の相手をしてやってくださいとレトゥ老人には言われたが。

			「ケッ」

			　面倒だった。

			　レトゥがいないので、子供達は畑の作業を手伝ったり広間で自習したり、それぞれで過ごしている。いつもより数が少ない所を見ると、来ていない子もいるようだ。

			　カーキッドは子供達に関わらない事に決めた。彼の姿を見つけた子供が嬉しそうに駆け寄ってきたが「あっち行け、俺は忙しいんだ」と追い払った。

			「面倒くせぇ」

			『カーキッドは子供達に好かれているのね』

			　ここに来て以来、なぜか彼はいつも子供に囲まれている。子供に好かれるような、面白い顔をしているとは思えないのに。

			『空気でしょうな。お前が出す空気が子供達を惹きつけるのだろう』

			　女性にはモテぬのにと余計な事を言う神父を、何度斬ろうとしたかわからない。

			　だが今は、剣を持つ事さえ禁じられている。

			「あーあ」

			　部屋に戻り寝台にひっくり返る。目を開けても閉じても、それほど大差がない気がする。溜め息ばかりがこぼれ出た。

			「剣を握るなたぁ……」

			　死ねってのと一緒だ。忌々しい……そう毒づくものの、

			『この先に、お前の力は必要となる』

			「知らねぇよ、そんなもん」

			　目を閉じる、必要以上にこめかみに力が入る。

			『これ以上、大事な人がいなくなるのは』

			「うるっせぇ」

			　同時に胸に沸き上がった感情は。

			「……つまらねぇ」

			　オヴェリア達はどこまで行っただろうか？

			　こんなふうに時間を持て余して眠るのは王都にいた時以来だ。傭兵隊長だった頃、暇を潰すためによく眠っていた。

			　あの頃は思っていた、……ぬるいと。

			　戦場を渡り歩いてきた、その道に後悔はない。

			　だが剣を振るった分だけ死を見た。鼻先を掠かすめて行った事もある。

			　その刹那的な生活が。

			　……ハーランドは豊かな国。争いのない平和な国。

			　気まぐれにフラリと立ち寄り傭兵隊などというものに入り、気が付けば隊長になって毎日をダラダラと過ごす。

			　時に剣を振るう事もあったし戦闘もあったけれども、戦場とは訳わけが違う。

			　ぬるいと。

			　これが平和なのかと……どこか侮蔑もしながら、目を閉じて時間を過ごしていた日々。

			　それがいつの間にやら、姫のお供で竜退治の旅に出ている。

			　笑ってしまう。この手も体も死によって汚れきっているのに、白い薔薇を守れなどと。

			「……」

			　カーキッドは腕を見る。布が巻かれて痣は見えない。

			　だが見なくてもわかっている、痣はもう右腕すべてに及ぼうとしている。痛みは鼓動と一緒になって、時折耐え難いほどに暴れ出す。

			　──迫っている。

			　もう、手を伸ばせば届くほどの距離に。

			　──死なんざ、

			　イヤと言うほど見てきた。死の恐怖などとうに飼い慣らしたと思っていたのに。

			　──なぜ今更、怯える事がある？

			　受け止めるだけ、受け入れるだけ……世の中にはそれさえ出来ぬまま果てて行く者も多いのだ。自分にはまだ時間がある、これは恵まれているのだとわかっているのに。

			「あの頃はちっとも怖くなかったのにな」

			　苦く笑い同時に思う。戦場を駆けていたあの頃、自分は本当に生きていたのだろうかと。

			　花すら見た事がなかったというのに。

			　……結局、昼過ぎにカーキッドは部屋を出た。部屋にこもっていても、ただ気鬱になるだけだった。

			　しかも今は一人。

			　いつもいつも、お姫様の面倒を──と思いかけ首を横に振る。お守りじゃないんだ、面倒なんか見ていない。

			　食堂には誰もいなかった。適当に食事を分けてもらい、パッパと済ませた。

			　子供の声がする方には行かず、建物の裏手に回る。

			　空は上天気だ。

			　絶好なんだよなぁ……と呟いてから、自分が何に対して絶好だと思ったのかわからなかった。

			　旅か？　戦闘か？　それともハイキングか？

			「ハハハ」

			　一人笑い、それからふとカーキッドは、地面に転がっている木の枝を拾い上げた。

			　一振りしてみる。剣と比べると軽すぎる。だがもう一振り。やはり軽い、柔すぎる。これで打ち稽古などしても一発で折れる。折れるどころか砕け散るなと思いながら。

			　それでももう一振り。

			　軽い、空気を裂くビュッという音が。

			「ハッ」

			　思わず漏れた息と重なる。

			「……ヘヘ」

			　──これはただの棒っ切れだ。

			　子供の遊び道具だ。幸いにも遊ぶ事までは禁じられていない。

			　型を変えて横からの一閃。下からの一閃。上から構えてくの字に斬る。

			　最初は遊び半分。だが次第に体がついてくる。

			　腰を落とす、足に力を入れる。眼力が宿ってくる。

			　少しだけ、呆けていた彼の瞳に光が浮かぶ。

			　ビュッ。

			　木がこんな音を出す事は普通ない。だがカーキッドは到底気に入らない。これはただ風が鳴いているだけ。

			　でも、最初はこれだったな……と思い返す。遠い昔、脳裏には浮かぶが本当にあったのか今となっては定かではない程の頃。今と同じように木を見つけてはよく振り回していた。

			　剣士に憧れていた。あの頃その姿は絶対で。

			　──あの時憧れてたような剣士になれたか？

			　剣を振り回すだけが剣士ではない。その表も裏も知ってしまった。

			　──俺は。

			　ビュッ

			　剣士になれたか？　ともう一度自分自身に問う。あの頃思い描いていたような、絶対的なほどの。

			「ハァ、ハァ……」

			　気がつけば遊び半分のそれは、息が切れるほどのものとなっていた。

			　振るう木片はすでに三本目。カーキッドの剣技に耐えられる物ではない。砕け散った物を捨て四本目を探そうとした時、カーキッドは視線に気づいた。

			　建物の陰から子供が顔を覗かせている。

			「お前は」

			　マルコと言ったか、レトゥの弟子だ。

			「何か用か」

			　カーキッドが声をかけると少年は驚いたように顔を隠した。

			「……？」

			　改めて棒を構え腕を振るいながら、再び感じた視線にカーキッドは気づかない振りをした。

			『マルコの事、どう思いますか？』

			　オヴェリアがずっと気にしていた。だがカーキッドには、それほど興味がわく事ではなかった。

			　確かに少年の様子はおかしい。蟲退治の時もそうだが、何より目に付くのはここへ戻ってきてから。

			　同じ敷地にいるはずなのに不思議と会う事がない。食事の時もいつもすれ違うように皆が食べ終わった頃に現れる。そして周りの子供とすれ違っても口を利いている様子がない。

			　子供達の中で明らかに、マルコは浮いているように見えた。

			『これでいいのかしら……』

			　おいおい姫様、子供の問題にまで首突っ込むんじゃねぇよ……カーキッドはそう思っていた。

			　誰しも一人でいたい時はある。周りと関わりたくないと思う事もあるだろう。踏み込んでいい問題ではない場合もある。ましてや部外者、しかも大人が。

			　どう行動するか、生き方を決めるのは誰かではない。自分自身だ。

			　彼自身そうして決めてきた。たった一人で戦う事を。

			「……」

			　チラと振り向く、まだ見ている。

			　舌を打ち、改めて無視を決め込もうとしたが、結局カーキッドは溜め息を吐いた。

			「……おい、暇か」

			「……」

			「俺は暇だ。付き合え」

			　言い放ち、カーキッドはその辺りに転がっていた木を一本彼に向かって放った。

			　少年は動かない。カーキッドはまた舌を打った。

			　そしてマルコの姿が建物の陰に消えてしまうと、少し拍子抜けした。暇だったわけではないようだ。

			　なので改めて一人で打ち込みを始めようとした時、再びマルコは現れた。そして。

			「……」

			「……おう」

			　木を拾い上げたのである。

			　カーキッドは嬉しそうにニヤリと笑った。

			「いいぜ、打ってきな」

			「……」

			「どっからでもいい。好きなように」

			　そう言うと、マルコが木を振りかざし走りこんできた。

			　それをカーキッドはヒョイとかわす。棒は宙を上下に空振りする。だがもちろんカーキッドが振った時のような怪物じみた音が鳴るわけではない。

			「そら、こっちだ」

			「ッ!!」

			　今度は避よけずに受けてやる。当たった感触は思ったよりもずっと軽かった。

			　こんなもんかと思う。でも悪くはない。

			　何度かそれを繰り返す。少年が無茶苦茶に打ってくるのを、一つ一つ丁寧に受けてやる。

			　──俺も最初はこんなだったか。

			　振り方も構えもあったもんじゃない。でも。

			「ほれほれどうした？　もう終わりか？」

			「……ッ」

			「腕に頼るな、全身で振れ。握りはもっと柔らかく」

			　すぐに肩で息をし始める。でも向かってきた。

			　細くて白い腕だ。鍛えた事などないだろう。

			　すぐに音ねを上げるだろうと思ったが、少年は木を手放さなかった。

			　最初はいたずらに、だが直に無心に。

			　必死に。

			　そしてカーキッドも同じ。交差した木切れが甲高い音を鳴らす。

			「いいぞ、その感じだ」

			「ハァ、ハァ」

			　少年はまっすぐにカーキッドを見る。その視線にカーキッドは少しゾクリとする。

			「手首が硬い、もう少し柔軟にしてみろ。そう、その感じ」

			　カーキッドが満足そうに言うと、少年は大きな目で彼を見つめた。笑いはしなかった。だがその瞳は輝いていた。

			「いい顔だ」

			　この少年の顔を今までよく見ていなかったが。

			　──こういう顔をすんのか、こいつ。

			　まだ幼さを残す少女のような顔立ちではあるが、とてもいい目をしている。

			「ほれ、こっちからも行くぞ！」

			「──ッ」

			「ハハハ、油断するからそうなるんだ。もういっちょ!!」

			　そうしてカーキッドとマルコははそれからしばらく、打ち合いを続けた。

			　何度かカーキッドは「休憩にするか？」と尋ねたが、マルコは首を横に振った。

			　楽しそうだった。言葉にされたわけではない、でも目がそう言っていた。振るのが楽しい、打つのが楽しいと。

			　自分も、かつてそうだったから。

			　棒切れを握るだけで楽しかった。振ればさらに心が躍る。型なんてどうでもいい、朝から晩まで一日中だって振り回していられた。

			

	








			
			　一人で振るのも楽しい、だが相手がいれば尚更だ。

			　こんな経験、マルコは初めてだったのだろう。

			「お前、筋いいよ」

			　結局、昼も食べずに二人は打ち合った。

			「毎日続ければ、いい剣士になれるぞ」

			　さすがに疲れて座り込んだマルコにカーキッドはそう言った。冗談が半分、残り半分は本気だった。

			「お前は魔術師志望だったか？　魔術師でも少しは使えたら便利かもな」

			「……剣を？」

			「ああ」

			「……」

			　少年は頬を真っ赤に染めてカーキッドを見ていたが、やがて恥ずかしそうに俯いた。

			「楽しかったか？」

			「……」

			「そうか」

			　俺もだとは告げずに、ただカーキッドは口の端を吊り上げた。

			「昼飯食い損ねたな。腹が減っただろ、晩飯がいつもより美味うまくなるぞ」

			「……」

			「さて、俺も着替えてくるかな」

			　それでもまだじっと見つめてくる少年の肩をポンと叩いた。

			「お前も着替えてこい」

			　少年は少し動きにくそうに立ち上がると、ペコリと頭を下げて建物の方へ走って行った。

			　その背中を見届け鼻の頭を掻く。胸が転がるような感触がした。

			　──楽しかった、か……。

			　子供と遊んでいただけなのに、木切れを振り回していただけなのに。

			　楽しかったのだ──カーキッド自身もとても。

			「……へへへ」

			　その晩の食事は思った以上に美味しかった。

			　マルコも皆と同じに食堂に来て、いつもより長くその場にいた。いつにない勢いで食べている様子が面白かった。

			　カーキッドが見るとマルコもチラっと見、そのたびに少し気まずそうな顔をしたけれども。

			　カーキッドが笑ってやると、安心したような顔をした。

			　笑いはしなかった。でもカーキッドはなぜか満足だった。

			

			　　　　　　　

			

			　食事を終えて部屋に戻るが、当然真っ暗である。誰もいない。

			　昼間には思わなかった妙な感情がカーキッドの胸を掠かすめる。

			　だがそれを、

			「あー、清々すらぁ」

			　と一人呟き笑ってみた。

			「酒でも持ってくりゃよかった」

			　こういう時こそ酒が要いる。先日しばらく酒は控えようと思ったばかりだったが、オヴェリアもいないので、過去の事は忘れる事にする。

			　仕方なく持ち歩いているとっておきの酒を荷物から取り出し、ゴクリと一杯呷あおった。

			　喉が焼けるままに、寝台にひっくり返る。

			　今頃オヴェリア達はどこにいるだろうか？

			「あのクソ神父、妙な事したら叩き斬る」

			　呟きカーキッドは腕を見た。湯浴みの後に一度巻いた布を解いてみる。ランプの明かりに、痣が広がっていない事を確認し安堵する。

			　それから思わず笑った。

			「あんなガキの遊びで」

			　痣がどうのと、呪いがどうのと恐れるなど。

			　笑ってしまう……戦場で共に戦った者達が見たら、大笑いどころか呆れるだろう。

			　──ガキの遊び。

			　目に過よぎる昼間のマルコの姿。手の感触、視線、心の動き。

			　子供の遊び……始まりはあそこ。振り回すだけの世界。それが楽しくて仕方がなかった遠い昔。

			　いつからだっただろう？　そこに強さを求め始めたのは。純粋に強くなりたいと願うようになったのは。

			　木切れが剣へと変わり、一振りするごとに何かが変わっていった──世界ではなく己自身が。

			　でも自分にとって、それは世界であったように思えた。

			　貪欲にただひたすら求めた強さと力の果てに、その切っ先が求めるようになったのは……死だ。

			　強さはいわんや死を意味する。力を得るという事は、誰かの犠牲の上に成り立つ。

			　戦うのならば永久に付きまとうもの。それは他を圧倒する事、凌駕する事。

			　それだけが、唯一価値を持つ世界──戦場での概念は、実にシンプルだ。

			「……」

			　──だが。

			　幾多の戦場を見た。地獄も走った。俺は変わったとカーキッドは思う。子供の頃と同じようにはいかない。剣を持つ事の重みも知った。業も知った、覚悟も持った。背負ったものはあまりにも大きい。

			　しかし。

			　──楽しかった……。

			　あんな子供の遊びがたまらなく。命のやり取りでもなく、何の証にもならないあの時間がたまらなく。

			　そう思う自分は、変わったようでいて本当は何も変わっていないのだろうか？　まだあの頃と同じものを持ち続けているだろうか？　随分遠くまで来た気がするのに。

			「……剣が振りてぇ」

			　誰かと戦うためじゃなく。単純に。

			　剣が持ちたい。思い切り振り回したい。

			　──あの時みたいに。

			　オヴェリアと打ち合った時の事を思って。振れない事にではなく、残っている感覚に腕が震えるから。

			　その夜は、それを愛しく抱いて眠った。

			　オヴェリアが早く帰ってくる事を願いながら。

			

			　　　　　　　

			

			「何だ、また来たのか」

			　翌日、昨日の場所にカーキッドが行った時には、もうマルコが座っていた。

			　マルコは彼を見つけると一瞬目を輝かせたが、すぐにバツ悪そうに顔を背けた。

			「やるか？」

			　その様子を見てカーキッドは特に顔色を変えず。普通の事のようにそう言った。

			　木切れを拾い上げ少年に渡す。彼は少し不思議そうな顔をしたが、すぐにそれを握り締めた。カーキッドも自分用を探す。

			「よし。打って来い」

			　いい音が鳴る。すぐにマルコの顔がほころんだ。

			　今日もそうしてしばらく二人は打ち合いを続けた。

			「休憩にするぞ」

			　そうカーキッドが言った頃には、太陽は空の一番上まで昇り切っていた。

			　ボチボチ昼飯だなと汗を拭きながら言うカーキッドの傍で、マルコは地面にへたり込んでいた。

			　とりあえず水を持ってきてやる。喉を鳴らして美味しそうに飲む様に、カーキッドは我知らず苦笑を浮かべる。

			「腹が減っただろ。昼飯が楽しみだな」

			「……」

			「お前、ずっとここに住んでるのか？」

			　他意はない。何となく聞いてみただけだったが、マルコの表情がすぐに曇ったのを彼は見逃さなかった。

			「……うん」

			「じぃさんの一番弟子か。その歳で大したもんだな」

			「……そんなんじゃないよ」

			　初めてマルコがまともに口を利いた。

			「でも、じじぃが言ってたじゃねぇか」

			「……僕は、全然」

			「てめぇの魔術のせいで、俺は風邪を引きかけたんだ」

			　嫌味半分、冗談半分。

			　だがマルコは神妙な顔で地面を見つめた。

			「ごめんなさい」

			「……本気で受け取るなよ。魔術、いつから習ってんだ？」

			「……」

			　黙り込んでしまったマルコに、カーキッドは内心ため息を吐いた。

			「あのじじぃ、やり手の魔術師なんだろ？　いい師匠で良かったな」

			「……」

			　さぁ困ったぞ。マルコは顔を上げない。そして男は子供をあやす方法など知らない。

			　カーキッドはボリボリと首筋を掻いた。だから子供は苦手なんだと心中でぼやく。泣いていたと思えばすぐに笑いだし、喜んだと思えば途端に怒り出す。

			　今マルコが俯いてしまった原因など、カーキッドに掴みようがない。

			「先生は……僕に同情して」

			　だが幸いにも、沈黙を破ってくれたのはマルコの方だった。

			「同情？」

			「うん……父さんから頼まれて」

			「……？」

			「本当は凄く凄く偉い人なのに。僕なんかのために、こんな所で」

			「……」

			　さぁまた困ったぞ、話が見えない。仕方なくまた首筋を掻く。

			「父さんと母さんが……死んだから」

			「死んだ？」

			　オウム返しにそう聞いた時、カーキッドがハッと顔を上げた。

			「待て」

			「……？」

			「……おいおい」

			　臭う。

			　まだ微かすか。だが確かに異臭がする……酢のようなツンとした、それでいてほのかに甘い臭い。

			「ガキどもはどうしてる？」

			「え？　多分皆、畑に……」

			「マルコ、お前はガキどもの所へ行け。すぐに集めろ。俺は大人を探す」

			「どうしたの？」

			　この臭いは知っている──蟲が暴れだす前の臭い。孵化した蟲が初めて羽ばたく時に羽根から飛び散る粉の匂いだ。

			　──森か!?

			「とにかく急げ!!」

			　叫び、カーキッドは走った。

			

			　　　　　　　

			

			「蟲が襲ってくる!?」

			「ああ、間違いねぇ!!」

			「そんな馬鹿な」

			　子供達の世話役の男と、昼食の準備をしていた女は、カーキッドの話に声を荒げた。

			「だってここにはレトゥ様がお見えなのよ!?　森に蟲の卵なんかあったら、あの方がとっくに気づいているでしょう!?」

			　息を巻く女性にカーキッドは舌を打った。

			「そんなもん知るか!!　俺は何度も見てきたんだ!!」

			　何の前触れもなくいきなり卵が現れたという事象も見た。いつどこから来たのか考える暇もなく孵化し、壊滅的被害に遭った町もあるのだ。

			　孵化した蟲は人を求めて空へ飛び立つ。何が彼らをそうさせるかはわからない、誰かに教えられて生まれてきたかのように、まっすぐ人が集まる場所を目指し、そして食らいつくのだ。

			「じじぃがいようと関係ねぇ!!　今現実として目の前に」

			　危機が迫っている。

			「ガキはマルコに集めてもらってる。連れて逃げろ」

			「ど、どこに」

			「とにかく遠くへ!!　町の連中にも伝えて退避をッ！」

			　確かこの町は谷間になっていると言っていた。

			「やべぇな」

			　臭いはどんどん強くなっている。どれほどの量が襲い来るのか。

			　笑い出したい衝動を必死に抑え、カーキッドは指示を飛ばした。

			「急げッ!!　時間がないぞッ!!」

			　カーキッドの緊迫した様子に、ようやく大人達が動き出す。

			「あなたは？」

			「俺は食い止める」

			「蟲をッ!?」

			「ああ」

			　神父様、と心の中で呼びかける。

			　──どうやら抜かないわけには、

			「行けッ!!」

			　いかないようだぜ？　と。

			　人気が去るのを見計らい、カーキッドは剣を抜き放った。

			　やはり感触は木とは雲泥。格段に伴う重みと意識。覚悟が一点に集まり強くのしかかってくる。

			　──どこから来る？

			　子供達と町の事は全部託した。

			　神経を研ぎ澄ます。切っ先に己のすべてを宿らせる。

			　今更ながら、もう少し辺りの地形を見ておくべきだったと思って、ニヤリと笑った。

			　──蟲。

			　さっきまでしていた強烈な臭いがスッと和らいだ。直じきにくるなとカーキッドは目を細めた。

			　その時背後でザワザワと気配がして、驚いて振り返った先にいたのは。

			「お前!!」

			　マルコだ。

			　先ほど他の子供達と送り出したはずだった。だが少年は肩で息をしながらそこに立っている。

			「何でここにいる!?　さっさと逃げろッ!!」

			　今にも殴らんばかりの勢いでカーキッドは胸倉を掴み、明後日に向かって放り投げようとしたが。

			　その目の光が。

			「……僕も戦います」

			「ざけんな」

			　この少年はこういう目をする。昨日も見た、強い目だ。存外しっかりした眼差し。

			「遊びじゃねぇ」

			　バッと手を離し、身振りだけで後方を指す。

			「さっさと行けッ!!」

			「戦います!!」

			「遊びじゃねぇと言ってんだろうがッ」

			「わかってます!!」

			　声が震えている。いや声だけじゃない、全身が。

			　小さな手は強く握りしめられている。さっきの打ち合いでできたばかりの傷が汚れている。

			「でも……だから」

			　その手の中には白墨があった。

			「僕も戦います」

			「──」

			　決意の目から涙がこぼれた。それは悲しみではなく溢れた感情。

			　──こいつは何を持ってる？

			　人には誰しも何かを抱えて生きている。

			「……チッ」

			　恐怖だけでは立ち向かう事などできない。

			　それでも絶対的な物に立ち向かわなければならないと思った時、そこに宿るのは、誰のためでもなく己のために下す決意と。

			「俺はガキのお守りじゃねぇぞ」

			　魂への咆哮。

			「いざとなったら建物に飛び込め。いいなッ!!」

			「はい!!」

			　決断。

			　羽音が聞こえてくる。

			　出会いは一瞬。目の前に姿を現したその瞬間が。

			「……チ」

			　切っ先を前へと踏み込む、最初の判断となる。

			　そしてそこに放たれる色は唯一、黒一閃。

			　辺りの空気を両断し、同時に最初に飛び出した異形の体を真っ二つにする。飛び散った体液が蟲の悲鳴と共に拡散する。

			「──ッ!!」

			　──多い。

			　本能的に後退った少年を建物の中へと突き飛ばす。カーキッドは異形の群れの中へ飛び込んだ。

			　一〇、二〇……三〇……いやもっとだ。

			「湧わきやがって」

			　気持ち悪ぃなと言いながら薙ぎ落とす。そのまま切っ先を回転させて二つ、三つ。

			　肩に食らいつこうとしていた物を回し蹴りし、崩れた体勢のまま足元から突き上げて一閃。一瞬たりとも動きを止めず、剣は踊り続ける。

			　蟲の体液は焦げた臭いがする。この血は火を帯びると爆発するように燃え立つのだ。カーキッドの脳裏を過去に見た光景が横切っていく。

			　町へ行かせるわけにはいかない──町の者達は逃げただろうか？

			　いやそれどころか、今は後ろにもやれない。建物の中にはマルコがいるのだ。

			「チッ」

			　今日は、背中を預けられる者もいない。

			　オヴェリアという存在。

			　……いや、姫様には刺激が強いかもな……そう思ってカーキッドは笑う。笑いながらカーキッドの全身はそれ自体が剣であるかのように蟲を斬り続ける。

			　そしてマルコは、建物の中に放り込まれたままの姿で茫然と座り込んでいた。

			「あ、う……」

			　目の前で繰り広げられる光景。大量の蟲。その様はあまりにも凄惨。

			　思わず口元に手を当てた。衝動が止められない、そのまま吐いた。

			　胸がよじれるように痛い。苦しい。気持ち悪い。

			　だがカーキッドは剣を振るっている。ひるむ様子は微塵もなく、堂々と。

			　その姿がマルコの胸を揺さぶった。

			　白墨を握る。震える手で柱に文字を記す。

			「我ここに魂を刻む」

			　そこを起点にして柱に模様を描いていく。

			　背面、側面、前面と。

			　高さが足りない。だが腕を伸ばして届く限り。

			

			　　万物の神ヘラ

			　　太陽の神ラヴォス、闇無の神オーディーヌ

			　　我ここに魂を刻む、我ここにこの名を捧ぐ

			

			「わが真実の名はマルコ・アールグレイ」

			

			　　我、悠久の時、先人オルカ・トルカ・マサライアの血を受け継げし者なり

			

			　白墨が折れる。文字が途切れる。新しい物を探しながら柱の前面へ回り込む。

			　その姿を認めた蟲がマルコに向かって羽ばたきを一転させた。

			　蟲の動きの変化に気づいたカーキッドが、させるかと叫びながら剣を叩きつける。

			　一匹は頭から地面に叩き落とした。だが捉えきれなかった一匹がマルコに向かう。追いかけようと伸ばした腕に蟲が食らいつく。振り払う間にも数匹が横をすり抜ける。

			「マルコッ!!」

			　カーキッドの声に気づいたマルコが見たのは、こちらに向かってくる無数の蟲の姿。恐怖に体も喉も凍り付く。

			　だが咄嗟に少年は腰に持っていた木を──さっきまでカーキッドと打ち合っていたそれを、思い切り蟲目掛けて突き出した。

			　突き刺さったのは、蟲の巨大な目玉。

			　感触なんか無視しろ。ギリギリと奥へ押し込める──蟲が手をばたつかせている、もがいている。口から奇声が溢れ漏れ出て。

			　それを掻き消すように、

			「我ッ、ここにッ、魂を」

			　叫べ。

			

			　　大地との契約、御剣の証

			　　糾うは十字架の梢

			

			　次の瞬間、目の前の蟲が横に吹き飛んだ。カーキッドだ。

			「大丈夫か!?」

			　頷いて、刹那マルコは白墨を走らせた。

			　そして。

			「避けてッ!!」

			「──ッ」

			　バンッと、マルコは柱に手を当て叫んだ。

			「天宝あまねけ、氷の礫つぶて」

			　次の瞬間、柱は一瞬にして凍りつき、弾けた。

			　弾けた欠片はそのまま、蟲の大群目掛けて飛んで行く。何匹かがそれに当たり奇声を上げながら羽ばたきをやめたが。

			「弱いッ」

			　やはり起点が小さすぎる。この数を抑えるにはあまりに微力。

			　そして礫に当らなかった蟲が天高く飛び上がった。

			　一匹、二匹、三匹と、羽ばたきをやめていたもの達も続いて空へと駆け上がる。そして羽音を携え行く先にあるのは町だ。

			「マズイ」

			　カーキッドは急ぎ走り出そうとして、少年を振り返った。

			　そして一瞬だけ迷った末に。

			「行くぞッ!!」

			「はいッ!!」

			　男は少年と共に走り出した。

			

			　　　　　　　

			

			「人がッ」

			　二人がたどり着いた頃には、町はもう蟲で溢れていた。

			「ギャァァアアア!!」

			　まだ人がたくさん残っている。そして蟲は容赦なく人に襲い掛かった。

			　今まさに襲い掛かろうとしていた物を横一線に両断する。

			「火がッ」

			　マルコの叫びに振り返ると、建物から煙が出ている。誰かが火を使ったのだ。

			　マズイなとカーキッドの表情が険しくなる。この町は谷間だ、火はあっという間に回るだろう。下手をすれば逃げ場がないまま、すべてを焼き尽くす事になる。

			「マルコッ、火を消せ!!　こいつらに火は通じねぇ、怒りを煽あおるだけだ!!」

			「はいッ」

			　マルコは出火している建物に向かって走る。建物を囲むように急ぎ白墨で円を描く。細かい文様は書いてられない、最低限に端折はしょる。

			　そして最低限でも、水に関してマルコの術は大きく発動する。

			「水の神よッ!!」

			　建物を丸ごと包み込むほどの水が大地から立ち上った。

			　カーキッドも蟲目掛けて走る。今はとにかく斬るしかない。剣を止めたらそれが最後だ。

			　異形の悲鳴と共に、カーキッドも顔をしかめる。腕が痛むのだ。

			　だが──。

			「ヘヘヘ」

			　笑う。

			　蟲の軍勢を前に挑む。真っ向揺らがぬ瞳で。

			「ウォォォォ!!」

			　絶対に逃げぬ。怯ひるまぬ。

			　負けぬ。

			　誰あろうたった一人、己だけには。

			　……それがかつて、少年の日にカーキッドが誓った決意。

			　いつか死の瞬間はくる。だがその時、無様な死に方だけはしたくない。

			　剣を磨け、技を磨け、己を磨け。

			　強くなれと。

			　楽しさだけでは振るっていけぬ。でもこれが。

			　──俺の魂

			　死に際まで振るよと誰にともなく呟く。

			　その声を風が掻き消さないならば、自分の切っ先で消し去るのみ。

			

			　　　　　　　

			

			「カーキッドッ!!」

			　最後の蟲を斬った刹那、声がした。

			　仰ぎ見れば、水浸しになった通りの向こうから人が駆けて来る。

			「おう」

			　オヴェリアであった。

			　彼女はカーキッドの姿を見つけると、半泣きのような顔をして彼の元へと駆け寄った。

			「良かった、無事だった」

			「あん？　俺を誰だと思ってる」

			「この町の様子はッ」

			　彼女から遅れて、デュランも息を切らして現れた。

			「やはり襲撃が!?」

			「蟲だ。仕留めた所だ」

			　答えて怪訝にカーキッドは目を細める。

			「やはり、たぁどういう事だ？」

			　戦闘の果てに、カーキッドの腕を覆ってた布はいつの間にか消え失せていた。

			　痣が広がっている。それを見て、しかしオヴェリアは強くしっかりと頷いた。

			「持ち帰りましたよ、ピュミラ」

			「……そうか」

			「ええ。確かにここに」

			　彼女は笑っていた。その顔は泣かないように必死に堪えているようだった。泣き顔を見せないようにと、ずっと彼女も気丈に振る舞ってきたのだろう。

			　それを察し、カーキッドは少し困ったように鼻の頭を掻いた。

			「もう大丈夫……大丈夫よ」

			　頬についていた汚れが涙のように見えた。それをそっとぬぐってやる。見上げたオヴェリアと視線がぶつかり、思わずカーキッドはデュランを振り向いた。

			「じじぃはどうした？」

			「レトゥ様は町の者に託してきた。……我らも襲撃に遭ったのだ」

			　例の刺客だ、デュランが言いかけた時。

			「大変だッ!!」

			　人が転がるように四人の元に走り込んできた。

			「カスミ畑が……火が、町外れのカスミソウの畑にッ」

			　皆まで聞かぬ。

			　真っ先にオヴェリアが走り出した。

			

	








			
			　カーキッドの腕に掛けられた呪い。……あの痣を初めて見た時からオヴェリアはずっとずっと、衝動に堪えてここまできた。

			　どれほど泣きたくても叫びたくても、今一番苦しいのはカーキッド自身なのだ。だから私が泣いてはいけないのだと。

			　──私にできる事は泣く事じゃない。

			　それよりも先に優先すべき事がある。泣いてる暇があるならば、自分にできる事を考えなければいけない。カーキッドが剣を握れぬのならば、その分も自分が握る。一日も早く彼の呪いを解く事、そのためにできる事はすべてやろうと決めた。

			　たとえそれで危険な目に遭おうとも構わなかった。

			　──ごめんなさい、カーキッド……。

			　心の中で彼女は、何度そう言ったかわからない。すべては自分のせいだと思っていた。

			　カーキッドは恐らく自分を庇って呪いを受けた。だがその瞬間に自分は気づけなかった。その事にオヴェリアは、自分で自分を深く責め続けていたのだ。

			　──私は……。

			　そして彼がそんな呪いを受けたのも、ひとえにこの旅に付き添ったがゆえ。彼女と共に黒竜討伐の道へと踏み出してしまったから。

			　──私のせい……。

			　甘かった。旅立つあの日から今日までのすべてが。もう痛い程わかっている。

			　白薔薇の騎士を目指して御前試合に出た事も、勝ち上がった事も、そして剣を手にした事も。

			　容易くはない困難な道だと……わかった気になって、全部自分だけでどうにかなると過信して。

			　ただ一人で背負ったつもりでいた。

			　だが実際には自分は何もできないただの娘。いや、普通の娘が成せる事の一つも、本当はできていないのかもしれない。

			　王女だ姫だと崇められて、けれども自分は何をしてきた？　

			　何が姫だ、……こんな未熟な私が、どうして誰かの上に立てるというのか。

			　……まして、もしここでカーキッドが倒れるような事があったら……。

			　自分の未熟さを呪う。無知を呪う、無能さを呪う。

			　全部知った。己という存在の小ささ。

			　だが同時に彼女はこの旅で、己の中で何が大事なのか、何を守らなければならないのか、それに初めて気が付いた。

			　国──父王が背負ってきたもの、母がその身で守ったもの。

			　そして、仲間。

			「……絶対に」

			　カーキッドは守る。こんな所で彼が倒れる事など許さない。

			　カーキッドという存在──その男はオヴェリアにとって、今、国と同じくらいに大事な大事な存在だから。

			　──失いたくない。

			　大事な人をこれ以上失いたくない。

			　悲しみはもう真っ平だ。二度と味わいたくない。

			　……だから。

			

			　　　　　　　

			

			「──ッ!!」

			　丘を上がり見た光景は、ただ一色に紅蓮。

			　天を紅く染める火の玉のような太陽が、大地に落ちてこの場を燃やしているのか？

			　空を焼き、地を焼き──まるでそれは、決定的な終わりを見せられているようだった。

			　すべて滅びよ、と。

			「……こんな」

			　この町に来た時に雪かと思った花畑が今はもうない。赤と黒の世界に溶け行く。

			　オヴェリアに遅れてその光景を目撃したカーキッドも言葉を失い、デュランも愕然と歩を止める。

			「オヴェリア様、煙を吸ってはなりません。危険でございます」

			「……」

			　退いてください──そう言ったデュランの声は聞こえぬように、オヴェリアは。

			「探さなきゃ……！」

			　幻の草は手に入れた、後は光る花。このカスミソウの中にそれを見つけなければ、カーキッドは。

			　──カーキッドが死ぬ。

			　彼女は唇を噛み締めた。その瞳には涙が滲にじんでいた。

			　だがすぐに手の甲で拭い、彼女は炎に向かって踏み出す。泣いてなどいられない。

			　マントを脱ぐ。カーキッドが口を開くより先に炎に向かって叩きつけた。

			「馬鹿野郎ッ!!　そのマントは」

			「構いませんッ!!」

			　これがどんな高価で希少の物かなど知らぬ。今この場でカーキッドの命以上の物など、ないのだ。

			「火を消して!!　花を探してッ!!」

			　その様子を見たデュランも、「水の術は不得手でございますが……」と言いながら胸元から護符を取り出す。いつもより随分長めの詠唱を始めた。

			「僕も手伝います」

			　三人の後ろから追いかけてきたマルコも息を切らしながらそう言い、地面に白墨を滑らせる。

			　その中でカーキッドは。

			「……くそったれッ!!」

			　黒の上着を脱ぎ捨て、半ばやけくそのように炎の中へと飛び込んで行った。

			「お願い……」

			　炎を消しながら、花を探しながら──オヴェリアはただひたすら祈り続けた。

			　──サンクトゥマリア……。

			　聖母の剣に向かって、その柄にある薔薇へ。

			　辛い、苦しい、痛い、悲しい。

			　涙が溢れる。流したくないと思えば思うほど。

			　信じなければ進めない。何を？　たとえ何であろうとも。

			　神様、と彼女は呟く。炎の中でただ一心に。必要ならばこの身がどうなろうとも構わない、だから。

			　どうか希望を消さないでと──。

			　……そして、地面を這うようにしていたオヴェリアが、気配に気づいたのはどれくらい経った頃か。

			　気配──そよぐ風と言ってもいい程の。実際には、そこには何の気配もなかったのだから。

			　剣気はおろか、殺気さえ。

			　ただ少し冷たい風が吹いた。デュランかマルコが使った魔術の水のためかと思い、顔を上げた視線の先に　オヴェリアは黒い人影を見た。

			　……すでに太陽は落ちている。空は闇に誘われるのを沈黙の中で待ち続けている。

			　だがそこにいたのは夜の闇よりももっと暗い黒。輪郭のみが人だと判断できる唯一の要素。

			「あ……」

			　炎すらその闇の前に恐れをなしたかのように息を潜め。　

			　だが漆黒の人物が身じろぎしたのを合図とするように、俄にわかに濃く立ち上った。

			「あなたは」

			　この感覚をオヴェリアは覚えている。フォルストの森で対峙した人物。オヴェリアの剣を持ってしても捉える事できなかった刺客。デュランの援護がなかったらあの場でオヴェリアの命は絶たれていた。

			　気配を持たぬ暗殺者。

			　あの時負った傷は、痕になって残っている。

			「……」

			　闇は何も語らぬ。だがその足がジリと動いた。

			　そこに視線を走らせたオヴェリアは、次の瞬間目を疑った。

			　刺客の足元にあったのだ。一輪……ほとんどが炎に焼かれてしまった中で燃え残ったそれが。遠目なれど薄っすらと、だが確かに光っているような雪のような花が。

			「その花──」

			　オヴェリアが思わず手を伸ばした瞬間、刺客は小さく動いたかと思うと、グシャリと花を踏み潰した。

			「──」

			　オヴェリア・リザ・ハーランド。未だかつて、これほどこの身がもどかしいと思った事はない。

			　意識が飛ぶような感覚がした。彼女は熱いと思った。

			　胸に炎が立ち上ったかのように。

			「……退のきなさい……今すぐその場を」

			「……」

			「聞こえぬか、退けと申しておる!!」

			　いつにない彼女の剣幕に、カーキッドとデュランが駆け寄る。

			「どうした、オヴェリア」

			　だが刺客は動かない。その様はまるであざ笑っているようにも見える。

			　すでにオヴェリアは剣を抜いている。

			　その顔に浮かぶのは怒り。

			　国の至宝と謳われたローゼン・リルカ・ハーランドの娘。美しさはひけを取らぬ。

			　その娘のこんな顔を、誰もかつて見た事がない。

			「姫様」

			　誰の声も届かない。ただ彼女はじっと黒き者を見る。

			　膝を落とす。剣を構える。ジワリと滴る汗など知らぬ。

			　ただ見据え。

			　オヴェリアの心情を知ってか知らずか、刺客は足場を固めるためにさらに足元の花を踏みにじった。

			　それが合図となった。

			「──ッッ!!」

			　刺客が使うのは短剣。もう見慣れた。つい先ほども剣を交えた。

			　だが忘れてはいない。彼らが持っていた剣よりも、この者が持つのは少し長い事。

			　オヴェリアの最初の一閃を、刺客は右へ飛んで避ける。そこから顎先へ向かって突き上げてくる。

			　間隔が短い。オヴェリアは上体をひねってかわす。そこから剣ごと回転させながら、胴体の真ん中に向かって切っ先を走らせる。

			　空気に浮かび上がるのは真空の一文字。漂う火の粉も打ち払う。

			　装束の一端を捉えるが身には及ばない。そのまま刺客はオヴェリアの懐に入り込み胴体を短く薙いだ。

			　鎖帷子の上に衝撃が走る。だが斬られてはいない。斬られてなどたまるか。

			　オヴェリアの海のような瞳が、いつになく絶海の炎を取り巻き、ひた輝く。

			　両腕で構え、横から薙ぐのではなく突き出す。薙ぐために必要な一瞬の隙も、相手に与える猶予となるゆえ。

			　かわされるが、切っ先が弾く肉の感触。

			　そして連続に左手だけ外し今度は右から剣を突き出す。

			　いつものオヴェリアの動きではない。無我夢中。怒涛の剣気を伴った腕が、体が、声が、足が。

			　踏み出した一歩に、刺客が後ろへ大きく間合いを取った。

			　その隙に彼女は踏まれたカスミソウの前に庇うように立つ。剣を正眼にまっすぐ構え、闇に向かって切っ先を突きつけた。

			　この花は希望。この身に代えても。

			　──守る

			　スッと剣を右奥へ引く。支えた左手を刀身に抱くようにして添えて。

			　眼光は、もう一つの刃。

			　そしてそんな彼女の元にカーキッドも駆け寄る。すでに剣は抜いている。

			　背後にはデュランが、術を解き放つ寸前の状態で構えている。

			　マルコも怯えた様子で見ているが、すでに足元に小さな円陣を描き終えている。

			「……」

			　すべてを見、そしてもう一度オヴェリアを見た上で──刺客は背を翻した。

			「エリトモラディーヌ!!」

			　その背に向かってデュランは術を放ったが、刺客はすぐに闇の中へと溶けて消えた。

			「無事か!?」

			　カーキッドの声にオヴェリアは我に帰り、慌て地面に膝を折った。

			「花が……」

			　踏まれ、茎は折れ、地面に埋もれかけているけれども。

			　花はまだ死んでいない。そしてそれは。

			「光ってる……」

			　金色の光。

			「カーキッド、見て……」

			「ああ……」

			「デュラン様……」

			「誠に。確かに」

			　もう彼女は流れる涙を止める事ができなかった。カーキッドの前では泣かぬと決めていたけれども、もう。

			「良かった……」

			　思い切り泣いてもいいだろうか。

			「オヴェリア……」

			「これで治る……カーキッド、治る、治ります」

			「……ああ」

			　泣き出した彼女の肩をそっと男は抱き寄せた。

			　デュランは苦笑し、背後にいた少年に向かって言った。

			「あと少しだ。さっさと火を消してしまおう。手伝ってくれるな？」

			「はい」

			　その返事にデュランは満足そうに微笑み、カーキッドの肩をポンと叩いた。

			　カスミソウ畑の炎が完全に消えたのは、それから間もなくの事である。

			

			　　　　　　　

			

			　夜陰に紛れて駆けながら、刺客は斬られた脇にそっと触れた。奇しくもそれは、以前オヴェリアに手負わせたのと同じ場所であった。

			「オヴェリア・リザ・ハーランド……」

			　呟くその声はまるで──。

			　……答えは、闇のみが知る事実。

			

	








			
			　願いはあるか？　と問われ、男は即答をした。

			『息子に言伝ことづてを……たった一人残してきた息子に』

			『……聞こう』

			『何もお前は恥じる事ないと……この先、お前には迷惑を掛けるかもしれない……だが堂々と生きていってほしい。自分が信じた道を』

			　己の信念を貫いて。

			『誇りを持って……ただ願わくばもう少し傍にいたかった……大人になっていく様を見たかった』

			『……』

			『お前は私達の宝物だ……幸せだった。……そうお伝えください』

			『ビル…………』

			　こんな時に、人は笑うのか。

			　いかに悲しく無念であろうとも、これが最後だと思った瞬間、今生の別れに見せる顔は。

			　笑顔なのか。

			　自分のためではない、誰かのために。

			　……そして最期の瞬間に思いを寄せるのは、自分の事ではなく、残される誰かの事なのか。

			『確かに伝える……そなたの息子、マルコ・アールグレイに。必ず』

			　笑顔も涙も。

			　すべて。

			

			　　　　　　　

			

			「──先生ッ」

			「レトゥ様!!」

			　一時彷徨っていた老人の目が、次第に色を帯びて行く。

			「……マルコ……？」

			　やがて少年の姿を認め不思議そうにその名を呼んだ。

			「ここは……？」

			　ポロポロと涙をこぼす少年に手を伸ばし、未だ事態がわからぬ様子の老人をデュランが覗き込む。

			「レトゥ様」

			「デュラン殿……？」

			　デュランとその背後にいるオヴェリアを見て、彼はようやく理解したように目を細めた。

			「お二人ともご無事で……」

			「意識が戻られて良かった」

			　オヴェリアが手を握った。それにレトゥは微かに笑みを浮かべて見せた。

			「私はどれくらい眠っておりましたか？」

			　森で狂剣を受けたレトゥを医師に託して二日経った。

			　傷はデュランが簡単に塞いでいたが治りきってはいない。起き上がろうとするレトゥを、オヴェリアとデュランが助ける。

			　そして身を起こしたレトゥは、周りの光景を見て唖然とした。

			「これは一体、」

			　それを受けデュランは、目が覚めたばかりのレトゥに聞かせていいものか迷ったが、意を決しこの二日間にあった事を話し始めた。

			「町が蟲に襲われたのです」

			「何ですと!?」

			　叫んだ拍子に苦悶の表情を浮かべた彼を、オヴェリアが気遣う。

			　……森で刺客に狙われた事、そして森から現れたという蟲の大群。

			　町に一つだけある診療所は、今、怪我人で溢れかえっていた。

			「だが住人の半数は町から逃れる事ができました。動ける者は今、町の復興あたっています」

			　カーキッドの初動のおかげである。

			　そのカーキッドは町を手伝い、オヴェリアとデュランは診療所の手伝いをしていたのだが。

			「なぜ蟲が」

			　レトゥの小さな瞳が明らかに動揺している。

			「わかりません……カーキッドの話では突然森から現れたと。相当の数だったそうです」

			　そのほとんどをカーキッドが仕留めたものの、彼自身が憂慮していたのが、全部仕留めたかどうかまではわからないという事。

			「近隣の町村に警告を走らせました。逃れた物が万が一にも他の町村を襲わねばよいが……」

			　それ以上に心配されるのは、卵を産みつける事である。

			「森に蟲が……」

			　怪我人で溢れた病室を見、レトゥは苦しそうに呟いた。

			「私の失態です。森に卵があったなど……私の見落としです」

			「いえ。あれだけの森を一人で把握するなど不可能です」

			　デュランが首を振ったが、レトゥの悔恨は変わらなかった。

			「町の被害は全焼が数件。水を被った物を含めて、復旧の作業が行われています。幸いまだ町は死んでいない。それだけが救いです」

			　レトゥはじっと自分を見つめるマルコに視線を向けた。

			「マルコにも随分助けられました」

			　オヴェリアが微笑みを向ける。

			「ずっと、あなた様の目覚めを待っていたのですよ」

			「……マルコ……」

			

			　ひと時話した後、三人は病室を出た。

			「本当に良かった」

			　オヴェリアが胸に手を当てる。デュランは深く頷く。

			「オヴェリア様、大丈夫でございますか？」

			　尋ねられ、彼女は首を横に振った。

			「私より、あなた様の方が心配です」

			　デュランは笑って見せたが、オヴェリアは彼の体調をかなり心配していた。

			　昼間は診療所で治療を手伝い、夜はレトゥの書斎にこもっている。満足に眠っていないのは明白だった。

			　カーキッドを蝕むしばむ呪いの治療の研究である。　

			　奇跡と呼ばれる草を持ち帰り二日、町の手伝いと共にデュランは一人でそれを行っていた。

			「何か手伝える事はありませんか？」

			　オヴェリアには魔術に関する知識がない。それでも何かできる事がないかと思わずにはいられなかった。

			「では……そうですな、せっかくですので、私の頬に少々唇を……」

			「……え？」

			「……いや、いいです。また別の機会に」

			　マルコがじっと見ている。デュランは口惜しそうに首を振った。

			「カーキッドの治療法に関しましては、もう少し時間をください。それにしてもあいつは、じっとしているという事ができんのか」

			　デュランに厳しく言いつけられているにもかかわらず、カーキッドは今日も力仕事に出向いている。男手の必要な時だ、カーキッドの力は町の者から重宝にされていた。

			　体の事は心配だ。だがオヴェリアは彼の気持ちもわかった。じっとしていられない──していたくないのだろう。

			　ピュミラと蛍ガスミは手に入った。だがそれで本当に呪いが解けるかはわからない。

			　そのためにオヴェリア達は危険に遭い、デュランが今懸命に治療方法を探している。

			　自分だけが立ち止まっているわけにはいかない──そう思うのは必定。

			「私なら本でも読んで悠々と過ごしますがな」

			　そう言って笑い、デュランはそれ以上何も言わなかった。

			「本音を言えば、レトゥ様のお力が借りたい所ではありますが……」

			　腕を組んだデュランに。

			「あの……」

			　小さな声が上がる。マルコだ。

			　二人の会話を聞いていた少年は、言いにくそうに顔を上げた。

			「僕に……お手伝いできませんか？」

			　少年の言葉にオヴェリアとデュランは驚いた。二人の視線に、マルコはしどろもどろに俯く。

			「薬の調合は、お手伝いした事があって」

			「……ありがとう、マルコ」

			　デュランは少年に礼を言う。

			「できるなら手を借りたい所だ。だが……今我々が相手をしているのは、とても危険な痣。普通の傷ではないのだ」

			「……」

			「気持ちだけ受け取る。ありがとう。お前には代わりにレトゥ様の事を頼みたい。師を大事にしろ、いいな」

			「……はい」

			　そう言ってデュランは少年の頭をくしゃくしゃと撫でた。

			　その様子をオヴェリアは眺め見、彼女もマルコの肩にそっと手を触れた。

			

			　　　　　　　

			

			　レトゥが目覚めた翌朝、デュランは書斎から出てこなかった。

			「申し訳ありません、今日はこちらにて……」

			　心配したオヴェリアが訪ねると、彼はしばらくここから出られないと言った。

			「薬の調合の方法が見つかりました。これより三日ほどこもり切りになるかと思います」

			　診療所の事を心配するデュランに、そちらはお任せくださいと答える。

			「でもデュラン様、少し休んでくださいませ」

			　部屋の薄い明かりの下で、男は昨日より一層顔色が悪く見えた。

			「三日後の夜、カーキッドにここに来るようにと。……何が起こるともわかりません、できれば二人だけにさせていただきたく」

			　カーキッドにデュランの言葉を伝えると、彼はしばらく物を思うように目を伏せた後、「わかった」と一言だけ呟いた。

			　男は今日も町の手伝いに行く。痣がどうなっているか、オヴェリアは聞かなかった。

			　ただ信じる事しか自分にはできなかった。

			「大丈夫……」

			　診療所で怪我人達の世話をしながら、オヴェリアは願い続けた。

			　そして約束の三日後──。

			　カーキッドは少し重い足取りで書斎に向かった。

			「入れ」

			　足音だけでデュランは気づき、カーキッドもぶっきら棒に戸を開ける。

			「よく来た。そこに座れ」

			　部屋の中は、前に見た時より散らかっていた。薬の物だろうか、独特の臭いがする。

			　そして本棚の奥からデュランが現れた。疲れた様子ではあったが、足取りはしっかりしていた。

			「何をしている、さっさと座れ」

			「……まずその前に、礼を言う」

			　いつにないカーキッドの様子に、デュランの顔に笑みが差し込んだ。

			「何だ？　薬の事か？　らしくないな、気持ち悪い。それにまだ解けると決まったわけではないぞ」

			「……違ぇよ」

			　カーキッドはバツ悪そうに顔を背ける。

			「あいつの事だ。……襲われたんだってな」

			「何だ、その事か」

			　言いながらデュランはテーブルの上にあったガラスの皿を取った。

			「約束したからな。それに守られたのは私の方。私は何もしてないよ」

			「……」

			「あの方は本当に強い……剣の腕だけではない。心──精神が」

			　カーキッドが座ると、デュランは腕の包帯を解いた。顕あらわになったそこは、もう一面真っ黒になっていた。

			　触れられだけで激痛が走る。だがカーキッドは表情に出さない。

			　ガラス皿の薬をすくい、痣に塗り込んでいく──それだけの行為に火を吹くような思いだった。表情に出さないために、カーキッドは目を閉じた。

			「本来、姫様のような方が背負う必要のない痛み……試練だ。あれが宿命と言うならば、神の存在を否定したくなるな」

			「そんな事、お前が言っていいのかよ？」

			　デュランが薄く笑った。

			「そうだな……神かオヴェリア様かどちらを選ぶかと尋ねられたら、私はオヴェリア様を選ぶ」

			「……」

			　白薔薇の剣に選ばれた娘。戦う事を選んだ姫君。

			　その道は本来、一国の王女が辿るような道ではない。

			　剣を持ち戦う。人を斬り、その罪を背負っていく。

			　聖母の魂を宿すという剣。それに選ばれた故に背負った定め。

			　目を開き、カーキッドは薬が塗られていく様を見た。

			「オヴェリアがお前に感謝してた。お前の助けがなかったら危なかったと」

			「光栄な事だ」

			　デュランはこぼすように息を漏らした。

			「……さて、問題はここからだな」

			　ガラス皿に乗っていた薬を塗り終え、デュランはカーキッドに向き直る。

			「今塗ったのは、ピュミラの根を三日間煮詰めた物だ。今からここに、蛍ガスミの粉をかける」

			　パラパラと振りかけられる粉は、まるで金粉のようだった。

			　そしてデュランは懐から護符を取り出した。　

			　それはいつも彼が使っている護符より一回り大きい物だった。そこにはぎっしりと隙間なく文字が詰め込まれている。

			　デュランの護符をまともに見たのはこれが初めてだ。ち密に描かれた文字、図形、配列。細かく細かく、それはまるで一つの絵のように形作られている。

			　文字を描き、陣を描く魔術。先日マルコが成しているのを見たが、これはその比ではない。魔術の事など一切わからないカーキッドをも愕然とさせる物がそこにあった。

			「今から私は、聖魔術を使う」

			　カーキッドは少し訝しげな顔をした。デュランが頷く。

			「お前が受けた呪いは、聖魔術が効かぬように組み立てられている。奴が私を念頭に入れているからだ」

			　ギル・ティモ。

			「だが、だからこそ私は聖魔術で仕留める。他の何物でもなく、必ずこの術で呪いを解く」

			　護符を構える。

			「行くぞ」

			　ラウナ・サンクトゥス──その言葉から始まる音律。もう残っているのはこの言葉だけ。

			　だからこそ、彼の師が残したこの術で負けるわけにはいかないのだ。

			　……呪いとの戦いに結論が出たのは、夜が明ける頃の事であった。

			

	








			
			　　　　　　　

			

			　魔術師というものをカーキッドは軽く捉えていた。

			　魔術など剣には劣ると。

			　剣はその手で直接命のやり取りをする。振るえば音を成し、打てば必ず反響は手に戻る。すべての感触が腕から脳へ伝い、何が起ころうともすべては目の前での事。

			　誰かを傷つける瞬間、傷つけられる瞬間、命を奪う感覚、奪われる感覚もすべてが手の中で起こる事──直接的だからこそ信じられる、ここにすべてを託せる。

			　それが本当の戦い。命のやり取りとはそうでなければならないと、そう思っていた。

			　だが魔術は違う。魔術は飛び道具と同じだ、実際の命の感触はない。肉を削ぐ感覚を知らぬ者達に、どうして命の重さを知る事ができようか……戦いの本質を知りえる事ができようかと。

			　魔術は努力以上に、才能に左右される。それも好かなかった。

			　この身一つで戦場を駆け抜けた。自分にあったのは才能ではなくひたすらな経験と努力だと思っている。机の上で勉強して得る技と、生死の中で磨き上げてきたこの技は比べようもないのだ。

			　そう思って軽んじていた。

			　……だが今日、改めてカーキッドは目の当たりにした。

			　術師の戦い。

			　目の前で行われたデュランと呪いの戦い。それは壮絶なものだった。

			「……よし」

			　それは命のやり取りだった。

			　閃光と空間の揺らぎ。

			　沈黙と静寂。

			　……デュランは何かに堪えるようにぐっと眉間にしわを寄せ続けていた。

			　目に見えなくても、斬り合うかのように。

			　喉元に剣を突きつけられ、絶体絶命まで追い込まれ、心臓諸共木っ端みじんに。

			　……押し合いとせめぎ合い。剣の音などしない、だがぶつかり合う力と力が、反発の中で空気をさらにきつく締めあげて。

			　やがて、誰も何も答えられなくなっていく。

			　そこに言葉は無意味だった。口を開いても、声ごと握りつぶされていただろう。

			「終わった……よく頑張ったな」

			　いいや、俺は何もしてない──カーキッドは思う。すべてはデュランが一人で成した事だ。

			　だがそう言うと彼は疲れた顔の中に笑みを浮かべ、それは違うと言った。

			「お前の強き心があったればこそ。常人ならばとっくに食われていた。

			　呪いを解こうとするデュランに対し、呪いは一気にカーキッドを食らおうとした。だがそれを押し留めたのは、カーキッドが堪えたからだと。

			　そう言い、同時にデュランはその場に座り込んだ。

			「おい」

			「……大丈夫。しかし少々疲れたかな」

			　さすがに身に堪えたよと言って笑うデュランが、この数日まともに休んでいない事をカーキッドは当然知っている。

			「改めて言おう。呪いは解けた。……もう大丈夫だ」

			　ただし、とデュランはその腕を指す。

			「見ての通りだ。痣跡は残った」

			「ああ」

			「解けた……今は〝止めた〟と言うべきかもしれん。痛みは消えたな？　死の腐食はもうない。だが奴の術の形跡は残った。奴がそれを辿り再びそこに術を成さば」

			「今度は死ぬか？」

			「否定はせん」

			「……」

			「本当の意味で術が解けるのは、術者を葬った時だ」

			　ギル・ティモ。あの男が死すれば。

			「その痣跡も消えてなくなろう」

			「そうかい」

			　なるほどなとカーキッドは腕を何度か動かした。確かにもう痛みはなかった。

			「わかりやすい話だ。だったら斬るまでの事」

			　カーキッドの顔に光が宿った。ここ数日色を薄めていた炎が再び灯ったと言い換えてもいい。

			　だがその姿を見てデュランは一つ深めに瞬きをし。

			「私が倒す」

			「あん？」

			「ギル・ティモだ……いずれ私が倒す。そしてその痣痕も消してやる」

			　その表情にカーキッドは眉を寄せ、「てめぇの事はてめぇでケリをつけるさ」と言ったが。

			「それとも……何かあるのか、お前とあの男」

			「……」

			「西の賢者を殺した男だったか？　禁断の書物を持ち去り、教会でその行方を追っている男」

			「……いかにも」

			　デュランは視線を外し、ゆっくりと立ち上がった。その膝が頼りなさげに揺れた。

			「ギル・ティモは、西の賢者ラッセル・ファーネリアを殺した男。ラッセル・ファーネリアは……我が師だ」

			　……残るのは痣跡。

			　痛みと悲しみと共に、身に、そして心に強く深く刻まれる。

			　そこに黒き炎を宿して。

			

			　　　　　　　

			

			　そしてその夜、オヴェリアは一人教室の食堂で過ごした。

			　カーキッドとデュランが書斎にこもって数時間。その間ずっと彼女は考えていた。カーキッドの事、デュランの事──そしてレトゥの事を。

			　──あの刺客達は……。

			　彼女自身がもう気づき始めている。彼らの狙いは自分だと。

			『首が欲しくばかかってこい!!』

			　その言葉に彼らは反応したのだ。

			　──私の命。

			　それによりレトゥは瀕死の重傷を負った。

			　そしてカーキッドやデュランをも、今まで危険な目に遭わせてきたのだ。

			「……」

			　どう責任を取るべきなのか……ずっと考えていた。どうすればいいのかと。

			　闇の中たった一人過ごしていた時、人の気配がした。慌てて振り返ると、マルコが立っていた。目が合うと少年はサッと目をそらした。

			　昼間はレトゥの傍にずっとついているが、夜はオヴェリア達とここで休むようにと言われている。

			「眠れないの？」

			　少年はコクリと頷いた。

			　あの一件以来少し話すようにはなったが、彼はやはりオヴェリアとはあまり視線を合わそうとしなかった。

			「そう……」

			　蟲騒ぎの時、彼は町で必死に火事を食い止めていた。町の者達が逃げる中、彼だけが、カーキッドと共に走り回っていた。

			　その時の詳しい経緯を彼女は知らない。だが。

			「今カーキッドとデュラン様が書斎に。薬が完成したの」

			「……そうですか」

			　ずっとレトゥの後ろに隠れるようにしていた少年。だがレトゥが倒れた今、彼の中にも何かしらの変化があるのだろう。

			「……寝ます。おやすみなさい」

			「おやすみ、マルコ」

			　背を向けた少年を見送りながら、ふと、彼女はその首筋に目を留めた。

			　──……痣？

			　襟足と服の間。ランプの光の中に、一瞬彼女は黒い痣跡のような物を見た気がした。

			　初めて会った時からずっと、彼は首を覆うようなローブを身に着けていた。時折脱いでいた瞬間もあったが、その時は気に留めていなかった。

			「……」

			　もう一度目を凝らそうにも、彼はもう角を曲がり去った。

			　オヴェリアは胸に手を当てた。

			「……父上……」

			　誰もが痣として、何かしらの傷跡を持つのかもしれない。

			　窓の外は漆黒の木々。ここからでは星も見えない。

			

	








			
			　──誰も知らない焔の記憶。

			　その時ひたすら呼んだのは、父と母の名前。

			　炎の中に求めたのは、二人の姿。

			　それだけの、果ての。

			　今という現実。

			

			　　　　　　　

			

			　交差した剣は光輝く。

			　それはむしろ受けた太陽の光をも弾き返すほどに。そこに甲高い音を上乗せ虚空へと飛散させる。

			　打ち合った瞬間の衝撃に、オヴェリアは一瞬顔をしかめた。腕がしびれ動きが一瞬遅くなる。

			　それを見たカーキッドがニヤリと笑って、彼女の肩口を狙う。

			　どうにか受け止めるが、足に衝撃の余韻が残っている。体勢は悪い。

			「どうした!!」

			　クっと表情を歪める、たじろいでいる場合ではない。一端距離を開け、剣を構え直す。

			　その数秒すら許さぬようにカーキッドは打ちかけてきた。まるで、待てぬと言わんばかりに。

			　右左からの激しい連撃を受け止める事はできる。だが流すのが精一杯。さすがのオヴェリアも、カーキッドの渾身の剣を何度も受けるだけの腕力はない。

			　となれば速度勝負だが。

			「ヘヘヘヘ」

			　ダメだ、とオヴェリアは思った。今日のカーキッドはダメ。

			「待って、ちょっと」

			「あん？　どうした、もう終しまいか!!」

			　問いではなく啖呵。

			　待ったをかけるその身に向かい、カーキッドは尚も攻め立てた。

			　じゃれる犬のように。

			　彼の全身から迸るのは剣気というよりは、一つの感情。

			　楽しいと、嬉しいと。

			　剣を握る事が、打ち合う事が、これほど楽しいという感情をむき出しにしてこの男が打ってくる事は稀だ。

			　普段から戦いに関しては「面白ぇ」を口癖のようにして言う男だが。今日はわけが違う。

			　これぞまさしく本当に〝面白い〟。

			　そのあまりの気配に、オヴェリアも内心奮えるくらいに心は揺さぶられるのだが、その剣を受けるとなったら話は別である。

			「ッ!!」

			　カーキッドの剣はいつもより数段弾む。重さや早さ以上に、受けた瞬間の衝撃がいつも以上に残るのだ。

			　それが痺れとなって彼女の体に残り、続く一撃がまた更なる痺れを呼び込んでくる。

			　最初は遊び半分の付き合い程度で打ち始めたオヴェリアの顔から、余裕の色がなくなって数刻。全身汗まみれである。

			「へへへ、どうしたお姫様!!」

			　ここがどこか、傍目も気にせずそう言って見せる笑顔に、オヴェリアはとても嬉しい気持ちで一杯になった。

			　いよいよ本気で体勢を低くし剣を構える。心も一緒に低く穏やかに。

			　波紋なき水面のごとく。

			「いい顔だ」

			　舞い上がる、白薔薇の姫君。

			　また一つ、剣が交わる音は空へと響き渡った。

			

			　　　　　　　

			

			「……それで、朝から今までですか」

			　頷き、オヴェリアは苦笑した。

			「さすがに腕がちょっと重いです」

			「酔狂ですなぁ。捨て置けばよいものを」

			「そうもいきません」

			　あんなにも純粋に喜び楽しんでいる者を放って置けるわけがない……それに彼女自身も浮かされてしまったのだろう。彼のあの笑みと空気に。

			「本当に楽しそうでした」

			「剣が握れる事が、ですか」

			　そう言い、デュランはふっと笑った。

			「あなたと打ち合えたゆえに、でしょうかな？」

			「え？」

			　もっと言えば、あなたが傍にいるがゆえにでしょうなとデュランは思ったが。

			「あれだけ剣に熱心な者が持つ手を封じられた……呪いが解けて再び気兼ねなく振れる事が、本当に嬉しいのでしょうね」

			　屈託なくそう言って笑った姫の顔を見て、デュランは寸前の言葉を呑み込み「そうですな」とだけ言った。

			「それもこれもすべてはデュラン様のおかげ。本当にありがとうございました」

			　カーキッドの呪いが解けてから三日が経った。

			　その間カーキッドは鬱憤を晴らすかのように剣を振り回していたが、対してデュランは眠り込んでしまった。数日間の疲れが一気に押し寄せた様子だった。

			　現実今も彼は寝台の上である。体調を心配してオヴェリアが見舞いに来たのだ。

			　彼の部屋はオヴェリア達が過ごしているのと同じ棟。カーキッドの隣の部屋であった。

			「いえいえ。奴に運があったという事でございましょう」

			「お体の具合は？」

			「お見苦しい所をお見せしましたが、もう大丈夫。晩は自分で食堂まで参ります」

			　姫様にこれ以上配膳をさせては騎士どもに連行されましょう、とデュランは頭を下げたが、オヴェリアはニコニコと笑ってそれを流した。

			「動ける者がすればいいだけの事です」

			　それにね、とオヴェリアは続ける。

			「膳を運ぶくらいの事でしたら、城にいた頃にもよく致しました」

			「姫がですか？」

			「ええ。父が……体を患ってからはよく」

			「……」

			「もちろんまだ完全に石病に凍りついたわけではありません。でも体調の良くない時もある、伏して動けぬと聞けば、私が父の元へ」

			　姫はお優しいですな、そう言って微笑んだデュランに、オヴェリアは首を振った。

			「怖いだけです」

			「……怖い？」

			「ええ」

			　母のように、自分の知らない所で誰かが倒れ二度と会えなくなる事が。

			　だがそれは言わず、オヴェリアはデュランを見てゆっくりと顔をほころばせた。

			「でもデュラン様、本当に顔色も良くなられました。良かった」

			「……軟弱ゆえに。まったくもってお見苦しい限りです」

			　デュランもそれ以上は詮索せず、苦笑する。

			「もう少し体を鍛えねばなりません」

			「仕方がないです。森から呪いを解くまでの数日間、あれだけの激務を続けたら誰だって」

			　むしろ倒れる事なく完遂したその姿は敬意に値すると、オヴェリアは思う。

			「あなたもお気をつけくださいオヴェリア様。第一に、あの男の剣に付き合っていたらあなたが倒れますぞ」

			「ふふ、そうですね」

			「……まったく、あの者は姫様への敬意の念が足りぬ。一体誰だと思っておるのか」

			　白魚の手が赤くなっているではないですか──そう言い彼は彼女の手を取った。

			　だがその手を見てデュランは改めて思った。ああ、確かにこの手は剣士の手だ。握りに独特のふくらみが出来ている。

			「第一に、奴は女性の扱いが乱雑だ」

			「そうでしょうか？」

			「ええ。これまであのような者と旅をされて、不便を感じられませんでしたか？　どう考えても奴に姫様を……それ以前に女性に配慮があるとは思えませんが」

			「不便と言えば……そうですね、部屋が同じという事くらいでしょうか……？」

			「…………同じ、部屋？　……といいますと？」

			「宿です。最近はやっと慣れてきましたが、さすがに着替えやお風呂の際などは」

			「……お待ちください姫様。何ですかな、聞き間違いですか？　もう一度お願いできますか？　宿が何と？」

			「ですから、同じ部屋だと」

			「なぜに？」

			「旅は物入りゆえに宿代の節約だとか。でも旅とはそういうものなのだと。ですから私も一生懸命、慣れようと思って」

			「……」

			「あ、私何か妙な事を言いましたか？　でもねデュラン様、ちゃんと慣れてきたんですよ？　最初は恥ずかしくて、息をするだけでも心臓が苦しいほどでしたけれども」

			「……………」

			「デュラン様？？」

			　オヴェリアの手を持ったまま固まってしまった神父を彼女は不思議そうに眺めた。

			「どうかされましたか？」

			「…………後で」

			「え？」

			「……あの馬鹿者は私がしばき倒しておきます。ご安心くださいませ」

			「え？？」

			　デュランが頭を抱えた意味がわからぬオヴェリアは、ただただ小首を傾げ。

			　その純白そのものの瞳を前に、デュランは苦笑をするより他なかった。

			「姫様は本当に、真白ましろにあらせられる」

			「？」

			「いえ、詮無い事。お聞き流しくださいませ。……ところで、つかぬ事をお聞きしますが」

			「はい」

			「……奴めは姫様に、何か良からぬ事をしたりは……いえ、何でもございません。どうぞお忘れを」

			

			　　　　　　　

			

			　それから数日後、デュランも歩けるまでに回復した。レトゥはまだ一人で動くには困難であったが、町の診療所から戻れるまでにはなった。

			　オヴェリアはカーキッドとデュランと共に、町の復興を手伝う傍らでレトゥの手伝いもした。デュランはレトゥに代わって子供達に勉学を教え、カーキッドも剣術や体術を教えた。

			　だがその際。

			「何が基本だ、まどろっこしい。実践だ。何事も実践あるのみだ!!」

			「馬鹿な。基本なくして何が成り立つ。戦術も学問も根幹の部分があったればこそ知識が深くなる。それをおろそかにするという事は、浅はかな物しか成せぬ」

			「基本基本としゃらくさい。んなもん、百の実践で自然と身につくもんだ」

			　……カーキッドとデュラン、二人の教育方針はことごとく反発し合った。

			　それを見てオヴェリアは何度も仲裁に入ったが、マルコの肩を借りてようやく歩く事ができるようになったレトゥが、

			「仲がよろしいですな」

			　と笑って言ったので。

			「あれで仲が良い、のでしょうか？」

			「ええ。喧嘩するほど、と言いますでしょう？」

			「……」

			　これも仲の良さの一つの形なのかと思い直し。二人を見守る事にした。

			　無論それを本人達に言ったならば。

			「馬鹿かお前は」

			「冗談じゃありません」

			　と口を揃えて言ったであろうが。

			　そんな平和が何日か過いたある日、三人で町へ買い物に出た。

			「随分と復復旧が進みましたな」

			　町の様子を見てデュランは満足そうに頷く。

			　焼けた建物の建て直しも始まった、混乱に荒れてしまった畑も整えられている。

			　何よりも変わってきたのは歩く人々の表情だ。蟲騒動の直後は沈みきっていた人々の顔に、笑顔が戻り始めていた。

			　だがその様子を眺めながらオヴェリアは思う。悲しみがないわけではないと。

			　確かに生活は変わった。取り戻せない命もあるのだ。

			　かつてと同じにはなれない……だがそれでも進まなければならないのだ。それは生きているからこそ。

			「オヴェリア、ぼさっとすんな。さっさと買い出し済ますぞ」

			「あ、はい」

			　カーキッドに声をかけられ、オヴェリアは慌てて二人の元へ戻る。

			「ガキどもの飯と、……洗剤、木材、布？　チ、色々あんな。こき使いやがって」

			「力が有り余っているのだからいいではないか。我々も随分とお世話になっているのだし」

			　デュランの言葉に、カーキッドは面倒臭そうに耳を掻いた。

			「オヴェリア、じじぃの様子はどうだ？」

			「レトゥ様？　ええ、何とか動けるようになったみたい。まだ誰かの手は必要だけれども」

			「そうか」

			「……何？　カーキッド？」

			　男の様子に違和感を覚えた姫君は、訝しげに尋ねた。

			「そろそろ、発つぞ」

			「──」

			「このままずっとここにいるわけにもいかねぇだろうが」

			　わかっている。わかっていた。いつカーキッドがそれを言い出すか。ここ数日、考えない日はなかった。

			　元々この町にきたのは、カーキッドの呪いを解くため。そのヒントを得るためだった。

			　カーキッドの呪いは解けた。痣跡は残ったが、もう大丈夫だとデュランも言った。

			　だとしたらもう、この町に用はない。

			　そして彼女には、進まなければならない理由がある。行かなければならない場所がある。

			　ゴルディア──北の大地。そこにいるという黒竜の討伐。それがこの旅の理由。この国が抱えている厄災。

			　立ち止まっている暇は、本当はないのだ。

			「……」

			　わかっているが……オヴェリアは黙り込んだ。本当は、せめてレトゥが回復するまで見届けたかった。

			「そう、ですね……」

			「その件でオヴェリア様、少々お話ししたき事が」

			　何ですか？　と何気なくオヴェリアはデュランを振り向いたが、その目がいつになく真剣な色を帯びており。

			「ずっと考えておった次第でございます」

			「え……？」

			　何をでございますか、デュラン様？　と問い直そうとしたその時。

			　不意に、周囲からどよめきが沸き起こった。三人は自然、声の方を振り返った。町の人々が一点を見つ、声を上げている。

			　その視線の先には。

			「あれは……」

			　両側を畑に挟まれた町へ伸びる一本道に、灰色の一団があった。

			　馬にまたがり、太陽に輝くのは鋼の鎧。

			　こんな小さな町に、どう見てもそぐわない集団。

			「姫様、こちらへ」

			　咄嗟、デュランがオヴェリアの手を引き物陰へと身を隠す。カーキッドもそれに続く。

			「おいおい、何だありゃ」

			「静かに」

			　馬上の群はすぐにオヴェリア達の目と鼻の先まで至る。町の者達は慌てふためき道を開けた。

			　数はザッと、二〇。

			　そして彼らの外套に描かれた紋章を見て、デュランは呟いた。

			「あれは、神聖騎士団」

			「あん？」

			　異国の民であるカーキッドにはわからない。オヴェリアは息を呑んだ。

			「教会直属の騎士団です。でも、なぜそんな者達が？」

			　彼らが向かう方角をデュランは厳しい顔で見る。

			「あの方角は──森だ。戻りましょう」

			　駆け行くデュランに、オヴェリアとカーキッドは顔を見合わせ後を追いかける。

			「どういうこった、神父！」

			　それには答えず、デュランは舌を打つ。

			「馬では分が悪い。先回りをします。こちらへ」

			　脇道から藪の中へ入る。視界から馬上の騎士達は姿を消す。だが気配はまだ空気を伝って飛んでくる。

			「カーキッド！」

			　草の間をすり抜けながら、デュランがカーキッドに向かって叫んだ。

			「先に行ってくれッ、私の足では間に合わん！」

			「チッ、どうしろってんだ！」

			　歯噛みしながらもカーキッドは問う。

			「奴らを中に入れるな。絶対だ！」

			「面倒くせぇ」

			　そう返答したがカーキッドの速度が瞬時に上がる。二人を追い越し、森の奥へとあっという間に消えて行った。

			「デュラン様、一体何が」

			「まずい事になりそうです」

			　何が起こっているのかオヴェリアにはわからない。

			　ただ、嫌な予感がしてならない。

			　獣道に足を取られぬように、オヴェリアも懸命に走った。

			

			　　　　　　　

			

			　その時マルコは、空を眺めていた。

			　少し空が泣きそうに見えた。そしてこんな空を見るたびに少年は思うのだ、あの日の事を。

			「……」

			　中庭で子供達が遊んでいる。レトゥが療養中の今、カーキッドとデュランがいなければすべて遊びの時間だ。

			　いやそうでなくとも、子供達にとって遊びも学びも同義なのだろう……そう思うとマルコは、はしゃぐ子らと自分が同じとはとても思えなかった。

			　先生の寝所へ行こうと、マルコは空から目を離した。レトゥは一人で起き上がれるようにはなったが、まだ歩き回れるような状態ではない。誰かの支えがなければ心もとない。

			　そしてそれは自分の役目だと、マルコは思い続けていた。

			　レトゥ──師には恩がある。

			　──先生だけ。

			　自分にとってはもう……これまでもこれからも。

			　ふと戸口を見ると補修の跡があった。先日の蟲騒動の時、マルコが魔術に使って壊れた柱が別の板で簡易的に直してあった。

			　そこにそっと触れ、マルコは手の平を握り締めた。

			　中庭の脇には畑がある。朝見た時トマトがよく熟れていた。先生に持って行ってあげようと思い、マルコは外に出た。

			　マルコが通り過ぎても子供達は振り返りもしない。もう慣れっこだった。

			　最初の頃はそうではなかったが、そう仕向けたのは自分自身だ。

			　──もう誰もいらない。

			　真っ赤に実ったトマトを一つもぎ取る。自然と笑みがこぼれた。そのまま畑に背を向け来た道を戻る。

			　馬の嘶きが聞こえたのはその時だった。

			　マルコはハッと振り返った。まだ誰も気づいていない、子供達は声を立てて笑っている。

			　鳥が一斉に飛び立った。

			　迫るような音が木々の間を抜けてくる。

			「誰一人逃すな、良いな!!」

			　知らぬ男の声と、応という叫び。ようやく子供達が動きを止める。

			　マルコはトマトを持ったまま固まった。中庭の向こうには小さな木製の門がある。

			　……初めてここに来た時の事をマルコはよく覚えている。最初はレトゥと二人きりだった。

			　彼がここに子供達を集め、学び舎を作ろうと言い出した時、マルコは反対した。

			　だがレトゥは言った。学問は宝だと。子供もまた同じだと。

			　馬が来た。一頭二頭ではない。群。

			　子供達の間から悲鳴が上がった。

			「行け!!」

			　馬から人が飛び降りた。ただの人ではない。銀の鎧をまとった兵士。

			　重くはないのだろうかと思えるほど、俊敏な動きで中庭を走り来る。

			　子供達はマルコの隣をすり抜け建物へと逃げて行く。肩がぶつかる、思わず少年はそこに倒れこんだ。その拍子にトマトが手から零れ落ちた。

			　あれは先生の……慌てて拾い上げようと手を伸ばしたその矢先、影が落ちた。不安定な体勢のままマルコは天を振り仰いだ。

			　そこにあったのは、銀の甲冑。

			　いやむしろそれは、太陽の光に背を向けた、黒。

			　マルコは目を大きく開いた。そしてそのまま動けなくなった。

			　甲冑の腕が伸びる。迫る。逃げなければいけないと思うのに、体がまったく動かない。

			　ただ、トマトを拾わなきゃと。

			　襟首を持ち上げられても、マルコはずっとそれを思っていた。

			　地面が離れていく。首が苦しい。でも手を伸ばす。届かなくても、腕が虚空を舞ってしまっても。

			　懸命に、懸命に。

			　だからその瞬間、マルコは自分の身に何が起きたのかわからなかった。

			　ただ金属音がして、突然体が解き放たれた。重力が戻ってくる、徐おもむろに体が地面に叩きつけられた。

			　顎を打った拍子に、口の端を切った。血を拭う代わりにトマトを掴んだ。

			　そして再び自分に落ちた影に、マルコはもう一度上を見上げた。

			　そこにあったのは銀の甲冑ではなかった。今度は見紛う事なき黒の姿。

			　その背をマルコは知っている。

			「何だ貴様は」

			　右手にダラリと抜かれているのは黒い剣。それは太陽の光を受けてもまだなお闇を放つ。

			「そりゃこっちの台詞だ」

			　黒の剣を持ちし男は、言葉尻に笑いを含ませ言った。

			「名を問うならば自分から名乗れと、お母ちゃんに教わらなかったか？」

			「カーキッドさん……」

			　マルコは呟く、その背に向かって。

			　ズラリと取り囲む銀の集団。数は一〇強。その向こうにはまだ馬上の騎士も控えている。

			　全身完全武装。鎧兜の下の顔は見えない。

			　その有様はあまりに異様。

			　カーキッドはペロリと唇を舐めた。その顔には、ニヤニヤとした笑いが張り付いている。

			「そなたはここの者か？」

			　その銀の一団から一人、スッと前に歩み出た者がいた。その者は兜の面甲を上げ、顔をさらす。

			「突然の無礼は詫びる。我らは聖サンクトゥマリア大教会直属の神聖騎士団だ。命を受けこの地に参った」

			　マルコもカーキッドの足の隙間からその騎士を見た。

			「ここにゼクレトル・フレイド様がいらっしゃるはず。話がしたい」

			「知らねぇな、そんな奴」

			　存外若そうだが、彼がこの一団の長だと推察する。

			　カーキッドはその男から一瞬も視線を外さぬまま、剣の持ち手をスッと変えた。

			「もう一度問う。ゼクレトル・フレイド、かつて水の賢者と称えられた方だ。ここにいるのはわかっている。隠せばただでは済まんぞ」

			「知らねぇつってるだろうが」

			　そんな名前に聞き覚えはない。だが心当たりがないわけでもない。

			　──じじぃか？

			　水の賢者──その呼び名を持っていても違和感のない人物はただ一人。レトゥしかいない。

			　何しやがったじじぃ……そう思いながら、先ほどのデュランの言葉を思い出す。この騎士達を絶対に中に入れるなと言っていた。

			　──何か知ってやがるな、あの野郎。

			　内心で毒づきながら、その怒りはすべて目の前の騎士へと向ける。

			「教会ってのは、人探しに完全武装の騎士を送り込むもんなのか？　随分とご大層だな。教義ではなく力で人を押さえつけるのか」

			「事が事ゆえにだ」

			「事、だ？」

			「ならば貴殿に問おう。ここにフレイド様と共に逃げた子供がおるはずだ。アールグレイという名に覚えは？」

			　カーキッドは物言わず首を傾げた。その名に彼はピンとこなかった。その者の事は別の名で呼んでいたゆえに。

			「大罪人ビル・アールグレイとアンナ・アールグレイの息子だ。マルコ・アールグレイ。その者を探している。ここでフレイド様と共に暮らしているという報を受け、我らは来た」

			　背後でビクリと震える気配があった。

			　カーキッドはただニヤリと笑った。

			「知らねぇなぁ」

			　その顔に騎士の長は特に顔色を変えるわけでもなく、「ならば全員捕らえるまでの事」と答えた。

			「そこを退いてもらおう」

			「やだね」

			「まさかお前、我ら相手に一人で挑む気か？」

			　カーキッドは剣を構える。

			「だったらどうする？」

			「愚かな」

			「そう思うならかかってくればいい」

			　足場を固める。腰を落とす。

			「第一に、お前らは剣士だろう？　剣士に物を問うならば、もっとシンプルな方法があるはずだ」

			「……名を聞こう、異国の剣士よ。我が名は神聖騎士団団長ガブリエル・ヴィンガー」

			「カーキッド・Ｊ・ソウルだ」

			　その名に、ガブリエルと名乗った騎士団長は一瞬眉を潜めた。

			　だがそれも束の間の事。

			「行け」

			　彼の合図に、一斉に騎士達がカーキッド目掛けて打ちかかる。

			　受ける男の顔を染めるのはただ一色、喜色満面。

			

			　　　　　　　

			

			「始まったか」

			　裏手から建物に入ったオヴェリアとデュランは、そっと窓から中庭を見ていた。カーキッドが騎士と打ち合いを始めたのは敷地の正面出入り口の付近だ。

			「デュラン様、一体どういう事ですか」

			　デュランに問うオヴェリアの顔には、焦りと戸惑いが強く浮かんでいた。

			「あの者達は何を？　何が起こっているというのですか？」

			　デュランは一時オヴェリアを見つめたが、やがてそっと視線を外した。

			「姫様はレトゥ様の様子を見てきてください。私はカーキッドの所へ参ります」

			「デュラン様」

			「……奴らの狙いは、マルコです」

			　なぜマルコが？　だが問いかけようとするオヴェリアの前に、デュランはスッと手の平を差し出した。

			「今は話している時間が惜しい」

			「デュラン様」

			「ただ……申さば……」

			　言い置き、デュランはもう一度窓の外を見やった。その目は少し寂しげであった。

			「この後何があろうとも、あなたはあなたの道を行かれませ。あなたには成さねばならない使命がある」

			「え？」

			「ここでお別れやもしれません」

			　ポツリと言った彼の言葉をもう一度聞き直そうとしたが、それより早くデュランが口を開いた。

			「ともかく姫様はレトゥ様をお願い致します。では」

			　言い終えると、彼は駆け出した。

			　その背が去るのを見つめ、オヴェリアは、胸に言いようのない不安が募るのを感じた。

			　だが立ち止まっている暇はない。確かに今はレトゥが心配だ。

			　レトゥの部屋は一番奥だ。城を思えば迷うほどの広さではない。それなのに、いつも向かっているはずの場所が、この時はやけに遠く感じられた。

			　そしてオヴェリアがレトゥに会ったのは部屋よりも手前。

			「レトゥ様!!」

			　部屋から数歩の所に、彼は倒れていたのである。

			「大丈夫ですか、レトゥ様！」

			「オヴェリア様……何が起きておりまするか」

			　肩を貸す。オヴェリアは一瞬ためらったが、言わないわけにもいかなかった。

			「神聖騎士団が参っております。今、カーキッドとデュラン様が押し留めておりますが」

			「神聖騎士団……！」

			　その言葉にレトゥの顔色が変わった。

			「……オヴェリア様、私を連れて行ってはいただけませんか？」

			　その時見たレトゥの顔は、いつもの老人の顔ではない──まるで別人のようだった。

			「私が話します。……私を、彼らの元へ」

			

			　　　　　　　

			

			「──ッッ!!」

			　カンッッ、何度目かの交差を、カーキッドは弾き返す。

			　脇からの突きは腰元ギリギリで避け、相手の騎士に回し蹴りを入れる。

			　左右から振りかぶった同時の攻撃を笑いながらかわし、代わりに胴体に一撃を入れる。

			　普通の剣ならば鎧の前に弾かれてしまうであろうが、カーキッドの剣は違う。衝撃に騎士はくの字に倒れ込む。鎧の下で表情が歪む。鋼の上からでも骨を砕く剣である。

			　そうして倒れ込んだ者はこの数刻に半数以上。まともに立っているのは団長含めたわずか二、三人ほどであった。

			「こんなもんか？」

			　その様にカーキッドはニヤリと笑い、それから溜め息を吐いた。

			「ご大層な名前のワリに、大した事ねぇな。これなら、ハーランドの騎士連中の方がよっぽど骨がある」

			「何だと貴様、我ら神聖騎士団を愚弄する気かッ」

			　倒れた者が息絶え絶えに叫ぶが、遠吠えに過ぎぬ。

			「つまらねぇ」

			　カーキッドは剣を肩に掲げた。

			「あんたは打ってこないのか、団長さんよ？」

			「……」

			　一歩出る。カーキッドは笑っている。

			　二歩出る。カーキッドの笑いは消えない。

			　だが──三歩目で。

			　カーキッドは騎士団長目掛けて走り出した。剣を振る、ガブリエルも剣を抜く。

			　ガギィ────ンッ

			「いい音だ」

			　一端間合いを外し、再びカーキッドは下から脇へと切っ先を持ち上げる。

			　それを払い、今度はガブリエルが上段からカーキッド目掛けて剣を振り下ろす。簡単に避ける。

			　だがそれは誘い。すぐに切り替えした剣を、真っ向カーキッドの喉元目掛けて突いて出た。

			　慌てて退くが、切っ先が顔を掠める。僅かに血が飛んだ。

			　一端間合いを外し、カーキッドはピッとその血を払った。

			「あんた、中々やるな」

			「再度申す。そこを退け。これは大教会の意向だぞ」

			「そんなもん知らねぇ」

			　俺は、俺が楽しいから剣を振る。それだけだ──そう思い、再びガブリエル目掛けて剣を繰り出そうとしたその時。

			「双方、剣を退け!!」

			　デュランであった。

			　建物から飛び出した彼は騎士達とカーキッドの間に入った。

			「チ、邪魔すんな」

			「……話がしたい。抑えろカーキッド」

			　小声で囁く。カーキッドはあからさまに嫌そうな顔をした。

			　そしてカーキッドは一瞬背後のマルコに気を配る。少年は座り込んだままであった。

			　カーキッドが止まったのを見て、デュランは騎士団長を振り仰いだ。

			「神聖騎士団団長、ガブリエル・ヴィンガー殿とお見受けした」

			「いかにも」

			「御用の向きは漏れ聞いた。水の賢者ゼクレトル・フレイド様は確かにここにおいでになる。だが今フレイド様は重傷を負って伏してみえる。先日ここで蟲騒動があった事は知っているであろう？」

			　ガブリエルはじっとデュランを見た。

			「フレイド様はその際傷を負われた。今は話せる状態ではない。お引取り願いたい」

			「貴殿は何者だ？」

			　様相を見ればデュランが聖職者である事は明らか。だが同時に彼が一介の神父でないのもまた明らか。

			　デュランは騎士団長の問いに答えなかった。

			　双方一時、身じろぎせずに互いの顔を見つめ合ったが。最終的に言葉を発したのはガブリエルの方だった。

			「退く事は出来ぬ。これは枢機卿すうききょうの御意志だ」

			「枢機卿だと……？」

			　その言葉にデュランの顔色がサッと変わった。

			「マルコ・アールグレイの捕縛を我々に命じられたのは枢機卿だ。それをゼクレトル・フレイド様ならびにこの場にいる全員に問う権限も」

			　ゆえに。

			「口を割らねば、割るまで問うまでの事。手段は選ばぬぞ」

			　そう言ってガブリエルは剣を構える。倣うように倒れていた騎士達も起き上がり二人に剣を向けた。

			「上等だ」

			　カーキッドはペロリと唇を舐めたが、デュランはさらにカーキッドの前に歩み出た。

			「水の賢者に剣を向けるか」

			「それが命令だ」

			　カーキッドの背後でマルコが立ち上がった。彼が振り返ると自分をじっと見つめる子供達と目が合った。泣いている子もいる。

			　そしてレトゥが現れたのはその時だった。オヴェリアに支えられ、子供達を掻き分けるようにこちらに来ようとしていた。

			　マルコは老人の姿を見て、叫びそうになった。

			　少年と老人の視線が重なった。

			　その瞬間、少年は悲痛な顔をした。

			　悲しかった。苦しかった。泣きたかった。驚愕と困惑が。

			　……しかしやがてそれは、無になった。

			　視線が重なる場所から去ったのはマルコ。

			　レトゥが叫んだ。

			　だがその叫び声よりももっと響いた声は。

			「僕が、マルコ・アールグレイです」

			　決意と涙が滲む声だった。

            

			「連行する、捕らえよ」

			　カーキッドが剣を構える。後ろ手にマルコを建物の中へと押しやる。

			「……馬鹿野郎が」

			「抵抗する者は全員斬り捨てろ。マルコ・アールグレイの捕縛を最優先とする」

			「気違い共が」

			　怒りをあらわにするカーキッドの腕をマルコが握った。驚きカーキッドは彼を見下ろしたが。

			「……」

			　マルコは何も言わなかった。ただカーキッドを見つめ、小さく頷いた。

			「僕は行きます。だから……皆には手を出さないで」

			「待て、ふざけんなクソガキ」

			　カーキッドの脇をすり抜け、マルコが騎士の所へ向かう。カーキッドはその腕を掴もうとしたが、マルコが首を横に振って拒否した。

			「行くから」

			「──ッ」

			　あっという間に騎士の一人が、マルコの小さな体を捕らえる。カーキッドはその様を呆然と見ていた。

			「撤退する」

			　ガブリエルを筆頭に、神聖騎士団の者達が踵を返す。

			「お待ちください」

			　その背に向かって言ったのは、デュランだった。

			「私も同行いたします。私は聖サンクトゥマリア大教会アイレン会所属、デュラン・フランシス」

			「──」

			「私も教会に属する身。このようなやり方は解せぬ。ゼクレトル・フレイド様に代わり同行する」

			　驚くカーキッドをデュランが一瞥する。

			　そしてオヴェリアとレトゥをチラとだけ振り返ると、微かに頷いて見せた。

			　……二人が神聖騎士団と共に行ってしまうまでの時間は、あっという間だった。

			　残るのは砂煙とその苦い臭いだけ。

			　マルコとデュラン──そして残された者達は。

			「どういうこった、じじぃ!!」

			「やめてカーキッド！」

			　二人が去るなりカーキッドはレトゥに掴みかかった。それを止めたオヴェリアも、無論問わずにはいられない。

			「レトゥ様、一体何が……」

			　レトゥはマルコ達が消えて行った方向をずっと見ていた。

			　目の奥の光が消えてしまいそうな程、力を失くして座り込んでしまった老人の姿は、悲痛としか言いようのないものだった。

			

			　　　　　　　

			

			「ゼクレトル・フレイド……そう、確かにそれは我が名でございます」

			　鳥の鳴き声が戻ってきた。だがそれ以外に音はない。

			　先ほどまで聞こえていた子供達の泣き声も消えた。町から通っていた子供達は騒動を聞きつけた親達によって連れ戻され、それ以外は使用人の大人達になだめられ今は部屋に戻っている。

			　この数日子供達の声を聞き続けてきたせいか、この沈黙はオヴェリアにとってやけに寂しく感じられるものだった。

			「本名を明かさなかった事、誠に申し訳ございませんでした」

			　レトゥの部屋である。寝台の上に身を起こし、老人は深く頭を下げた。その顔は数日前初めて会った時よりもやつれて見えた。

			　オヴェリアは小さく首を振り、「私も最初、名を明かしませんでした」と答えた。

			「水の賢者様だったのですね」

			「……その名は教会を去る時に返上致しました。今は一介の魔術師。そこに偽りはございません」

			「全部説明しろ、じじぃ」

			　老人を見下ろすカーキッドの口調は厳しい。

			「わけがわからねぇ。一体何だってんだ、何が起こったんだ。何でマルコが連れて行かれる？　あいつらは何者なんだ」

			「カーキッド」

			「てめぇも同じ気持ちだろうが」

			「……」

			　オヴェリアは黙り込む。否定はできなかった。

			「デュラン様は、レトゥ様の事もマルコの事も……知っておられたのですね？」

			　ここでお別れやもしれませぬ、そう言った彼の言葉がオヴェリアの脳裏に蘇る。

			「差し支えがなければ、話してはいただけませんか？」

			　そっと呟いた彼女に、レトゥは目を閉じ呻くような嘆息を吐いた。

			「……アールグレイ夫妻の事を、お二人はご存知ないのですね」

			　オヴェリアはカーキッドを見た。だが彼も小さく首を横に振った。

			「マルコの両親、ビル・アールグレイとアンナ・アールグレイは、三年前捕らえられ処刑されたのです」

			「処刑？」

			「ええ。大罪人として」

			　オヴェリアは息を呑んだ。レトゥは瞳を開いたが、そこには何も映っていないように見えた。

			「三年前……二人は北の国境沿い、アステル近郊の小さな村に暮らしておりました。そこに教会が騎士を派遣した。ハーランドの議会も二人の身柄を要求したのですが、一方的に教会は彼らを背徳者として処刑しました」

			　ハーランドの国において、王、そしてその下にある大臣達が治める議会は絶対。国民はそれに従う権利がある。

			　だがその中で教会という組織だけは別格。教会はそれだけで一つの独立組織として、他のどのような力、権限も受けぬという取り決めがなされている。

			　その力はハーランドのみならず、周辺国家すべてに同じ。隣国バジリスタにおいてもその所在は同義とされている。

			　彼らを制する事ができるものは唯一、彼らが崇めるサンクトゥマリアの存在のみ。

			　国、政治的圧力──どのような影響も受けぬ代わりに、何者の肩を持つ事もない。それが教会という組織が根底に持つ定義であった。

			「背徳者なんて……」

			　一体何を……、何一つ想像できないままオヴェリアはオウム返しに尋ねた。

			「教会側が下した罪状は、生命の冒涜ぼうとく」

			　そしてレトゥの口から語られた、マルコの両親が犯した罪とは。

			「ビルとアンナは──蟲の生みの親だと言われております」

			「まさか」

			　蟲──これにはカーキッドも驚愕の色を隠せない。つい先日直面したばかりだ。

			「マジかよ」

			「二人は当時、研究者として教会内で名が知れておりました。特にビルは生物研究の第一人者として、多くの新種の動植物の発見、生態調査などを行ってその実績を上げております。彼が残した研究書の多くが、今も様々な基盤となっている。アンナは彼の助手としてずっと付き従っておりました。……彼女は私の弟子でもありました」

			「……」

			「研究熱心な二人でしたが、数年前、そのために北へと移り住むと言い出した時は皆驚きました。だが誰も反対しませんでした。どうしても試したい事があると熱心に言っているのを知っていましたから。その情熱を、誰もその時は信じて疑わなかった」

			　だが、それが疑惑へと変わるのは数年後の事である。

			「誰が言い出したかはわかりませぬ。ただ、教会内で妙な噂が流れるようになったのです。ビルが妙な研究をしていると。彼がしているのは恐ろしき生命の冒涜ぼうとくであると」

			「それが……？」

			「その矢先でありました──北の集落が滅んだという話が飛び込んできたのは。妙な生き物に襲われたのだと。だが当時は蟲などという存在を誰も見た事がなかった。わけもわかりません。ただその集落からビル達が住む村は遠くなかった。……その後何がどのように繋がったのか、私が聞いた時にはもう二人は捕らえられた後でした」

			「二人が蟲を作って村を襲ったと？」

			「確定したのはその後です。二人を連行して再度調査した結果、二人の住処の裏山に大量の蟲の巣が発見されました。当時の調査班はそれに対する処置法がわからず、結局それらはすべて孵化しました。無論近隣の村は壊滅」

			「──」

			「……マルコもその場に、居合わせたのです」

			　ギャギャという声が外から響いた。あれは何の鳥が鳴く声か。

			「押し寄せる蟲の大群、炎によって包まれた村……マルコはその惨劇を見ている。両親を連れて行かれ、たった一人でその状況に居合わせた。……その時の事をあの子は決して口にはしません」

			　村はもう二度と復興できぬ、無残な姿に変わり果てた。

			「そしてそれが決定打となった。アールグレイ夫妻は蟲を作り、村を襲った犯人として処刑されました」

			「……」

			　オヴェリアは思わず口元を押さえた。

			「そしてそれを見届け私は教会を去りました。二人の最後の願いを叶えるために」

			「……最後の願い？」

			「ビルの最期の言葉を届けるために」

			　面会を許されたのは、ビルの方だけ。アンナには会えなかった。

			「マルコに伝えて欲しいと頼まれた言伝を届けるために」

			　もう教会には戻らぬ覚悟で、水の賢者という称号を返し。

			　誰にも行方を言わず、マルコと共に。

			「そしてあの子を守るために今日まで参りました……」

			　両親を失った少年を守る。ビルとアンナが叶えられなかった最後の望みを叶えるために。

			「蟲を作った大罪人……」

			　オヴェリアは言葉を失っている。カーキッドは懐から煙草を取り出し、火を点けずとりあえずくわえた。

			「そんな事が、本当にできるってのか？」

			「……」

			「万が一それができたとしても。それが今なぜ、マルコと関係がある？」

			　アールグレイ夫妻が処刑されたのは、今から三年前。幼いマルコがさらに幼かった頃の事である。

			「仮に蟲を作っていたとしてもだ。マルコがなぜ連れて行かれる？　あいつが手伝ってたとでも言うのか？」

			「気になるのは枢機卿」

			　オヴェリアも思い出す。騎士達は言っていた。これは枢機卿の命令なのだと。

			　枢機卿は、教皇に次いで教会で権力を持つ人物である。その言動は一国の王とて軽んじる事はできない。

			「現枢機卿は、ドルターナ卿……」

			　オヴェリアの中でその男の印象は、さほど悪くはなかったが。

			「なぁじぃさん。あんたはなぜマルコと逃げた？　賢者の名前を返上してまでなぜ？　しかも蟲を作った罪人の息子だ。たとえ最期の言葉を受けたからと言っても」

			　そこまでした、本当の理由が別にあるんじゃないか？

			「……」

			　ゴォォと空が唸り声を上げた。雲が重くなってきている。

			「罪人の息子……」

			　レトゥの脳裏に過る声。マルコに託された言葉。

			「あの二人は」

			　今では様々な書に、アールグレイ夫妻の名は歴史上稀なる大罪人として刻まれている。

			　だが。

			「……違う。ビルとアンナは……」

			　レトゥは両手で顔を覆った。しわの深さが、長く歩んだ悔恨の道を思わせた。

			「蟲など作って、おらぬ……」

			　あの時教会内で混乱は急激に生じた。

			　ビルとアンナは普通の蟲を人食い蟲に変えた。それで人々を混乱に、国家を貶めようとしている──その意見は一気に膨らみ、気づいた時にはもうレトゥ一人では止められなかった。

			　アンナはレトゥの弟子である。ビルの事も良く知っている。マルコが生まれる前に一度、移住した村にも訪れた事がある。

			　だから見ているのだ。彼らが本当は何を成そうとしていたのかも。

			　……もしもあの時、あの者が生きていたらと思わない日はなかった。

			　西の賢者ラッセル・ファーネリア。

			　だが彼はすでに他界した後。それにより教会内が混乱していたのも状況を悪くした。

			　盗まれた禁忌の魔術書の原本。そして現れた異形の存在。

			　教会は急ぎ、事態の鎮静化に勤めようとした。だから。

			「止められなかった」

			　何かしらの事実を知っていても声を上げる暇もなく。上げてもそれは取り上げられる事もなく、露と風に押しやられるように。

			「わしは、わしは」

			　今声を上げた所で、ビルとアンナは戻ってこない。

			　だが終わっていないのだ。現実にマルコが連れて行かれてしまった。

			　あの時の悲劇は、まだ終結を迎えていない。

			　その理由は恐らく、二人が本当に成そうとしていた事。

			　レトゥがゆっくりと顔を上げる。

			「オヴェリア様」

			「はい」

			「あなた様は……ハーランド王、ヴァロック・ウィル・ハーランド様のご息女、オヴェリア・リザ・ハーランド様でございますね」

			　オヴェリアは目を見開いた。

			「ご存知だったのですか」

			「当たり前でございます」

			　今までのご無礼、お詫びいたします──そう言って。

			「聞いていただけますか。私が知る本当の事を」

			　ビルとアンナの無念。

			「あの二人は蟲など作っておらぬ。あの二人がやろうとしていた事は」

			　一粒、空から最初の雨が零れ落ちた。

			「竜を蘇らせる事でございます」

			　後はポロポロと、空が泣き始める。

			

			　　　　　　　

			

			　竜。

			　数千年前この世界に繁栄した種族である。

			　その力は絶対的。長く世界の主として権威を誇ってきた。

			　だがその歴史が終わりを迎えたのは突然の事。詳しい事は解明されていないが、ある時起きた天変地異により竜は滅びの道を辿った。

			　今でも人が及ばぬ秘境にひっそりと存在していると言われるが、実際の数は不明だ。

			　そして彼らが栄えた跡は、今は地中に残ったその残骸からしかわからない。

			　化石となった骨と、それに守られるようにして埋まった一つの石。

			　竜の命を宿すとされる生命石、通称、碧あおの焔石。

			「ビルとアンナがやろうとしていた事は、焔石から竜を蘇らせる事でございました」

			　オヴェリアは息を呑んだ。対しカーキッドは少し笑った。

			「そりゃまた、蟲より性質たちが悪いな」

			　レトゥは神妙な顔でカーキッドを見た。

			「なぜそのような事を？」

			　オヴェリアも躊躇いをにじませ問う。

			「私もかつてビルとアンナに同じ事を申しました」

			　竜を蘇らせるなど、何を考えているのかと。

			「だが……ビルはそれにこう答えたのです。それは違うと。我らの認識こそが間違っているのかもしれません、と」

			「……それは……？」

			「かつて竜はこの世界にあり栄華を誇った。大半が絶滅し、残った僅かも、人に害を成す物とみなされている。中でも黒い竜は最も恐れられる存在。……だがビルは申しました。それは間違っているかもしれないと」

			「……」

			「……あの時よりずっと引っかかっておりました。突然のビルとアンナへの容疑、とってつけたような蟲騒動、そして詮議もほとんどないままの処刑。何かがおかしい。何かが引っかかる」

			　だからマルコを連れて姿を消した。二人を守れなかった代わりに少年を守るために。

			「そして今回の騎士団」

			　レトゥが激しく咳き込んだ。オヴェリアが背をさする。

			「レトゥ様、もう……」

			「いいえ姫様、聞いてください」

			　姫の手を退けるように首を振り、レトゥは目を閉じる。

			「あの時からずっと──教会は何かを隠している、何かとてつもない事を……それがいつかマルコの身を襲うのではないかと私はずっと案じておりました。その心配が一層あの子に影を落とした。あの子はビルとアンナの分も幸せになって欲しい、ならねばならぬのに……姫様、マルコは」

			「レトゥ様……」

			「あの子は……こんな……」

			　再び呻き声を上げた彼を、今度こそオヴェリアは優しくなだめた。

			「少し休んでください。食事の用意を致しましょう。……カーキッド、手伝って」

			　返事の代わりにカーキッドは、くわえていた煙草をポキリと折った。

			　二人はとりあえず部屋を出る。

			「おい、オヴェリア」

			　カーキッドが声をかけたが、オヴェリアは答えなかった。

			　横顔だけを見る。そこにもう答えは出ていた。

			「……だりぃ」

			　その呟きは先を思っての事か。

			　だが彼も、右手を淡く握り締めた。

			　翌朝。

			　一晩中降り続いた雨は、先ほどようやく止んだ。

			　レトゥはその音を一晩、聞き続けた。

			　彼は杖を頼りに窓辺に立っていた。マルコは今頃どこにいるのだろうか？

			　……三年前、マルコの村を襲った蟲は、村人全員を食い尽くして後に死んだと聞く。それだけを役目としていたかのように。

			　そしてその時の業火を消したのは、雨だった。

			　マルコも雨を見ていたのだろうか？　だとしたら今宵の雨を、彼はどんな気持ちで見ていたのだろうか？

			　レトゥは目を閉じた。傷が痛んだが構わなかった。

			「……誰ですかな」

			　扉の向こうに人の気配がして、レトゥは声をかけた。

			　開いた先にいたのはオヴェリアとカーキッドだった。そこまでは予想していたが、二人の姿にレトゥは双眸を大きく開いた。

			「姫様……」

			「出立の挨拶に参りました」

			　旅の様相。

			「長い間、お世話になりました」

			「……行かれますのか」

			「はい」

			　オヴェリアの目には、決意がこもっている。

			「マルコとデュラン様の後を追います」

			「何と」

			「このままにはしておけません」

			　カーキッドがオヴェリアの背後で、大きく溜め息を吐く。

			「必ずマルコを取り戻します」

			「姫様……」

			「それまでお体を大事に。無理はされませんように」

			　良いですね？　とオヴェリアは微笑んだ。

			　レトゥは膝をついた。

			　そのまま泣いた。……昨晩地を打った雨のように。

			　……オヴェリアとカーキッドは旅立った。

			　その背中に向けてレトゥは呟く。

			「申し訳ありませぬ、姫様」

			　それから、すまんマルコ、と──。

			

			　　　　　　　

			

			「あー、かったるい」

			「そろそろ発つぞと言ったのはあなたです」

			「そうは言ったけどよ」

			　行く先が違うだろうが、とカーキッドは毒づく。

			「何でガキと神父を追いかけなきゃならねぇんだ」

			　それは、とオヴェリアは思う。

			「レトゥ様へのご恩返しです」

			　罪滅ぼしだと、彼女は思った。

			　ずっと思っていた、レトゥが受けた傷……あれは彼が受けるべきものではなかったと。すべて自分のせい……その罪をどうしたら償えるのかと。

			　ずっと思い、それを果たすまではあそこを去れないと思っていた。

			　だから。

			「それに気にかかる事があります」

			　無論、竜である。

			　ビル・アールグレイとアンナ・アールグレイが研究していたという竜。

			だが二人は大罪人として処刑された。

			　にもかかわらず、今また、マルコが連れ去られる事となった。

			　奇しくもオヴェリアが旅に出た理由も、竜だ。

			　何かが引っかかる。これは偶然か？

			「あなただって、マルコの事、気になるでしょう？」

			「全然」

			「……そう？」

			　だがカーキッドはオヴェリアと共に歩く。

			「面倒臭ぇ」

			　そう言いながらもその目は、光を放っている。

			「さっさとガキを連れ戻してゴルディアに向かうぞ」

			「ええ。そうね」

			「……何がおかしい」

			「別に何も？」

			「嘘つけ、だったら何で笑ってやがる」

			「笑ってないってば。デュラン様の事も気になるし、急ぎましょう」

			「おい、先に言っておくがな、ガキは助けても神父は助けねぇぞ。あいつは捨ててく」

			「もう、本当にカーキッドはデュラン様と仲良しなんだから」

			「……あ？　今何つった？　誰と誰がなんだって？」

			「カーキッドとデュラン様は仲良しだから喧嘩するのだと、レトゥ様が」

			「……誰がだ、クソジジィ」

			　新たな旅立ちの足跡は、ぬかるんだ地表にくっきりと残る。

			　そこに決意も一緒に刻み、大地は前へ果てしなく続く。

			

	








			
			　騎士団の行方を追う事はそれほど難しくはなかった。

			　何と言ってもその様相である。街道をたどり行けば、その姿を見た者も多くいた。

			　だが馬と人との足の差がある。ましてオヴェリア達と彼らとの間には出発の時間からも間がある。道はたどれても、離されている感は否めなかった。

			　彼らは西へ向かっている。

			　ゴルディアとは逆の方角へ行く事に最初カーキッドは文句を言ったが、それでも結局彼はその道に従った。

			　オヴェリアにはわかった。彼の中にも思いがある事を。

			　この先で何が待つのかオヴェリアにはわからない。

			　ただ思うのは一つ。このままには出来ない。

			　……いつも一人でいた少年の姿がオヴェリアの脳裏に浮かんだ。今なら彼が感じていた孤独が少しわかる気がした。

			

			　　　　　　　

			

			「足取りは、ここで途絶えたか」

			　レトゥの元を発ち、二日。

			　カーキッドは煙草を吹かしながら手元の地図を眺め見た。

			「随分来たな。その分ゴルディアからは遠のいたって寸法さ」

			　皮肉に言う傍らに食事が運ばれてくる。宿で美味しい食堂を尋ねた所、教えられたのがこの店だった。

			　オヴェリアは給仕の女性に頭を下げ、立ち上る湯気を眺め見た。

			「ここにきたのは間違いありません。東からの街道はこの町につながっている」

			「街道だけが道じゃねぇ」

			　確かに、この町に至る途中には森や渓谷、海に望む川もあった。

			「森に入ったか……渓谷か？」

			「渓谷は、先年の大災害の折に通れないようになっていると」

			「だが相手は馬だ」

			　念のために見に行った方がよかったかと呟くカーキッドに、オヴェリアはとりあえず先に食事にしましょうと言った。

			　渋々彼は適当に地図を畳み、煙草をもみ消す。

			「美味そうだな」

			「ええ」

			　言うなりカーキッドはフォークを掴み目の前のソーセージにかぶりついた。肉汁が滴る。オヴェリアもスープを飲んだ。

			　それから彼女も料理を口に運ぶ。サーモンの香草焼きだ。「それ、焦げ過ぎじゃねぇか？」とカーキッドは言ったがオヴェリアは苦にならなかった。むしろこれまで食べてきた中で一番風味が強いと思った。

			　それからパエリアに手を伸ばす。大皿に盛りつけられたそれを見て、少し考え、カーキッドの分も小皿に取り分ける。

			「どうぞ」

			　渡され、カーキッドは明らかに目を丸くした。オヴェリアが首を傾げ、もう一度念を押すように皿を突き出す。

			　一国の姫君が取り分けてくれる──このような事は本来ならとてつもなく贅沢な事なのだが。

			「お前、下手クソだな」

			　カーキッドは口を尖らせ、ボソッと言った。照れ隠しである。

			　だがオヴェリアはそんな事わからぬ。唖然とした。

			「貝も海老も下敷きになってるじゃねぇか。ただ取ればいいってもんじゃねぇ」

			「ごめんなさい」

			　ここでようやくカーキッドは自分が犯した罪に気がついた。

			「……チ、俺が見本を見せてやる」

			　そう言って、ほんのり顔を赤らめて彼はオヴェリアのためにサラダを小皿に取り分けたが。

			「カーキッド、これがあなたの手本ですか」

			「そうだ」

			「……トマトが下敷きです。後、葉物が一枚もない、ブロッコリばかり」

			「うるせぇ、文句を言うならこうだ！」

			「え!?　やめて、シチューをかけないで!!」

			　避けた拍子に、暴れた皿から飛び出したブロッコリが見事カーキッドの頭に刺さったのは余談。

			

			　　　　　　　

			

			「で、どうするんだお姫様」

			　あらかた皿が空になると、カーキッドは爪楊枝で歯をいじりながら再び地図を広げた。オヴェリアは温かい飲み物をもらい一息吐ついた。

			「この店は、人が少ないですね」

			　美味しいのに……と言おうと思ってから気づく。今日の食事は何だか、それどころじゃなかったわと。カーキッドとはしゃいでいるうちに皿が空になっていたと思い返し、少し惜しい事をしたとも思う。

			　けれどもこういう経験のないオヴェリアにとっては、それはすぐに胸躍るような感覚に変わる。食事は楽しい。こんな気持ちは城にいた頃は決して味わった事がなかった。旅に出て二ヶ月になろうとしているが、まだまだ目に映るすべてが新鮮だ。

			「あんまり景気の良さそうな町じゃねぇな」

			　カーキッドはさほど興味なさそうに言った。オヴェリアの顔も曇る。

			「来る途中道がひび割れている箇所がたくさんありました。大災害の影響でしょうか……」

			　土地が枯れれば作物にも影響は出る。それは無論、人への影響に及ぶ。

			　深刻に考え始めた彼女に、カーキッドはその鼻先でパチンと指を鳴らした。驚きオヴェリアは悲鳴を上げた。

			「おい、そんな事にまで構ってられねぇぞ」

			　確かにそうだ。目下憂慮すべき事は他にある。

			「いっそ奴らの事は忘れてゴルディアに向かうか？」

			　半分本音で問うてみたが、オヴェリアの答えは最初からわかっていた。

			「ここまできて、そうはいきません」

			　言うと思ったぜと、カーキッドは再び煙草を取り出しくわえた。

			「にしても、やっぱり俺にはわからねぇ」

			　なぜマルコが連れて行かれなければならなかったのか。それはオヴェリアもずっと考えていた事だった。

			「マルコの両親は蟲を作った罪で処刑をされた、と」

			「本当ならそりゃ確かに、極刑物さ」

			　だが真実は違うのだとレトゥは言っていた。

			　オヴェリアの脳裏に、初めてマルコに会った時の事が浮かんだ。レトゥと共に蟲退治のためにやってきた彼は、蟲の孵化を目の当たりにし、絶叫と共にとてつもない水の術を生み出した。

			　だが先日レトゥの教室を襲った蟲に、カーキッドと共に自ら進んで立ち向かっている。

			　マルコにとって蟲とは何だろうかとオヴェリアは思う。両親を死に追いやり故郷を焼いた存在。彼のうなじにあった痣を思い出す。あれは一体いつついたものだろうか？

			「けれどもそれは冤罪だった」

			　レトゥは言った。マルコの両親は蟲など作っていないと。

			　しかし代わりに彼らが生み出そうとしていた物は、

			「竜……」

			「いい趣味してるぜ、まったくよ」

			　口元に笑みをたたえ、カーキッドは煙草を吹かした。

			「焔石から竜を呼び戻す、ってか」

			「そんな事ができるのでしょうか？」

			　ポツリ呟き、オヴェリアは懐から石を取り出した。

			　今日もその石は仄かに碧に揺れていた。光にかざせば金の光が見える。

			「さぁな。俺は学者じゃねぇし」

			「……」

			「でもやろうとしてた。そういうこったろ」

			「……ええ」

			「だとしてだ。問題は山のようにある」

			　オヴェリアは頷く。

			　二人が竜を作ろうとしていたとして。なぜ彼らは、蟲を作っていたなどという容疑をかけられたのか。本当に作っていないのならば、なぜ彼らの周辺に蟲の巣があったのか。詮議もおろそかに処刑される事となったのはそれが原因だ。

			　何か、奇妙な悪意が感じられた。最初から二人は狙い撃ちをされたのではないだろうかとオヴェリアは思った。同時にそれは吐き気を伴う嫌悪へ変わる。

			「マルコが連れて行かれたのも、両親の件以外にはないでしょう」

			　レトゥではなくマルコが連れて行かれたのだから。

			　目的はどっちだ？　蟲か？　竜か？

			「二人が単純に状況だけで処刑されたってんなら蟲だ」

			　しかし何らかの悪意によって、二人が事実を捻じ曲げられて裁きを受けたというのならば。

			「……客が引きすぎだ。これ以上は目立つ。宿に戻るぞ」

			「はい……」

			　──竜。

			　オヴェリアは石をそっと懐に戻す。

			

			　　　　　　　

			

			　食堂を出ると辺りは一面闇に沈んでいた。

			　だが真暗ではない。まだ付近には火が焚かれている。宿に戻るには充分視界は開けていた。

			　夜空を見上げると星が満天に輝いていた。オヴェリアの目に一番に飛び込んできたのは、コル・レオニス。獅子を形作る星座の一つ、その心臓部分にあたる星であった。

			　思わず立ち止まりそれを眺めていると、先を歩いていたカーキッドも足を止めて振り返った。

			「どうした」

			　オヴェリアはカーキッドを見、そして再び夜空に目を移す。

			「焔石って何なんでしょう」

			「あん？」

			　今も胸で光を携えているその石。竜が滅びた後もその魂が宿っているかのように光り続ける石。これは本当に竜の心臓の石なのだろうか。

			　竜の命を宿す石。肉体が朽ちた後も、その魂は何かを感じ取っているのだろうか？

			「碧の焔石……竜の心臓の石」

			「って話だな」

			　カーキッドは煙草を取り出した。

			「それがどうした」

			「だったらこの石の中には……生きていた頃の竜の記憶とか想いとか、そういうのも詰まっているのかなって」

			　カーキッドは少し驚いた様子でオヴェリアを見た。

			「竜の記憶……大地を駆けた記憶、空も飛んだかもしれない。何かを守るために戦って……誰かを愛した事もあるかもしれない」

			「……竜が、か？」

			「ええ、竜だって」

			　何かを愛し、尊ぶ事があったかもしれない。

			　この石は生きた証。

			　……それは今この胸で鼓動を打っている心とて同じ。刻まれていく道がある、想いがある。

			　マルコの両親は石から竜を呼び戻そうとしていた。

			　それが本当だとして、何のためにそんな事しようとしたかはわからない。だがオヴェリアは思う。竜は恐ろしい存在だと言われてきた。国を崩壊させたとも。そんな物を迷いなく蘇らせようとしていたというのならば、マルコの両親は処刑されても仕方がない。

			　だが彼らが処刑された理由は別にあるのだ。竜を作ろうとしていた罪でも充分罪状は重いと思われるのに。あえて教会は別の理由を作った。

			　竜を蘇らせる事。そしてそれを成そうとしていた事。

			　オヴェリアはそっと胸に手を当てた。

			　──震えている。

			　それは気のせいだったかもしれない。だがオヴェリアには、石が震えているように思えた。そしてそれはまるで泣いているようだと思った。

			「竜の恋なんざ、想像もできねぇな」

			　先ほどオヴェリアが投げかけた言葉を、カーキッドはまだ考えているようだった。くゆらせた煙が夜空に溶けていく。

			　その様子を見て、少しオヴェリアは笑った。

			「竜も恋をするかもしれません」

			「んなもん、おとぎ話の世界だろ」

			「でも、カーキッドだって恋をするでしょう？」

			「……だってとは何だ、だってとは」

			「カーキッドも、今まで好きになった人くらい……」

			　いたでしょう？　そう言おうとして。オヴェリアの胸をチクリと何かが刺した。

			　──好きになった人……。

			　オヴェリアにもいた。初恋の人。

			　今その人はどこにいるのだろうか？　最後に見たのは炎の城。そして黒い鴉に抱かれて消え行く様。

			　──叔父上……。

			　そんな彼女をカーキッドはじっと見つめていたが。

			「姫君の頭ん中は平和で羨ましいな。俺は傭兵だ。戦場に愛だの恋だの持ち込んでられるか」

			　それに、と彼は言葉を濁して「俺のツレはこいつだけだ」と腰元の剣を掲げて見せた。

			　カーキッドの声で我に返ったオヴェリアは、彼と黒の剣を見て少し微笑んだ。それはカーキッドには悲しげに見えたが、それ以上何も言わなかった。

			「その剣、本当に大切にしているのね」

			「ああ、俺の命だ」

			「何かいわれのある剣なの？」

			　それはオヴェリアにとって、何気ない一言であったが。

			　カーキッドは背を向けた。煙草の煙だけが見えた。そして「ねぇよ、んなもん」と戻る返事だけが彼を示した。

			「宿に戻るぞ。明日もう一度聞き込みだ」

			「そうね」

			　オヴェリアは表情を改める。今はデュランとマルコの行方が最優先である。

			　──竜……。

			　足早に行くカーキッドの背中を追いながら彼女は思う。この旅の最終目的は黒竜の討伐。ゴルディアで目撃されたというそれを倒すために彼女はここまできた。

			　だが途中、彼女は竜の心臓だと言われる石を手にした。それを巡り異形と化した者とも会った。人の命を弄び闇の魔術を操る者、国を滅ぼすのだと言った者もいた。

			　そして今度は、竜を作ろうとしていた者の息子と会い、彼を助けるために歩いている。

			　──これは偶然なの？

			　普通に暮らす中で、竜に縁がある事などほとんどない。

			　だが今彼女の周りには、竜にまつわる物が集まり始めている。まるで見えない力に導かれているかのように。

			　竜とは一体何なのか。この先に何が待っているというのか。

			　決意した、覚悟もしている。だがオヴェリアは何となく背筋に寒気を覚えた。

			　けれども、もう一度カーキッドの背を見ると震えは止まった。大きな背中。自分の傍にはこの人がいる。

			「ねぇ、カーキッド」

			「何だ」

			「……ううん、何でもない」

			　傍にいてね、と言いかけてオヴェリアは止めた。少し恥ずかしい気がしたから。

			　でもなぜだろう。この背を見ていると安心する。

			　昔、叔父の背を見て同じ事を思った。だがその時とは違う感情のような気もする。オヴェリアにはわからない。

			　彼に傍にいて欲しいと思う、この気持ちは何なのだろうか？

			　──刻まれていく想い。

			　この心は、やがて鼓動が止むその日まで、幾つの思いを刻んでいくのだろう。そしてそれは最後にはどんな色を灯すのだろう。

			　城にいたらこんな事は思わなかった。こんな世界を見る事もなかった。それは果たして、何の意味を持つのか。

			　遠い夜空を見上げる。もう一度星を眺める。そして歩く。

			　そしてカーキッドに追いつくために走る。

			　石が震えたような気がした。

			　だからオヴェリアは胸を押さえる。大丈夫だよと言い聞かすように。

			　悲しくとも辛くとも、ぬくもりを分かち合うように。

			

	








			
			　息をする事が苦しいと思った。

			　ここは圧倒的に空気が足りない。

			　テントの中にいるのはデュランとガブリエルただ二人。先ほどまでいた騎士達は席を外した。

			　ランタンが二人の男に淡い光を与え、そして同時に影も与えている。

			「ガブリエル殿」

			　宿営用のテントは広く、天井も高かった。特に二人がいるこの場所は眠るためだけの設備ではない。連日騎士達はここに集まり何らかの議論を尽くしていた。

			　だがデュランがここに入ったのはこれが初めて。同時に、誰かと落ち着いて話すのも初めてであった。

			　会談の申し出は何度もしたが、ガブリエルがそれを拒否し続けていたのである。

			「デュラン・フランシス殿、まずは非礼を詫びる。中々時間が取れず申し訳ない」

			　騎士の目に嘘はないとデュランは判断した。

			「いえ。お忙しいところ時間を作っていただき誠にありがとうございます」

			　この二日の間に何かがあった、彼はそう見ていた。

			　レトゥの元を発ち最初の夕刻を迎えるまで、一行は北を目指した。その時はまだ向かう先に予想がついた。ガリオス山の麓にある、聖サンクトゥマリア大教会の総主教庁だ。

			　だが夜営の陣を張る直前に、道は急に西へとそれた。そこからは一路、一度も北へ向かう事なく西に向かって走り続けている。

			　しかも色々と不可解な点は多い。遅すぎるのだ。

			　馬であるにもかかわらず、行程は思ったほど伸びていない。たとえ休憩を挟んだとしても、本来ならばもっと進んでいてもおかしくない。

			　だがそれ以前に目的地がわからない。

			「単刀直入にお聞きする。我らはどこに向かっているのか？」

			　この数日思い続けていた問いをデュランはぶつけた。簡単に返答はされないだろうと踏んでいたが、意外にもガブリエルはすぐに答えた。

			「ここより少し先にあるザルツヘヴン。そこにあるドルターナ卿の城に、マルコ・アールグレイを連れて参れとの伝令を受けた次第」

			　一瞬ガブリエルの眉間にしわが寄ったが、瞬く間に消えた。「明日には着けるでしょう」と付け足し、彼は息を吐いた。

			　伝令を受けたのは急に西へと折れた昨日の夕刻か──デュランは内心唸った。

			　ミゼル・ドルターナ。現在聖サンクトゥマリア大教会においてただ一人枢機卿の座につく男である。

			　性格は温厚、柔和。教会内でも、彼こそまさしく聖人君子との評判は高い。微笑みを絶やさない彼が怒る様など想像できないと言われるくらいだ。

			　ただ彼がその笑みを消し、嘆き悲しむ所をデュランは見た事がある。西の賢者ラッセル・ファーネリアが亡くなった時である。

			　その訃報を聞いたドルターナはひどく嘆き、全教会に追悼の鐘を鳴らすように指示を出した。弟子であるデュランにも悔みの言葉を掛けた。どのような言葉であったかは覚えていないが、その顔だけは鮮明に覚えている。彼は泣いていたのだ。

			　以来、デュランの中でもドルターナに対する評価は低くない物としてここまできた。

			　だからこそ解せない事がある。

			「ガブリエル殿……今一度お聞きしいたい。マルコ・アールグレイの連行をドルターナ卿が命じたというのは誠の事か？」

			　目的地が彼の城だというのならば答えは明白だった。しかしデュランは問わずにはいられなかった。

			「ああ、事実だ」

			　ガブリエルは、マルコが名乗り出る直前にこう言った。マルコを捕らえるためならば手段を択ばぬと。それは暗黙に枢機卿がそれを許可したという事。

			「何ゆえマルコか？　確かにマルコの両親は咎人として処断を受けた。だがそれでもう終わったはず。彼らは罰せられた。これ以上幼子を捕らえて何とするつもりか？」

			　ビル・アールグレイとアンナ・アールグレイが処刑されたのは三年前。その頃マルコはまだ十にも満たない。たとえ二人の研究の一端を見ていたとしても、何ができたというのか。

			「それは私にはわからない。だが枢機卿がマルコ・アールグレイを詮議にかけると申された。私は受けた命令を遂行するのみ」

			「あの子は何も知らぬ」

			「それを判断するのは、我々ではない」

			　何を言っても騎士の目は揺るがない。

			　しばらくデュランは、ガブリエルの青い瞳を見つめた。だが結局先に折れたのはデュランの方だった。

			　神父の様子に何か思ったか、それとも幼子の姿が目に過ぎったか。ガブリエルの顔に複雑な色が灯った。

			「ただ……当初は、捕らえた後に総主教庁への帰参、そこでの聴取と聞いていた。しかし突然のザルツヘブンへの変更。隊内にも動揺はある」

			　デュランがこの数日、どれだけこの男と話す時間を求めたか。だがずっと彼は他の騎士に囲まれ、夜になれば長々と密談をしていた。その様子は確かに異様だった。

			　そしてガブリエルは続ける。

			「まして伝令が………」

			「ガブリエル殿？」

			「……いや、なんでもない」

			　ガブリエルは一つ瞬きをした。目が開くと再び、何事もなかったように曇りのない表情へと戻る。

			「ともかく、進路はザルツヘブン。それ以外にはない」

			　もう二、三聞きたい事はあったが、ここまでか、とデュランは諦める。とにかく進路はわかった。

			　テントを出ると一瞬空気が和らいだような気がしたが、やはり息苦しさは変わらなかった。

			　夜風は冷たい。一度呼吸を整えるようにデュランはそっと胸に手を当てた。

			　万年雪とも言われるガリオスの総主教庁に比べれば夏同然の気候であったが、今夜は無性に身に染みるようだった。

			　ガブリエルのテントを出るとすぐに焚き火があり、それを囲むように幾つかテントが張られている。無論今入っていた物よりは小ぶりだが、野宿とは比べようもなかった。

			　デュランもその中の一つに場所を与えられた。騎士と一緒であったが、これに関しては突然の同行にもかかわらず配慮をもらったと感謝している。

			　自身の事はともかくとして、問題はマルコである。

			　マルコのテントは、騎士が寝泊りする場所から一歩離れた所にある小ぶりの物であった。

			　問題は、そこに常に監視がついていた事である。

			「ご苦労様」

			「これはデュラン様」

			　名目は警備。だが逃亡を恐れているのは明白だった。

			「マルコと話がしたい。少し良いだろうか？」

			　監視の騎士は一瞬黙ったが、すぐに「どうぞ」と促した。デュランのマルコへの面会は、ガブリエルがすでに許可を下している。

			　ただし一度に一五分程度。移動中はその域ではない。

			「御免、私だ。入るぞ」

			　それでも、デュランが顔を覗かせると少年は僅かながらも目を輝かせた。

			「デュラン様」

			「遅くなってすまん。退屈していただろう？」

			　この旅に至るまで、デュランはマルコとほとんど話した事がなかった。カーキッドの薬を調合する時にマルコが手伝うと言った、あれくらいだ。

			　だがこの二日で二人の関係は変わった。マルコにとって、話が出来るのはデュランだけだ。

			　だが完全に心を許しているというわけでない事を、デュランは気づいていた。

			　そんな彼にデュランは精一杯微笑んだ。少年を愛した師の分も。

			「食事は？　ちゃんと食べたか？」

			　毎回デュランが最初に聞くのはそれだった。マルコは浅く頷いた。

			　デュランは少し安堵する。当初マルコは出される物に一切口を付けなかったのである。

			　そのため、ガブリエルはデュランにマルコと話す事を許した。最初は明らかにデュランが近づく事を騎士達は避けていたが、死なれるよりはいいと考えたものである。

			「あまり美味くはなかったろう。あれは北の方でよく食べられる塩漬け肉の料理だ。正直私は好かん」

			　マルコは無言でデュランを見ている。

			　テントの外で騎士が聞き耳を立てている。だが警戒するような素振りは見せたくない。マルコは敏感に感情の動きを察知する。

			　だからデュランは正直に話した。

			「今、団長のガブリエル殿と話をしてきた。明日には目的地へ到着するとの事だ」

			「……目的地？」

			「ああ。ザルツヘブンにある城へ向かうらしい」

			　その城は枢機卿の物だとガブリエルは言っていた。確かに、現枢機卿はハーランドの出身だ。

			　元々枢機卿の職に就いていたのは二人。もう一人は隣国バジリスタに近しい家柄の者が就いていた。

			　枢機卿はハーランドとバジリスタから一人ずつ就く。それは長年教会で暗黙に守られ続けてきた慣習の一つであった。

			　理由は幾つかあるが、ひとえに、教会が独立組織であり続けるためであった。

			　どこの国にも属さない永世中立の宗教組織。その根源は数百年前の大戦に至る。

			　大陸規模で起こった争い。それを鎮めたサンクトゥマリアという名の女性。彼女を崇めできたのが今の教会という組織だ。

			　発足以来、教会は大陸で勢力を拡大し、今では他に並ぶもののない唯一無二の教団となり、サンクトゥマリアを絶対神として崇めている。

			　どれほど組織が巨大になろうとも、教会は独立した立場を保っている。しかし大陸にはハーランドやバジリスタのように強大な国もある。組織の立場を守るために永世中立の協定を結んだ際、その二つの国の者を要職につける条件で、不可侵の約束を取り付けたのだ。

			　無論そんな事は公にはされていない。

			　逆にハーランドとバジリスタからすれば、教会が宗教の名を借りて暴走する事を抑えるため。そして威光を得る事が出来るという意味で、双方の利害が一致した上で枢機卿という役職は存在しているのである。

			　簡単に言えば、人質であり間者。

			　……そうして代々、両国から敬虔な信者が教会へ下り、枢機卿として母国と教会との橋渡しの役を担ってきた。

			　そしてドルターナが枢機卿になって五年。バジリスタ側の枢機卿は先任者が亡くなって二年経つが、後任は空白のままである。

			「城に着けば何か尋ねられるだろうが……出来る限り守る」

			　そのために来たのだからな、とデュランは笑って見せた。だがマルコの表情は石のように変わらなかった。

			　無口な少年はランタンを眺めた。虫がそれにたかっていたが、視線は別の彼方を見ているようだった。

			「父と母の事でしょうか」

			　声はかすれていた。水を持ってきてやればよかったとデュランは思った。

			「うむ」

			「父さんと母さんは……」

			　何か言いかけ、マルコは押し黙る。

			「ビル殿とアンナ殿の事は、私も話には聞いていた」

			　代わりに口を開いたデュランの言葉にマルコの顔がこわばったが、構わず続けた。

			「ビル殿は、類たぐい稀まれなき才能を持つ研究者。アンナ殿もそうだ」

			「……」

			「ビル・アールグレイが残した成果は計り知れない。多くの研究が教会に息づいているよ。薬草の分布や生態、動物の研究。彼の研究のがあったからこそ、今は常識となった事もある。彼は素晴らしい研究者だった。探求者と言ってもいいかもしれない。未知への探求者だ」

			　デュランを見たマルコの瞳は、今までと違う色を灯していた。

			「アンナ・アールグレイは、元々は魔術師だった。お前も知っているだろう。レトゥ殿の一番弟子だ。とてつもない事だよ。レトゥ殿にはその頃何人か弟子がいたけれども、簡単に弟子になれるというわけでもなかった。しかも彼が本当にその才能を認めていたのはアンナ殿だけだとも言われている。それだけに、彼女が魔術を捨ててまでビルの手伝いをすると言い出した時は大喧嘩になったそうだよ。教会内では〝水戦争〟呼ばれている」

			「〝水戦争〟？」

			「ああ。レトゥ殿が昔、水の賢者と呼ばれていたのは知っているか？　弟子のアンナ殿も水の魔術に秀でた術者だったそうだ。二人の言い争いの日、その地方は記録的な豪雨に見舞われた。まぁ、偶然だろうがな」

			「……」

			「私が知っているビル・アールグレイとアンナ・アールグレイは、尊敬に値する者達だ」

			　その研究成果と才能は、本当は世に謳われてもいいほどの物。彼らは偉人として名を残してもおかしくなかったのだ。

			　だが現実はそれを許さなかった。彼らは世に、最大級の罪を犯した者として知らされ、その名は貶められた。

			　確かに、本当に蟲を作ったというのならば、それは仕方がない事だったかもしれない。しかも罪状の根本にあるのは、蟲を生み出して人に害を与えようとしていた、という物だ。

			　──何のために？

			　デュランの知る限り、ビルとアンナはそういう人物ではない。会った事はない、だが……二人は研究に身を投じていた、それはひとえに、人のために役立ちたいと考えていたからだと思われた。現実に、彼らが見つけた薬草によって不治の病から救われたという者が何人もいるのだ。

			　──何かがおかしい。

			　最初に二人の事を聞いた時に感じた違和感。その後に起こったあまりにも素早い教会の対応。時間と共にその違和感をデュランは忘れかけていたが、今改めて考えてもおかしい。引っかかる。

			「……二人は素晴らしい人物だった」

			　浮かんだ思いを瞬き一つで心の底に押し込める。今のマルコにこれ以上余計な不安を増やしたくなかった。

			「お前の水の才能は……母譲りだったのだな」

			「……」

			「オヴェリア様とカーキッドに聞いた。お前は素晴らしい水の才能を持っていると。ジブソフィラの炎を消して回ったのもお前だったと」

			　町に燃え移った火を一人で消す、それは並大抵の事ではない。普通の魔術師なら力を使い果たして動けなくなっていてもおかしくない。その上彼は、カスミソウ畑の炎も消しているのだ。

			「水は難しい。それを使うには努力以上のものが必要だと言われる。持って生まれた相性に特に左右される要素だ。残念ながら私はどれだけ訓練をしても伸びなかった」

			　鍛錬では補い切れない、それは天賦の才能が成し得る技。

			　デュランの言葉に少年は俯き、

			「……同じ事を先生にも言われました。水の才能があると」

			　少年にとってレトゥがどのような存在か……デュランにはわかるような気がした。親を亡くした少年にとってレトゥは師以上の──親同然なのだろう。

			「戻る頃にはレトゥ殿の傷も治っている。お前も元気な様子で戻らねばな」

			　少年は答えなかった。だがその目が輝いた。デュランはその光を見て大きく頷いた。

			　レトゥの事を思い描くデュランの脳裏に、否が応にも一人の少女の姿が浮かぶ。

			　──オヴェリア様はあの後どうされたか……。

			　別れはあまりにも唐突であった。だが言うべき事は言い置いた。何があっても先へ進めと。

			　彼女には背負っているものがある。その荷は、少女が一人で背負うにはあまりにも酷な物であるが。

			　──頼むぞ、カーキッド

			　北へ行け。進め。行くべき道は他にはない、今はそれしかないのだ。

			「また、会えるでしょうか」

			　マルコが言った。それにデュランは、

			「また、会えるさ」

			　と答えた。

			　デュランは遠く虚空を眺めた。

			　そして不安そうに自分を見るマルコに、もう一度優しく笑みを浮かべて見せた。

			「……そろそろ時間だ」

			　外の騎士から声が掛かったのは、それからもう少し後。面会の規定時間を倍ほど過ぎた頃だった。

			　時間が回っていたのはわかっていた。だが騎士の声に苛立ちのような物はなかった。やはり騎士の中にもこのようなやり方に疑問を感じている者はいる様子。

			「そろそろ行く。ゆっくり眠れ」

			　デュランは微笑み、腰を上げた。

			「いつもありがとうございます、デュラン様」

			「気にするな」

			　改めてもう一度、念を押すようにデュランは今後の動きを話した。西へ向かう、明日には着く。その後の事は何があっても自分が守る、だから今は力を蓄えておくようにと。

			「総主教庁に行くよりはずっと近い。良かったと思うべきだろう」

			　その時ふと、マルコは思い出したように呟いた。

			「そう言えば、デュラン様。カラスも手紙を運ぶのですね」

			　腰を上げかけていたデュランの動きが、ピタリと止まった。

			「……何？」

			「え？」

			　デュランの気配が一瞬にして変わる。

			「今……何と言った？」

			　言ってはいけない事を言ったのだとマルコは慌てた。それほどに、振り返ったデュランの形相は一転していた。

			「あの……昨日、兵士の人達が話しているのを聞いて……」

			　言ってはいけなかった──否、真実は逆である。

			　この一言があったからこそ。

			「昨日、黒いカラスが手紙をくくりつけて飛んできたって」

			「鴉……」

			「それで……手紙を取った途端、そのカラスは燃えて消えたそうです」

			　反流する事となる、一矢の鏑矢こうし。

            

			「時間は守っていただかねば困ります」

			　テントの外で騎士に軽く小言を言われたが、デュランは「すまん」とだけ言って足早にその場を去った。

			　喉が渇いた。だが水を飲もうという気になれなかった。

			　ただ心臓の早鐘が痛いほどだった。

			　デュランはたむろする騎士達の姿を捉え、最後に、闇に向かってポツリと一言漏らした。

			

			　　　　　　　

			

			　明け方というにはまだ早い、まして夜中というには朝に近い、そんな刻限であった。

			　デュランはそっとテントを抜け出た。

			　……思えば昨晩の夢はひどかった。何かに食われるような夢だった。それが何かはっきりとは覚えていないが、デュランは悪夢に跳ねるように起きた。

			　幸い悲鳴を上げる事まではなかったようで、同じテントの騎士は眠っていたので安堵した。

			　それから夢の事は忘れてしまっていたが、今更ながら思い出す。あれは予兆ではなかったかと。

			　そして恐らくこの息苦しさ、背中を這うように走る悪寒も。

			　……同じテントにいた騎士は、見回りから戻るとすぐに眠りに落ちた。

			　騎士は深夜、交代で見回りに立っている。注意して見ていたわけではなかったが、おおよそ三時間交代。場所も大体把握済みである。

			　テントに囲まれた中央の焚き火は完全に色を失っている。硝煙の臭いが微かに鼻を掠めた。風は湿っぽい。

			　焚き火の向こうに騎士が座り込んでいた。見張りだろうが、うたた寝をしていては意味を成さない。その間にテントの裏へと身を隠す。

			　荷物はすべて持ってきた。背には愛用の弓矢もある。

			　──問題はマルコか。

			　もう今夜しかないと思った。

			　ここに至るまでに、マルコを連れて逃げる事は常にデュランの頭の片隅にあった。

			　だがそれをしなかったのは、思ったほど騎士達の態度が厳しい物ではなかった事。マルコに対する監視の目は厳しかったが、暴力に及ぶような様子はなかった。騎士達の行動は、単純に、命令を受け連れて行くための措置として見えた。

			　そしてもう一つは、デュラン自身も知りたかったのである。マルコを連れて来いと命じた者の真意を。

			　──ドルターナ卿、

			　一体少年に何を問おうと言うのか。なぜ今、何のために？　こんなに多くの騎士まで使って。

			　記憶の中で笑う枢機卿の姿。師の不幸を前に涙を流してくれた男を、デュランは信じたいと思った。もし要らぬ詮議があったとしても、彼ならば話し合えると。あの人が幼子に無理を強いるような真似はしないと。

			　だから大人しく道を共にした。このままデュランは、マルコと共にドルターナの前に立つつもりであった。

			　だが事態は変わった。数時間前マルコが言った一言によって。デュランは逃げるという決断を下した。

			　マルコのテントの前には昼間と変わらず警備がいる。だがその頭は垂れている。

			　そっと近寄る。動く気配はない。

			　デュランがした事は一つ。労ねぎらいに渡した酒に、少し強めの眠り薬を混ぜた事。

			　念のために音を立てないように中へ忍び込み、寝入っているマルコの頬を軽く叩いた。

			　マルコはすぐに目を覚ましたが、目の前にデュランがいる事に驚いた。

			「デュ……」

			「静かに」

			　軽く口元を押さえ、デュランはマルコの耳元で囁いた。

			「行けるか？」

			　逃げるぞとは言わなかったが、マルコはさらに驚愕した。

			　少年に荷物はなかった。身一つでここまで連れてこられた。

			　外にいる騎士の様子に、一層マルコは身を硬くする。

			「死んでるの……？」

			「まさか。私が服用している物を、少々分けてやっただけだよ」

			　腰を低くしそのまま駆ける。見張りは立っていたが、デュランの方が何枚も上手だった。見事に死角をすり抜ける。

			「行こう」

			　騎士の陣を抜け出すと、二人は走った。

			　ランタンを持たない二人にとって、月の光は唯一の頼りだった。

			　そして闇は重く沈黙と共にあった。二人の地を這うような音も、反響を待たず飲み込んでしまう。

			　マルコは怯えたが、デュランは臆せず闇の中へ向かって行った。

			　彼の深い紺の衣は、今は漆黒。

			　足場も悪い。まるで泥沼の中でもがいているようだ。前に進んでいる気がしない。

			「デュラン様……ッ」

			　どれだけ走ったか、それは大した時間ではなかったが、マルコの足が限界だった。一度立ち止まり崖のくぼみにサッと身を隠す。マルコも続く。

			「デュラン様、どうして」

			　はっきり見えなくても、マルコの表情には戸惑いが浮かんでいる。デュランは軽く汗を拭った。

			「このまま東へ。とりあえず来た道を戻ろう」

			　来た道を戻っても決定的な行き場はない。だがここにいるよりはマシだ。

			　とにかく落ち着いて考えたかった。一体何が起こっているのか、起ころうとしているのか。

			　もしかしたら、とデュランは思う。すべての事象は自分の想像を遥かに超えているのかもしれないと。

			　もし、マルコが聞いた事が事実だったとしたならば──黒い鴉が手紙を運んだ、それが本当だったなら。

			「デュラン様……」

			　だが、デュランは胸の不安を吐露するわけにはいかなかった。マルコに気取られぬように笑顔を見せる。

			「すまんな。急に走らせて」

			　闇の中見えようが見えまいが関係なかった。己のためにも口元を引き上げる。

			「どうにも、もう……連中の出す食事を食べる気がしなくてな。塩辛いばかりで風味がない。もう少し料理が美味しかったら同行しなくもなかったが。それにむさ苦しい男ばかりではなく美しい女騎士でもいれば」

			「……」

			「すまん、つき合わせて。どうにも一人じゃ抜けにくくて」

			　どこかで虫の音がした。ジジとリリの中間の濁ったような音だった。

			　マルコはしばらくデュランを眺めていたが、ふと気づいた事を口にした。

			「……それって、オヴェリアさんみたいな？」

			「ん？」

			「美しい女騎士」

			「……」

			　マルコはオヴェリアの素性を知らない。彼女が白薔薇の騎士という称号を持っている事は無論。だが白い鎧をまとった姿に、デュランが言った女騎士の像は自然と彼女に当てはまった。

			　デュランは少し笑顔を崩し、「そうだな」と答えた。

			「あんな美女がいるならば、確かに、地獄まででも共をしよう」

			　デュランの言葉に、初めてマルコが笑った。

			　デュランはクシャリと少年の髪を撫ぜてやり、再び歩き出した。マルコも後に続く。

			　──どこまで行ける？

			　馬を盗むべきだったかと思ったが、それは無理だった。馬置き場にも騎士がいた。その目を盗んでマルコと共に馬を連れ出す事は不可能だった。

			　ならばとにかく走るしかない。少しでも遠く、空気に紛れるように。

			　だがデュランが本当に恐れているのは騎士達が追ってくる事ではない。

			　彼の本当の敵は闇。

			　考えたくはない。だから走る。

			　だが考えなければならない。真実を探し当てなければならない。そしてこの目で直視しなければならない。

			　……いつの間にか、虫の音が止んでいる。

			　いかなる真実とも事実とも。

			　……その代わりに聞こえたのは。

			　目の前に立ちふさがるのならば、

			　……鴉。

			「ヒェッヘッヘッヘ」

			　闇の中から唐突に、笑い声が降ってきた。

			　初めは心が疑うほどに遠く。そして次に聞こえてきた時には、耳元。

			「──!!」

			　突然の声にマルコが驚いて転がる。それと同時にデュランは術を解き放っていた。

			「ディア・サンクトゥス!!」

			　闇の中、護符が赤い光をまとって虚空へ飛ぶ。

			　だがそれも唐突に消える。

			　食われたと思った。食ったのは闇だ。

			「ヒェッヘッヘ………」

			　また声は遠ざかる。デュランは再び腕を構える。

			「マルコ!!　大丈夫かッ!!」

			「は、はい」

			「私から離れるな!!　絶対だ!!」

			　足場を固める。石がごろつく。ここでは転がっただけで皮膚が軽く裂けそうだ。

			　だが問題はそこではない、その程度ならば上々。憂慮すべきは、生きてここを抜けられるかどうか。

			「やはりお前か」

			　首筋を流れた汗を拭く余裕はない。

			　見据える闇が揺らめいた──違う、そうじゃない。

			　──闇の中に、一層の闇がある。

			「ギル・ティモ……ッ!!」

			　デュランの怒声にまた、闇が笑った。

			「このような場所で、お前に見まみえるとはの？」

			「……こちらの台詞だ」

			「ヒッヒ、童わっぱは眠る時間じゃ」

			　小馬鹿にしたようなその声に、デュランも顔に笑みを浮かべた。

			「その安寧を脅かすのは誰だ」

			　一呼吸の間。そして末に。

			「ああ、わしか」

			　闇の中に、三日月が浮かんだ。

			　それが笑ったギル・ティモの口元だと知れたのは、すぐの事であった。

			　マルコが小さく悲鳴を上げた。それを打ち消すように、デュランは声を張り上げた。

			「なぜお前がここにいる」

			　──鴉を使う術者など、他には知らぬ。

			　禍々しきものとして、特に聖職者の間でそれは忌み嫌われてきた。

			　だがただ一人、好んでそれを使っていた人物がいる。

			　魔導師、ギル・ティモ。

			　彼の名が、後に決定的になる以前より、男の周りにはいつも鴉が張り付いていた。

			　デュランは眉間に深く深くしわを刻み込んだ。

			「……答えろ、なぜお前が」

			　進路を変えたのは昨日の夕刻。鴉が書を届けた、その末の結果。

			「なぜ？　なぜじゃろうなぁ??」

			　さも面白そうにギル・ティモは歯を剥いた。

			　──決まり切っている。

			　否、結論を出すには早すぎる。

			　──やはり進路は西のまま。

			　行くべきだったか？　あの人の所へ。

			　だが今となってはもう走り出した。

			　デュランは腕を構える。

			「立ち塞がるならば、容赦はせぬ」

			「ヒャハハハッッ!!」

			　大声で笑うと同時に闇の中に輪郭が浮かぶ。全身をすっぽりと覆うマントが、生き物のようにたなびき舞った。

			「その目、よう似ておる。西の賢者の弟子、デュラン・フランシス」

			　ドクンと、一層心臓が跳ねた。

			　懐かしや、懐かしや──歌うような口ぶりは、右へ左へと抜けていく。

			「お前に会ったあの日からずっと考えておった。ラッセル・ファーネリア。あの時の事を忘れておった自分が何とも不思議。あれほど甘美な瞬間を」

			「忘れていた……？」

			　グツグツと煮える。これは何だ？

			「俺は忘れた事は、ない」

			　一瞬たりとも。

			　体も心も魂も、生けるすべてを懸けて──あの日からデュランは誓い続けている。

			　……マルコはデュランの異変を感じている。いつも冷静で笑みを絶やさぬ神父が、今。

			「俺はお前に、ずっと、会いたかった」

			「ほうほう？　わしにか」

			「ああ」

			　忘れるなんてできなかったさ、と呟き、デュランはその口元を真一文字に結んだ。

			　ギル・ティモはデュランが何を言おうとしているかちゃんとわかっていた。それでも問うのだ。

			「何故ぞ？」

			　──絶対に。

			「お前は、俺が殺す」

			　ギル・ティモは笑わなかった。その代わりに口元の歪みがいびつな曲線を描いた。

			「師の仇か」

			　返事はしない。

			「そうじゃそうじゃ。……ラッセル・ファーネリア。あの男のう？　いたのう確か、娘が一人」

			　デュランの魂がいよいよ燃えて。

			「そうじゃそうじゃ。ヒッヒッヒ……そうじゃったわ。あの娘、何日もった？」

			　弾けて飛んだ。

			「ディア・サンクトゥス!!」

			「ヒヒヒ！」

			　腕を一閃。デュランの技を、ギル・ティモは笑いながら消し去る。

			　姿が消える。詠唱を始める、辺りへ五感を走らせる。

			　だが、今デュランは決定的に不利である。

			　……まず第一に、庇うべき者がいる事。

			「фбшыёюип」

			　何が飛び来たかはわからない。だが瞬間全身に切り裂かれたような痛みが走った。

			　……第二に、視界が悪い事。

			　その痛みに我に帰る。首を巡らせ姿を追いかける。

			　空間の揺らぎが見える。見えた瞬間に放っていては遅いのはわかっている。無論、護符はただ消えていく。

			　……第三に、辺りを取り巻いていたのが、闇だったという事。

			「どうしたどうした？」

			　右手から何かが飛び来る。咄嗟、デュランはマルコを押し飛ばした。その場に無数の刃が突き刺さる。

			「ぐはッ」

			「デュラン様ッ!!」

			　いや刃なんかない。幻覚だ。

			　だが感覚がそうは思わせてくれない。ふらついた足元から、今度は突き上げるように風が刃となって押し寄せた。

			　避けきれない。だが懸命に、マルコだけはと身に隠す。

			「ラウナ、サンクトゥス……」

			　少年を背に回し、詠唱を始めたその刹那。

			「──ッ」

			　口の中に何かが押し寄せた。

			　鼻は塞がれていない。だが口の中から喉を塞がれた感触に、デュランは目を見開き首を押さえた。

			　──声が。

			　術者が喉を塞がれたら終わり。言葉、音。言うなればすべての術における引鉄ひきがね。

			　術者の限界がそこにある。

			「無様無様」

			　ギル・ティモの声は、刃の風によって消し去られた。

			　言葉をなくしたデュランに、術を防ぐすべはなく。

			「デュラン様ッ!!」

			　血を吹き倒れた男に駆け寄り、マルコは耳元で叫んだ。

			「誠まことに、哀れ」

			　マルコは懐から白墨を取り出した。これだけは肌身離さず持っていた。

			　震える手で白墨を走らせようとして彼は愕然とする。地面に転がる無数の石粒、そこには書けない。書けなければ彼の力は発動しない。

			「聖魔術の限界」

			　闇は砕けんよ、と独り言のように言いながら、ギル・ティモが近づいてくる。今ははっきりとその姿が見えていた。

			　デュランはその様をじっと睨んだ。息が荒ぶる、流れているのが汗なのか血なのかわからない。

			　だが彼は、背中に手をやった。

			「なぜお前の師が死んだか。なぜこの世の誰も、わしには敵わぬか」

			　背に抱えた弓を取り、矢を引き抜く。

			　魔術師が声をなくせばそれで終わり──だからデュランは弓を持つ。

			「ほう？　そんな物でわしが射抜けるか？」

			　そしてもし彼の口が利けたなら、デュランはこう言ったであろう。

			　師が最初に自分に教えたのは魔術じゃない。弓の打ち方だと。

			　立て続けに四本打った。矢は見事にまっすぐギル・ティモへと向かった。だがすべて、見えない壁によって叩き潰された。

			　五本目の矢を番える。込める願いは一つだけ。

			　──射抜け。

			　一念の元に放たれたそれは、風となって空気を切り裂き。

			　だが叩き潰すのにも飽きたかのように、ギル・ティモはすんなりと避けた。

			　闇へと飛んで行く。その姿を見届ける事もせず。

			　次の瞬間、ギル・ティモはデュランの真正面に現れ喉元に手を当てた。

			　当てているのは手だ。だが、

			「一枚」

			　その指がスッと左右に動くだけで、デュランの首の皮が薄く裂けた。

			「二枚目は血管を巻き込む。血が噴き出す」

			　デュランは動かなかった。

			「残念じゃの」

			　目の前にいるのが人なのか闇なのか。ただ、デュランは決して目をそらさなかった。

			　体中が痛む。マルコが泣いている。抗おうにも足さえ動かない。

			　そんな彼にギル・ティモは心底不思議そうに尋ねる。

			「一つ聞く。のう？　お前は使えるのだろう？」

			「……」

			「なのになぜその術を使う？　なぜ使わぬ？　わしを射抜くために必要な物が何なのか、もう答えは見ているだろうに」

			「……」

			「お前の師が生み出した聖魔術、それでわしを仕留めるのが誇りとでも言うか？」

			「……」

			　喉に詰まっていた物はなくなった。息が通る。だがデュランは答えなかった。

			「少し惜しいが」

			　これにて別れか。

			　ギル・ティモの手が一端離れ。やがて青い光を放ち、デュランの喉元を目掛け振り下ろされる。

			　だがその時ギル・ティモは顔を上げた。

			　馬だ。

			　押し寄せる馬脚の音は、デュランの耳にも届いた。

			「待たれよ!!」

			　聞こえたのは、威厳持つ団長の声。

			「その二人は、我らの客人」

			「ヒヒヒ」

			「……これは、八咫やた殿」

			　八咫──神の使いの鴉かと、デュランはもうろうとする意識の中思った。

			「二人をお渡し願いたい」

			

	








			
			「ホッホ、こいつは意に逆らい逃亡を謀はかった罪人ぞ？」

			「……そのようですな」

			　ギル・ティモを見据えるデュランには、ガブリエルの表情はわからない。どの道この闇だ。振り返っても見えはしまい。

			「ならばこの場でわしが処刑しても、よいな？」

			　しかしガブリエルは首を横に振った。

			「デュラン殿も連れて行きます」

			「何と？」

			「我らに彼の罪に対する罰を決定する権利はない。マルコ・アールグレイと共にドルターナ様の裁断を受けるべきかと存ずる」

			「どの道同じ事じゃ」

			「彼はアイレン会所属と名乗った。この場での処断は出来ませぬ」

			　──いつか。

			「お放しください、八咫殿」

			「……ッ」

			　八咫が舌打ちした瞬間、デュランは地面に崩れ落ちた。

			　ガブリエルが馬から飛び降り、慌てて駆け寄る。名を呼ぶと薄目を開けてニヤリと笑った。

			「愚かな事をしたな」とデュランに向けガブリエルは言ったが、抱え上げられながらデュランは思う。

			　──いつか、今日俺を仕留めなかった事を──。

			　マルコが泣いている。

			　大丈夫だと言ってやりたいが、それより先に意識が落ちた。

			　そして意識が落ちる直前に気づく。昨晩の悪夢、食われたのは闇だった。

			　もう一度食われ、初めてそれを知る。

			

	








			
			　母さんは、笑っていた。

			　すぐに戻るから、いい子にしててねと。

			　あの時母さんは思ったのだろうか？　二度とここには帰れないと。僕らはもう会う事はできないと。

			　あの日から僕は、わからなくなった。

			　父さんと母さんは蟲を作ったのだと言われた。だから捕まえると言われた。

			　そんなの嘘だ。誰もそんな事していない。

			　叫ぶべきだった。でも、できなかった。

			　あの時は、二人共すぐに戻ってくると信じていた。だって何もしていないのだから。

			　町の人達に何を言われようとも気にならなかった。そんな事あり得ないから。

			　けれども。

			　……数日後、町は蟲に襲われた。

			　火が廻るのはあっという間だった。

			　僕は二人の名前を呼び続けた。

			　だけど、答えてはくれなかった。

			　蟲は怖かった、死ぬ事も恐ろしかった。

			　でも一番怖かったのは、一人になる事だった。

			　……父さんと母さんは帰ってこなかった。

			　代わりに、知らないお爺さんが僕の所に来た。

			　お爺さんは泣いていた。僕を抱いてずっと、泣き続けた。

			　そしてお爺さんは、僕の手を取って歩き出した。

			　その手はとても温かくて、ぬくもりは今でも手に残ってる。

			　父さんの最後の言葉を聞かされたのはそれから少し経ってからだったけれども。

			　それを聞いた時は、もう、僕はわからなかった。

			　聞きたくないと思った。何も思い出したくない。痛い、痛い。もう聞きたくない。

			　父さんと母さんがどうだったとか、僕が知らない二人の事……そんな事聞かされたって、結局二人は戻ってこない。

			

			　　　　　　　

			

			　……目を開けても、暗かった。

			　石畳の上で抱いた膝を見つめたまま、また一人だとマルコは思った。

			　僕はまた、一人ぼっちだと。

			「先生……」

			　あの時に戻ったのだと思た。

			　一人ぼっちになったあの日に──。

			

			　　　　　　　

			

			　神聖騎士団団長ガブリエル・ヴィンガーの元に伝令が届いたのは、昼を過ぎた頃だった。

			「すぐ行く」

			　書き物を中断しすぐに部屋を出る。

			　ガブリエルは急ぎ、回廊を渡った。その後ろに三人の側近が足早に続く。

			「ヴィンガー団長、こちらです」

			　角を曲がるとすぐ別の騎士が現れ、先導に立つ。

			　軍靴の速度は落とさずその背を追いながら、ガブリエルはこの数日の事を頭に過ぎらせた。

			　そして考えがまとまらないままに、目的の部屋へとたどり着く。

			　全員が彼を見る。ガブリエルは黙って頷いた。

			　腹をくくるしかないか。そう思い目を閉じた。

			「ガブリエル・ヴィンガー団長がお見えです」

			「入れ」

			「──失礼します」

			　重い。

			　扉も開く音も、そしてガブリエル自身の心も。

			　だが足は動く、幸か不幸か痛む事もなく。

			　部下を待たせ、一人で中へ入る。部屋に入ったガブリエルが最初に見たのは光だった。

			　薄暗い城内を歩いてきたせいか、しばらく目が利かなかった。それほど眩まばゆい光だった。

			　それは、室内にある大きな窓から溢れる光。

			　その前にいる男の姿が、影のように浮かび上がるまでに少し時間がかかった。

			「ヴィンガー、ご苦労だった」

			　ようやく目が慣れてきた頃、それを待っていたかのように影の主が言った。

			　この声には覚えがある。無論、惑う事なき主の声。

			　枢機卿ミゼル・ドルターナ。

			　ガブリエルは目を伏せ胸に手を当てた。目を閉じても視界はまだ白かった。

			「しかしまさか、猊下げいかが自らおいでとは」

			　声に若干戸惑いが出た。一瞬それにガブリエルは焦りを感じたが、ドルターナは笑って流した。

			「近くまで来ていた。急の変更すまんな」

			「いえ」

			　声はいつもと同じ。微笑みが含まれている。だが不安を覚えるのは、逆光で顔が見えないからか。

			　明るすぎる室内は、逆にガブリエルに影を落とす。

			「それで問題の子供は？」

			　光の前に座していた黒い影の気配がスッと変わった。

			「会おう」

			「マルコ・アールグレイは南塔におります」

			「そうか」

			「その前に……猊下」

			　ようやく見えてきた主の輪郭に向かって、知らずガブリエルは拳を握り締めた。

			「マルコ・アールグレイに会う前に、会っていただきたい者がおります」

			　影は答えなかった。沈黙を嫌い、ガブリエルは急ぎ続けた。

			「猊下にお話したい事があると。できれば、マルコ・アールグレイを尋問する前に面会したいとその者は申しております」

			「……デュラン・フランシスか」

			　出てきたその名にガブリエルは驚愕した。

			　ドルターナは答える。

			「聞いている。アールグレイの息子と共について参ったそうだな」

			　ドルターナにデュランの事を話した人物がいるとすれば、心当たりは一人しかいない。

			「そして彼はここへ至る途中で、アールグレイの息子を連れ逃亡を謀ったと」

			「……はい」

			「それで？　今どうしている」

			「地下牢に閉じ込めてあります」

			　しかし猊下、と言葉を続けようとして。それより先にドルターナの方が立ち上がった。

			「デュラン・フランシス……彼の事をお前は知っているか？」

			　ガブリエルは一瞬躊躇ったが、「名前だけならば」と答えた。

			「破壊僧デュラン」

			「その通り名が有名か」

			　だがそれよりももっと、彼の事を語る上で外せない事は。

			「西の賢者ラッセル・ファーネリア様のただ一人の弟子であったと聞きます」

			　ドルターナは含み笑い、窓に向かい背を向けた。

			「デュラン・フランシス……西の賢者の弟子。そしてその最期に居合わせた男。今はアイレン会に席を置いている」

			　それは、教会の中でも最高の術師が位置する場所。

			　そもそも教会には、教えを説き人々を導くといった活動の他に三つの会派が存在する。

			　一つ目は学問を究める者が集う会派。教会が保存する様々な書物を紐解き、その管理と維持、研究を発展させ新たな物を生み出す事を目的とする者が所属する所。

			　二つ目は腕を磨き鍛え、神のために剣を取る者が集う会派。神聖騎士団がそこに属し、それ以外にも七つの大きな騎士団が存在する。彼らは教会の盾となり神に命を捧げる覚悟を持って日々励んでいる。

			　そして三つ目が魔術師の会派。

			　教会が保有する幾多の魔術書を使い、常に彼らは魔術を使える者を養成している。魔術には相性があり、鍛錬すれば全員が使えるというわけではない。だけに、非常に貴重な存在である。

			　ハーランド国も魔術師による特別師団を保有はしているが、その規模は教会の比ではない。訓練施設、そして養成の体制が格段に違うのである。ハーランド国の師団に属していても、出身は教会の訓練所という者が圧倒的だ。

			　その魔術師の会の中にも、称号により上下は分けられる。

			　魔術師の上を行く魔導師、そして賢者。

			　その中でアイレン会と呼ばれる会派は更に特別とされていた。教皇の直結として選ばれた者達、魔術を扱う者としては最高の地位とも呼べる場所なのだ。

			　だからガブリエルは、デュランに止めを刺そうとするその手を止めた。教皇は教会で一番の存在、現在聖母サンクトゥマリアに一番近いとされる者だ。その直属たるアイレン会に属する彼の生死を、こんな場所で決める事などできないと判断したためだった。それ以上の考えはあの場ではなかった。

			「お前の判断は間違っていない」

			　ガブリエルの心を覗き見たかのようにドルターナは言った。

			「アイレン会に属する者を、何の詮議もなしに処刑というわけにはいかない」

			「猊下」

			「だが……私も信じられない。まさか彼が、そのような事をするとは」

			　デュランは、マルコ連行の指示をしたのが枢機卿だと知っている。

			　だが彼は逃げた。それもガブリエルと会談を果たした数時間後だ。あの時のデュランにそんな兆候はなかった。

			　──俺の目が浅はかだったのか？

			　だがもっと不可解だったのは、捕らえた彼が言った言葉。

			　逃亡に気づき慌てて馬を走らせた結果、デュランは死の一歩手前まで追い詰められていた。

			　慌てて駆けつけたガブリエルが身を起こすと、彼の姿を認めたデュランは朦朧とした意識の中言ったのである。マルコを頼むと。

			　逃げてきたその相手に向かってだ。

			　……逃亡前夜、ガブリエルに会った直後にデュランはマルコのテントに行っている。見張りの騎士はその会話を聞いていたが、特におかしな点はなかったと言っていた。

			　だがテントを出た彼の様子はいつもと違っていた。

			　デュランは常に笑みをたたえていた。それが、いつになく動揺している様子だったと。

			　彼がテントで直前にしていた会話が。

			　──鴉の伝書。

			　確かに枢機卿からの伝令を運んできたのは一羽の黒い鴉だった。

			　あれは魔術だった。そしてガブリエルは知っている、ドルターナの傍にいる鴉を使う輩やから。そしてあの夜、デュランを死に際まで追い詰めていたのもその男。

			　──八咫……。

			　ガブリエルはその事をドルターナに告げようか迷った。だが彼が悩んでいる間にも、ドルターナは深いため息を吐いた。

			「わかった、会おう。だがまずはマルコ・アールグレイの尋問が先だ」

			　言い、歩き出そうとした彼をガブリエルは慌てて止めた。

			「猊下、先にデュラン・フランシスに会っては……いただけませんか？」

			　言ってから自分でも驚く。本来ならばこのような事を言える立場ではない。枢機卿は教皇に次ぐ存在、対しガブリエルは一師団の団長である。

			　だが言ってしまった以上、もう戻れない。

			「なぜだ」

			「本人たっての希望です」

			「……」

			「マルコより先にお話ししたい事があると、くれぐれもと願い出ております。猊下」

			　……デュランは一命を取り留めた。だが以来何も語らない。

			　ガブリエルは自分でも不思議だった。彼自身も迷う所があったのだ。

			　──デュランは猊下にしか語らない。

			　それが何なのかはわからない。だが、今の彼の様子を見れば願い出る他なかった。

			　それはガブリエルに長年培われてきた騎士道に因る。

			　ドルターナは、今は輪郭ではなくはっきりと顔がわかる所に立っていた。雲が隠したか、逆光がにわかに緩んだ。

			「……デュラン・フランシスか」

			「猊下」

			「……わかった、行こう」

			　その声も顔もガブリエルのよく知るそれだ。

			　──何が不安だ？

			　ドルターナが部屋を出る、ガブリエルは後ろに続いた。

			　室内を思えばあまりにも廊下は暗かった。今度は逆に闇に何も見えなくなるようだった。

			　そしてそんな廊下よりも一層暗い場所に、デュランはいる。

			　この城はドルターナの物だが、実際に彼自身が地下牢まで赴いた事は今まで一度もなかった。まして彼は枢機卿、それ以前も教会に身を置いていた。この城に来る事すら今では数える程度しかない。

			　その彼が、地下へと進む。

			　……ガブリエルが見つけた時、デュランは満身創痍の変わり果てた姿となっていた。

			　手当ては早かった。だが……何より、傷はどれも急所を僅かに外してあった。

			　まるで、わざとそうされたかのように。

			　首筋にできた一本の傷は見事に皮一枚だけを切り裂かれていた。そんな事、普通では到底できない。

			　傷を見てガブリエルは正直に思った、これは弄もてあそばれていると。

			　これを成した人物は楽しんでいる──人が苦しむ様を。

			　……命は取り留めた。そしてガブリエルは彼をこの城の一番奥に閉じ込めた。

			　見張りに騎士が立っている。枢機卿と共にきた兵士ではない、念のためにと、ガブリエルが指示を出し部下を立てた。

			　迷うような構造ではない、シンプルな造りだ。入り口から内部は一本道になっている。

			　だがその間にも一人、そして直接の見張りも一人。

			　内部は漆黒ではないが、昼の光は一切入らない。松明たいまつが消えれば一切の漆黒が落ちるだろう。

			　そこにデュランはいた。

			「顔を上げろ、デュラン・フランシス。枢機卿がお見えだ」

			　格子の向こうには一つ寝台がある。その上に男は胡坐を掻いて座っている。その姿は眠っているようにも見えた。

			　だがその双眸はガブリエルの声と同時に見開かれた。

			　そして彼は顔を上げた。その首にも顔にも、そして全身に白い布が巻きつけられていた。

			「久しいな、デュラン」

			「枢機卿……」

			　掠れて聞こえぬほどの音をも拾う、ここはそんな静寂の間であった。

			　寝台の上に、座を正す。

			「デュラン・フランシス……聞き間違いかと思っていた」

			　待っていた、この時を。

			「だがやはりそなたであったか。……このような再会を残念に思う」

			　ここはカビ臭いが、まだマシだとデュランは思った。

			　格子の向こうに立っているのは、枢機卿ミゼル・ドルターナ。横にいるのは神聖騎士団団長ガブリエル・ヴィンガー。

			　ガブリエルは複雑な表情でデュランを見つめている。礼を言いたいとデュランは思ったが、今は他に優先させなければならない事がある。

			「ご無沙汰しております、ドルターナ卿」

			　口がうまく動かない。頬に当てた布のせいだ。だが精一杯デュランは笑って見せた。

			　垂れ目の彼が笑えば一層笑みは深くなり、ドルターナでさえもその笑顔に一時、場所も置かれた状況もすべて忘れた。彼の笑顔にはそうした力があった。

			　そしてそれを、デュラン自身がよく知っていた。

			　この顔が彼はずっと嫌いだった。

			　だが笑おうと思った。いつも笑っていようと思った。

			　──あの日から。

			　残酷な運命により大切なものを失って、もう、自分の心から何もなくなったと感じたあの日から。

			　彼は笑みを浮かべた。自らを欺くために。

			「お元気そうで何よりです。総主教庁の皆さまは息災でございますか？」

			「ああ……変わりない」

			「それは良かった。……ガリオスは今時分、雪が降っておるのでしょうな」

			　一面の白の世界。その清浄の白がデュランは苦手だった。

			　もはやあの白は自分にはそぐわぬ。そう感じ今日まできた。

			「デュラン・フランシス……前置きはよい」

			　デュランは言葉を止め、「左様でございますな」と言った。

			「私に言いたい事があるか」

			「はい。ございます」

			　ここでようやくデュランはガブリエルを向いて一つ頷いた。それには感謝と同時にもう一つの意味が含まれていた。

			　席を外してほしいと。

			「……」

			　それに対しガブリエルは動かなかった。ただ小さく首を横に振った。

			　一時デュランはそれを見ていたが、諦めたように二度頷いた。

			「マルコ・アールグレイの件です」

			　ならば行こう、このまま。

			「デュラン……アールグレイの息子を連れて逃亡を謀ったと聞いた。事実か？」

			「ええ、事実です」

			「なぜだ、デュラン。申し開きがあるなら聞く」

			「それより先に、枢機卿にお尋ねしたい事が」

			　闇の中、彼は目に光をたたえている。

			「マルコ・アールグレイに何をお尋ねになるつもりでしょうか？」

			　この人は恩人だと、デュランは思っていた。

			　だがもう退ひけない。戻れない。

			「何をとは？　決まっているであろう」

			「アールグレイ夫妻が犯した罪に関する事、ですか？」

			「ああ、そうだ」

			「夫妻の処刑からもう三年。いささか間が開きすぎていると思われますが」

			「行方がわからなかったからだ。水の賢者が共に姿を隠した。ようやく所在が掴めたゆえに今となった。それがどうした？」

			　ドルターナの表情に変化はない。だがそれはデュランも同じ。

			「だとしても、今更あの子に何を問うつもりですか？」

			「……何が言いたい、デュラン・フランシス」

			「事の真偽でございます、猊下」

			「真偽？」

			　デュランは瞬きもせず続ける。

			「アールグレイ夫妻は蟲を作ったと言われている。三年前、初めて蟲が発見された時より現在、その生態はほとんど解明されていない。繭のような卵から孵化する事、火により凶暴化する事くらいです。どのように発生し、何が決定的な弱点となるのかもわからないままに」

			　町は襲われ、人が食われ、ただ命が無碍むげに失われていく。

			「だからこそ、だ」

			　ドルターナの眉間に初めてしわが寄った。

			「解明は急務」

			「……ゆえにマルコに？」

			「そうだ」

			「それは真でございますか？」

			　デュランはじっとドルターナを見た。

			「仮にアールグレイ夫妻が蟲を作っていたとしても、あの子が何を知っているというのですか？」

			「……」

			「今それを成すならば、なぜ軽率にアールグレイ夫妻を処刑された？」

			　視線は一切外さない。ただドルターナの様子とその瞳を、奥の奥まで見透かそうとするかのように。

			「マルコに蟲の何たるかなど、わかるわけがない」

			「それは私が判断する」

			「いえ、無理だ。あなただってそれはわかっているはずだ」

			　デュランは気配を研ぎ澄ませた。

			　だから一層、煽り立てる。

			「マルコからは、何も得られない」

			「……私が判断すると言うておる」

			　聖人君子と謳われる枢機卿の気配が明らかに曇りを見せ始めた。

			「お前の言いたい事はそれか、デュラン」

			　ドルターナの言葉から、会話を終わらせようとする色が見え始めた。

			　だが構わず一層、声を増しデュランは続けた。

			「なぜ蟲の解明を前にアールグレイ夫妻を処刑したのか、ずっとおかしいと思ってきた……何か引っかかると思って参りましたが」

			　……デュランはこれまで見てきた。〝あの男〟に関わった者がどうなっていったか。

			　最初はレイザラン。領主はその男によって獣とされ、赤子には呪いがかけられた。

			　次はフォルスト。人々は死を陵辱され、領主もまた同じように命を弄ばれた。

			　共通するのは、恐ろしき魔導師の存在。

			　そしてその魔導師が今傍にいるのは、

			「アールグレイ夫妻を簡単に処刑したのは……本当は、原因が蟲ではなかったからではないのですか？」

			「──」

			　ドルターナとガブリエルの顔色が変わる。

			「何を言っている、デュラン」

			「二人の死の真相は別にある、違いますか？　二人に問うような事はない、だから即座に始末した」

			「デュラン・フランシス」

			「むしろあの当時二人には一刻も早く消えて欲しい理由があった。だが二人を軽率に処刑した事により、同時に闇に消えてしまった何かしらの事が今になって必要になった。だから二人の忘れ形見であるマルコに問いただそうとしている」

			「……」

			「改めて問います、マルコに何をお尋ねになるつもりか？」

			「お前には関係ない」

			　そしてデュランにはわかる。もしもそこに闇の魔術が関わっているというのならば、その気配は隠し通せない。必ずどこかしらに出いずるから。

			「いいや関係ある。だから問うているのです」

			　そう言い、デュランは腕をかざした。包帯が巻き締められたその腕には、確かに護符が一枚握られていた。

			　向けるのは、枢機卿ミゼル・ドルターナ。

			「答えられよ。あなたは何を成そうとしている」

			「控えよ、デュラン殿!!」

			　驚きガブリエルが二人の間に入ろうとしたが、それをドルターナが制した。

			「……そなたには関係ない」

			「あなたはあの日、涙をくれた」

			　岩肌に、デュランの声が一瞬響いた。

			「あれは嘘か」

			「……何の事だ」

			「マルコ・アールグレイを使って何を成そうとする」

			　いや、とデュランは一つ視線を外した。

			「マルコではない、鴉だ」

			「……」

			「ドルターナ卿ッ……!!」

			　デュランは叫んだ。ドルターナは身じろぎ一つしなかった。ガブリエルも剣の柄に手をかけたまま動かなかった。

			「……亡き両親が何を成していたか。共に生活し、何を見てきたのか。問いただすはその一点」

			　最終的にドルターナから口をついて出たのは、静かな調べのような声だった。

			「避けては通れない。問わねば終わりも始まりもせぬ。これは人と世のためでもある」

			「……」

			「残念だ、デュラン・フランシス」

			　それだけ言い、ドルターナは彼に背を向けた。

			「ドルターナ卿!!」

			　その背中にデュランは叫ぶ。

			「それを、我が師の前でも言えますか!?」

			「……」

			　答える者はいなかった。

			　二人が消えてもしばらく、デュランは腕を下ろさなかった。

			　再び辺りに落ちた沈黙と闇の中にもまだ何かを見ようとしているかのように、デュランは虚空を睨み続けた。

			

			　　　　　　　

			

			「申し訳ありません、猊下」

			　牢を出るとすぐ、ガブリエルは深々と頭こうべを垂れた。

			「私が面会を願い出たばかりに、あのような」

			「……よい、お前が気にする事ではない」

			　笑って答えるが、そこにガブリエルは違和感を覚えた。

			「猊下」

			「すまん、少し庭を歩く」

			　一人にしてくれ、とガブリエルはもちろん他の兵士にも言う。

			　そのままドルターナは庭へと歩み出た。

			　花が色とりどりに咲いている。ドルターナがこの城に来る事は滅多にないが、それでも、城の手入れは行き届かせていた。

			　一人庭を歩いて行くと、やがて小さな池にたどり着いた。覗けば魚が泳いでいる。

			　水面に花が浮かんでいる。その花は睡蓮。ドルターナ家のハーランドにおける紋章の花であった。

			　それを眺め、ドルターナは息を吐いた。

			　彼はドルターナ家の四男だった。だから家を継ぐ事はないと、幼き頃より教会に身を置いた。

			　だが奇しくも兄三人は亡くなった。

			　両親も同じく。だから彼がドルターナ家を継ぐ事になった。

			「……」

			　運命とは数奇。誰がそんな事思っていたか。両親と兄三人……揃って同じ病で倒れるなどと。

			　だが彼はそうなる事をずっと昔から予期していた気がした。だから彼は早くにこの家を出た。

			　なぜならば。

			「睡蓮の花言葉は、〝清純な心〟でしたか」

			　声は、不意に降って来た。

			「そしてもう一つ。〝滅亡〟」

			「……」

			　だがドルターナは大して驚いた様子もなく、ただ目を伏せた。

			「……そんな物、誰も知らぬよ」

			　ドルターナ家の先祖は確かに怪死が多い。だがそんな事はどの家柄も同じ。名が大きくなれば比例して、平和や安寧は遠のいていくのか。

			「だがあなたはその縛りから逃げておられる」

			「五月蝿うるさい」

			「ヒェッヘッヘ、猊下はご機嫌斜めじゃ」

			　振り返りたくもない。そう思い、ドルターナは水面を見続けた。

			「伝書は受け取った。デュランを止めたのはお前か」

			「そうじゃ。労ねぎらってもらわねば」

			　声は背後からする、横からもする。

			　だが姿を見たいとは思えない。

			「ここからは、主の仕事じゃ」

			「……」

			「どうした？　迷うたか？」

			「…………」

			　この男は心の内を見透かす。だからドルターナは心を固く閉ざしてきたつもりであったが。

			　不意に外れた、閂かんぬきが。

			「わかっておるはずじゃ。主に残された道は一つ」

			「……」

			「あの童わらべが握っている……アールグレイが完成させようとしていた実験の最後の鍵。それが必要なのじゃ」

			「……それが完成すれば、本当に」

			　助かるというのか？　あの方が？

			「ああ」

			　見ずともわかる。笑っている。

			「そのウロコを煎じて飲めば、どんな病もたちまち治る。そしてその血を浴びれば得られるのは不死じゃ」

			「……」

			「あと一歩じゃ。そこまできているのだ」

			　欠片パーツは揃いつつある。残っているのはあとわずか。

			「あの童が知る事すべてを聞き出せ──すべてはお前を救う、竜のためじゃ」

			　風が凪いだ。水面にさざ波が起きた。

			　声はもうしなかった。気配は消えていた。しかしドルターナは動かなかった。

			　──わかっている、もう後戻りはできない。

			　やるしかないのだ。

			「……すまん」

			　それは誰に対して言ったものか。

			　だが視線を上げた彼の目に浮かんだのは、後悔でも迷いでもなく決意の念ただ一つ。

			　そのためにここに来たのだ。

			　──滅亡の章を抱く、ドルターナの家。

			　彼は決意する。これが定めだと。

			　ならばもう、行くしかないのだと。

			

			　　　　　　　

			

			「僕は何も知りません」

			　マルコは首を振った。

			「お前は両親と共に暮らしていた」

			　だが男は許さない。そんな答えで満足するはずがない。

			「常に見ていたはずだ、父と母が何を成していたか。何をしようとしていたか」

			「そんなの知らない」

			　聞かれても聞かれても答えられる事などない。

			「僕は何も知りません」

			　──それに。

			「お前の両親は蟲を作ったとされている」

			　男の言葉にマルコは戸惑った。

			「そんな物、作ってない」

			　何も知らない、だけどそれだけは確か。

			　あの日言わなければいけなかった、たった一つの言葉。

			　だがそれを今口にするのは、正しいか、間違ってるか？

			「そうだ……そうだな、お前の両親は、蟲など作っていない」

			　目の前の男が言ったその言葉に、マルコは一瞬希望を見た気がした。

			　だがそれは仮初め。次に見る事になるのは、

			「ならば何を作っていた？」

			「──」

			「マルコ・アールグレイ、お前の両親は蟲を作っていたか？」

			「……違う」

			「ならば、何を成そうとしていた？」

			「……」

			　背中を這う悪寒。

			　だがもっと彼がぞっとした事は、目の前の男が優しい微笑みを浮かべていた事。

			　まるでそれは、絵に描いたような聖人の笑み。

			「答えよ、マルコ・アールグレイ」

			「……」

			　笑顔なのに、マルコはそれが恐ろしいと思った。

			　なぜだかわからない、だが気分が悪くなった。急激に膨らんだ吐き気が言葉をせき止める。

			　だが男はその顔を一層近づける。

			「正直にお前が知っている事をすべて話せ。さすれば何もせぬ」

			　けれども今の時点でもう、マルコの両手は椅子に縛り付けられている。

			　牢屋ではない。だがいかに広く絢爛な部屋であろうとも、動けなければ同じ事。

			　男は耳元で囁く。「自由になりたいだろう？」と。

			「お前の両親がしていた事を、ここで私に言うのだ。悪いようにはしない」

			　もう一度、知っている事をすべて話せと言う男の笑みを見て、マルコは思った。

			　目が笑っていないのだ。いかに口元を取り繕おうとも、男の目はまったく笑っていなかったのだ。

			　レトゥに会いたいと思った。

			　縛られた自分自身の手で体温を確認する。そこにレトゥの手のぬくもりを重ねた。

			　──先生……。

			　知らず彼は、涙をこぼした。

			　だが詰問はそれで終わらなかった。男は何度もマルコに同じ事を尋ねた。そしてマルコは知らないと言い続けた。

			　両親があらぬ罪で汚名をかぶっている。それを返上したい、違うと叫びたい。

			　だがマルコの中で何かが警告を唱える。言ってはいけないと。

			　真実を口に出してはいけない。

			　だがもう少年が口を閉ざせば闇に葬られる状況でもなかった。

			　じっくりとだが確実に、男は言葉を選びやがて口にする。

			「答えぬのならば私が言おう」

			　お前の両親がやろうとしていた事は。

			「竜を蘇らせる事……そうではないか？」

			　ぞっとした。男にはもう偽りの笑みすら浮かんでいなかった。

			　そこにあったのは無。

			　怒りでもなく悲しみでもない、こんな表情をマルコは見た事がなかった。

			　ビル・アールグレイとアンナ・アールグレイは竜を蘇らせようとしていた。マルコがずっと隠し続けていた事。この世でそれを知っているのは、師であるレトゥただ一人だと。

			　ずっと思っていた事を、目の前の剃髪の男は言った。

			　それが絶望の始まりだった。

            

			　南の塔に監禁されたマルコへのドルターナの尋問は、それから連日続いた。

			　その際、ドルターナは部屋に誰も入れなかった。だから誰も、そこで何が成されているかはわからなかった。

			　外には容易に音も聞こえない。だからドルターナはマルコに執拗に問い続けた。

			　お前の両親は竜を蘇らせようとしていた。それがどういう事だか、お前はわかっているのか？　と。

			　お前の両親は蟲作りの罪に問われた。だが実際にはそれどころではない。

			「竜はかつてこの世界を支配した」

			　長く続いた栄華が終わりを迎えたのは突然。その時正確に何が起こったかは未だ解明されてはいないが、天を揺るがすほどの大災害があった事だけはわかっている。

			　その時多くは滅んだが、残った僅かは人里を離れ今も確かに存在している。

			　そうして残った物の中に、これまで人に害を成した者がいなかったわけではない。

			「竜の炎は天と地を焦がす。たった一頭によって国が滅んだ例もあるのだ」

			　そんな物がもし本当に大量に蘇り、空を黒く染めるような事があったならば。一体どういう事になるか。

			「マルコ・アールグレイ、お前の両親がやろうとしていた事は、蟲を作るどころの騒ぎではない」

			　マルコは何度も首を振った。耳を覆いたかったが、手が塞がれそれすらできない。

			　だが違う、違う、そんなの違う──ひたすらそう言い続けた。自分は何も知らないと。

			　だがドルターナはそんな言葉一切受け入れない。

			「お前は知っているのだ。自宅を捜索したが見つけられなかった……お前は最後の鍵を握っているのだ」

			「そんなの知りません」

			「竜を蘇らせる最後の鍵だ。それをお前は──」

			「僕はそんなの、知りません」

			「嘘を申すなッ!!」

			　教会で聖人君子とたたえられた男の顔は、そこにはなかった。彼は焦るようにマルコに詰め寄った。

			　暴力はない、だが何日も続く詰問が、幼い心に負荷とならないわけがなかった。

			　マルコは段々と、わけがわからなくなってきた。

			　だが必死に心の中で問いかけた。

			　それはレトゥか、それとも亡き両親か。

			　──僕は何も知らない。

			　二人の研究の事など知らない。知らない事など答えようがない。

			　だが確実に、男が言っている事は間違っている。父と母は、世界を滅ぼそうとしていたのではなかった。

			　──父さんは……。

			　夢だったんだ──ただ、父がずっと描いていた夢。

			　いつも話して聞かせてくれた。もう二度と聞く事ができない物語だけれども。

			「言わねば、お前も両親と同じ道を辿る事になるぞ」

			　……ならばそれでもいい。もう自分は絶望を見たとマルコは思った。これ以上何に恐れるというのか。　

			　だが涙が流れてどうしようもなかった。

			　怖い事は何もないと自分には言い聞かせているのに、胸から溢れて止まらなかった。

			　泣いたって何の救いにもならないのに。

            

			　そんな事が数日続き、ある日ついにドルターナは魔術を使った。

			「こんな事したくはなかった」

			　そう言った彼の顔は苦しげだった。

			　その頃にはもうマルコは一切何も話さなくなった。否定の言葉すら沈黙を貫いた。

			　だから。

			　魔術だ、とマルコが気づいた時にはもう、意識は朦朧もうろうとしていた。

			　目の前で繰り返されるドルターナの手の動きが、徐々に違う景色へと変わっていった。

			　それは夢だった、幻だった、そしてかつて確かにそこにあった現実でもあった。

			　見えたのは様々な景色。そこには父と母がいた。

			　家もあった。燃えてなくなる前の家。人が押し寄せすべてを洗いざらい持っていかれる前の家、光景。

			　楽しかった。笑っていた。

			　実際マルコは声を立てて笑った。それをドルターナは黙って見ていた。彼もまた、マルコと共に記憶の映像を見ていた。

			　……裕福ではなかった。研究と言っても、教会から満足な資金が出るわけではなかった。

			　研究の傍ら、ビルとアンナは町の仕事も手伝った。畑仕事もしたし、薬草を摘んで薬も仕立てた。学問を教えるような事もあった。

			　アンナが昔魔術師だった事はマルコも知っていた。だが結局、彼は母が魔術を使ったのを一度も見た事がなかった。

			　貧しくても穏やかな日々。父と母がいる当たり前の光景。

			　陽だまりの匂い。

			　その中で、マルコはよく父の研究を眺めていた。

			　父が私室にこもっている時は決して邪魔をしてはいけないと、よく母に叱られた。

			　だがマルコはそれを破って、父がやる事を見ていた。

			　ビルは咎めなかった。むしろ嬉しそうに息子に話しかけた。

			『今父さんがやろうとしている事は、父さんの小さい頃からの夢だったんだ』

			『ゆめ？』

			『ああ。夢だよ』

			　よくわからず、マルコは何度もその言葉を繰り返した。

			『父さんは昔、竜に会ったんだ』

			　竜。

			　それが一体どんな存在なのか、その時マルコには想像もできなかった。

			　ただ、父が目を輝かせて語るから。

			『父さんがまだ……お前よりもうちょっと大きいくらいの頃だった。じいちゃんに連れられて、あちこち旅をした事があったんだ。その時偶然、竜に出会った』

			　嬉しそうに語るから。

			『海の向こうの大陸だ……森の中で道に迷った時、偶然俺達は竜に会った。凄く大きくて……立派で、気高くて。何て言ったらいいんだろうな……父さんはその姿に見惚れてしまったんだ』

			『大きくてって……お家くらい？』

			『もっともっと大きかったかな』

			　そんな大きな物想像できない。マルコは恐怖を覚えた。

			　だが父は違った。

			『竜は獰猛だと言われている。国を滅ぼしたとも言われている。だが父さんが会った竜は違った。あの時俺達は竜の領域に無断で入ったんだ。だが怒る事もなく彼は、俺達をじっと見ていた。虹のような色をした目だった。森の中で彼の姿は、まるで立派な樹木の一つのようでもあった』

			　マルコの脳裏にも滑り込んでくる映像。父が見たという竜の姿。

			『結局俺達が去るまで、竜は動かなかった。最後に振り返った時、竜はそっと目を細めた。それはまるで笑っているように見えたよ』

			　竜の微笑み。

			『その後すぐだった。頭上を巨大な影が通り過ぎて行った。木々の間からでもわかる、竜が飛んでいたんだ。導かれるように竜が行った方向へ走った。そしたら森を抜ける事ができたんだ』

			　記憶の中でビル・アールグレイは、とても満足そうに微笑んだ。

			『それからもう一度森の方を振り返ったら、竜は弧を描くように飛んでいた。その姿は雄大で美しくて。翼を広げて雲を突き抜けていく様に、俺は涙を流した』

			　──あの日、竜に会った。

			『もう一度、会いたいんだ』

			　伝承に語られる、凶悪な竜。

			　でも本当に？　ビルはかつて竜に会った。だがそれは、世に語られる何一つとも重ならない。

			　美しく気高く、驕りも怒りも悲しみも何もなかったあの瞳。

			　そこにあったのはただ、光。

			『あれから父さんは、たくさん勉強した……竜の事もたくさん調べた。歴史も、おとぎ話も全部読み漁った』

			　竜と名のつく物ならば。

			　実際にビルの書斎にはたくさんの本があった。マルコは小さくて見た事がなかったが、本がある事だけは知っていた。

			『そうして勉強した末に思った事があるんだ……だから父さんは、もう一度竜に会いたいと思う』

			　何をどうやって、どのように、竜に会おうとしているのかはわからなかった。

			　でもマルコは思った。僕も竜に会ってみたいと。父さんが会った美しく気高い竜に、いつか自分も会う日が来るんだと。

			　その日からマルコは、竜の絵を描くようになった。

			　父の書斎から引っ張り出した本の絵を頼りに、とてもそっくりには描けなかったけれども。

			　空を翔ける竜と、その背中に乗った自分と父と母の三人。

			　それを見た父は笑いながら言った。

			『いつか本当に、竜に乗って空を飛べたらいいな』

			

			　　　　　　　

			

			　深夜でも、見張りは眠らない。

			　牢の警備にドルターナは自身の配下を使うように言ったが、ガブリエルは従来通りの形を維持した。ゆえに、ここにいるのは気心が知れた者だけだ。

			　ガブリエルは部下を信頼している。そして団員も同じように彼を信頼している。

			　その結束は教会保有の騎士団の中でも最も固い。だからこそ一の師団と言われている。

			「苦労をかける。様子は？」

			「変わりありません」

			　敬礼する騎士に、ガブリエルは頷いて見せた。

			「少し外してくれ」

			　……騎士が去れば、そこに残されるのは二人だけ。

			　ガブリエルと、デュラン。

			　デュランは寝台の上に、以前見た時と同じように胡坐を掻いていた。

			　一瞬眠っているのかと思われたが、松明の光の下でもよくわかる、彼は目を閉じたまま薄く笑った。

			「何用ですかな、ガブリエル殿」

			「……夜分にすまん」

			「いいえ。ここには夜も昼もない」

			　むしろ今は夜であったのかと笑うほどだった。

			　様相は乱れている。傷に障らぬ程度に衛生は心がけていたが、それでも髪はいささか乱れ、無精ひげもあった。

			　だが開く瞳は変わらない。

			　それを見、ガブリエルは感嘆の念を抱いた。

			「……」

			　だがそれきり、ガブリエルは言葉を見失った。

			　用があった、だから来た。

			　だが実際にデュランの前に立つと言葉は喉に詰まった。

			　相手は檻の中にいる。身動きが取れないのはデュランの方。だがこうして向かい合えば、どちらが檻の中にいるのかわからない気持ちになる。

			　恐ろしいと思った。このような状況でさえ、笑みを浮かべられるこの男が。

			　──いや、自分が恐れているのは別の何かか？

			　デュランがいる闇ではなく、本当はもっと。

			　何か別の事を自分は──。

			「マルコは息災ですか？」

			　ガブリエルはハッと視線を戻した。

			「……ああ」

			「食事はきちんと摂っておりますか？　また食べぬという事は？」

			「……」

			「ガブリエル殿？」

			「……わからぬのだ」

			「？」

			　デュランが怪訝な顔をする。当然だ。

			　ガブリエルは視線を外した。

			「……連日、猊下はマルコ・アールグレイの尋問をされている。ただ一人で、誰も立ち合わせずにだ」

			　デュランは黙って聞いていた。

			「猊下は日に日に表情が険しくなっていかれる。あのような顔、私は一度も見た事がない。そしてマルコ・アールグレイも……」

			　言葉を区切り、ガブリエルは一度躊躇ったが。やがて吐くようにして呟いた。

			「まるで……抜け殻のようだ」

			「抜け殻？」

			「猊下の尋問が終わった後に覗くと……まるで死んでいるようだ。意識も混濁している。猊下にその事を尋ねても何も答えてくださらない。必要な事をしているだけだから心配する事はないと。口出し無用と言われるばかりで」

			「……」

			「猊下はあの部屋で、一体何を……」

			　言葉途切れたガブリエルに、やがてデュランは答えた。

			「やぐら見の術」

			「何……？」

			「人の心、記憶を覗き見る術。一般には禁術とされているが、ある役職以上は使用を許されている。枢機卿もその内に入る」

			　ガブリエルは絶句したが、デュランは続けた。

			「使われた者は、直後、意識が夢と現うつつを彷徨う。術の掛けようが強ければ、そのまま二度と正気に戻れぬ事もある。まして人の心を覗くのだ。術者とて正気でいられるはずがない。術を掛けた相手の辛い経験、胸を裂くような感情も全部、共に味わう事となる。鍛錬を積まねば、術者とてそのまま狂う」

			「それは……ッ」

			「ゆえに、禁術だ。禁を犯せば極刑。権限をもっている者でも、よほどの事がなければ使えぬ。難しい術だ」

			「……」

			「そうか、卿はマルコにやぐら見を使ったか」

			「何ゆえ。猊下は一体何をなされようと……」

			　マルコの姿は騎士の心をぐらつかせた。意識が朦朧としている様は、それほどまでにひどい有様だった。

			　呆けたように虚空に視線を漂わせる。息はかろうじてしているが、口は開け放ったまま。

			　首をもたげる事も瞳を閉じる事さえ忘れたその様を見て、彼が唯一できたのは、せめてその双眸を閉じてやる事くらい。

			　ガブリエルは人の親ではない。だがこんな姿を見たら、両親は何と思うだろうか。

			　それを成しているのが……ドルターナ。

			　疑った事などなかった。敬意以外の念など持ちようもなかった。

			「まるで拷問だ」

			　体は傷ついていない。だが心にどれほどの傷を負わせているのか。

			　わからない……それが本当に必要な事なのか？

			「猊下はマルコに何を聞いていた？」

			「わからん。それは誰にもわからん……誰も中には入れない」

			　デュランは少し考え、別の事を問うた。

			「あの鴉」

			「……鴉？」

			　ガブリエルは瞬間、何を言われているかわからずにいたが、

			「八咫やた殿の事か？」

			「八咫……」

			「あの方は、猊下の相談役だ」

			「いつから」

			　デュランの声に含みがある事を、ガブリエルは気が付かなかった。

			「最近だろうか……？　よく知らぬ。ただ猊下が招へいされたと、バジリスタから──」

			　刹那、デュランは目を見開いた。

			「何？」

			　ガブリエルは驚いた。座って動かなかった男が、突然立ち上がり格子に掴みかかったのだ。

			「今何と言われた、ガブリエル殿」

			「どうされた、デュラン殿」

			「八咫と申す者がバジリスタより来た……真なのか？」

			　頷くのも躊躇われる、その熱。

			「八咫……」

			　彼のその様に改め、ガブリエルは思い出す。

			「そなたと八咫殿、何かあるのか？」

			「……」

			　デュランが騎士達から逃げ出した発端が、鴉の伝書だというのならば。

			「なぜ貴殿は……猊下にあのような事を……」

			　デュランに傷を負わせた者。

			　それを囲っている枢機卿。

			　だがそこにとどまるか？

			「……………」

			　デュランは視線を外し一度ひとたび思考に落ちる。

			　そして。

			「マルコを、頼みます」

			「……なぜ私にそれを？」

			　あの時もそうだった。八咫に負わされた傷により意識を失うその最中で、彼はガブリエルに少年を託した。

			　その問いにデュランは少し驚き、やがて最初と同じ笑顔を浮かべた。

			「あなたこそ、なぜ私に気を掛けてくださる？」

			「それは……」

			　──わからぬから。

			「答えが必要ならば申しましょう。ガブリエル殿、あなたが騎士ゆえにだ」

			「……」

			　わからぬのだ。

			　……牢を出て後も、ガブリエルは未だ闇の中にとどまり考え込んだ。

			　胸に引っかかる……確実に何かが起ころうとしている。強大な、何か恐ろしい事が。

			　だがわからないのは、自分がそれを見るべきなのか、それとも知らぬ振りをして目を背けているべきなのか。

			　わからぬ。どうすべきか、どちらこそが騎士道に恥じない道なのか。

			　デュランに問うても結論はでなかった。

			　だが運命は迷う時間など与えてくれない。

			　急転するのはその夜の事である。

			

			　　　　　　　

			

			　目を覚ますと夜だった。ここ数日そんな事が続いている。

			　いつ眠ったかもわからなかった。

			　だがマルコは覚えている。いつも始まりはあの男。

			　剃髪の男。彼は教会の者だと言った。最初に名乗っていた気がするが覚えていない。枢機卿などという役職はもっと頭に入ってこない。

			　あの人が部屋に現れる。二、三質問をされる。そしてその後、意識は混濁としていく。

			　夢を見るような感覚だった。その人が使う魔術だった。いつも男はそれを成す前に何度も何度も謝罪の言葉を述べていた。だがそれがマルコの頭へと達する前に、もう術は完成されていた。

			　マルコの目の前に広がるのは無。そして記憶の映像。過去に見た様々な景色。

			　だがそれを見ているマルコは過去のその時の自分だ。それは過去に起こった映像ではなく、現実に今起こっている事だった。

			　見た事があるはずの世界。

			　マルコはその中で、同じ場面で笑い、泣いた。喜び、悲しみ、跳ねた。

			　でもその当時と決定的に違っていたのは、わかっていたから。

			　夢でもあり現実でもある世界。でも薄々とマルコはその世界に浸りながら気づいているのだ。これが幻であるという事を。

			　……それでも、その世界から覚めた後はわけがわからなくなる。一体どちらが〝今〟なのか。

			　今夜もそうだった。目覚めた、夜だと思った。だがここがどこなのか一瞬わからない。家か？　よく遊びに行った友達の家か？　テール爺の所か？

			　そして最終的にたどり着く、ここが見知らぬ城である事に。

			　気づいた瞬間の絶望は言いようがない。

			　──ここは城。

			　父さんも母さんもいない。村もない。何もない……。

			　でも涙はこぼれなかった。度重なる絶望が彼の心を苛み、壊しかけていた。

			　心の痛みが麻痺していく。だが体の痛みは逆に増していく。

			　腕が痛い、足が痛い。全身が軋む。

			　皮肉にも、その痛みだけが彼を現実につなぎとめていた。

			「……」

			　マルコは周りを見た。いつもならば部屋には誰かがいるのに今は誰もいない。

			　剃髪の男がいる時は人払いされていたが、他は常に監視の目があった。そして彼が目を覚ますと、一時縄を解かれ食事が与えられた。

			　出された食事をマルコは食べた。気分が悪くてまったく食欲がなくても、後で吐いてしまったとしても。

			　それは依然デュランに言われたから。

			　かつてここに来る最中、まったく食事を摂らなかったマルコにデュランは言った──望みは絶つな。自分自身で、希望の糸を切るような事をするなと。

			　今は走れずとも、いつか必ず走らなければならない時が来る。その日のために、与えられるというのならば何でも食べろと。生きよと言うのならば、何としてでも生きよと。

			「……」

			　だがマルコには正直、その日が来るとは思えない。自分が今何としてでも生きたいかと問われたら、違うと答えただろう。

			　それでも言いつけを守っているのは、彼が恩人であったから。

			　ここに来る途中デュランはひどい傷を負った。その傷は自分を庇って負った物だったから。

			「デュラン様……」

			　城に来てからまだ一度も会っていない。ただ安否だけは尋ねた。今は地下の牢獄にいるものの、治療をされ命に別状はないのだと。

			　この暗い絶望の中、それだけが唯一安堵した瞬間だった。

			「先生……」

			　見せられた幻の中に、レトゥの姿も出てきた。初めて会った頃の老人。彼は優しく微笑み、そして泣いていた。

			　デュランの姿と師の涙を思い出し、マルコの目に涙が浮かんだ。

			「まだ泣けるんだ……」

			　思わず呟き苦笑した。

			　僕はまだ、壊れていないのだろうか？

			　自分が壊れていく感覚。きっとそう遠くない未来、自分は、自分ではなくなってしまうだろうと思った。ここ数日、そんな事を考え夜を過ごしていたけれども。

			　こぼれた涙は、まるで泥水のようだった。砂が混ざって落ちていく。

			　涙を拭う事も出来ない今、頬がこそばゆい。そこにまた少しだけ笑った。

			　そして、落とした涙で目が蘇る。曇っていた視界がはっきりと映り出す。

			　だから気づいた。目の前にユリがある事に。

			　正確にはユリの紋章。

			　この紋章を抱く者達をマルコは知っている。神聖騎士団。レトゥの元から彼をここまで連れて来た者達。彼らは一様にその背にユリの章を描いたマントを羽織っていた。

			　そのユリこそが、教会の紋章。

			　……見知ったユリの章がすぐそこに横たわっている。背にした騎士と共に。

			「──」

			　マルコは驚き目を見張った。思わず体が揺れた拍子に、つながれていた椅子が安定を失う。

			　そのままマルコは椅子ごとその場に転がった。

			　床に打った衝撃に悲鳴を上げたが、さらに驚くべき事が起こった。椅子に繋がれていた腕の縄が切れたのだ。

			　人が倒れている、そして縄が切れた。

			　突然起こった二つの出来事に、マルコは混乱した。自分の腕と縄と、そして倒れている人の姿を何度も何度も見返した。

			「何で」

			　縄は綺麗に二つになった。まるで刃物か何かで切られたかのように。

			　しかしマルコはそれどころではなかった。倒れた男を見て死んでいるのだと思った。

			　明るければもう少し違った見方が出来ていたかもしれない。だがそこに血が流れていようがいまいがマルコには関係なかった。

			「……」

			　彼は知らずと後退りしていた。足が震え出した。

			　誰かに知らせなきゃ……でも、誰に？

			　もしこの状態を見られたら、一番に疑われるのは少年自身だ。

			　そうしたらどうなるのだろうか。騎士を殺したと、あらぬ罪を着せられるのか？　……父と母のように。

			　二人の笑顔が浮かんだ。それは先ほどまで見ていた笑顔。数日前よりもずっと鮮明に浮かんだ。

			　震えが止まらなかった。逃げなくてはと思った。

			　動かない騎士を避けて戸口へと向かう。後ろ手にドアノブをゆっくりと回す。

			　それからそっと外を覗いて見るが……誰もいなかった。

			　恐る恐る部屋から出てみても同じ。見える所に人はいない。

			　ただそれも、視界は限られている。

			　部屋の中も薄暗かったが、廊下はさらに闇が占めていた。もうすっかり夜になっている。

			　長い廊下の先までは見通せない。

			　どうしようかと一瞬迷った。やはり部屋にいるべきか？

			　しかし……足は、自由を求めた。

			　ここにいてはいけない。どちらにしても、この部屋から逃げなければ。

			　少しでも遠くへ。

			　この部屋に連れて来られる前に、一度牢屋のような所にいた。かと言って、どうやってここまでたどり着いたかは覚えていなかったが、今いる場所が上の方だという事はわかっていた。

			　とにかく階段を探そう。下りていけばきっとどこかにたどり着ける。

			　足も手も震える。でもマルコは歯を食いしばり、一歩ずつ進んで行った。

			　デュランが地下牢にいる──叶うならば助けたい。あの時あの人は、自分の事を助けてくれたのだから。

			　騎士達の宿舎から抜け出る時、デュランは言った。ここにいるのがうんざりだから抜け出すのに付き合ってくれないかと。でもあれは違うとマルコはわかっていた。本当は、自分を逃すためにあそこから離れようとしたのだと。

			　そして凶刃に遭った。

			　デュランはずっとマルコの盾となっていた。闇から降り注がれる刃から、身を挺して守ってくれた。

			「行かなきゃ……」

			　階段があった。足が、動き方を忘れてしまったかのようにぎこちない。思うように進まない。

			　──デュラン様を助けなきゃ……。

			　どうすればいいかはわからない。だがその一念で、マルコは階段を下りていった。

			　不思議と、その道に兵士も騎士も現れる事はなかった。

			　……だがそんな都合のいい事がずっと続くわけがない。

			　行けるだけ階段を下り、長い廊下をどこともわからず彷徨っている時、バタリと兵士に出会った。

			　兵士とマルコ、どちらもがその出会いに一瞬固まったが、先に動く事ができたのはマルコの方だった。

			　我知らず走り出した。

			　マルコが走るなら兵士も追いかけてくる。

			　怒号が飛んでくる。子供が逃げたぞと、そんな声が聞こえてきた。

			　背の低いマルコには窓から外は見渡せない。だがまだ地上ではない、もっと下を目指さなければいけない。

			　だが目の前にまた別の兵士が現れた。

			「捕らえよ!!」

			　直前の回廊を左へ走り込む。階段はあった。だがその手前には三人の騎士の姿があった。

			　後ろから追いかけてくる兵士の数も増えている。夢中で一番手前の部屋へと逃げ込んだ。

			　もう駄目かもしれないと、思った。

			　その絶望に追い討ちをかけたのは、逃げ込んだ部屋に兵士が二人いた事。

			「あ、あ……」

			「この部屋に逃げ込んだぞ!!」

			「塔の上の子供が逃げた!!」

			　足がクタリと、折れ曲がった。

			　もう走れない。

			　吐き気がする。頭痛がする。

			　だがそれ以上に、影が自分を覆い隠していった。

			　部屋にいた兵士が、マルコに向かってくる。

			　抵抗はできそうになかった。呆然とマルコはその姿を見上げていた。

			「捕らえろ!!」

			　そして。

			「……へへへ」

			　兵士は笑った。

			　鎧兜をかぶっていたが、止め具がされていなかった。あらわになった口元は笑っていた。

			「手間が省けたぜ」

			　兵士の背後、部屋にいたもう一人の兵士が立ち上がった。

			　その兵士は、マルコを追って部屋になだれ込んで来た面々に立ち向かい、ザラリと剣を引き抜いた。

			　それに一同は息を呑んだ。

			「全員一歩退け」

			　聞き覚えのある声だった。鈴のように凛とした響きは、まるで刃物のように。

			「それ以上近づく事、何人なんびとたりとも許さぬ」

			　誇り高きその姿はまるで。孤高に咲く一輪の白薔薇のように。

			　声の主は鎧兜を脱ぎ捨てた。

			　そこに現れたのは金の糸。そして気高き一人の少女。

			「オヴェリア様……」

			　オヴェリア・リザ・ハーランド。

			　無論オヴェリアがそこにいるのならば。

			「息が詰まって参ったぜ」

			　床に兜を叩きつけたその男は、黒い髪をかきむしるように掻き上げた。

			　マルコは二人の姿に言葉が出なかった。代わりにカーキッドがくしゃくしゃとマルコの髪を掻いた。

			「元気にしてたか、坊主」

			「カーキッドさん……」

			　喉の奥が………熱い。何かがこみ上げてくる。

			「どうしてここに……」

			「説明は後だ」

			　カーキッドもまた、なだれ込んできた兵士達を振り返った。

			「さてさて、どうする？　姫様よ？」

			　カーキッドはニヤニヤ笑いながら、だが姫ではなく兵士達を見た。

			　オヴェリアはそれには答えず、向かう兵士達に朗々と言い放つ。

			「マルコ・アールグレイを返してもらう。そこを退いてもらいたい」

			　直球勝負だな、とカーキッドは苦笑を浮かべた。

			「何者だ貴様ら……そんな事許されるわけがない」

			「……ならばこのまま、この城の主の元へ案内せよ。枢機卿ミゼル・ドルターナはいずこか。直接話す」

			　誰もが、目の前の少女に気圧されていた。

			　常人ではない。明らかにまとう空気が違う。

			　だが誰に思えようか？　そこにいる少女が、国王の娘などと。

			　兵士達が次に取った行動は、この場で最も正常な判断だったと言える。

			「全員捕らえろ!!　侵入者だ!!」

			　カーキッドは溜め息を吐いたが、その顔はとても嬉しそうだった。

			「だとさ。どうする？　姫様？」

			「控えよ!!」

			「いいんじゃないか？　もう、シンプルに行こうや」

			　カーキッドも黒の剣を抜く。その剣はまるで飢えた子供のように金音を鳴かせた。

			「正面突破で行くぞ」

			「出来れば無益な争いは避けたい」

			「甘ぇよ」

			　向こうが剣を向けて斬りかかってくるのだ。

			「黙って斬られるなんざ、反吐へどが出る」

			「……やむを得ないか」

			　その言葉聞こえたか、カーキッドが走り出した。気づいた時にはもう、兵士が二人壁に叩きつけられた。

			　圧倒的な剣速。その場にいた誰もが凍りつく。たった一刀で兵士が二人飛ばされるなど。

			　だが次の瞬間にはもう、カーキッドは次の獲物を狙っている。

			「重いッ!!」

			　その一刀を僅差で何とか受け止めた兵士に、速さ以上の重さが、腕と足の骨に絶対的な衝撃を与える。

			　距離を開けようと後ろに飛んだそこへ、白い影が舞い降りた。

			　強面の男と美しい女を誰もが無意識に天秤にかけた。油断をした。

			　だがそれに気づいた時にはもう、一閃する光と闇の風。

			　……あっという間だった。

			　マルコは瞬きすら忘れていた。

			　今目の前で起こった事を一生懸命理解しようとしている間に、オヴェリアが彼の元へと歩み来た。

			　それでもまだマルコは、呆然としていた。

			　そして彼が瞬きを思い出すより先に、グイと、その腕に引き寄せられた。

			　強く、強く。

			　こんなに痛いほどに、誰かに抱きしめられた事はなかった。

			　苦しい。やっと思い出す。瞬きどころか……息の仕方も。

			「あ……」

			　涙が出た。

			　思い出した。

			　自分は生きている。まだ生きている。

			　誰が決めた？　もう自分は壊れるだけなどと。もう死ぬだけなのだと。

			　誰が決めた？　まだ──。

			「無事で良かった……」

			　オヴェリアは、温かかった。

			　母のようだと思った。

			　カーキッドが一服を終えるまで。、マルコはその腕の中で、ひと時泣いた。

			

			　　　　　　　

			

			「けど……なぜ二人が……」

			　ともかく行こう。部屋を抜け出した三人は階段を駆け下りた。

			　改めて、マルコは今自分が置かれている状況に困惑した。なぜオヴェリアとカーキッドがここにいるのか。

			「私達はあなたを追ってきたのです」

			　元々この城の滞在は一時的なもの。ガブリエル率いる騎士団と、ドルターナが共として連れてきた僅かの兵しかいない。それに対し城は広く、すべての道に完全に目が届いているわけではなかった。

			「事情はレトゥ様よりお聞きしました」

			　久しぶりに他の人から聞いた師の名前は、マルコの中でじわりと広がるようだった。

			　曲がり角に身を潜める。カーキッドが向こうを覗き込む。無人を確認して彼は一つ頷く。

			「レトゥ様の所に帰りましょう、マルコ」

			「……オヴェリア様……」

			「あなたは幸せにならなければならない、ご両親の分も」

			　これはレトゥ様、そして私達の願いです──そう言い、オヴェリアはマルコの手を握り締めた。

			「あなたは私達が守ります」

			「でも何でここが……」

			　神聖騎士団を見失ったオヴェリア達であったが、行商人から偶然この城の事を聞いた。

			　先年起こった大災害によって道が塞がれたその先に、貴族の城があると。先代城主が亡くなってから領地を治めるのは別の者となったが、城の所有権だけはその一族が持ち続けていると。

			　その城の現在の主は健在ではあるが、別の場所に居を置いているため、かろうじて手入れがされているだけで普段は使われていない。たまに城主が訪れる事があるようだがそれも数年に一度程。

			　そしてその家の紋章は、睡蓮。

			　オヴェリアは王女である。社交界には疎いが、それでも、家と紋章の事は幼い頃から教えられてきた。

			　だから、二人はすぐにその場に向かった。

			「睡蓮は、ドルターナ卿の印」

			　今は教会に席を置く男。枢機卿ミゼル・ドルターナ。

			「こいつの勘が当たったってわけさ」

			　辺りの気配を探りつつ、カーキッドが声を潜めて笑った。

			「案の定、城には兵士がごろついてる。神聖騎士団の連中の姿もあった。……潜入して、様子を窺ってたんだ」

			　実際に二人が城に潜り込んだのは今朝。見回りの兵士を気絶させ、鎧を拝借した。

			　マルコが南塔にいる事はわかったものの、どのように奪還するか模索している最中の事であった。

			「手間が省けた」

			「とにかく早く城を離れましょう」

			　二人の姿はマルコにとって、とても頼もしいものだった。夜中であるにもかかわらず、その顔は眩しく見えた。

			　少年はこみ上げる思いを堪え、代わりにオヴェリアの腕を掴んだ。

			「デュラン様が」

			「え？」

			「デュラン様を、助けて……」

			　ピタリと足を止めた二人。オヴェリアはすぐに腰を落としてマルコに視線を合わせる。

			「デュラン様はどこに？」

			「地下牢に……傷を負われて」

			　その美しい顔が途端に曇る。

			「傷？　騎士にやられたのですか？」

			「違う……」

			「どうせ女騎士にちょっかいかけて、ぶっ飛ばされたんだろう？」

			　カーキッドが小馬鹿にしたように言ったが、オヴェリアは取り合わなかった。

			「場所はわかりますか？」

			「おいおい、行く気か？　あいつなら、一人でも適当に逃げ出すだろ」

			「捨て置けるわけがありません」

			　改め、オヴェリアはマルコの顔を覗き込んだ。

			「地下牢はどこに？」

			「……本塔だって言ってた気がする……。本塔の地下の牢にいるって」

			　教えてくれたのは、騎士団長ガブリエルだ。

			「わかりました。行きましょう」

			「かったりぃ」

			　ブツブツ言うカーキッドを無視し、オヴェリアは走り出した。無論そうなれば彼も、不承不承でもついていくしかない。

			「しかし、あのデュラン様が傷を負うなんて」

			　一体何が起こったの？　とオヴェリアは独り言のように呟く。

			　それにマルコは一瞬躊躇ったが答えた。

			「魔術師だった」

			　狭い回廊、オヴェリアは改めて少年を振り返る。

			「魔術師が騎士団にいたのですか？」

			「違う。騎士じゃない」

			　あれは一体何だったのか。マルコは返答に困った。

			「黒い人」

			　カーキッドが追いつき、「おい、誰か来るぞ」とけん制する。

			　だがオヴェリアは構わず、マルコに尋ねる。

			「黒い人？」

			「黒い魔術師……笑ってた。デュラン様とは知り合いだったみたい……。また、会ったなって」

			「──」。

			「デュラン様も反撃していたけれども僕がいたから……僕を庇って魔術を受けて。でもデュラン様は懸命に戦って。魔術が封じられても弓で戦って」

			　カーキッドも動きを止める。にわかにそこに凍り付く。

			「そうだ……デュラン様が言ってた。師の仇だって……」

			　三人を見つけた兵士が声を上げる。だがオヴェリアとカーキッドはそれとは別の事を思い、視線を重ねた。

			「まさか……」

			「あいつの師の仇……」

			　かつて西の賢者と呼ばれた男が殺された事。その人物こそがデュランの師である事──オヴェリアはそれをカーキッドから聞いた。

			　その仇こそが、三人がフォルストで対峙した魔導師である事も。

			「ギル・ティモ」

			「何でここに出てくるんだ？」

			　兵士が兵士を呼ぶ。間もなく三人は取り囲まれる。だが二人の視界にそれは虚ろにしか入らない。

			「だけど、デュラン様ほどの方が手傷を負われるとしたら」

			　大抵の事ではない。相手があの魔導師ならば合点も行く。

			「……チ、厄介な事になってきた」

			　だが、剣を抜くカーキッドは笑っていた。

			「思ったより早く借りが返せそうだな」

			　腕に残る痣跡。

			　二人の剣士は剣を構える。数は兵士の方が圧倒的。

			　だがその目が捉えているのは別の事象。

			　オヴェリアの背中を悪寒が掠めたが、断ち切るように剣を振った。

			　──一刻も早くこの城を去らねば。

			　切った風音が、悲鳴のように鳴いた。

			　だがそれすらも、速度が唸りを上げて断ち切っていく。

			

			　　　　　　　

			

			　牢獄にあるのは常に沈黙。

			　だが数秒前、空気が突然変わった。詰めていた見張りの騎士がいなくなった。　

			　彼がいなくなる直前に、伝令の騎士が現れたのはわかった。

			　……伝令の詳しい内容はわからない。だが会話の断片はデュランの耳にも届いた。

			　すなわち、マルコが逃げたと。

			　そしてその逃亡に関わる二人の剣士がいると。

			　団長命令で召集が掛かった様子。騎士達は牢獄のデュランを置いてその場を去って行った。

			　残されたデュランは、すべての気配がなくなると同時に大きく息を吐いた。

			「……構わず行けと申したはずだが」

			　マルコの逃亡を手助けする二人の剣士。そんな者、あの二人しか思い当たらない。

			　やれやれと額に手を当て、しかし思わず苦笑してしまう。

			「無理というものか」

			　あの姫があの少年を捨て置けるわけがない。目の前で、さらわれたも同然に連れて行かれたのだ。

			　彼女があのまま事態を静観するわけがない。罪人の息子とは一体何事なのか、レトゥに真相を問い詰めないわけがない。

			　となれば当然。……想像はしていたが。

			「構わず行けば良いものを」

			　デュランは寝台から下りた。

			　体がごわついた。服にできたしわをひと撫でする。

			「だがそれができる方ならば──」

			　私と出会う事もなかったか。

			　思い、鉄格子の向こうを見た。

			　触らずともその感触、凛と冷え切っている。

			　その向こうの今は誰もいない空間に向かって、デュランは言った。

			「お前は行かんのか？」

			　返答は静寂。

			　──では、ない。

			「ヒェッヘッヘ……」

			　いびつな笑い声。

			　同時に姿を現す、黒塗りの魔導師。

			　デュランは腕を構えない。代わりに言葉を放つ。

			「ぼやぼやしてると、お前の獲物が逃げていくぞ？」

			　腕には包帯。全身に巻き締められている。

			　治療を施してくれたガブリエルに感謝している。

			　そして今、この機会を与えてくれた事も。

			　見張りもない、今この瞬間はあまりにも絶好。

			「わしの獲物は、ここにおる」

			　頬の布をはがした。傷はあったが、もうさほど痛みはない。

			「そうか……奇遇だな」

			　布がなければ、笑いやすい。

			「私もそうだ」

			　そしてその布の内側には、文字が描かれていた。

			　先日の枢機卿への言動により、持っている護符はすべて奪われた。

			　だが筆は隠し通した。ガブリエルがわざと黙認した、デュランはそう思った。

			　だから。

			「だがお前は私に触れる事はできない」

			　デュランがいる牢獄、この領域にすら、一歩たりとも。

			　四方八方に書き記された文字という文字。

			　鉄の格子の裏側にも一見は錆のようにも見えるが、そこには細かに字がしたためられていた。

			　監視の目を盗んで完成したこの空間は、完璧に闇を阻む。

			　それに対し、闇の魔導師は高らかに笑った。

			「真に、見事」

			「……」

			「確かにその状態では、寝首を掻く事も叶わぬわ」

			　見事見事と言うその口元の曲線が、スッと並行に伸びる。

			「……さて。お前に聞いておきたい事がある」

			　デュランは詠唱を始める。

			「手を組まぬか？」

			　ピクリとその眉が動いた。

			「ここで見す見す殺すには、やはり惜しい。あの死地を乗り越える事できる者、消すにはもったいない」

			　だから。

			「わしと共に来ぬか？」

			「……」

			「わしが目指す所、お前なら理解でき得よう」

			「……」

			　ニヤリと笑う黒いローブのその者に、答える言葉はただ一つ。

			　次の言葉は、ほぼ同時。

			「ミリタリア・タセ、エリトモラディーヌ!!」

			「残念じゃ」

			　格子の狭間をくぐり抜け、炎の鳥が飛びかかる。

			　それをギル・ティモは、詠唱一つ、手で振り払う。

			　その瞬間起こったのは、巨大な爆雷音。

			　一瞬ひるんだその隙を見て、デュランは格子を掴んだ。

			　……この部屋を出ればもう無防備。ここにいれば、書き詰めた呪文によりギル・ティモの凶刃からも身を守る事ができる。

			　だがそれも時間の問題だ。彼が本気で破ろうと思えば、闇の魔術を前に聖魔術は太刀打ちできない。

			〝今は〟。

			「テム・ダム」

			　唱えたと同時に、格子が崩れる。

			　それをギル・ティモは笑って見ていた。

			　崩れているのはもはや格子だけではない。デュランが入っていた牢獄の壁面の岩肌が欠ける、崩れる。ボロボロと天井が落ち始める。

			　書き記したすべての文字が共鳴を起こし、そのすべてを壊していく。

			　デュランは落ちてきた巨大な岩を避け跳んだ。

			　岩の向こう側には、ギル・ティモがいる。

			　埃が舞う。粉塵の中にギル・ティモは消えていく。だが彼が浮かべた笑いははっきりと見て取れた。

			　崩壊は余談を許さない。

			　デュランはギル・ティモを背に走り出した。

			　鴉の鳴き声が聞こえたが無視して走った。

			　後ろから一陣の刃が飛んできたが、それも崩れた岩によって阻まれた。

			

			　　　　　　　

			

			　開けた場所に、オヴェリアとカーキッドはマルコを挟んで背中合わせで立っていた。

			　取り囲むのは、背中にユリを背負った者達。

			　カーキッドがペロリと唇をなめたのをオヴェリアは視界の端に見た。

			　──抜けられるか？

			　辺りは幸いにも兵士達が持つ松明によって照らされている。視界は比較的悪くない。

			　忍び込む時に使った兵士の鎧は着替えた。今はいつもの白い鎧である。

			　マントの汚れは、先日カスミソウの畑の炎を消す時に付いた物。ラウル素材でなければ焼け落ちていたであろう。

			　騎士に向かって斬りかかろうとしたカーキッドを、一旦オヴェリアが止める。そして、

			「枢機卿ドルターナに会いたい。話がある」

			　ここにきて何を話すってんだと、カーキッドは舌を打ったが。

			「我が名はオヴェリア・リザ・ハーランド。現ハーランド王ヴァロック・ウィル・ハーランドの娘」

			　彼女の名乗りに、騎士達の間に衝撃が走った。

			「オヴェリア……王女!?」

			　そしてそれは同様に、オヴェリアの後ろにいた少年にも及ぶ。

			　マルコは驚き彼女を見た。ただの女性ではないと思っていた。だがまさか、

			「姫様……？」

			　王女オヴェリア。

			　なぜ姫が今ここに剣を持って立っているのか。

			　偽りだと言える者はいない。それほどに、彼女の気配は際立っている。

			　高らかに。

			　美しいと同時に、常人には出せぬ威圧感。

			「噂は真であったか」

			　そしてその場にいるほとんどすべての人間が動きを忘れたその時、声は彼方より降った。

			「白薔薇の騎士、オヴェリア・リザ・ハーランド」

			　その声にマルコは思わず悲鳴を上げた。魂が凍るような感覚に囚われた。

			「まさか……このような形で対面する事となろうとは」

			　騎士が彼の存在に気づき、道を空ける。そこを二人の男が歩いてくる。

			　一人は神聖騎士団団長ガブリエル・ヴィンガー。

			　そしてもう一人は。

			　……風が吹く。ほつれた髪が揺れた。だがオヴェリアは一切構わず剣を握り締めた。

			「枢機卿ミゼル・ドルターナ……」

			　青い瞳がまっすぐに、剃髪の男を迎える。

			　白い薔薇の刻印も、それに付き従う。

			「ご無沙汰しております。姫様」

			　オヴェリアには、彼と話した記憶はない。だが向かい合った事はあるのだろう。

			　教会に席を置いても、彼の根底はハーランドにある。

			　印象の像はある。柔和な笑みと穏やかな人柄。

			　人の評価も聞いている。彼こそまさに聖人君子。

			　それだけで、良き者だとオヴェリアは思っていた。それ以上も以下もなかった。

			　確かに今目の前には、思い描いたそのままの男がいる。

			　だが明らかに漂う違和感。

			　置かれた現状、張り詰めた空気と様相。切っ先が立ち並ぶ中でも、この気配をかもし出すとは。

			　それだけで、もはや彼女の中で警笛がけたたましく鳴る。

			「お噂は遠きガリオスの地にも及んでおりましたが。よもや真であったとは」

			　ハーランドが誇る薔薇の試合にて、騎士の誉れを得たのが女性である事。しかもそれが、試合に出たすべての者が本来守るべきである存在であったと。

			　王女が白薔薇の騎士の称号を得たなど──とても、にわかに信じられる事ではなかった。

			　ドルターナとて姫の印象は淡い。

			　美しく可憐な姫。控えめで大人しく、どちらかと言えば父の影にまだ隠れていそうな少女。

			　だが今目の前にいる少女は違う。記憶の中にある姫の顔をした、だがその気配はまさに戦士。

			　否、むしろそれは──騎士。

			　守るべき信念を携えた、誇り高き者。

			　その目にドルターナは見覚えがある。整った顔立ちは、一見、王妃ローゼン・リルカ・ハーランドを思い起こすものであるが。

			　──ヴァロック王

			　武王として名を馳せた若き日のヴァロックの眼差しに瓜二つ。

			「なぜ、姫がかような地に？」

			「マルコ・アールグレイを返してもらいに参りました」

			　姫の言葉にドルターナは、わざとらしいほどの驚愕を見せた。

			「何故、姫様がそのような？」

			「……」

			「姫様の頼みとて、それは聞き入れられませぬ」

			　カーキッドは二人の会話を黙って聞いているが、切っ先は刹那の瞬間を求めている。

			「その者は今尋問の最中」

			「この子に何を問う、ドルターナ」

			　退ひけぬ、とオヴェリアは思った。

			　彼女は王女。王族とは人々の上に立つ存在。

			　だがそれを無碍むげにひけらかすような真似はしたくない。地位、そして権力で人を圧倒するような事をしてはならない。

			　王族だからこそ人々の身に立たなければならない。誰よりも深く、様々な事に心を傾けなければならない。

			　それが、この地位として生まれてきた者が持つ宿命。

			　この権力は自分のためにあらず。誰かのために振るえと幼い頃から言われてきた。

			　だからこそ、彼女は今、その宿命をもってここにある。

			　一人の少年を守るために。

			　ここは退けない。一歩たりとも。

			　たとえ己のこの姿が万人にとって傲慢と映っても。

			　──怖気おじけた瞬間に、

			　終わるのだ、少年の運命が。未来が。

			「マルコ・アールグレイの両親の罪状、それはこの子には関係ない。そしてそれは二人の処刑でもって終わった事。一体それ以上、何を掘り返そうとする？」

			「それは教会での内々の話。たとえ姫様とて、お答えする事はできません」

			「そもそも本当に、この子の両親は蟲など作ったのか」

			　睨む、挑む。

			「当時、二人に蟲作りの容疑が掛かった。その正確な所以ゆえんを今ここに示せ」

			　柔和な枢機卿の顔に、ひと筋の曇りが浮かんだ。

			「何を仰せか」

			「アールグレイの家の傍に蟲の巣があった、それ以外の何をもってして」

			　なぜ彼らは疑われ、ろくな真偽もなく処刑され。

			　なぜ今、少年が囚われたのか。

			　レトゥは言った。アールグレイ夫妻が本当に作ろうとしていたのは別の物だと。それはかつてこの世界に君臨し、圧倒的な力で天と地を支配した物達。

			　竜。

			　──だとしたら。

			　視界が一直線に道を描いていく。

			「マルコ・アールグレイに問わんとする、本当の事象は」

			　マルコが何かに気づき、オヴェリアを見上げる。

			　カーキッドはいよいよ剣を握る手に力を込める。

			　そしてオヴェリアは、最後の扉の前に立つ。

			「竜復活への道のりか」

			　誰が息を呑んだか、そして目を見開いたか。

			　その場にいたすべての者達が、彼女が言った言葉の意味を理解する事もできずに、沈黙と静寂の中、闇と光を交互に見つめる。

			　だが騎士達の驚愕とは裏腹に、ドルターナは顔色を変えなかった。

			　豪胆。

			　彼もまた、常人にあらず。

			「何を仰せか」

			　失笑にてかわす。

			　だが少女の眼光はそれを許さない。

			「アールグレイ夫妻が作ろうとしていた物は蟲にあらず。真実は、竜」

			「馬鹿な」

			「マルコから何を聞き出すつもりか？　答えよドルターナ」

			「姫様」

			　静かな声。

			　彼はまるで、幼子に読み聞かせをするかのように、ゆっくりと語る。

			「一体あなた様は何を申されているのか？　竜の復活？　……わからぬ。誰に何を言われたかは存じませぬが、正気の問いならば大変由々しき事でございます」

			　マルコが何かを言おうとした。あの男にされた事を姫に伝えなければならないと思った。

			　竜復活の最後の鍵をマルコが知っていると。

			　だがそんな事知らない──そう言い続けたから、ドルターナはマルコの記憶にまで潜り込んだ。

			　過去の残像から何かを見つけ出そうとするために。

			「私はそうは思わぬ」

			　だがマルコの言葉を聞かずともオヴェリアはもう気づいている。

			　オヴェリアは闇に向かって声を張り上げた。

			「真実に足る、そう確信している」

			「愚かな」

			　そう言い、ドルターナは初めて視線を外した。

			「どの道教会はどんな権力にも屈しませぬ。たとえ姫様の問いとて語る義務はない」

			　確かに、ハーランドの威光は教会には及ばない。枢機卿の言葉は、たとえ貴族としては立場が下でも、無碍むげにする事はできない。

			　姫であろうとも王であろうとも強要する事はできない。

			　ここまでか……？　オヴェリアの眉間にしわが寄った。

			　問答は相手が一枚上手。

			「オヴェリア、もういいだろ。やるぞ」

			　カーキッドが決断を促す。

			　だがそこに思わぬ援護は現れた。

			「ドルターナ卿、姫様は今、教会の枢機卿に尋ねていらっしゃるのではありません。ドルターナ家の当主に物を申されている。でしょう？」

			　その声にオヴェリアの顔がハッと輝き、カーキッドは露骨に嫌そうな表情を浮かべた。

			「通していただけますかな、方々」

			　騎士の間を抜け現れたのは無論その男。

			「〝ドルターナ〟の名はすでにハーランドに返上したとは言わせません。あなたはまだこの城を有している、そしてその衣には睡蓮の印も描かれている」

			「……デュラン・フランシス……」

			「その印を与えたのは王だ。答えられよ、ドルターナ卿。マルコに何を問うか、あなたは禁じ手とも言われる術をこの子に施しているはず。そこまでして何を知ろうとする？」

			「……」

			「私もお聞きしたい。教会という組織を背負い、あなたが成そうとしている事は何か。姫様が申される竜の話……詳しくお聞かせ願いたい」

			　凛然と姫の隣に立った男を、オヴェリアは笑顔で迎えた。

			「デュラン様、ご無事で」

			　それを一瞥し、デュランも満足そうに双眸を下げた。

			「……やはり、美しい騎士がおらねばつまらぬ」

			「え？」

			「いえ、独り言でございます」

			　カーキッドは不機嫌そうに舌打ちをした。

			「ドルターナ殿、あなたほどの方が知らないはずがない。竜がかつて大陸に栄華を極めた事、そして天災により滅亡の危機に瀕している今とて、その業火は国を亡ぼすほどの力を持っている事。竜の所業、見聞は教会の文献に吐いて捨てるほどあるはずだ。マルコの心を暴く、すなわちそれは竜の精製を暴く事。一体何のために？　教皇は卿の所業をご存知か？」

			　教皇──何気なくデュランが出したその単語に、初めて、ドルターナは狼狽の色を顕あらわにした。

			「教皇様……」

			　デュランはそれを確かに認めた。

			「私は、ただ……」

			　彼が思わず呟いたその一言を、遮ったのは笑い声だった。

			　いびつな笑い声。デュランが先ほど振り切ってきたあの男。

			　あの程度で抑えられるわけがない。デュランはその姿を見ても動じなかった。だがオヴェリア達は無論違う。

			「デュラン様、」

			「ええ。奴でございますよ」

			　ギル・ティモ。

			「ただしここでは別の名で呼ばれているようだ」

			「八咫やた……」

			　悶えるように呟いたドルターナの前に、その男は長いローブを引きずるようにして現れた。

			「自らで問うと申したから、任せたものを」

			「く……」

			「もう良い。そなたは行かれよ。後はわしが始末する」

			　一瞬ドルターナはオヴェリアを睨むようにして見たが、次の瞬間背を翻した。

			「待て!!」

			　その背に向かってオヴェリアは叫んだ。

			　だが、立ち塞がっている闇がそこにはある。

			　周りすべてを取り囲んでいる騎士達などは、この闇の前に陽炎にもなれない。

			　カーキッドもいよいよその時が来たと言わんばかりに剣気を膨らませる。

			「やれやれ。厄介事よ」

			　風も怯える。

			　兵士達が持つ松明の火が、一斉に震えるように揺らぐ。

			「なぜそなたらは、我が行く手ばかり阻む？」

			　のう？　剣士達よ？

			　白薔薇の騎士、オヴェリア・リザ・ハーランド。

			　傭兵、カーキッド・Ｊ・ソウル。

			　神父、デュラン・フランシス。

			　そして咎人の息子、マルコ・アールグレイ。

			　どれもこれも、握り潰さば簡単に消えてなくなる小さき命。

			「……今度はこちらから問おう」

			　デュランが一歩前に出た。

			「なぜお前がここにいる？　なぜ枢機卿と共にある？」

			　黒いフードのその下の表情は見えない。

			　否、そもそもそれ自体、あるのか？

			　其は人か？　それとも無か。

			「お前はバジリスタから来たというのは真まことか？」

			　デュランの問いに魔導師は答えなかった。ただニンマリと笑い人差し指を立てた。

			「オヴェリア・リザ・ハーランド」

			　そしてデュランではなくオヴェリアに向く。

			　目元は見えない。だが確実に視線が合った。オヴェリアは悪寒を覚えた。

			「白薔薇の騎士。……そなたの使命は確か、ゴルディアの黒竜を倒す事じゃな」

			　気配が膨らんでいく。

			「竜の命の石を持ち、今度は竜に一番近づいた者達の息子と共にあるか」

			　誠まことに竜に縁がある娘よ。そう言ってギル・ティモは高らかに笑った。

			「ならば、見てみるか？」

			　ゴルディアに行く前に。

			　今ここで。

			　竜とは一体、どのような物なのか。

			　伝承にて天地を焼いた、神話の炎を持つ生き物を。

			「オヴェリア様!!」

			　デュランが咄嗟、オヴェリアを庇う。

			　黒いローブが両の手を突き出す。全員がその腕に釘付けとなる。

			　一斉に何かが軋む音が地響きのように轟き。

			「これは……」

			　デュランの声などかき消される。

			　風はギル・ティモに向かって吹いていく。

			　目が、吹き荒ぶ風に開けていられない。

			　だが懸命にオヴェリアは目を見開き黒い魔導師を見た。

			　何か唱えている。口元が揺れている。

			　笑っているのか、いないのか。

			　それすらも彼が着ているローブが生き物のように暴れて覆い隠す。

			　その中に現れたのは一瞬の光。

			　そして巨大な扉。

			　周囲から黒い炎が立ち上っているその、錠を成している閂が。

			　ゆっくりと──音は皆無。

			　外れていく、抜けていく、溶けていく。

			　消えていく。

			「──」

			　開いていく。

			　今度は耳を貫くほどの、重々しい音を立てて。

			　──開錠。

			　その向こうにあったのは、風と振動と。

			　熱気と、冷気と。

			　恐れ。

			　悲しみ。

			　だが。

			　歓喜。

			　熱波。

			　瞬間吹き荒れた猛烈な風に、オヴェリア達はもちろん、その場にいた全員が吹き飛ばされた。

			　……やがて、目覚めて再び見た先にあったのは。

			　闇よりも黒く。

			　木々を超えて夜空の月をも隠す──。

			「あ……」

			　赤い光を放つ瞳。

			　……伝承に伝えられし竜の姿が、そこにあった。

			

	








			
			　覚悟はできていた。ずっと、そう思っていた。

			　この剣を手にしたその瞬間から、こうなる事を望んでここまで歩いてきたのだから。

			　風が叫んでいる。

			　吹き起こった衝撃に、オヴェリアは地面に叩きつけられた。

			　背中を打った。痛む。

			　だが動けないほどではない。オヴェリアはすぐに身を起こそうとした。

			　砂煙がひどい。

			　松明しかない闇の中、白くすら見えるその視界に、一瞬目をこすり。

			　やがてその先に、彼女は見た。

			　黒い、巨大な獣の足。

			　ドクンと心臓が打つ。

			　粉塵が上に向かって吹き上がっていく。

			　それを目で辿たどる。風が目指すのと同じ方向、仰ぎ見るほどの高みへ。

			　闇の空に月はない。だが見つけた二つの光は、赤い目だ。

			　血のように赤い光は彼女を見下ろし、牙がはみ出た口元が、笑うかのように割け広がり。

			　開き。

			　無数の牙を見せ付けるかのように、そこに圧倒的な咆哮を上げた。

			　大地が木々が、世界のすべてが。そしてオヴェリアの心も身体も。

			　震え出す。これでもかと言わんばかりに。

			　──竜。

			　そして初めて気がつく。覚悟はできている……そんな物、本当は何一つ出来ていなかったのだと。

			　竜を倒せと命じられた。この剣を手にすればどうなるか、最初からわかっていた。そのためにあの場に幾多の戦士は集められたのだから。

			　だからこそ、彼女はこの剣を求めた。

			　父が手にした剣。だがもう父は剣を振るう事できない。

			　かつて武王として名を馳せたヴァロック・ウィル・ハーランド。この国を守るために戦った父と。

			　その父と共に戦った母、ローゼン・リルカ・ハーランド。

            			

	








			
			　二人が持ったこの剣を。どうしても、誰かに渡したくはなかった。

			　この国は私が守る。

			　二人が愛し、人生を賭して守ってきたこの国を、二人のために──それができるのはもう自分しかいないと思ったから。

			　だからオヴェリアは戦った。誰に何と言われようとも構わなかった。

			　そして白薔薇の騎士の称号を得た。父に竜退治を命じられた瞬間は、恐れよりも誇らしかった。

			　自分は女である、女では父の跡は継げない。その事にずっと負い目を感じてきたから。

			　父の手足となる事。母の魂と共に戦う事。

			　……あの瞬間、やっと自分は認められたのだと。

			　剣を持つ事を封じられ、それでも磨いてきたこの腕を、ようやく父母のために振るう事が出来ると……そう思っていたけれども。

			　どうしてだろう、とオヴェリアは思った。

			　足が動かない。

			　腕も、身体も全部凍りついて。

			　地面に杭でも打たれたかのように。

			　──竜が見ている。真っ赤な目で。

			　立ち上がらなければいけない、なのに。

			　動けないのに、勝手に震える。

			　指先、背中、首筋、魂。

			　声も出ない。

			　こんな、こんな事はと。オヴェリアは心の中で首を振るけれども。

			　身体が。

			　──牙が光ってる。無数の牙。

			　息が荒ぶる。

			　視線だけは外せない。

			　ズンと音を立て、一歩、竜が動く。

			　風が、空気がそれに呼応して震える。

			　闇が笑う。

			　天すらももう、高みにはない。

			　すべての事象が圧し掛かり。

			　オヴェリアはそこに、もう動けない。

			　……動けずにいたのだ。

			「オヴェリア」

			　名を呼ばれるまで。

			　オヴェリアの肩が反応して震えた。

			「立て」

			　見上げるばかりで初めて気づいた──斜め前にカーキッドが立っている事に。

			「剣を持て」

			　構えろ。

			「あ……」

			　呪縛が解ける。ああそうだ。

			　立ち上がらなければならない。

			　この道は誰に強要されたわけでもない。自らで選んだ。

			　彼女は、剣すらも手から放り出していた事に気づいた。

			　白い薔薇の刻印を持つ剣。これは、自分にしか持つ事ができない。

			　この剣ならば竜を倒せると。

			　ハーランドに受け継がれてきた聖母の力を宿す剣。

			　父と母の魂がここに。

			　何があってもこの剣だけは手放してはいけない。

			　握らなければいけないのだ──そうと決めたのだから。

			　立ち上がっても、まだ足が拒んでいる。

			　でも剣を構える。

			　赤い目が見つめている。

			　その目がスッと曲線を描いた。笑った、そう思った。

			　その刹那、再びむき出しになった牙がもっと大きく開かれて。

			　──喉の奥が光っていく。

			　赤と白の光。吸い寄せられるように目を奪われ。

			　ああ、あれは炎だ、そう思った瞬間。

			「オヴェリア様ッ!!」

			　横から取られた腕に、オヴェリアは転がるように引き寄せられた。

			「カーキッド避けろッ!!」

			　叫び声に、カーキッドがいた方を振り返る。その瞬間炎は解き放たれた。

			「走れッ!!」

			　竜が火を噴いた。

			　竜の炎は、伝承にも描かれる。

			　かつてこの世界を支配した存在。

			　その翼は世界のすべてを翔け、空を覆う黒い影となった。

			　そして一度ひとたび炎を噴けば、空も海も大地も赤く焦がした。

			　現代に僅かに生き残った末裔も同様。

			　その存在を恐れ剣を振り上げた国は、伝承の炎に焼かれ堕ちたと。

			　その炎は書物にこう書かれている。

			　神をも滅ぼす、炎だと。

			「ギャァァアァァァァアッァァァッァア!!」

			　劈つんざくような悲鳴。

			　人が燃えていく。それはさながら地獄の業火。

			　竜の炎を避け切れなかった騎士達が。

			「鎧は駄目だ」

			　熱の前に、ひとたまりもない。

			　デュランが言う、走る。

			　たった一噴きで、庭園だったその場所の半分は炎の園となった。

			　竜は自らが生み出した火の海を見ている。

			　横手に回ったオヴェリアは、改めてその全貌を見た。

			　巨大な体躯。

			「本当に……」

			　竜がいるというのか。

			「すげぇな」

			　いつの間に来たのか、オヴェリアの脇にカーキッドが立っていた。

			「無事ですか、カーキッド」

			「そりゃこっちの台詞だ」

			　そしてオヴェリアは「あっ」と思わず声を上げた。カーキッドは腕にマルコを抱えていた。彼の事すら気に留める事ができなかった。

			　もう、自分の事だけで精一杯で。

			「どう見る、神父」

			　竜が黒い空を見上げた。だがそれも束の間、また動き出す。

			「あれを呼んだのは、魔導師の野郎か」

			「間違いない」

			　デュランは袖を手早く捲り上げた。

			「扉が見えた。……あれは、召還の魔術」

			　召還。

			「闇から魔を引っ張り出す。あれも禁忌の術法の一つだ」

			　悲鳴を上げて兵士達が逃げて行く。それも当然。

			　だがオヴェリア達は後ろは見ない。

			　兵士達が逃げて行っても、もう松明は必要ない。

			　そしてもう一団、彼女達と共に去らなかったのは。

			「どういう事だ、デュラン・フランシス殿」

			　ガブリエル・ヴィンガー率いる、神聖騎士団。　

			　仲間を焼かれた騎士達の目には、恐怖と共に困惑、そして怒りがあった。

			「あれは一体……何なのだ。一体何が起こっているというのだ」

			　デュランはガブリエルを向き、一瞬躊躇ったが答える。

			「あれは、八咫やたと名乗ったあの男が成した業わざ」

			「八咫殿が……」

			「奴の本当の名は、ギル・ティモ」

			　その名に、瞬間、ガブリエルを含めその場にいた全員が目を剥いた。

			「ギル・ティモ……？　まさか」

			　その名を知らぬ者は教会内にはいない。西の賢者ラッセル・ファーネリアを殺害したとして、大陸全土に手配された男。

			　その捕獲は急務であり絶対。組織に属するすべての者に向けて第一級の要項として発布されているのだ。

			「招いたのは猊下ご自身なのだぞ？」

			　にも関わらず、枢機卿ミゼル・ドルターナ自身が。

			「似たような話を聞いたな、フォルストだったか？」

			　笑みを浮かべながら、カーキッドが割って入った。

			「あいつを招いたのは、宰相だったか、領主のアイザック何たらだったか？」

			「……ガブリエル殿、詳しく話している時間がない。だが確かだ。奴はギル・ティモ。西の賢者を殺害し禁断の術を手にした男。私は奴を追ってきた。そして奴はここに至るまでに、レイザランの領主を貶め、フォルストにも混乱を招いた」

			　竜が見ている。

			　点在する人々の中で、最も多く固まった場所へ。

			「来るぞ」

			「馬鹿な。そんな……猊下だぞ!?　なぜ猊下がッ」

			　ガブリエルの中に疑念がなかったわけではなかった。だが耳にした事はにわかに信じられる物ではない。

			　ならば。

			「自分の目で見た事で答えを出せや」

			　カーキッドが剣を構えた。

			「ぶった斬る。いいな？　でなきゃ進まん」

			　カーキッドはオヴェリアを見た。そしてもう一度、

			「いいな？」

			　返事の代わりに、オヴェリアも白薔薇の剣を構えた。

			「無論です」

			　竜を倒す事。それがここまできた原点なのだから。

			　赤い瞳が歪む。口が開かれる。再び光が集まっていく。

			　第二砲までに、最初ほど時間は掛からなかった。

			　オヴェリア達はすでに走り出していた。だが逃げ遅れた何人かが、炎に包まれた。

			　悲鳴が心を貫く。

			　だが振り向いてはいられない。横から回り込んで、オヴェリアは竜に一点集中する。

			　切っ先を竜の身体に一閃させようとした刹那、その首が動いた。

			　オヴェリア目掛け、竜は炎を放射する。

			　転がって何とか避けるが、次は避けられない。完全に捉えられたと思った刹那。

			「ディア・サンクトゥス!!」

			　デュランがオヴェリアの前に立ち、術を繰り出した。

			　デュランが得手とするのは炎の術。だが竜の炎には到底敵わない。

			　神を射る炎を前に、人が作った物など所詮は幻。

			　だが一時の猶予は作った。それだけで充分。

			　デュランはオヴェリアの腕を取り走る。

			「余所見してんじゃねぇぞ！」

			　そしてその間に、反対側からカーキッドが、庭園の噴水を踏み台にして宙へと駆け上がる。そのままがら空きの首を掻っ攫う。

			　一閃、入った。

			　だがその成果を確かめる間もなく、カーキッド目掛けて背後から尾が飛んできた。

			　直撃こそ間逃れたが、避け切れなかった。飛ばされ地面に叩きつけられ、一瞬カーキッドでも気を失いかけた。

			「……ソッタレがッ」

			　吐き出す唾に血が混ざる。

			　だが構わず走り出す。足元がたたら踏むが、走ってそれを吹き飛ばす。

			　思い出せ、走り方。

			　振るう剣に、風を込めて。

			　相手が竜だろうが、何だろうが。

			「ラウナ・サンクトゥス、ラウナ・サンクトゥス」

			　竜を周回しながらデュランは呪文を唱える。矢があれば射るものを。

			「目を狙え、カーキッドッ!!」

			　その間に、オヴェリアも走る。

			「何て巨体」

			　これぞ圧巻。これが竜か。

			「簡単に言うな、バカ神父がッ!!」

			　詠唱完成、デュランが腕をかざす。

			「オーラン・マルディ・アルカ・ウリトモラディーヌ!!」

			　大地が揺れる、竜の足場が割れる。裂けるほどではないが、揺れでできた高低差に足を取られた瞬間を、カーキッドが下から一閃を仕掛ける。狙いは右の眼。

			　だがそれを、竜は首を振ってかわす。

			　そこにできた隙を突き、今度はオヴェリアが飛んだ。

			　狙えるようなタイミングではなかった。ただがむしゃらに。

			　身体の、どこでもいい、入れと。

			　一閃させる剣が、一文字の白い光を描く。

			　目の下を、確かにその剣は斬った。

			　だが。

			　──手ごたえが。

			　なかった。

			　宙を舞うオヴェリアは、竜の鼻先にいる。

			　赤い瞳がその姿を捉え、牙が並ぶ口が巨大に開いた。

			　オヴェリアの痩身を食らう、そのために。

			「オヴェリアッッ!!」

			　着地した刹那のカーキッドは、まだ立て直しが出来ていない。

			　デュランの詠唱も間に合わない。

			　竜の喉の奥に闇を見る。

			　オヴェリアはだが、不思議と恐ろしくなかった。

			　最後の瞬間まで赤い瞳を睨んでやると、その瞬間そう思えた。

			　だが次の瞬間オヴェリアの身に降りかかったのは強大な、水。

			　竜が噛み締めたのは水の塊。波に押し流されるようにオヴェリアは地に逃れ、振り返り見た先に立っていたのは、マルコ・アールグレイだった。

			　手にする白墨、地面に書きなぐられた小さな陣形。

			「ハァッ、ハァッ」

			　描いた、それだけでもう少年の息は上がっている。

			　だが。

			「走れマルコッ!!」

			　怒る竜が、今度はマルコに向かって咆哮する。

			　弾かれたように、マルコは必死に走った。

			「あれが……」

			　父と母が蘇らせようとしていた物──マルコの脳裏に、剃髪の男の言葉が蘇る。

			『お前の両親がやろうとしていた事は大罪だ。それは、人類すべてに仇なす行為と言っても過言ではないぞ』

			「父さん」

			　でも父は言っていた。もう一度会いたいと言っていた。

			『いつか本当に、竜に乗って空を飛べたらいいな』

			　そう言って二人で笑ったのだ。

			「父さん……ッ」

			　わかんないよ、とマルコは呟いた。何がなんだかわからない、でも今は。

			「我ここに、魂を刻む」

			　何もわからないけれども今は、できる事を、やらなければいけない。

			　もう、わけがわからないけれども。

			　地面にレ点を打つ。

			「我ここに、魂を刻む」

			　あの人達が走っているから。

			　あんなものを前にしても、あの人達はひるまず、戦っているから。

			「僕だけが」

			　逃げている時ではないのだと。

			　竜が咆哮する。

			　大地が轟く。人などひとたまりもない。

			　それだけで魂を脆く砕いても仕方がない中で、四人は走った。

			　カーキッドは剣を立て、一気に間合いの内へと滑り込む。

			　視界の端に巨大な輪郭が踊る。

			　尾が飛び来る。上か、横か。

			　その動き自由にて、自在。

			　長さもある、先読みはほぼ不可能。

			　斜め上から振り下ろされるように来たそれを、カーキッドは回転しながら避ける。

			　狙いは避けではなく、そこから反動をつけて下からの斬り上げ。

			　空を舞った尾が再びカーキッドへ向けて反転したが、黒の剣の方が早い。四つんばいになった前足の付け根を砕くように斬る。

			　一瞬ジャッと、火花が散る。

			　深く入る。ザクリと、確かにえぐった。

			　竜が吠える。だがそれは悲鳴というよりは雄叫び。

			　前足を崩したが、まだ体制は崩れない。

			　もう一歩先へ、脇から心臓目掛けて突きを入れようとしたが、それよりも先に胴体がもがくように揺らめいた。

			　尾ではなく牙が向けられる。カーキッドの鼻先を、竜がかじり取っていく。

			「っと」

			　よろめきながら後ろへ避ける。そこへさらに竜が一歩踏み込みを入れてくる。

			　竜の牙は、まるで磨きぬかれた無数の剣のようだった。

			「カーキッドッ!!」

			　デュランが横から術を繰り出す。

			　彼の得手である炎の術は効かない。その身体を一切焼く事なく、空気に溶けて消えていく。

			　だがその炎に身を隠し、オヴェリアが飛ぶ。

			　竜はカーキッドを噛み砕きたい。二度、三度と口を突き出すが、空気に牙の衝突音ばかりが響く。

			　その間にカーキッドは顎の下へと回りこむ。そのまま黒の剣を上へと突き上げる。

			　そこへ飛んだオヴェリアが、頭上から剣を突き立てた。

			　真空にて交差する二つの剣。

			　竜は猛烈に首を横に振り、宙を舞うオヴェリアを振り払った。

			　投げ出された彼女をカーキッドが受け止める。

			　その二人目掛け、竜が走り出した。

			　ドシンドシンと、大地が轟く。

			　二人は反対の方へと走る。竜が追うのはオヴェリアの背。

			　一度首を振ったかと思うと、その口元より光がこぼれた。

			　火が噴き放たれる。神をも脅かす炎。

			　オヴェリアは横へ横へと走り行く。

			「てめぇの相手はこの俺だッ!!」

			　そこへカーキッドの剣とデュランの術が完成する。

			　炎が効かぬなら、風。

			　解き放たれた疾風の刃は、カーキッドの黒い剣に絡みつくように共に竜へ向かった。

			　オヴェリアももう一度斬りかかりに向かうが、竜の視線の先が気になった。振り返るとそこには、地表に印を刻むマルコの姿があった。

			「マルコッッ!!」

			　吸い込んだ息が、炎に変わるのを何度も見た。

			　マルコがオヴェリアの声に気づき顔を上げるが遅い。

			　炎が口より、あふれ出す。。

			「ッカヤロッッ!!」

			　間一髪横からカーキッドが走りながらその身体を引っ掴み逃げるが、炎はその背中を追い立てるように追いかけて。

			「カーキッドッッ!!」

			　その身が炎に包まれる。

			　その光景に、オヴェリアは一瞬我を忘れ絶叫した。

			「ディア・サンクトゥス!!」

			　その瞬間、デュランの術とガブリエルの剣が竜に向かって突き立てられた。

			　神聖騎士団団長は、ここに朗々と叫ぶ。

			「竜討伐ッッ!!　全騎士団に告ぐ、竜を倒すぞッッ!!」

			　弾かれたように騎士達がこぞって剣を振りかぶる。

			　それに竜は炎の矛先を、カーキッドから騎士達へと反転させた。

			「カーキッドッッ!!」

			　慌ててオヴェリアは駆け寄り、マントと共に抱きしめるようにその身体にかぶさった。

			　その光景を、マルコは唖然と見ていた。

			「オヴェリア様ッ、避けてッ!!」

			　そこへ目掛け、尾が振り下ろされる。

			　カーキッドとマルコを抱えるようにして、一端その場をオヴェリアは離れた。

			「カーキッド」

			　顔を覗き込む。黒く汚れてる。

			　それよりも背中が火傷にひどくただれていた。

			「カーキッド……ッ」

			　オヴェリアはその傷の様にギュッと目をつむった。

			　カーキッドは小さく舌を打ち、面倒くさそうに「……るっせぇよ」と呟いた。

			「お見せください」

			　滑るようにデュランが駆け込んできた。

			「ひどいな。待ってろ。治癒の術を施す」

			　デュランが詠唱を始めるが、カーキッドは「待ってられるか」とオヴェリアの腕を振り解こうとした。

			「竜退治が先だ」

			「馬鹿言わないでッ!!　傷の治癒が先です!!」

			「離せ」

			「離しません」

			　神聖騎士団が竜を相手にしている。

			　それを見、カーキッドは苛立たしげに呟いた。

			「あいつらじゃ、止められねぇ」

			「カーキッドさん、ごめんなさい、僕のせいで……」

			　マルコはガクリと膝をついた。立っていられないほどに震えていた。

			　そんな彼に、オヴェリアは言った。

			「マルコ、カーキッドを押さえておいて」

			「え」

			「……時を稼ぎます。デュラン様、カーキッドを頼みます」

			　一人再び剣を取り、竜に向かって振り返る。

			　遠巻きに見れば辺りはもう火の海だ。このままここにいては、竜はおろか炎に飲まれてしまう。

			　だが竜を放置して逃げるわけにもいかない。ここは人里から遠くない、僻地とは言えない場所なのである。

			　騎士達が炎に飲み込まれて行く。誉れ高き教会の精鋭部隊と言えど、竜に対峙する事など初めてであろう。

			　逃さねば、彼らの命に関わる。

			　ならば彼女が成す事は一つ。竜は自分が引きつける。

			「お待ちください、姫様」

			　走り出そうとしたオヴェリアを、間髪デュランが止めた。

			「カーキッド、どう見た」

			　デュランが男の背中に護符を突きつけた。そこからジワリと、陽炎のように空気が揺らめき傷口を包み込んでいく。

			　深手にもかかわらず、カーキッドの表情にそれほどの苦悶はない。痛みの感情を殺す事には長けている。

			　それでも、彼が一瞬安堵の息を吐いたのを見てオヴェリアも眉間の力を緩めた。

			「変だな」

			「え……？」

			　オヴェリアはカーキッドの言葉が理解できなかった。だがデュランは表情を変えなかった。

			　カーキッドは虚空を睨み続ける。

			「あいつは妙だ」

			「何が」

			「剣が簡単に入る」

			　マルコも大きな目でカーキッドを見つめた。

			「竜の皮膚は鋼にたとえられる。硬いウロコに覆われて、並みの剣では歯が立たない。歴戦の猛者が剣を折られて散っていった話が語り草になるほどだ」

			　オヴェリアは手の感触を思い出した。確かにあの竜、簡単に剣が入った。

			　むしろそれは簡単すぎるほどに、感触が足りなかった。

			　何か決定的に、本来あるはずの物が足りないような。

			「それに竜の炎は、こんなもんじゃねえ」

			　片方の眉を上げ、カーキッドは皮肉を口元にたっぷりと浮かべた。

			「燃える、焼けるの話じゃねぇ。本当に竜の炎を浴びたなら」

			　一瞬で、そこにあるのは無。

			「……逃げ切れないんだ。大地を焼き、天を焦がした炎。それは……こんな生易しい物じゃない」

			「カーキッド、お前、竜と戦った事があるのか？」

			　カーキッドは答えなかった。だが一言。

			「あれは竜だが竜じゃねぇ」

			　決定的な言葉。

			「あの魔導師が作った偽者」

			「ギル・ティモの幻術か」

			「しかし、実体はあります」

			　斬った感触は薄かった。しかし、今そこに竜は存在している。

			　炎を放ち、地を焦がし、騎士達はそこに命を賭している。

			　悲鳴と共に倒れ、絶叫と共に果て。

			　今ここでどれだけの命が失われようとしているのか。

			「私とて、奴の術のすべてはわからぬ」

			　デュランが苦しげに竜を睨んだ。

			「あれが幻術にしろ何にしろ、狙うならば？」

			「心臓。後はやはり、てめぇが最初に言った場所」

			「目か」

			「あの赤い光は……俺には呼んでるように見える」

			　カーキッドがゆっくりと立ち上がった。

			「ここを突いてくれと言わんばかりじゃねぇか？　なぁ」

			　そしてオヴェリアに向き直る。

			「俺は右を狙う、お前は左を狙え」

			　頭一つ高い彼を見上げる。

			「わかりました」

			　こうして何度彼を見上げ何度視線を交わし、彼女は戦場へ向かうのだろう。

			「今度は絶対外さねぇ」

			　先を行く二人の背中。炎を前景にした白と黒。

			　どこまで、あの二人は向かって行くというのか──それを見つめデュランもまた立ち上がった。

			「マルコ、お前はここにいなさい」

			「で、でも……」

			　デュランはマルコの肩に手を置き、その身を翻した。

			　戦士達の行く道をマルコは追えなかった。

			　足がもう、すくんで動かなかった。

			

			　　　　　　　

			

			「一旦退けェェェッッッ!!」

			　ガブリエルの号令虚しく、騎士が焼かれていく。

			　鎧は重い。そもそも、このような相手を想定して訓練をした事はない。

			　圧倒的な体格、力、そして炎。

			　こんなものを前に、一体何を頼りに戦えと言うのか。

			　戦術、戦法、剣技、間合い──これまで積み上げてきた鍛錬のすべてが吹き飛んでいくのを感じずにはいられない。

			　こんなものを前にして。

			　咆哮一つで身体が震える。魂が凍る。描いたすべてが握り潰される。

			　足が動かなくなる。しかし動かなければ抗えない。

			　怯える、すくむ、凍る、震える、へたり、嗚咽、涙が勝手に。

			　でも。

			「斬りかかれェェェェェ!!」

			　抗おうとするのは、人間のすべての感情を超えた、誇り。

			　戦うために腕を磨いた、足を磨いた、身体を、心を──命を磨き抜いてきたのだ。

			「ギャァァァアアアアアアアア」

			「うろたえるなァァァァァ!!」

			　叱咤しながらガブリエルも、切っ先を竜目掛け走る。

			　赤い瞳と目が合う。それだけで心臓をわしづかみにされたような感触がする。人では到底発する事が出来ないような叫びを上げ、竜は再び炎を噴いた。

			　慌てて避けるが体勢が悪い。剣先に体重が乗っている。よろけた刹那に足を捻った。

			「団長ッ!!」

			　その身を庇い、騎士の一人が盾となる。

			　鎧は熱を通す。炎を弾いても、伝わった熱は身体を焦がす。

			「団長ォォォォオオオオ!!」

			　他の騎士達も一斉に竜に向かって斬りかかるが、首をグルリと薙ぐだけで騎士は吹き飛ぶ。

			　力も身体もすべてが圧倒的に違う。

			　一体どうやってこんな物を相手にし、ひるむ事なく立ち向かっていけるというのか。

			　──彼らは。

			「オオオォォォォオオオオオォォオオォオオオッッッ!!」

			　獣のような雄叫びだった。

			　自分を庇った騎士を抱き、ガブリエルはその主を見た。

			　カーキッド・Ｊ・ソウル。

			　異国で鬼神と呼ばれた男が、まさしく鬼のごとき形相で、この絶対的な存在を前に全力で構えた剣を。

			　殴るように、竜目掛け跳んだ。

			　切っ先が竜を捕らえた。

			　薙いだ剣筋は、すくう様に皮膚を斬った。

			　返す刀でもう一度後ろ手に斬りながら、胴体を足がかりに反対側へと飛び去る。

			　それを追って竜が息を吸い込むが、その喉元を今度はオヴェリアが引き裂く。

			　やはりおかしいとオヴェリアは思う。

			　血の一つも飛ばない。

			　そうだ、今までどれほど斬っても手ごたえが少ない。これと似た感触をようやくオヴェリアは思い出す。フォルストで対峙した屍人と同じ感触だ。

			　竜が後ろ足を軸に、上半身を持ち上げる。そうなれば高低差はあまりにも歴然。

			　竜は吠えた。一〇メートル以上あるその場所から火を噴かれてはたまらない。

			　だが、逆に今なら心臓はがら空き。狙える位置にいるのは、オヴェリアただ一人。

			　両手に構えた剣で一気に胸目掛けて跳んだそこへ、竜が上から火を噴いた。

			　炎に包まれた少女の姿に、脇から狙っていたカーキッドが凍り付いた。

			「オヴェリアァァァァァッッ!!」

			　直撃だ。オヴェリアの身体が紅蓮に包まれる。

			　だが彼女は焼かれなかった。

			　なぜならば、彼女は懐に秘めている──碧あおの焔石を。その石は持つ者を火と水の災いから守る。

			　手の先に託した剣が、竜の心臓に突き刺さる。

			　竜が悲鳴を上げ、暴れだす。

			　白薔薇の剣は心臓に突き立ったまま、オヴェリアだけが放り出される。

			　今度は受け止めてくれる者はいない。

			　だが地面に打ち付けられても、彼女は立ち上がった。

			　腕が痛んでも、足が痛んでも。

			　まだ立ち上がる、まだ見据える。

			　そしてもがき暴れる竜の身体を、唯一狙える者があるとすれば。

			　デュランが腕を振りかざす。途端無数の風の刃が竜の身体を四方八方から突き刺した。

			　その衝撃に動きを止めたその瞬間を、カーキッドは狙い済ましていたかのように。

			　再び四つんばいになったその顔、右目に剣を振り下ろした。

			　そこで初めて血飛沫が飛ぶ。

			　ついでに左目を狙おうとしたが、竜の腕がカーキッドを振り払う。

			　心臓に突き立った白薔薇の剣。左目を貫くカーキッドの黒き剣。

			　あと一つ、右目を狙うのは。

			　オヴェリアは腰元のもう一本の剣を抜いた。

			　赤いルビーの剣。

			　立ち上がる。

			　よろついてなどいられるか。

			　歩け、走れ。

			　そしてその瞳目掛けて、剣を放った。

            

			　両の瞳と心臓からあふれ出た赤い液は、やがて炎となって竜を覆い尽くす。

			　いや、むしろそれは食われているようだと、オヴェリアは思った。

			　何に？

			　言うなれば地獄そのものに。

            			

	








			
			「……終わったか」

			　カーキッドは大きく息を吸い込んだ。

			　空気は随分甘かった。

			　随分長い事息をしていなかったのか、胸がただそれだけの行為で満たされる。

			　こういう感覚をカーキッドはこれまでにも何度も味わってきた。死地を越えたという事だろう。

			　そしてこの感覚を覚えるたびに、彼は知らずと苦笑を浮かべる。ああ、生きてると。人並みにそんな事に喜んでいる自分がいると。

			「おい、立てるか」

			　苦笑を噛み捨て、やがてカーキッドは彼女に手を差し伸べた。

			　地面に転がったままオヴェリアは呆然と燃える竜を見ていたが、差し出された手にようやく我に返ってその腕を取った。

			「ありがとう」

			「……ったくよ、忘れてたぜ」

			　カーキッドの強い力で、オヴェリアの体は簡単に引き上げられる。

			「お前、あの石持ってたんだったな」

			　別に火から守る事もなかったなと、カーキッドはいたずらっぽく笑った。

			「そのような事、関係ありません」

			　それに対し、ゆっくりと歩いてきたデュランが反論する。

			「姫君を守るのが、従者の役目」

			「俺は従者じゃねぇ」

			「では何だというのだ」

			　問われ、カーキッドは言葉に詰まった。そして、

			「ただの、旅の連れだ」

			「それを従者というのだ」

			「あのな、俺はこいつのお守りでもなければ、まして部下でも護衛でもねぇぞ」

			　オヴェリアはデュランの後ろにマルコを見つけた。戸惑った様子で立っている彼に駆け寄り、怪我はないか尋ねた。マルコは無言でただ頷いた。

			「にしてもこいつは一体、何だったんだ」

			　カーキッドが改めて燃える竜を振り返る。

			　そこにあるのは、一つの命の終わり。

			「お前の剣と、姫様の剣はあの中か」

			「ああ。こんだけ燃えてたら、取りにも行けねぇ。焼け落ちるのを待つしかないか」

			　カーキッドの手が、寂しそうに所在をなくしてうろついた。

			　オヴェリアもまた、炎を見た。

			　竜であった物。それは最初こそ地響きのような音を立てていたが、今はもう何の音も上げない。

			　ただ、完全に炎によって消えるのを待つだけ。

			　そこにあるのは、とても静かな終焉の姿だった。

			「……ともかく、周りの火を消さねば。マルコ、手伝ってくれるか？」

			　デュランがそう声を掛けた時、ザッザッと音がした。全員が音の方を振り返る。

			　騎士達が、そこに立っていた。

			　神聖騎士団だ。

			　団長ガブリエル・ヴィンガーを筆頭に、居並ぶその数は初めて見た時の半分以下となっていた。

			「おう、今度はてめぇらが相手か」

			　気色ばむカーキッドを退しりぞけ、デュランが一歩前に踏み出す。

			「ガブリエル殿、先ほどは加勢いただき、誠に感謝致します」

			　オヴェリアもデュランの脇に立ち、頭こうべを下げた。

			　その様にガブリエル達は反応を見せなかった──否、彼らは呆然としていた。

			　今起こったすべての出来事に。

			　竜が現れた。その姿は圧倒的で。

			　仲間は簡単に焼かれ、噛み砕かれた。

			　騎士の名を拝した彼らでさえ、その姿に魂が震えるのを抑えきれなかった。

			　命が凍る。足がすくんで動かない。……その体感は本来屈辱的であろうが、それすら感じないほどに。

			　身を占めたのは恐怖、ただそれだけ。

			　……なのに。

			「なぜ……」

			　呻くように、ようやくガブリエルが口にした言葉はそれだった。

			「なぜあなた方はあんな物に」

			　ひるみもせず。

			　恐れはないのか？

			　あんな物を前にして──恐ろしい牙、恐ろしい様相、絶望的な炎。

			　全てが決定的な死にしか見えない、あんな物を前にしているのに。

			「立ち向かっていけるのか……」

			　なぜまっすぐに走って行けるのか、跳んで行けるのか。

			　瞬いて。

			　技を駆使して。

			　全身全霊の、己の魂。

			　もがき抗い、叩きつける事が可能だとういうのか、己の自身の剣を。

			　そして命を。

			「あなたはなぜ」

			　ガブリエルは呆然とオヴェリアを見た。

			　その目を受け、オヴェリアは一瞬戸惑った。

			「あなた様は、なぜあんな物と平然と……」

			　だがやがて深く目を閉じると、彼女はゆっくり言葉を紡ぎ出した。

			「……恐ろしかったから、です」

			「……」

			「平然となど……それは違う」

			「……」

			「怖くてたまらなかった……でも」

			　だから。

			「私にも、よくわかりません……」

			　怖いからこそ走った。

			　恐ろしいからこそ剣を振った。

			　逃げてしまいたい現実、衝動。

			　でも足は、勝手に走った。

			　本当に恐ろしいのは、竜ではなかったゆえに。

			「大事な物を守りたかったから」

			　それは考えて口にした言葉ではなかったが、それこそが彼女の中の真実であった。

			　ガブリエルは黙ってオヴェリアを見つめた。他の騎士も同様に。

			　だがその目には、最初のような呆然とした色はなかった。

			「守るために戦われたか」

			「……」

			「……まさにそれこそ、騎士の本分」

			　ガブリエルは天を見上げた。

			「私達はどこかで、何か大事な物を見誤っていたのやもしれませぬ」

			「……」

			　ガブリエルの呟きに、デュランが笑った。

			「何を言われるやら。あなた方は我らを救ってくれたではないか」

			「救うなど……」

			「いいや、我らは救われた。共に戦ってくれる者がいる、ただそれだけで」

			　救われた。戦う力を、与えられ分けられたのだ。

			「ガブリエル殿、私とて竜は恐ろしかったよ。本音を言えば、あんな物目にしたらさっさと逃げてしまいたい。でもさすがに、姫様が戦っているのに放って逃げられませぬ　カーキッドがただ一人で竜に立ち向かっていたというのならば、迷わず逃げたのに」

			「何だとこの野郎……」

			「何にせよ、我らは共に戦った。そして亡くした命は多い。……共に彼らを弔おう」

			　もう我らが剣を交える理由はないだろう？　そう言って笑う目尻の垂れた男に、ガブリエルは初めて笑って見せた。

			「あなたはやはり騎士だよ」

			「……」

			　ガブリエルは思った。本物の騎士は我らではない。それは──。

			「カーキッドはオヴェリア様を守れ。我らは火を消す。マルコ、行くぞ」

			「俺に指図すんな」

			「デュラン殿、我らも手伝います」

			「助かります。急ぎましょう」

			　悔しきかな、あの少女こそが。

			「……我らが持たねばならない物を持っている」

			　ガブリエルは姫の前に立ち、恭しく礼をした。

			　姫はそれに一瞬驚いたが、だがすぐに微笑を返した。

			　至宝だと、ガブリエルは思った。

			「行くぞ!!」

			　他の騎士に号令を掛け、彼女に背を向けようとしたその刹那。

			　その胸を腕が貫いたのは……一瞬の事であった。

			「あ……」

			「姫様ッ」

			　抜かった。カーキッドとデュラン、同時に呟く。カーキッドはオヴェリアの腕を引き自分の背に回すが。

			「……クソッタレが」

			　剣がない。

			　白薔薇の剣と黒の剣は、炎の中にある。

			　振り返るが竜の炎は勢いを弱めてはいない。

			　その間にもガブリエルの胸から突き出た手は蠢くようにクネクネと動き回り、それに合わせてガブリエルも身をよじり、口から血を噴き出した。

			　見れば他の騎士も同じ。白銀の鎧をまとっているにも関わらず、それすらも打ち砕いて突き出た腕は、やがて異質の形へと変化していく。

			　指が口ばしとなり、手の甲が突起し頭となって黒い瞳が生まれ。

			　鳴いた。

			　胸から突き出た、その形は。

			「鴉……ッ」

			　マルコが膝をつき吐いた。

			　オヴェリアもまた、愕然とそれを見つめる。

			「剣を」

			「待て、カーキッド」

			　デュランの制止を振り切り炎の中へ剣を取りに向かったカーキッドを、止めたのは意外な声だった。

			「その炎、手を出さばお前も食らうぞ？」

			「──」

			　ギル・ティモ。

			　ガブリエルの背後に、彼を抱えるように忽然とその姿は現れた。

			「ただの炎ではない。地獄のそれじゃ」

			　わかるじゃろ？　デュラン・フランシス──そう言いギル・ティモはデュランに目を向けた。

			「あの竜がどこからやってきた物か」

			「ギル・ティモ……」

			「お前ならわかるはずじゃ……ヒェッヘッヘ、お前なら、な」

			　だが動ぜず、むしろデュランは一歩踏み出した。

			「何が目的だ、ギル・ティモ。何ゆえ国を脅かす？　人を弄ぶ？」

			　お前が望む世界はどこにある？

			　我が師を殺し──デュランの眉間のしわが一層深くなり。

			　だが逆にギル・ティモは面白そうに高く笑った。

			「そうじゃ。姫君は焔石をお持ちであったな」

			「……」

			「試されるか？　その石の効力が、地獄の炎にも打ち勝てるか」

			　矛先が向いたオヴェリアを、デュランはハッと振り返った。

			「剣が必要じゃろ？　わしを斬るにはな。剣を取りに行かねばこいつの胸はこの通り」

			　鴉が鳴く。鳴いたそばから暴れだす。ガブリエルは血を吹きながら、恐ろしい悲鳴を上げる。

			　胸がかき回されているのだ。目玉が飛び出まいかと思えるほどに苦痛に見開かれている。

			　その様をオヴェリアは見ていられない。

			　絶叫が彼女の背を押す。

			「ほぉれ、剣を取りに行け、王女オヴェリア」

			「姫様、罠だッ!!　炎に近寄ってはならない!!」

			「ヒェッヘッヘッヘッ!!　時間は待ってはくれないぞ？」

			　聖なる剣で我を討て？

			「……ッッ」

			　炎に飛び込もうとしたオヴェリアを──だが止めたのはガブリエル本人だった。

			　呻いていた彼が発した言葉。

			　最期の言葉。

			　それはオヴェリア達全員の耳に、しかと届いた。

			「我は、騎士だ」

			　言い放ち、ガブリエルは自身の腰の剣を抜き。

			　鴉に向けて──己の胸目掛けて、その剣を一気に突き立てた。

			　鮮血が飛んだ。

			　そしてその場にいた騎士は全員、ガブリエルに倣った。

			　己は騎士だと、その剣に思いを託して。

			「ガブリエル、殿……」

			　呆然としたのは、オヴェリア達だけではなかった。

			　ギル・ティモ自身も、一瞬呆けたようにそこに立ち尽くした。

			「こやつ、鴉諸共わしをも突き刺さんとしたわ」

			　面白い奴だった。

			　だが同時に、愚かな男だった。

			「これが騎士の選ぶ道か？」

			　口の端に笑いがこぼれる。

			　何たる滑稽な。

			　もう我慢ならぬ。叫び、大笑いしようとしたその視界に。

			　ギル・ティモにとってさらに浅はかな光景が映った。

			　オヴェリア・リザ・ハーランドだ。

			　彼女が、竜の炎に向かって歩き出していた。

			　その炎は地獄の炎。

			　ただの火ではないのだ……竜の心臓の石の加護など簡単に砕こう。

			　異界から招いた竜、その存在を支えていたすべての炎が今そこに溢れているのだ。

			　口から噴いていた物など比ではない。その中に飛び込むなど自殺行為。

			　……だが、オヴェリアは炎の中に手を入れた。

			　燃えてしまえと、ギル・ティモは思った。

			　浅はかな娘。愚かな娘。今ここで果てよ。激昂と共に己もその炎で朽ちてしまえ、と。

			「オヴェリアッッ!!」

			　カーキッドが慌てその背に向かって叫んだ時。

			　オヴェリアは炎の中から、それを抜き取った。

			　白薔薇の剣。

			　彼女にしか持てぬその聖なる剣は、刀身に光を宿し、同時に炎をまとっていた。

			　紅蓮の薔薇。

			　ギル・ティモは慌てふためいた。まさか。

			「そ、その炎は」

			　地獄の炎だ。

			　恐ろしき、人の手になど収まらぬ。そんなものをも──まとうというのか、この娘は。

			　紅蓮の剣を手にしたオヴェリアは、そのまま、ギル・ティモ目掛けて駆け出した。

			　ギル・ティモは風の刃をオヴェリア目掛けて繰り出すが。

			

	








			
			　薙いだ、剣の方が早かった。

			　ザンッと、一刀。

			　オヴェリアはギル・ティモを斬った。

			　驚愕にその顔が歪む。

			　だがそれも直に溶けるように消えると──天から降るように、笑い声だけ彼女達に落ちてきた。

			「誠、見事」

			　オヴェリアは天を見上げる。星のない空には夜明けの気配もない。

			　あるのは無限の闇。

			「まさか一介の人の身で、ここまでわしに迫るとは」

			「ギル・ティモ、」

			「見たくなった。お前達が、本物の竜を相手にどう立ち回るか」

			　本物の竜。

			「おいで、ゴルディアだ……そこで待つ」

			　甘い声で誘う。

			　やはりその地が終点か。

			　いや、むしろ──始点となるのか。

			　おいで、ゴルディアへ……残響を残し声は消えていく。

			「ゴルディア……」

			　呟き、オヴェリアは明後日目掛け、剣を薙いだ。

			　赤い軌跡が、空気だけを切り裂いた。

			

			　　　　　　　

			

			　竜が振り撒いた炎は、デュランとマルコが消した。

			　そして竜を焼いていた炎も、朝日が出る頃には消え失せた。

			　白薔薇の剣の炎はすぐに消え、カーキッドの剣も彼の元に戻った。

			　だが竜の残骸の中に見つけたルビーの短剣は、刀身が折れ、もう使い物にならない状態になっていた。

			　オヴェリアはそれを前に、ひと時悼むように目を閉じた。

			　ガブリエル達はその場に埋めた。姿の残る者は出来る限りと、デュランが弔いを行った。

			「やはりあなたは騎士だった」

			　死してガブリエルは、満足げな顔をしていた。

			　オヴェリアが頭を下げても、もう返す者はいない。

			　神聖騎士団。誇り高き騎士達よ。

			　彼らを前にオヴェリアは涙を流した。

			　カーキッドは彼女のその様に、ただ黙って、持っていたマントを肩から掛けてやった。

			　夜明け前の薄紅色の空に、ひと筋の流れ星が消え行く。

			　まるで誰かの涙のように、頬を伝って消えていく。

            			

	








			
			　──本当の戦いは、今この瞬間から始まる。

			

			　　　　　　　

			

			　グツグツと、鍋が煮立つ。

			　一口味見をする。悪くない。魚のダシが良く出ている。

			　あとは隠し味に入れた香味野菜。これが一層香りを引き立てている。

			　肉が焼けるのも間近。もう充分いい匂いが立ち込めている。

			　鍋をかき混ぜながらカーキッドは辺りを見回す。

			「オヴェリアはどうした？」

			　鍋を見つめていたマルコは突然声を掛けられ、驚いたように顔を上げた。

			「姫様なら、顔を洗いに行くって」

			「随分経つな」

			　そうですね……と少年が言葉を濁す間に、カーキッドは彼女の荷物を振り返った。

			　白薔薇の剣は置き去りになっていた。

			　少し考えた末、カーキッドはマルコの肩を叩き言った。

			「火を見てろ。すぐ戻る」

			　少年が何か言いかけたが無視して立ち上がった。

			　それに合わせるようにガチャリと彼の剣が鳴いた。構わずカーキッドは歩き出した。

			　木々のベールを越えていくと、すぐに水場が現れる。池だ。

			　同時にその背もあった。見慣れた金の頭と小さな体。

			　これまで何度となく見てきた背中が、今日は一層小さく見えた。

			　少女は膝を抱えて座り込み、じっと水面を見ている。

			　池は空の青を映して青く輝いていた。

			　いや、空よりももっと深い蒼。

			　今日の空は少し痛いと、カーキッドですら思う。

			「何の歌だ」

			　青が占めるこの世界で耳が拾った別の色。カーキッドは懐から煙草を取り出しながら尋ねた。

			「……子守歌です」

			　彼女は静かに答える。カーキッドは煙草をくわえ「ああ」と笑った。

			「どこぞの女神の子守歌か」

			　サンクトゥマリアの子守歌。初めて姫として会った時も彼女は歌っていた。

			　聞かずともわかっていた。だがカーキッドは忘れた振りをした。

			　聖母の歌。

			　そして聖母の剣に選ばれた少女。

			「飯ができたぞ」

			　剣を放り出して行くなとは言わなかった。

			　戦士としては本来あるまじき事。どんな時も剣を身から離すな。まして彼女の命は常人とは別の意味合いを持っている。

			　誰よりもその事をわかっているこの男が……だがそれを、今は言わなかった。

			　剣は重い。

			　その重みを一番知っているのも彼ゆえ。

			「そうですか」

			「期待していいぞ」

			「……楽しみです」

			「おう」

			　背を向けている、だがオヴェリアの声に少し笑みがにじんだ。

			　池から吹き上げられた風に、肌が敏感に寒さを感じ取る。

			　風が止むとオヴェリアは大きく息を吸い込んだ。

			「行きます」

			　立ち上がった衣には炎の跡が残っている。

			　少しずつ旅が彼女を染めていく。美しい横顔にも、旅立つ前にはなかった色が宿り始めている。

			　その顔は悪くないとカーキッドは思う。

			　……舞い降りた木の葉が一枚、彼女の髪に引き寄せられるように落ちた。

			「おい」

			「え？」

			　カーキッドは呼び止め、そっと取った。

			　それから、その頭に手を当てた。

			　撫でるほどではない。ポンと一つ。

			　だが指が離れる瞬間、カーキッドは頬に指を這わせた。

			　それだけ。

			　オヴェリアも指の動きに逆らわなかった。

			「顔洗ってからでいい」

			　言って、背を向けた。

			　あの顔で涙の跡は反則だと、心の中で苦い笑みを浮かべながら。

			

			　　　　　　　

			

			「美味しい」

			　スープを口にするなり、オヴェリアは目を輝かせた。

			「何ですかこれは」

			「あん？　見ての通りだろうが」

			　スープだ。それ以上も以下もない。

			「こんなの飲んだ事ありません」

			　感激するオヴェリアに、彼もまんざらではない様子で鼻の下を掻く。

			「魚のあら汁だ。今朝釣ったばかりのをブツ切りにして放り込んだだけだ。後は隠し味に味噌を入れたぐらいか」

			「味噌？」

			「大豆から作られる調味料の一つだ。あの城に置いてあったのを少し拝借してきた。俺の故郷じゃよく使われてたんだがな」

			　オヴェリアはもう一度スープの香りを楽しみ、改めて口に含んだ。

			「肉も焼けたぞ。マルコ、取ってやれ」

			　マルコは慌てて火の周りに突き刺されていた串を一本取った。

			「どうぞ、姫様」

			　両手で仰々しく差し出され、オヴェリアは躊躇とまどった。

			「ありがとう」

			「いいえ。そのようなお言葉は」

			「……面倒くせぇなぁ」

			　と言いつつも、ニヤニヤ笑いを浮かべてカーキッドも肉を頬張る。

			「うん、いけるなこれ。マルコ、お前も食べろ」

			「は、はい」

			　肉を渡しても、マルコは顔を上げない。

			　そもそも彼はこの二日、ずっと下を向いたままでいる。オヴェリアが前にいる時は特にだ。

			　オヴェリアは少年のその様子に、困ったようにカーキッドを見た。

			　だがカーキッドは逆に面白そうに笑うと、少年の顔を覗き込んだ。

			「お前、緊張してんのか？」

			「──」

			　突然言われてマルコは目を丸くする。その様子にカーキッドは、辛抱たまらぬと言った様子で大笑いを始めた。

			「耳まで真っ赤にしてやがる」

			「ちょっと、カーキッド！」

			「お姫様が目の前にいるからか？　あん？」

			「……」

			「だとさ。まぁ見た目だけはお人形さんみたいだからな」

			　いつも思っている事を思わず言ってしまい、カーキッドも珍しく少し慌てた様子でオヴェリアを見た。

			　当然オヴェリアは膨れ面をした。

			「見た目だけ、とは何ですか」

			「……だろうが。そのまんまだ。間違ってねぇだろ」

			「失礼な」

			「あのなぁ、お前、よく考えろ。お前はここまで何をしてきた？　〝だけ〟で充分だ。むしろ〝だけ〟でもあっただけ良かったじゃねぇか」

			「……カーキッド、この料理不味いです。凄く」

			「てめぇはさっき美味いと言った。前言撤回は男の恥だぞ」

			「私は男じゃありません」

			「んじゃ、剣士の恥だ。これなら文句言えないだろうが」

			「……うう」

			「マルコ、恐縮するだけ無駄だぞこいつは」

			　二人のやり取りをマルコは呆けた様子で見ていたが、やがてカーキッドに向き直り「カーキッドさんは、」と呟いた。

			「姫様にそんな口が利けるなんて……カーキッドさんは……」

			「あん？」

			「どこかの……王子様か何かなんですか？」

			　カーキッドは絶句した。

			　オヴェリアもまた絶句し。……後に、無論、笑い出す。

			「カーキッドが王子!!」

			「だ、だって！　お姫様にそんなふうにしゃべれるなんて！」

			　マルコは真っ赤になって必死に弁明した。

			　だがオヴェリアは言葉にならないほど笑い転げた。彼女がここまで笑うのをカーキッドも初めて見た。

			　それなだけに。

			「何が可笑しい……」

			「い、痛いです、カーキッドさん」

			　マルコの頭を掴みひとしきりグリグリと拳を押し付けたかと思うと、後は仏頂面で肉を食べ、椀にスープを並々に装い一気飲みした。

			「全部食ってやる」

			「あ、待って！　そのスープ私ももう一杯いただきたいです」

			「ダメだ。お前の配当はそれだけだ！」

			「あの、僕、まだもらってません」

			「湯でも飲んでろ!!」

			　一人で馬鹿食いを始めた大人気おとなげない男に、オヴェリアとマルコは顔を合わせた。

			　マルコは一瞬恐縮したが、オヴェリアが笑うと彼もまた照れくさそうに笑った。

			「じゃあ、私の分を分けてあげるわ」

			「いえっそんなっ」

			「うふふ」

			　二人が少ないスープを分け合う姿を見、それがまた癇に障ったカーキッドが、ヤケクソのように二人の椀にスープをぶち込んだのは言うまでもなく。

			「……それにしても、デュラン様はどこまで行ったのかしら……」

			　美味しそうにぶつ切りの魚を食べるマルコを見ながら、オヴェリアは改めてカーキッドに問う。

			「そのうち戻るだろ」

			　町の様子を見てきます、そう言って彼がいなくなったのは今朝の事だ。町までそれほど距離はない、行って戻ってくるには充分な頃だろう。

			　逆に、それほど近い場所にいながら、オヴェリア達は町には行かず森で過ごした。

			　理由は無論、あの城での一件である。

			　ドルターナの城を出たのは二日前。戦士達を弔った後、早々に彼らは城を後にした。

			　そのまま近隣の村には寄らず、足を伸ばしてもう少し大きな町へ。

			　だが付近まで来て、結局町には入らず様子を見る事に決めた。これはカーキッドとデュラン両方の意見であった。

			　そして今朝になり、デュランが一人で町の様子を見に向かったのだが。

			「……街道の交差路にある町だ。人の出入りも多い。……女遊びでもしてなきゃいいが」

			　そう言ったカーキッドであったが、オヴェリアにも二人の考えている事がわからないわけではなかった。

			　枢機卿に歯向かったのだ──ミゼル・ドルターナ、教会において教皇に継ぐ存在たる男に。

			　聖サンクトゥマリア大教会。

			　その力は強大。どの国にも属さない独立体組織としているが、その力はハーランド全土に及ぶ。各地に教会施設は点在し、人々は唯一の絶対神としてサンクトゥマリアを崇めている。王家さえも聖母の像に膝を折って祈りを捧げているのだ。

			　教会は誰の支配下にもならない。逆にハーランドはその威光を借りて人民を掌握する代わりに、傘下にいると言っても過言ではない。

			　これは隣国、バジリスタも似たようなものである。

			　その組織の頂点に立つ教皇、直属の枢機卿──オヴェリア達が剣を向けたのはそこなのである。

			　直接的に何かが起こってもおかしくはない……いかにオヴェリアが姫と言えど。

			　だからこそ、オヴェリアとて自分のした事の意味はわかっている。

			　サンクトゥマリアを崇めよとは幼き頃から言われてきた。確かにドルターナはハーランド国の貴族として席を残している。だが彼は枢機卿なのである。

			「まぁ、そのうち戻るだろ。戻るつってたんだから」

			「……」

			　オヴェリアは無言で頷いた。そしてスープを飲んだ。

			「マルコをレトゥ様の所に送り届けなければ」

			「……そうだなぁ。じじぃ、元気にしてっかな」

			　マルコの手が止まる。

			「大丈夫。すぐに帰れます」

			　オヴェリアは強く頷いたが。

			　マルコは何となく呆けた様子で、肉をかじった。

			

			　　　　　　　

			

			　そしてデュランが戻ってきたのはそれから数時間後、太陽が傾きかけた頃だった。

			「いやはや、遅くなって申し訳ありません」

			　晩はデュランが持ち帰った肉とハム、野菜、そしてパンを豪快に焼いた。マルコは「パーティみたいですね」と目を輝かせた。

			「何も全部焼く事ないだろうに」

			　デュランは口を尖らせたが、「うっせぇ」とカーキッドに一蹴された。

			「こんな所でしけた時間を過ごしてたんだ。飯くらい豪勢にさせろ」

			「おいお前、今その肉に何塗った？　上物だぞ、姫様にこの霜降りを味わっていただきたく持ち帰ってきたんだ」

			「文句は食ってから言え。いいか、この手の肉にこのタレは合うんだ。傭兵仲間から聞いた秘伝のタレだ。待ってろ」

			「む。確かお前、噂では相当料理の腕が立つらしいな。いいだろう、お手並み拝見といこう」

			「……誰が言った、そんな事」

			「姫様だ」

			　余計な事をこの女は……とカーキッドは睨んだが、オヴェリアはマルコと一緒に豪快な料理を楽しそうに眺めている。

			「それで、町の様子はどうだった」

			　半信半疑で肉を頬張ったデュランは、そのまま目を丸くした。

			「悔しいが、確かに美味い」

			　デュランは姫に「この肉はいかがですか？」と喜色満面で問うた。だが問われたオヴェリアは一瞬首を傾げ「味はいいですが……少々硬いですね」と言った。デュランは唖然とした。

			「すまん、カーキッド、私の舌の上ではこの肉はとろけて消えてしまうのだが……」

			「食い物の話はいい。町の様子を説明しろ、この馬鹿神父」

			　デュランは寂しそうに、もう一度マルコに「肉はどうだ？」と聞いた。「口に入れたら消えてなくなってしまいました」と目を丸くしている少年の様子を見て、ようやく彼は満足そうに胸を張った。

			「町の様子か……そうだな。一見は変わりない。旅人の出入りも随分あった。特に目立っておかしな点はなかった」

			　ただし、とデュランは言葉を濁す。

			「嫌な気配がなかったわけではない」

			「具体的には？」

			「……私の錯覚かもしれんが。少し、旅人が多すぎる」

			　それも武装した者が。

			「教会の奴らは？」

			「町には教会もあった。だが取り立てておかしな様子はなかった。……だが時間の問題だろうな」

			「……」

			「枢機卿に喧嘩を売ったんだ。……このまま何事もないとは思えぬ」

			　カーキッドにそう言い、改めてデュランはオヴェリアに向き直り頭を下げた。

			「オヴェリア様、申し訳ありませんでした」

			「なぜあなたが謝られます？」

			「巻き込んでしまいましたゆえに」

			　この辺りは夜になると、虫が耳に痛いほどに鳴く。

			「本当はあなた方には関わって欲しくなかった……関わらせないつもりでした。マルコの件も、私が一人で片を付けようと」

			　神聖騎士団が現れたあの時から──いや、マルコに関わるすべての事象から。

			「私は、マルコの事を知っておりました」

			　彼が一体何者なのか。彼の両親がどのような顛末を辿ったのか。

			「無論レトゥ様の正体もです。ゼクレトル・フレイド……かつて我が教会内で水の賢者と称えられたお方です」

			　マルコも、レトゥがかつて賢者と呼ばれるほどの者だった事は知っていた。そしてその地位を捨ててまで自分と共にいてくれた事も。

			「オヴェリア様と再会したあの日、私は水の賢者に会いに参りました。近状報告と、そしてアールグレイ夫妻の子供の様子を知りたくて。だがレトゥ様はどの子なのかまでは教えてくれませんでした。息災にしていると、それだけで」

			　デュランはマルコを見て笑った。

			「そして私がレトゥ様の元を尋ねた最大の理由は、ギル・ティモの事でございます」

			　禁断の書物の原本を奪った男。そしてその力を得た彼が何かを成そうとしている事。

			「レトゥ様もかつては禁書に携わった方だ。奴が成した事、そして起こった顛末。奴を捕らえる事にご助力願えまいかと申し出に行った次第」

			　断られましたがな、とデュランは自嘲気味に笑った。

			「レトゥ様は、今は他に大事な物があるゆえにこの地を離れる事はできないと申されました。……何度も何度もすまぬと頭を下げられました。……仕方がない事。これは私一人の戦いゆえに」

			　そしてデュランはオヴェリアに向き直った。

			「オヴェリア様、私はあなた様にお話ししておらぬ事があります」

			　改まった神父の顔に、オヴェリアも居住まいを正す。

			「私の師はギル・ティモによって殺された……西の賢者、ラッセル・ファーネリアです」

			　オヴェリアはそれをカーキッドから聞いていた。だが今、初めてデュラン自身の口から告げられた。

			　その先にある決意と共に。

			「我が師は禁断の書物を守り、西の賢者として力を振るってきた。だがそれも虚しく、ある日ギル・ティモによって殺された」

			「……」

			「ギル・ティモは……かつて、レトゥ様の弟子でありました……」

			　レトゥの弟子。その事実にオヴェリアとカーキッドは目を見張る。

			「まさか」

			「……弟子の一人であったと言うべきか。レトゥ様を慕う者は多く、弟子の志願は絶えませんでした。そのすべてを弟子としたわけではありません……その中から彼が認めた一部をだけがその指南を受ける事ができる。レトゥ様の弟子であるという事は、教会内でもそれなりに実力を認められる事でもありました」

			　その中にマルコの母、アンナ・アールグレイも入る。

			「ギル・ティモがレトゥ様にとってどういった存在であったかはわかりません。だが……彼は後に破門されたと聞きます」

			「破門された逆恨みで禁書を狙ったか？」

			　カーキッドの言葉に、デュランは首を振った。

			「私は……、正直申しましょう。レトゥ様が少々憎い」

			　憎かった、と。

			　デュランの顔は複雑に歪んでいた。

			「ギル・ティモはあの方の弟子だった……だが犠牲になったのは私の師と……」

			　言い淀んだ。でも止まれない。

			　もうすべて話すと決めたゆえに。

			「師の……娘」

			「西の賢者の娘？」

			「はい……。師は禁書を奪われる際に命を落としました。そして娘は奪った末に」

			　いわば、

			「闇の魔術の、最初の犠牲者となりました」

			　その術は人の生命を弄ぶ。人の尊厳など全部取り払い、人を玩具のように砕く術。

			　その術の最初の犠牲者は、ギル・ティモにとってはただ己の腕を振るうための遊びの延長。

			「その娘は……」

			　オヴェリアが何かを察し、デュランに問いかける。

			　デュランは微かに口元を歪めた。そして返事の代わりに答えた。

			「私は彼女を救うために、禁忌を破った」

			　告白する罪。

			　そして罰。

			　悲しみと絶望が生み出した一つの結果と。

			　……決意。

			「私は罪を犯しました」

			　もう一度デュランは噛みしめるようにそう言う。

			　カーキッドは、煙草を取り出し焚火で点けた。

			　力は扱う者によって形を変える。料理を成す炎、命を温める炎。

			　だがこの世には人を焼く炎もある。世界に害を成す炎もある。

			　すべては扱う者次第。同じ物でも、形を変えれば全く別の物となる、

			「私は……禁断の魔術が使えるのです……」

			　苦渋の中に告げる、告白。

			「ただ、彼女を救いたかった……」

			　……あの日、禁断の書物を得たギル・ティモは、その力でもってして賢者の娘に呪いをかけた。

			　手に入れた玩具がどんな物かを見極めるため。

			　それは、何の縁も恨みもない、ただの余興の一つであった。

			「彼女はそれにより……光を失った」

			　簡単に言った。だが、デュランの目にはあの時の光景が過ぎる。

			　彼女は光を失った。すべての光に拒絶された。

			　光る物すべてが、彼女を焼くようになった。

			　それがランプの明かりだろうと、磨かれたスプーンの反射であろうとも。

			　淡かろうが強かろうが等しく、光は彼女の身を焦がした。

			　その痛みは、絶望の叫び。

			　太陽の下に出れば、その身はそのまま炎と化しただろう。

			　地獄だ。

			　彼女は、一切の闇の中でしか生きられなくなった。

			　それで本当に生きているというのか？

			　レイザランの領主ラーク公。彼もまた暗い牢獄に繋がれ、最後に太陽の光を望んだ。

			　デュランは目を瞑り、胸の中に湧いた憤りを押さえ込んだ。

			「私は……彼女を助けたかった」

			　師の娘。

			「師は私を救ってくれた……私には親はおりません。神に仕えた事もなかった。幼少より乞食のように荒んだ生活をしていた私を、拾ってくれたのはラッセル・ファーネリア」

			　そして、

			「あの方が亡くなった……ならば私が彼女を救うしかない」

			　誰一人、何一つ信じる事できず、ただ絶望だけで過ごしてきた自分に光をくれた人。

			　その人が残した、唯一の娘。

			　もう、彼女を救う以外には何もない。

			　自分は師を救えなかった。

			　……あの日もし、もっと早く帰っていたら。もっと自分が強かったならばと思わない日はない。

			　師はデュランに、術をあまり教えたがらなかった。

			『術より先に、人として多くの事を学びなさい』

			　まだ早い、お前は未熟だと。

			　……もし自分があの頃もっともっと己を磨いていたら、師は自分に術を仕込んだのだろうか？　デュランは今でも問いかける。

			　師を守れる力──そして、彼女を闇から救い出せる力を。

			「私は彼女を救うために、師が残した術書を読み漁り片っ端から使った。だが何一つ敵う物はなかった」

			『もう無理だよ』

			　朝になると彼女はデュランにそう言った。

			　昼の光を完全に遮れる物ではない。太陽が出ているというだけで彼女は苦しみを訴えた。まして四六時中何も見えない闇の中にいるという事がどのような事か。

			　彼女は、涙も見えないような闇の中でただ泣いた。

			『俺がここにいる。ずっと傍にいる。だから頑張れ』

			　励ましても、励ましても。

			　デュランは感じていた。限界は近かった。

			『太陽は、君のためだけに昇るから』

			　明けない夜はないから。

			　絶望の果てには必ず希望があるから。

			　光は、必ず再び君に注ぐから。

			『俺が必ず助けるから』

			　彼女の笑顔がもう一度見たいから。

			　俺の笑顔を見せたいから。

			　いつも笑っているみたいな顔だからデュランは得だね、と彼女は言った。

			　それまで彼は自分の顔が大嫌いだった。いつもどこでも罵られた。笑ってもいないのに笑っていると、馬鹿にしているのかと、大人たちは彼の顔を見るたび怒鳴って殴った。

			　初めてだった。ラッセル・ファーネリアはデュランという存在を認め、彼女はデュランの顔を見て笑った。

			『私はデュランの顔、好きだよ』

			　笑ってる、君の顔。俺の顔。

			　──全部。

			　そこが闇だろうが地獄だろうが、引っ張り出して、光の元へ。

			　ただそれだけ。

			　もう自分には彼女以外に何もない。

			　……だから必死に。

			　必死に。

			　……………泣かないようにして。

			「師の術は効かない。彼女は日に日に心も体も弱っていく。……もう限界でした」

			　だから。

			　デュランはその道を選んだ。

			　西の賢者は闇の魔術の書を守り封じる役目を担ってきた。その過程で、師がその術を解読しようとしていた事をデュランは知っていた。

			　人という身で、それを上回る術を成すために。ラッセル・ファーネリアが組み立てた聖魔術を真に完成させるために。

			　解読の切れ端。ラッセル・ファーネリアが残した未完の解読書。

			　点在する書物に書かれた断片的な文字は、ギル・ティモが奪っていった原本に比べれば切れ端も同然だ。

			　でもデュランは藁にもすがる思いだった。もうそれしか道はなかった。

			　闇の魔術を使う──だがそれを成すためには、やらなければならない事があった。それが故に人間としての道徳を問われ、術の性質と同様にして禁じられた行為。

			　それは──悪魔との契約。

			　悪魔に魂を捧ぐ。

			「悪魔……」

			　オヴェリアが喉の奥で悲鳴を上げた。

			　だがカーキッドは黙っていた。

			　煙草の匂いはきつくはない。風が緩やかに持ち去っていく。

			「元々魔術の発端は、そうした所からだと言われています。悪魔との契約。人を捨て、この命を捧げる事によって得られる力」

			「……やったのか、お前は」

			　カーキッドが淡々と問うた。だからデュランも「ああ」と答えた。

			「私は悪魔に魂を捧げた。あの時もう、それでいいと思った。彼女を救えるなら私はどうなっても構わぬと。元々はとうになかった命」

			　西の賢者に出会うまで光などなかった。

			　だから今更闇など恐るるに足らず。

			　だが彼女は違う。

			「師に知られば私は殺されてしまうでしょうな」

			　師だけではない、事が教会に知れれば、すぐさまデュランは処刑される。

			　禁断の魔術。悪魔との契約を成さば、もうただでは済まされない。申し開きなどできない。

			　絶対たる禁忌。

			　永遠に、許されざる事。

			「そして……皮肉にも、その力を得た時彼女は亡くなった」

			　闇の中で彼女はたった一人、彼の目を盗んで自ら命を絶った。

			「唯一人残された私には……もう、一つしか残っておりませんでした」

			　やるべき事は一つ。残された道は一つ。

			　すなわち、復讐。

			　ギル・ティモを殺す。

			　師を殺し、彼女を殺した仇。

			　もう、それ以外には生きられぬ。

			「姫様、これが私の正体でございます」

			　聖職者の姿をした、復讐に取りつかれた悪魔。

			　デュランは深々と頭を下げた。オヴェリアは言葉にならなかった。

			　彼はいつもの笑みを浮かべると、「ゆえに」と言った。

			「あなたを、巻き込みたくはなかった」

			　自分とギル・ティモの戦い、それは人道に反した戦い。

			　決着は、自分達でつけなければならない。

			　今生はもうそのためだけに使おうと思っていた時間を。

			　……だがその決意の前でオヴェリアは、ただ、涙を流した。

			「デュラン様……」

			　男の手を握り、泣いた。

			「何ゆえ泣かれます」

			　デュランは戸惑った。

			「私などのために」

			　泣かれますな。

			　泣いてくれますな。

			　もう、私などのために。

			「……あなたのような、光そのもののような方が」

			「……」

			　煙草の匂いが苦い。

			　だからだ。……デュランが涙したのは。

			

			　　　　　　　

			

			　始まりはどこにある？　終わりはどこにある？　

			　断ち切れるのか、その負の連鎖。

			「……ラッセル・ファーネリア亡き後、教会は掌握する全土に向けてギル・ティモの手配を掛けました。捕獲を指示したのは枢機卿ミゼル・ドルターナ。そしてギル・ティモを囲っておったのもその男」

			　教会の頂点とも言える場所にいる男。

			「ガブリエル殿は申された、ギル・ティモは枢機卿がバジリスタから招いたのだと」

			　隣国バジリスタ。

			「とどのつまりは？」

			　明後日を見ながら、カーキッドは先を促す。

			「奴はバジリスタに通じている可能性がある」

			　そしてもう一つ。

			「奴は教会にも通じている」

			　ギル・ティモがここまでに成した事。

			　ハーランド王家にも通じるフォルストに取り入った。そしてフォルストの領主アイザック・レン・カーネルはハーランド王を倒そうとした。

			　フォルストには屍人が現れ、宰相によって、レイザランの領主は碧の焔石を探せと命じられた。

			　竜の命を宿す石。

			　それを集めどうしようとしたのか。

			　もし石が割れれば、そこから噴き出す炎は大地を覆うほどだと。

			　だがそれがあながち間違いではないという状況を、オヴェリア達は見たばかりだ。ギル・ティモが生み出した竜は本物の竜とは違ったかもしれない。だが凄まじい炎が大地を、そして人々を焼くのを目にした。

			　竜──オヴェリアの目に力が宿る。

			「ギル・ティモはバジリスタと教会に通じている──そして国を倒そうとした奴の手引きもしたわけか」

			　カーキッドは一瞬オヴェリアの表情を窺ったが、すぐに視線を戻した。

			「嫌な展開になりそうだな」

			「そしてもう一つ。今回の一件が本当に枢機卿の一人の意志なのかという事」

			　枢機卿の上にいる、教皇という存在。

			「……どの道、私はもう教会には戻れません」

			　枢機卿に逆らったのだ。

			「直に手配されます」

			「デュラン様……」

			「オヴェリア様、私は……本当は、あなたの旅に加えていただきたかったのです」

			　え、とオヴェリアは声を漏らした。デュランは笑っていた。

			「ジブソフィラで神聖騎士団が来る直前、お話ししたい事があると言ったのを覚えておいででしょうか？　あの時私は、あなた様の仲間にしていただきたいと申し上げようとしたのですよ」

			　オヴェリアは言葉を失う。

			「あなた様は、私が目指す方向へ導いてくださる気がした。ギル・ティモへの道、そして」

			　もっと別の。

			　復讐しかないこの体、この心……その中で。

			「あなたは光のようであった」

			　デュランは涙を浮かべた。

			　でも笑った。

			　かつて愛した人が、好きだと言ってくれた笑み。

			「あなたはあまりにも眩しい」

			　闇の中だけでは生きられない。光を欲する、もうそんな資格などないのに。

			　愚かで醜いこの存在。

			　恥ずかしいほどに、苦しい。

			　けれども──彼女の傍にいれば、答えにたどり着ける気がして。

			　光でも闇でも、求めていた最期の場所へ。

			「……詮無き事。ただ、そう思っていた。そしてそれを伝えておきたかった。愚か者の戯言たわごとと忘れてくださいませ」

			　笑って捨てよ、そんな思い。

			　だが、彼女は捨てない。目の前にあるならば。

			　どのような者、どのような場所であろうとも。

			「何を申されますか」

			「……」

			「デュラン様、あなたはもう、私の仲間です」

			　デュランは顔を上げた。

			「これまでどれほど死地を共に潜り抜けてきたのですか。私達はもう、とうに仲間でありませんか」

			　その頬を涙が伝った。

			「しかし私は禁を破った者。この先、教会に追われる身となりましょう」

			「それは私とて同様。枢機卿に啖呵を切ったのですから」

			「しかし、あなた様はっ」

			　あなた様は……と言葉に詰まるその手を再びオヴェリアは握った。

			「仲間です」

			「──」

			「もう、一人で背負い込まないで」

			「姫様……」

			「巻き込みたくないなどと言わないで。私こそ、とっくにあなたを巻き込んでいる。だから、私にもあなたの荷を分けてください」

			　共に。

			「カーキッド、いいでしょう？」

			「……」

			　ひと時男は無言で煙草を吹かしていたが、最終的に大きく溜め息を吐いた。

			「言っとくが、ギル・ティモの野郎を倒すのは俺だからな」

			　奴には腕の痣の借りがある──呟き、男は顔を背けた。

			　デュランは涙を拭った。

			「……馬鹿な。私は生涯の誓いとして心に決めている」

			「知った事か。俺は、借りは必ず返す事にしてんだ」

			「ならば、ギル・ティモの前に私が貸した物を返せ」

			「……あん？」

			「貸しだ。フォルストで別れた時に貸しは二つだった。それから私は……まず第一にお前の呪いを解いた。これは貸し二つ分くらいになるな。それから竜との一戦の際の治療、炎から守り援護を飛ばした分……貸し六でまけてやる」

			「待て、そんな事言ったらお前、ドルターナの城から助けてやったのは誰だ」

			「私自身だ。自分で牢屋を出た」

			「……ッ、なら、ほらあれだ、レトゥの学校で、お前がガキ連中にヤイヤイ言われた時にフォローした時とか」

			「あんなもん、貸しに入るか馬鹿者」

			「……オヴェリア、却下だ。こんな奴旅に連れて行かんぞ俺は!!」

			「誰もお前に着いて行くなどと言っておらん」

			　私が従うのは、姫様だ──そう言ったデュランに、オヴェリアは困ったような顔をしたが。

			　最終的に、二人に見せたのは満面の笑みだった。

			「喧嘩するという事は仲がいい証拠、なのでしたね？」

			「ふざけんな」

			「それはまったく違います」

			　デュランが声を立てて笑った。

			　常から笑ったような顔をしているのに、オヴェリアは初めて彼の笑みを見たと思った。

			　本当の笑い。

			　先は苦境なれど。

			　彼女も笑った。

			　心の底から。

			

			　　　　　　　

			

			　真夜中に煙草が吸いたくなった。

			　……それを建前にしようと思った。

			　それしか理由が浮かばなかったし、でなければおかしい気がしたから。

			　カーキッドは見つけた背中に声を掛ける。

			「おう」

			　ひねりもない、ただの呻きのような声。

			　だが少女はそれだけでカーキッドだと気づいて振り返る。

			　月明かりの下に笑みをくれる。

			「何をしてるんですか？　こんな夜分に」

			「てめぇこそ」

			　わざとらしく煙草を出して見せようとして、彼らしくもなく箱ごと落とした。

			　……夜中にオヴェリアが一人どこかへ行った。一瞬用足しかとも思ったが、違うとカーキッドは思った。だから追いかけた。

			　案の定彼女は池のほとりで座っていた。

			「またここかよ」

			　毒づきながらも、彼もよっこいせとその隣に胡坐を掻く。

			「何だかきれいで」

			「そうか？」

			「月明かりが映ってる」

			　黒いだけの水面に見えたが、言われて初めて、確かに月が映っている事に気づく。

			　だがそれがどうしたとも思う。

			　……いや、思っていたのだろう、オヴェリアと旅をする前のカーキッドならば。

			「昼間は空で、夜は月ってか」

			「きれいね」

			「こうしたらどうなるんだ？」

			　バシャバシャと手を入れて波を起こし始める。途端、水面に波紋が広がっていく。

			　ずっと、遠くへ。

			「あ、それもきれいね」

			　カーキッドは単純に、照れ隠しで水面の月の光を崩してしまおうとしただけだったが。オヴェリアは何を思ったか、揺らいだその光景にも微笑んだ。

			　月だとか、きれいだとか。そんなものはカーキッドの世界観にはない感覚。

			　だが今は滑り込んでくる、見た事もない情景。カーキッド一人では決して見る事ができなかった、世界の別の姿。

			「明日は早いぞ」

			　煙草をくわえカーキッドは遠くを見た。対岸は、今は闇の中にある。

			「……夜の池は、飲まれそうだな」

			「あなたでもそんな事を思うのね」

			「……悪いか」

			「ううん。……そうね」

			「……」

			「……まずはマルコとレトゥ様の所に」

			　虚ろに答えてそしてカーキッドは煙草を捨てる。

			「その後は北進。目指す先は一つ」

			　待ってる──闇を背負う者、あの男もそこにいる。

			　だがその前に。カーキッドは彼女に問うておきたい事があった。

			「オヴェリア」

			「……ん？」

			「決心に、曇りはないか？」

			　竜と見まみえた今だからこそ、もう一度、確認しておきたいその気持ち。

			　城を出る前とはまた違う、互いの気持ちと状況で。

			　問われたオヴェリアはカーキッドが言わんとしている事をすぐに察した。その上で。

			「……」

			　瞬時には、言葉が出なかった。

			　城を出る前ならば迷いなく言えていた言葉が。今は……出なかった。

			　あの存在は、ギル・ティモが造り出した物なのだろうとデュランは言った。

			　異界から呼び寄せた虚像。

			　実際の物とは違う、その感触をカーキッドも唱えていた。

			　あれは実物じゃない。

			　けれども、まったくの別物でもない。

			　あの姿。あの牙、あの瞳。

			　あの炎。

			　実物はさらに上回る、竜という存在。

			「そう、ね……」

			　やっと、オヴェリアは言葉を口にした。

			「あの時、気づいたの……私は甘かったと」

			　竜を倒す──旅をする事さえ、オヴェリアは実際に歩き出してから己の甘さを悟った。

			　そして今さらに思う、自分の愚かさ。

			「竜を前にした時……私は、怖くて仕方がなかった」

			　ガブリエル達にはああ言ったけれども。

			「本当は、凄く、怖かった……」

			　その姿を見た刹那、動けなくなった自分がいた。

			　全身が震えて声すら出なかった。体が石になってしまったようだった。

			「あの時、カーキッドが声を掛けてくれなかったら、私はとても……」

			　何も出来なかった。

			　その瞬間に気づいてしまった。自分の、甘さ以上の覚悟のなさ。

			　竜を倒す、そのために出たこの旅路。

			「私は……本当は何も心に決めてなかったのかもしれない」

			「……」

			　カーキッドは黙って聞いている。

			　旅に出て色々な町を巡った。

			　カーキッドに何度も言われた。「竜退治の方が先決だ！」と。

			　回り道を繰り返した、そこには彼女なりの正義はあったけれども。

			　怖かったからかもしれない……今更ながらそんな事を思う。

			　本当はゴルディアに行くのが恐ろしくて。だから……知らずと遠ざけていたのかもしれないと。

			　竜と戦う事。そこにたどり着く事。

			　目を背けていたと気づいたあの瞬間。

			　……やがてカーキッドはポツリと言った。

			「仕方がねぇさ」

			「……」

			「歴戦の猛者だってな、竜と戦うなんざ、大概の覚悟がいる」

			「……でも、私は」

			　そのために白薔薇の騎士になったのに……この剣を手にしたのに。

			「お前が止やめたいってんなら、誰も止とめない」

			　オヴェリアは驚き彼を振り返った。

			「非難できる奴なんざいない」

			　誰にそんな事ができるというのか。

			　この現状にすら、本当は、カーキッドは苛ついている。

			　聖母の剣を手にしたからと、姫一人に国の命運を託すなど。

			　こんなあり方は間違っている。その点はアイザック・レン・カーネルと同じ意見だ。この国は狂っている。

			「剣が竜を倒すんじゃねぇ」

			　聖なる剣──だが剣は勝手に動かない。

			　誰かが使ってこそ、その力は意味を持つ。形を作る。結果を作り上げていく。

			「戦うのはお前だ」

			「……」

			「もう、お前の戦いは始まっている。そして退くのも一つの戦いだ」

			　無理すんな、カーキッドは彼女にそう言いたかった。

			　止めておけ、傷つくなと。傷つかないでくれと。

			　……竜と戦った今だからこそ。

			　──見たくねぇ。

			　もう、二度と。

			「私はずっと、こう思ってきました……娘じゃなければよかったのにって。私が男だったら、父と母の代わりに戦えたのにって」

			「……」

			「娘だから、私は父の荷を背負う事ができない……それが口惜しくて仕方がなかった。母の意志も継げない自分が悔しかった」

			　オヴェリアの言葉は水面に見えない波紋を作り上げていく。それがカーキッドには見えた。目には映らずとも確かに。

			「だから……白薔薇の剣を持つ事を許された時、初めて思った。やっと父の代わりに戦える、母と共に戦えると」

			　生まれてきたその意味を、やっと与えられた気がした。

			「でも、間違いだった」

			「……」

			「父の代わりに、母の代わりに……それは違うと。そんな覚悟では、あんな物と戦えない」

			　その程度じゃ、剣を向ける事も許されない。

			　本当に必要な事は唯一。

			「私自身の意志でなければ、戦えない」

			　誰かの代わりじゃなくて、自らで。

			　自らが選んだ道で、自ら選んだ剣で。

			　戦う。

			　そうでなければいけない道だと、あの時初めて気づかされた。

			「だから。私は私で選ぶ」

			　決まったか、とカーキッドは思った。

			「私は、私の意志で戦います」

			「……それでいいのか？」

			　オヴェリアは頷いた。その顔は、見なくてもカーキッドにはわかった。

			「カーキッド、」

			「あん？」

			「……ついてきてくれますか？」

			　思わずカーキッドは笑った。

			「何を今更」

			「……」

			「俺の道は決まってる。お前がその道を選ぶなら、道は一緒だ」

			　もしもオヴェリアが諦めるというのならば、カーキッドはそれに従った。面倒臭くなったから戻る、彼はきっとそう言っただろう。

			　だが彼女は選んだ、険しい道を。過酷な道を。

			　ここに、自らの意志で。

			「改めて言う。並みの事じゃねぇぞ」

			「ええ」

			「それでも行くってんだな」

			「……待っています」

			　あの男が待っている。

			　そしてその先にもう一人、オヴェリアには取り戻さなければならない人物がいる。見失った叔父の姿を。

			「私は、騎士です」

			　ガブリエル達の最期を思い出す。

			　貫く想い、そして正義。

			　信念。

			　確固たる物。

			　根幹は、自分に宿せ。

			　求めるならば、惑うな、迷うな。

			　最後に問うのは、神ではなく、己の魂。

			「行きます」

			　誰かの代わりじゃなく。自分の意志で。

			　守りたい物は、己この中にある。

			　そのためにこの剣を握る、振るう。

			　──戦う。

			　カーキッドはオヴェリアの肩に手を置き、立ち上がった。

			「目指すは北だ」

			「はい」

			　──武大臣よ、そしてハーランド国王よ。あんたらの代わりに見届けたぞ。

			　一人の騎士が生まれた瞬間を。

			　本当の戦いが始まる瞬間を。

			　──俺は、

			　こいつと共に行く。

			　もうとうについていた決断。今更だが、カーキッドは改めて深く刻む。

			　──守り抜く。

			　行こう、と。

			

			　　　　　　　

			

			　夜が明ける。

			　世界は黒から青へ。

			　沈黙と静寂が、覆い尽くしていた闇を洗い流していくかのように。

			　溶けていく、すべてが清浄の一色に。

			　そして青から、やがて来きたるは一時の白。

			　そこに光は現れるだろう。世界に夜明けを諭すために。

			　そうなる前に彼らは歩き出す。

			　青の世界を振り返り、カーキッドは荷物を肩に引っ掛けた。

			　簡単に見える光景。だがそれもカーキッドだからこそである。巨大な荷だ、誰にでも真似できるわけではない。

			　少し離れた所でデュランがサッと地図を開いた。

			「東へ」

			　木立が行く手を塞いでいる。だが歩けぬ場所ではない、道は続いている。

			　──限りなく、望むならばどこまでも。

			　デュランの背に弓はない。城を出る際、結局彼の弓は見つけられなかった。

			　オヴェリアが弓の事を問うと、彼は「また良き物を探します」と笑った。

			「行くぞ」

			　オヴェリアは大きく頷いた。今日も剣は重い。

			　だがその重さ諸共歩き出す。

			　その手にはルビーの石が握られていた。竜との戦いの際に失った短刀に埋め込まれていた物だ。

			　──お前も共に、この先へ。

			　手を当て、心の中で呟き懐にしまう。

			「まずは旧街道へ。そこから東へ進めば、二日あれば足りるでしょう」

			　視線を合わせずカーキッドが応と頷く。

			「行きましょう、マルコ」

			　オヴェリアはふわりと笑って、少年を振り返った。

			　だがマルコは険しい表情のまま、固まったように地面を見つめていた。

			　カーキッドが歩き出し、デュランが先を促してもずっと。

			　少年は動かない。その視線で地面を覆してしまおうとしているかのごとく。

			「マルコ？」

			　訝しげにオヴェリアが問う。その声に少年はスッと顔を上げた。

			　オヴェリアを見たその目はひどくまっすぐで、そして鋭くて。思わず彼女が息を呑むほどであった。

			　気配を感じ取ったデュランが振り返る。どうされました？　と彼が問うより先に、マルコ自身が答えを告げた。

			「手紙を書きます」

			　彼が出した答え、決意を。

			「先生には手紙を書きます」

			　カーキッドは、歩は止めたが振り返りはしなかった。

			「僕も行きます」

			　空は色を薄めていく。

			　世界が白に染まるのは一瞬の事。

			　だが尊ぶべき、始まりの序曲。

			

			　　　　　　　

			

			「自分が何を言っているか、わかっているか？」

			　デュランの声はあくまで優しい。優しく諭す、幼子の戯れを。

			　その目をマルコは睨んだ。顔を覗き込まれても変わらず、その視線を揺らさなかった。

			「お前はすべてを見たはずだ」

			　そして全部聞いた。

			　オヴェリアが何者で、何のためにどこへ向かっているのか。それが容易い旅ではない事も、立ち塞がる者の存在も。

			　オヴェリアには刺客がついている。禁断の魔術を使う輩もいる。教会をも敵に回した現状。

			　そして彼女達が向かう先には竜が待っている。

			　竜──その言葉にマルコは唇を噛み締めた。その恐ろしさは彼自身が直面した。

			「この先、我々に従えば、もう一度あれと見まみえる事になるぞ」

			　脅しではなく事実。彼女達はそこに向かっている。

			　それを考えれば無論マルコの膝は笑う。自分の感情は自分が一番わかっている。本当は恐ろしくてたまらない。

			　──だけど。

			「行きます」

			　だから。

			「僕も行きます」

			　声が震えた、少年は一瞬恥ずかしいと思った。その感情を、首を振って拭う。

			「何ゆえに？」

			　──何も出来なかった。

			　竜を前にして、自分はただ震えているだけだった。何かをしようとしても結局足手まといになって。むしろカーキッドを危険な目に遭わせた。

			　最後には立ち尽くして、オヴェリア達を見つめるしかできなかった。

			　怖かった。動けなかった。

			　なぜあんな物を相手にオヴェリア達は立ち向かっていけるのか、マルコにはまったくわからなかった。

			　そして、それが竜だった。

			　立ちすくみ恐怖する絶望の存在。それこそが、マルコが見た初めての竜という存在。

			　あれが術によって造られた物だとか、そんな事はわからない。けれどもそれこそが、

			　──父さんが命を懸けて、もう一度会いたいと願っていた物。

			　文字通り命を賭してまで思い描いた夢の形。

			　二人の笑顔が浮かぶ。それは先日枢機卿によって掘り起こされた記憶の中の物。自分が二人の顔を忘れていた事に気づかされた。

			　そして目をそらしていた事も知った。

			　二人がいなくなったあの日からずっと考えていた。何が起こり何が始まり、何が終わったのか。

			　考えても考えても何もわからない中で、唯一わかった事だけがマルコの心にのしかかった。

			　それは絶望。

			　両親はもういない。叫んでも泣いても、誰も迎えに来てはくれない。

			　もう何もない。

			　村が燃えてもこの身が焼けても、痛むのは心。悲しいのはそれだけ。

			　大切な物があった、大事な人がいた。けれども何もなくなった。

			　何もかも、いつかはなくなる。

			　レトゥはマルコの元へ来てくれた。泣いてくれた、一緒にいてくれた、大事な存在だ。

			　でも、彼もいつかはいなくなってしまう。

			　ならば何も、ない方がいい。

			　もうあんな痛みは嫌だ、耐えられない。

			　ならば最初から何もいらない。何もなければ失う事もない。

			　だから少年は世界を拒絶した。

			　レトゥはマルコのために同世代の子供を集めた。だがマルコは誰にも心を開かなかった。

			　だが唯一彼が心を開いたのは魔術。

			　学ぶ事は楽しい。レトゥの口から語られる未知の世界。そして本の中に広がる新しい世界。悲しい過去も辛い現実も全部忘れられるくらいに。術を学ぶ事、そして世界を学ぶ事は、いつしかマルコにとっては息をするのと同じくらいの価値を持つようになっていた。

			　レトゥのためにレトゥと共に魔術の腕を磨きたい。……そう思っていたけれども。

			　それすらも叶わなかったのだと、思い知らされた。

			　竜を前に、少年は無力だった。

			　だがその極限の絶望の中で少年は見たのだ。

			　戦いに行く、オヴェリア達の背中。戦士達の背中を。

			　逃げぬと。挑むと。

			　恐れぬと、立ち向かうのだと。

			　止まらぬと。

			　あの存在の前に走り出し。剣を放ち。

			　飛び。

			　舞い。

			　裂き。

			　断ち。

			　……見入った。

			　心臓が跳ねた。

			　その鼓動が再び蘇らせる、父の想い。

			『もう一度竜に会いたいんだ』

			　竜は崇高な存在。世に語られる伝承は、本当は間違っているのではないか？

			　もう一度会いたい、確かめたいと願った父は色をなくしたけれども、その想いは潰ついえたけれども。

			　──僕は残ってる。

			「僕も連れて行ってください」

			　マルコの口から強い想いがこぼれた。

			「連れて行ってください」

			　会いたい、本当の竜に。

			　その真実の姿をこの目に刻む。

			　もうそれは、彼にしかできない事。

			　止まった世界を動かすのは、誰でもない、自分自身だ。

			「……容易たやすくはない」

			「わかっています」

			「何の保障もないのだぞ」

			　デュランは少年に厳しい眼差しを向けた。

			「誰もお前を守れぬぞ」

			　マルコはデュランを睨む。だが、

			「守ってくれとは言ってません」

			　オヴェリアは驚き少年を見た。

			「竜に会いたいです」

			「……」

			「どうされますか？　姫様」

			　オヴェリアはじっと少年を見た。少年はオヴェリアを睨み、歯を食いしばって嗚咽を堪えていた。

			　空気を伝ってくる想い。オヴェリアをも奮わせるほどの、振動を伴った波紋。

			　やがて姫君はゆっくりと瞬きをし、懐から石を取り出した。

			　碧の焔石だ。

			「手を出しなさい」

			　それをオヴェリアはマルコの手の中へギュッと、強く押し込めた。

			「これはあなたが持ちなさい」

			　マルコは驚きオヴェリアを見上げた。姫は頷いた。

			「あなたが持つのが、一番ふさわしい」

			　──竜を追う者よ、竜と共にあれ。

			　父と母の想いを受け継ぐ者を、彼女に無視できようか？　

			　決意を持って踏み出そうとする者を、誰が無碍にできようか？

			　過去と決別し今を築こうとする者に。

			　風は優しくその背を抱きしめる。

			

			　　　　　　　

			

			　始まりは青。

			　やがて世界は白み、地平線から太陽は姿を現す。

			　そこに迎える赤の輝き。

			　そして金色の道。

			　マルコが歩く。

			　カーキッドがその前を無言で歩き、

			　デュランが姫を振り返る。

			「良いので？」

			「ええ」

			　オヴェリアは笑う。そしてカーキッドの背中を見た。

			「参りましょう」

			　少女が刻む歩の行方。

			　踏む土の感触が、いつもと違うように思えた。

			　行く先は困難なれど。

			　限りなく絶望は近いけれども。

			　今日も響く、鳥の声。

			　そして世界のどこかでは、産声が上がっている。

			　──守る。

			　自らの意志で進む、これからの道。

			　──父上、

			　共が……いえ、友が増えました。

			　私は彼らと参ります──空に向かって彼女は呟く。

            

			　本当の戦いは、今この瞬間から始まる。

			

	








			
			　息づくのがすべて定めだというのならば、人は何のために想いを馳せるのか。

			　歴史に刻まれる幾多の結論。

			　やがて来る瞬間に、命は何とどう向き合って。

			　そこに盧生ろせいの夢を描くのか──。

			

			　　　　　　　

			

			　月光が落ちるのを待っていた。

			　されど結局光は届かなかった。

			　その代わりに彼の元に訪れたのは、深い悔恨の念だった。

			「行かせたのですか」

			　懺悔の言葉も浮かばない。

			　どうしたら、この罪が、

			「あの子の中には何もない。最初に私が申した通りだ」

			「すべてを覗き見られたか？」

			「……」

			　いや──もう罪は消えない。

			　今生が果てても終わらない。

			「壊すのをためらった、違うか？」

			「……誰に物を申している」

			　命が汚れるとはそういう事。

			　死んで終わると思うな。

			「これは失礼を致しました、枢機卿ドルターナ様」

			　振り返りたくもない、そして誰がいるか、振り返るまでもない。

			　彼の背後に立つのは長身の男。

			「……ここは退出願いたい、盃サカズキ殿」

			　このような輩に入って欲しくはないのに。

			　……招き入れてしまったのは、彼自身だ。

			　知らず、奥歯に力を込めていた。

			「あの子は何も知らん」

			「それでは困るのは、あなた様ではありませんか？」

			「──」

			「何も知らぬ、何も下さぬでは」

			　──世界は、白だけでは成り立たない。

			「やるべき事はわかっているはず」

			「……」

			　──もう戻れぬと、克明に。

			　突き立てられているのだ……心臓の脈打つ刹那の場所に、深々と。

			「あなたの愛の、誠や如何いかに」

			　選んだ道がどうであろうと、進むしかないのだ。

			「オヴェリア様……」

			　卿は虚空に向かって唱える。

			　──あなたがそうであるように。

			　私にも、守らなければならないものがあるのです、と。

			「地下を……解禁する」

			　脳裏に浮かんだのはあの手紙。

			　ぐっと目を閉じた。

			　涙を流す事より苦しい想いがこの世にある事を知る。

			　こらえきれないから、想いを掻き抱く代わりに拳を握り締めた。

			　彼が黒衣の男が背を翻すのを見る事はなかった。

			　その後ろにもう一人、黒い装束の者が付き従った事も。

			　沈黙が辺りを虜にしていく。

			　ドルターナは壇上を見上げる。

			　白い天蓋が覆っている。寝台に横たわるのは一人の女性。

			「……」

			　愚かと嘆かれるだろう……この道が正しいなどと、微塵も思えない。

			　でも決めてしまった。

			「……あなたの命は、必ず」

			　世界と天秤に掛けた。

			　これは愚行だ。

			　だが、わかっていて全部被ると決めたのだ。

			　罪と。

			　──大罪人は我だ。

			　罰。

			「……笑ってください、ウリア様…………」

			　彼女からもらった最後の手紙を思い出す。

			　その返答はたった一言しか綴っていない。

			　いつかあなたがそれを見る時が来たならば、私はもうこの世にはいないだろう。

			　そういう愛を受けた。

			　あなたに会えたから、そういうふうに生きようと思った。

			　だから、もう願いはただ一つ。

			　立場も世界も……どうでもいいのだ。

			　ただ唯一の望みは──。

			「……生きてください……」

			　膝を折ってこぼす言葉。

			　彼はもう、神には祈れない。

			　その代わりに捧げよう。祈らぬ代わりにこの身をすべて。

			　ドルターナは唱える。最後の言葉を。

            

			　この命、至上の愛に捧ぐ。

			《了》

			

	








			
			　待ち人は来なかった。

			　だから、少年は行く事にした。

			　約束したわけではなかった。

			　それでも、出発は夜明けだと。

			　……ずっと暗黙に、続けてきたから。

			　歩き出す、そこには追い風も向かい風もない。

			　朝の痛いほどの静寂の中で。

			　町の出口が見えてきた──その時だった。

			「泣きながら行くのか？」

			　誰かに声を掛けられるなど思ってもいなかった。無様なほど体が跳ねた。

			　恐る恐る振り返ると、女がそこに座っていた。

			　白いローブ、フードをかぶっているが、茶色の髪が流れている。

			　少年は眉を潜めた。物の怪の類かもしれないと思った。

			　腰の剣に手を当てる……すると女はフフフと笑った。

			「泣いてなどいない、か？」

			「……」

			「これはこれは。私の見当違いのようだ。失礼をしました」

			　少年は表情を変えない。

			　その代わりに女が破顔する。屈託のない笑みである。

			　笑顔には、人の心を溶かす力がある。

			「私は旅のまじない師。どれ、お詫びに少しあなたの事を見てあげましょう」

			「……」

			　まじない師とは、呪術を操る者。天候を司り作物の実りをもたらす者から、人の運命を見る者……様々にいる。

			　少年の故郷にもそういう人物はいた。大概は恐れられ、にわかに近づく事などできない存在であった。

			　少年も、まじない師と名乗る者と話すのは初めての事だった。

			「まずはあなたの名前」

			　そんな事までわかるのか──少年は目を見張った。

			「あなたの名前は……ミュンヘン・スカイ……」

			「……カーキッドだ」

			「おやおや、間違えた」

			　ハハハと笑う。

			　少年──カーキッド・Ｊ・ソウルは、一層いぶかしくまじない師を見た。

			

			　　　　　　　

			

			「さて、カーキッド。そなたの行く末だが」

			　女は懐からルーペを取り出すと、まっすぐカーキッドを見る。

			「ほら、手を出してごらん」

			「手？」

			「そう、手だよ」

			　仕方なく少年は手を差し出す。思ったより強い力で引っ張られ驚いた。

			「おやおや、女難の線が出ているよ」

			　意味が分からずカーキッドは無言で女を見た。

			　それに女はニコリと笑った。

			「女性で苦労するかもしれないね」

			「……」

			　このまじない師は、ヘボだと思った。

			　この自分が女難？

			　女など──この道には関係ない。

			「あと水難の気もある。……貸し借りの線もあるね。借りた物はちゃんと返すように」

			「……」

			　やっぱりヘボだ。

			　腕を引っ込め、少年は意識を外へと向けた。

			　そして彼の心を呼んだかのように、女は言った。

			「この町を出てどこへ行くんだい？」

			「……」

			　答えない。表情も特に。

			　ただ虚空を眺める。

			　黒い髪が俄かに揺れる。風が出てきた。

			　もう行こう、そう思って。

			　……少し、寂しく思う。

			「一人で行くのか」

			「……」

			　答えるまでもない。

			　連れはいない。

			　この道は一人だ。

			　人生とはそんなものじゃないだろうかと、少年は思う。

			　生まれてくる時も死ぬ時も一人だ。

			「お前の夢は、何だ？」

			　不意に聞かれ、少年は女に意識を戻した。

			　……夢？

			「……」

			「この先、何がしたい？　何をしようと思う？」

			「…………」

			　──夢……。

			「希望」

			　少年は目を伏せた。

			「……別に」

			「その剣で戦うのか？」

			「……」

			「お前の師は、お前を捨てたわけではない」

			「──」

			　ハッと顔を振り向く。

			「何を、」

			「師に代わり言おう。時が来た、それだけだ」

			「……」

			　──わかっている。

			　わかっていたのだ──いつか、こんな日が来る事は。

			　あの人について、生まれ故郷を捨ててきた。あの人からは色々な事を教わった。

			　でもそれは、未来永劫じゃない。

			　一人で歩く日が来る、一人で行かなければいけない日がやってくる。

			　──超えるなら、たった一人で超えていけ。

			　……この道は、そういう道だ。

			「お前の夢は何だ？」

			　また問われた。少年は俯いた。

			「……別に」

			　またこの返答をしても、女は笑って彼を見ていた。

			「女難、水難、貸し借りの線……だが不思議と、人に恵まれるとも出ている」

			「……？」

			「人との出会いを大切にせよ……ミュンヘン・スカイ、人との出会いが宝となる」

			「……カーキッドだ」

			「ああ、そうだったか。ハハハ、失敬」

			　出会いを大切にしろと言われても、少年にはわからなかった。

			　人と出会う事が、何の意味を持つのか。

			　──導かれていく、一本の糸。

			「カーキッド・Ｊ・ソウル」

			　俯いていた少年は、女の声に顔を上げる。

			　その目は、今までの優しく穏やかな物ではなかった。

			　一瞬ゾッとした。背筋が震えるようだった。

			　彼女の目と、言葉は。

			「お前は生涯、剣によって生き、剣によって生かされる」

			　この先、生涯、彼の心に突き立った、

			「そして最後は、己が戦う本当の意味を知り──愛する者を守って死ぬであろう」

			　一刀の、深い深い太刀となる。

			

			　　　　　　　

			

			　町を出る。

			　行き先は知れぬ。

			　ただ、足早に少年は歩く。

			　今一歩もここにはとどまれないと。

			　──愛する者を守って死ぬ？

			　あのまじない師はヘボだ。

			　そんな事……、死ぬ、死ぬのか……。

			　誰でも最後は、終わりがくる。

			　問題はどう生きるか。

			「愛？」

			　口の端からこぼれた笑いは震えていた。

			「……夢？」

			　別れ間際にまじない師は言った。夢を持てと。

			　夢とか希望とか。

			　まして、愛など。

			「──西の国で戦争が始まる。志願兵を募集しているらしい──」

			　街道をすれ違った旅人の言葉が、耳をすり抜けかけて踏みとどまる。

			「剣に、」

			　夢とか愛とか。

			「…………くだらない…………」

			　少年は西に足を向けた。

			　初めての一人旅、そして戦場は、西の国と決めた。

			

			　　　　　　　

			

			　太刀筋がきれいだと言われた。

			　若いのに、巧いとも言われた。

			　ただ、まだ足りないとも言われた。

			　もっと磨け、もっと断て。

			「お前が傭兵？」

			　長くは生きられないと言われながら、二つ、三つと戦場を生き残った。

			　どれが、何が正しいかなどわからない。

			　時には集落の混乱、時には国を巻き込むほどの戦いの中で。

			　忘れもしない、一つの言葉。

			　──愛する者を守って死ぬ。

			「ボーっとするなッ!!」

			　目の前で自分をかばって死んだ兵士を。

			　斬った敵兵を、次の瞬間討ち果たす。

			「……どうやって生きようが、」

			　──全部、俺が決める事だ。

			　夢は……強くなる事。

			　闘いの中に身を置き、抱くようになった願望。それを夢だと言うのならば。

			　無様にだけは死にたくない。

			　……だから、強くなりたい。

			　誰かのために強くなるなんてぬるい事を言っていたら、自分自身に負けてしまう。

			　己のためにのみ強くならなければ、先など見据えて生きていけない。

			　誰かを言い訳にして、最後の最後に恨み節を言うような人生だけは。

			「真っ平だ」

			

			　　　　　　　

			

			　わざわざ言わない言葉がある。

			　わざわざ見せない顔がある。

			　少年は胸に誓った。

			　誰も愛さない。

			　愛される事も、必要ない。

			　ただ……それでももし、この先、何か守りたいと思う者ができたならば……。

			　…………無様な姿だけは、見せたくない……。

			　たった一度、傭兵仲間にそう言ったらひどく笑われた。

			　ガキは夢があっていいなと言われた。

			　こんなものが夢だというのなら、それでもいいかと、少年は思った。

			

			　　　　　　　

			

			　旅立つ少年に、まじない師が言った最後の言葉を、彼は知らない。

			「旅立ちに、幸あれ」

			　──改めて言うまでもなく、そは闘いの人生だ。

			　そして。

			　この世でたった一人愛する女を、生涯かけて、守り抜け、と。

			《『いつか鬼神と呼ばれるまで』了》

			

	
			
				　あとがき

				

			　こんにちは。お久しぶりです、葵れいです。

			『白薔薇の剣』第二巻をお届けします。皆さま体調などお変わりありませんでしょうか？

			　第一巻が発売されて半年ほどが経ちますが、その間、一二三書房様をはじめとして色々な書店様にお邪魔させていただく機会がありました。お忙しい中お時間を作っていただきまして、本当にありがとうございました。

			　書店様へのご挨拶は地元が多かったのですが、どちらも突然の申し出にも関わらずとても親切にしていただき、感激いたしました。

			　最初は、挨拶回りしようかすごく迷ったんですよ。私、人見知りで（苦笑）。電話で『白薔薇の剣』という本を扱ってみえますでしょうか？　えっと、実は作者の者でして……」なんて言う瞬間が特にドキドキ＆緊張しちゃう（笑）。っていうか他に何かいい言い方があるのかも（汗）。

			　んでも、「初めての本」ってたった一回の事か……って思いながら伺っていました。またご挨拶に伺う事もあるかと思いますが、どうぞよろしくお願いいたします。

            

			　では今回も御礼という事で──。

			　一二三書房様、今回もありがとうございます。編集の遠藤様、装丁のｅｒｉｋａ様、前巻に引き続き拙作をここまで素敵な物にしていただきました事、本当にありがとうございます。

			　そしてイラストのミヤジマハル様！　今回も『白薔薇』の世界に魂を吹き込んでいただき、本当にありがとうございます！　カバーイラストはもちろんの事、挿絵にここまで会心の一撃を込めていただけるとは!!　感激です。今回登場のマルコの可愛さは必見です。

			　みっちゃん様、いつもありがとうございます。大好きです（笑）。泉先輩、拓海君、愛実ちゃん、心の支えです、ありがとうございます！　友人Ｃちゃん、今度バイオリン聞かせてくんちゃい♪　友人Ｋ嬢、一番古くから私の小説に付き合ってくれていたのに連絡が遅くなってごめん。ちゃんと言えなかった言葉を今ここで言わせてください。結婚おめでとう＆出産おめでとう！　末永くお幸せに！　まひろちゃんとずっとずっと仲良くね♪　同出版社より出版の先生方、活躍を期待しています。「なろう」でお世話になっている数々の方々、いつも本当にありがとうございます。

			　そして──またしても『白薔薇』を手に取ってくださった方、初めてだよーって方も含めて。

			　本当に本当にありがとうございます!!　あなたと出会えた事は私にとって最高の宝物です。

			　またお会いできる事を願いつつ。またこの場をいただきました事に精一杯の感謝を込めて──。

			二〇一六年　四月　十五日

			葵れい

                

	



葵れい

 

　愛知県在住。趣味は映画、読書、音楽、イラストなどなど。

　空が好きなのでよく眺めています。雲いっぱいの青空や、朱に染まる夕焼け、晴れの日も雨の日も、夜空の星々も全部大好きです。

　第二の故郷はディズニーランドです。
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